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〈
論
文
〉

旧
外
地
関
係
資
料
の
保
存
と
継
承

―
拓
殖
大
学
所
蔵
旧
外
地
関
係
資
料
を
例
と
し
て

長
谷
部　
　
　

茂

要
旨　

現
在
「
旧
外
地
」
と
称
さ
れ
る
、
戦
前
日
本
の
植
民
地
等
海
外
に
お
け
る
支
配
地
域
で
あ
っ
た
台
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
（
中
国
東
北
部
）、
南
洋

等
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
働
く
日
本
人
青
年
を
育
成
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
拓
殖
大
学
（
創
設
当
時
は
台
湾
協
会
学
校
）
に
と
っ
て
、
格
別
な
地
域

で
あ
っ
た
。
学
生
は
入
学
す
る
時
点
で
、
卒
業
後
は
外
地
で
働
く
こ
と
を
誓
約
し
、
実
際
、
卒
業
生
の
六
割
以
上
、
数
千
人
が
海
外
に
赴
任
し
、
現
地

で
公
私
の
事
業
に
従
事
し
た
。「
旧
外
地
」
は
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
学
校
に
と
っ
て
は
、
日
本
の
海
外
発
展
政
策
と
相
俟
っ

て
、
そ
の
社
会
的
評
価
を
高
め
た
揺
籃
の
地
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
旧
外
地
」
に
関
す
る
知
識
は
学
生
に
と
っ
て
、
そ
の
言
語
と
同
様
、
身
に

着
け
る
べ
き
必
須
の
も
の
で
あ
り
、
学
校
は
そ
の
た
め
の
図
書
資
料
を
必
ず
備
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
後
年
、
主
に
ア
ジ
ア
を
対
象

と
す
る
地
域
研
究
の
学
統
を
培
っ
て
い
っ
た
の
は
自
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
学
校
の
設
置
経
営
母
体
で
あ
っ
た
台
湾
協
会
（
の
ち
東
洋
協

会
）
は
、「
旧
外
地
」
を
対
象
と
す
る
調
査
研
究
機
関
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
文
化
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
協
会
旧
蔵
図
書
の
寄
託
、
移
管
、
寄
付
、
譲
渡
を
出
発
点
と
す
る
拓
殖
大
学
図
書
館
旧
外
地
関
係
資
料
の
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
し
、
同

資
料
の
果
た
し
た
役
割
、
将
来
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
国
内
の
他
の
「
旧
外
地
」
関
係
資
料
の
実
情
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
旧
外
地
、
植
民
地
、
東
洋
協
会
、
台
湾
総
督
府
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
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一
、
は
じ
め
に
―
台
湾
・
東
洋
協
会
蔵
書
と
拓
殖
大
学
図
書
館

　

本
稿
で
紹
介
す
る
旧
外
地
関
係
資
料
を
含
む
拓
殖
大
学
（
以
下
に
「
本
学
」
と
称
す
。）
図
書
館
の
蔵
書
を
構
成
す
る
最
初
期
の
も
の

は
、
設
置
経
営
母
体
で
あ
っ
た
台
湾
協
会
（
一
九
〇
七
年
東
洋
協
会
に
改
組
）
が
収
集
し
、
本
学
に
寄
託
寄
贈
し
た
図
書
群
で
あ
る
。
協

会
は
、
旧
外
地
の
情
報
拠
点
と
し
て
図
書
館
を
備
え
た
拓
殖
館
の
設
置
を
長
年
構
想
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
し

た
が
っ
て
協
会
が
自
身
の
図
書
館
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
図
書
の
収
集
は
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
い
く
つ
か
の

時
期
に
分
け
て
本
学
に
預
け
ら
れ
た
り
、
寄
贈
さ
れ
た
り
、
ま
た
戦
後
、
協
会
解
散
時
に
は
本
学
（
当
時
紅
陵
大
学
）
に
譲
渡
さ
れ
た
。

蔵
書
を
め
ぐ
る
協
会
と
本
学
の
関
係
は
、
本
学
が
創
設
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
密
接
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
一
体
で
あ
っ
た
。

　

台
湾
協
会
は
そ
の
規
約
の
中
で
「
台
湾
に
関
す
る
諸
般
の
事
項
を
講
究
し
台
湾
の
経
営
を
裨
補
す
る
」
た
め
に
十
項
目
の
事
業
内
容
を

掲
げ
て
い
る
。「
書
籍
の
蒐
集
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
東
洋
協
会
に
改
組
し
て
も
、「
台
湾
」
を
「
台
湾
韓
国
及
滿
洲
」
に
改
め
た
だ
け

で
、「
書
籍
の
蒐
集
」
は
依
然
、
主
な
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
協
会
に
と
っ
て
旧
外
地
関
係
資
料
の
収
集
は
、
業
務
の
一
環
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
七
月
、
協
会
の
解
散
（
解
散
前
年
に
東
洋
文
化
協
会
と
改
称
）
に
伴
う
清
算
業
務
の
一
つ
と
し
て

編
集
さ
れ
た
『
東
洋
文
化
協
會
五
十
年
史
稿（

1
（

』
に
よ
れ
ば
、
協
会
所
蔵
の
図
書
は
、「
明
治
三
十
三
年
台
湾
協
会
学
校
設
立
以
来
、
同
校
図

書
室
に
収
納
し
て
あ
っ
た（

2
（

。」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
本
学
に
は
じ
め
て
図
書
館
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
（
前
年

に
台
湾
協
会
学
校
か
ら
台
湾
協
会
専
門
学
校
に
改
組
）
で
あ
る
か
ら
、
実
際
は
学
校
創
立
四
年
目
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（
（

。
い
ず
れ
に
せ

よ
そ
の
後
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
六
月
に
本
学
が
大
学
令
に
よ
る
財
団
法
人
東
洋
協
会
大
学
と
し
て
独
立
す
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
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ま
で
協
会
が
二
四
年
に
わ
た
っ
て
集
積
し
た
図
書
群
は
、
す
べ
て
本
学
の
所
管
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
一
九
二
三
年
に
竣
工
し
た
図
書

館
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
図
書
が
移
管
さ
れ
た
の
か
、
当
時
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
七
年
後

の
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
拓
殖
大
学
圖
書
舘
分
類
目
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
図
書
の
大
部
分
が
そ
れ
に
当
た

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
五
年
四
月
稿
本
『
拓
殖
大
學
圖
書
舘
分
類
目
録
』

　

昭
和
五
年
四
月
発
行
の
『
拓
殖
大
學
圖
書
舘
分
類
目
録
』
が
、
本
学
図
書
館
最
初
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
制
作

の
経
緯
に
は
不
明
な
点
が
あ
る
。
緒
言
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

拓
殖
大
学
図
書
館
目
録
成
ル
。
本
目
録
ハ
稿
本
ニ
シ
テ
本
務
ノ
傍
ニ
研
究
促
進
ノ
急
務
ヲ
慮
リ
忽
卒
ノ
間
ニ
之
レ
ガ
編
纂
ノ
大
業

ニ
着
手
セ
シ
ヲ
以
テ
分
類
体
裁
等
ニ
於
テ
推
敲
尚
ホ
足
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
モ
其
ノ
完
成
ハ
期
年
ヲ
経
ル
モ
尚
及
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア

ル
ヲ
恐
レ
、
且
焦
眉
ノ
急
セ
ン
ガ
為
メ
且
ハ
改
良
ノ
基
礎
ヲ
作
ラ
ン
ガ
為
メ
ニ
、
旧
ノ
慣
行
ニ
依
リ
現
在
カ
ー
ド
ノ
順
列
ニ
従
ヒ
タ

リ
。
勿
論
原
稿
作
製
ノ
時
デ
キ
エ
ル
限
リ
改
良
ヲ
加
ヘ
タ
リ
ト
雖
モ
、
此
等
ハ
表
面
ノ
移
動
ニ
止
リ
テ
其
実
質
ニ
及
ブ
能
ハ
ザ
ル
ヲ

遺
憾
ト
ス
。
今
後
ノ
改
良
完
成
ニ
際
シ
テ
ハ
本
図
書
館
ノ
不
断
ノ
努
力
ヲ
用
ヰ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

　
　
　

諸
学
者
本
目
録
ヲ
ミ
ル
ニ
当
リ
幸
ニ
一
片
ノ
忠
言
ヲ
寄
与
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ

　

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
目
録
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
図
書
館
員
、
そ
れ
も
一
個
人
の
篤
志
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
印
刷
は
い
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わ
ゆ
る
ガ
リ
版
刷
り
で
、
製
本
も
簡
易
で
あ
る
。
公
共
の
刊
行
物
で
あ
る
べ
き
図
書
館
目
録
の
発
行
を
、
な
ぜ
大
学
又
は
図
書
館
で
は
な

く
、「
筆
生
花
房
」
と
い
う
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
名
前
を
持
つ
人
物
（
又
は
出
版
社
）
が
行
っ
た
の
か
、
解
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
一
九
二

二
（
大
正
十
一
）
年
四
月
の
大
学
昇
格
を
期
に
、
大
学
昇
格
の
認
可
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
全
学
的
な
協
力
の
も
と
に
竣
工
し
た
図
書
館

の
蔵
書
目
録
が
、
数
年
を
経
て
、
し
か
も
稿
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
理
由
は
何
な
の
か
、
疑
問
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
図
書
館

は
大
学
昇
格
を
記
念
し
た
記
念
図
書
館
と
も
称
さ
れ
、
卒
業
生
の
寄
付
を
集
め
て
建
設
さ
れ
た
。
寄
付
募
集
の
趣
意
は
次
の
よ
う
に
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
　

 　

…
…
現
在
の
図
書
室
は
御
承
知
の
通
り
狭
隘
不
便
に
し
て
且
不
体
裁
を
極
む
。
故
に
大
学
の
図
書
館
と
し
て
恥
か
し
か
ら
ざ
る
も

の
を
設
立
し
、
専
ら
植
民
貿
易
に
関
す
る
書
籍
を
蒐
集
す
る
は
単
り
母
校
の
図
書
館
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又
我
国
に
於
け
る
唯
一
の

植
民
図
書
館
と
し
て
広
く
学
界
に
も
貢
献
す
る
所
不
尠
（
す
く
な
か
ら
ざ
る
）
べ
く
候（

4
（

　

大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
新
設
へ
の
渇
望
が
よ
く
表
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
本
学
の
図
書
館
が
当
初
か
ら
「
我
国
に
於
け
る
唯
一

の
植
民
図
書
館
」、
つ
ま
り
外
地
関
係
の
書
籍
を
主
体
に
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
學
友
會
報
』
第
四
四
号
（
一
九
二
〇
年
九

月
）
掲
載
の
「
拓
殖
大
学
記
念
図
書
館
建
築
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
新
図
書
館
は
、
建
坪
三
六
坪
余
、
書
庫
延
坪
七
四
坪
余
、
事
務
室
及
閲

覧
室
延
坪
三
六
坪
、
事
務
室
と
閲
覧
室
は
二
層
、
書
庫
は
四
層
。
通
気
や
防
火
に
配
慮
し
た
当
時
と
し
て
は
第
一
級
の
設
備
と
規
模
を
誇
っ

て
い
た
。
建
築
費
は
約
四
万
五
〇
〇
〇
円
、
四
万
四
〇
〇
〇
冊
以
上
の
図
書
が
収
納
可
能
で
あ
っ
た
。

　
『
東
洋
文
化
協
會
五
十
年
史
稿
』
の
記
述
に
戻
る
と
、
協
会
は
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
収
集
図
書
の
す

べ
て
を
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
も
鋭
意
収
集
に
邁
進
し
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
神
田
文
川
堂
主
人
の
「
義
侠
的
な
協
力
」
が
あ
っ
た
と
さ
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れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年
十
二
月
、
図
書
館
に
十
分
な
書
籍
が
揃
っ
て
い
な
い
と
考
え
た
学
生
た
ち
の
提
唱
に
よ
り
、
学
生
大
会
の
決

議
を
経
て
図
書
館
後
援
会
が
設
立
さ
れ
、
偶
々
こ
の
前
年
に
解
散
し
た
学
生
消
費
組
合
の
出
資
残
金
を
全
額
図
書
館
で
使
用
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
発
行
の
『
拓
殖
文
化
』
掲
載
の
昭
和
二
年
度
図
書
館
後
援
会
予
算
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
年
度

の
図
書
購
入
予
算
と
し
て
、
経
済
社
会
書
、
法
律
政
治
書
、
商
業
植
民
書
、
文
芸
語
学
書
計
八
六
〇
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
同

年
度
図
書
購
入
費
二
六
〇
四
円
の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
。
小
さ
い
金
額
で
は
な
い
。
個
別
の
タ
イ
ト
ル
は
不
明
だ
が
、
後
援
会
の
会
長

が
、
大
ア
ジ
ア
主
義
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
、
本
学
教
授
大
川
周
明
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
年
、
旧
外
地
関
係
資
料
と
な
っ
た
書

籍
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
推
測
に
止
ま
る
。

　

昭
和
五
年
四
月
稿
本
『
拓
殖
大
學
圖
書
舘
分
類
目
録
』
に
収
録
さ
れ
た
蔵
書
の
内
容
に
少
し
触
れ
る
と
、
こ
の
目
録
中
、
編
者
自
身
が

「
稀
覯
本
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
書
籍
が
あ
る
。
次
の
四
種
で
あ
る
。

　

１
、『
西
域
輿
圖
』

　

２
、『
藤
花
主
人
曲
話
』
上
下
巻

　

３
、『
納
書
楹
正
集
曲
譜
』

　

４
、『
満
文
篆
盛
京
賦
』

　

ち
な
み
に
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
は
現
在
、
す
べ
て
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
（
以
下
に
「
文
京
図
書
館
」
と
略
称
）
の
貴
重
書
庫

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
植
民
図
書
館
を
目
指
し
た
に
し
て
は
、
１
の
『
西
域
輿
圖
』
が
か
ろ
う
じ
て
地
理
に
関
わ
る
以
外
は
す
べ
て
文
学

芸
術
の
類
で
あ
る
。
稀
覯
本
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
専
門
外
で
あ
る
の
で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
大
学
図
書
館
等
の
総
合
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（N

A
CSIS-CA

T

）
の
検
索
機
能
を
利
用
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
四
種
と
も
本
学
の
外
、
二
、
三
の
図
書
館
し
か
所
蔵
を
確
認
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で
き
な
い
。
２
は
、
書
誌
情
報
が
足
り
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
が
、
本
学
が
唯
一
所
蔵
す
る
大
学
図
書
館
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

い
ず
れ
も
稀
覯
本
だ
と
は
言
え
る
。
現
在
、
１
が
一
般
の
大
型
図
書
扱
い
で
あ
る
の
を
除
き
、
2
～
４
は
、
本
学
八
王
子
国
際
キ
ャ
ン
パ

ス
の
図
書
館
（
以
下
に
「
八
王
子
図
書
館
」
と
略
称
）
の
貴
重
書
庫
に
収
ま
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
旧
外
地
関
係
資
料
で
は
な
い
。
４
の

『
満
文
篆
盛
京
賦
』
は
文
学
と
は
い
え
、
満
洲
語
に
よ
る
詩
集
で
あ
り
、
旧
外
地
（
満
洲
）
の
資
料
で
あ
る
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

昭
和
五
年
十
二
月
・
昭
和
十
年
四
月
協
会
寄
贈
図
書

　

東
洋
協
会
の
蔵
書
は
、
最
終
的
に
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
の
協
会
解
散
時
に
本
学
に
す
べ
て
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
以
前
に
協
会
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
本
学
に
蔵
書
を
寄
贈
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
『
東
洋
文
化
協
會
五
十
年
史
稿
』
に
よ
れ
ば
、

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　

 　

第
一
回
は
昭
和
五
年
十
二
月
廿
二
日
附
で
拓
大
図
書
館
に
寄
贈
し
た
の
で
、
五
十
九
部
三
百
三
十
二
冊
に
及
ぶ
。
こ
の
中
に
は
、

台
湾
府
誌
、
海
道
図
説
、
皇
朝
経
世
文
編
、
台
湾
総
督
府
統
計
書
、
旧
慣
調
査
会
経
済
史
料
報
告
、
東
遊
六
十
四
日
随
筆
、
欽
定
則

例
類
、
欽
定
中
枢
政
考
、
律
例
図
説
、
曾
文
正
公
奏
議
、
前
後
守
宝
録
等
貴
重
図
書
も
多
数
含
ま
れ
て
お
っ
た
。（
昭
和
五
年
十
二
月

廿
二
日
附
本
会
の
図
書
寄
贈
案
原
議
書
類
に
は
本
会
係
員
の
捺
印
あ
る
だ
け
で
責
任
役
員
の
決
裁
印
が
な
い
し
、
ま
た
第
二
回
分
の

よ
う
に
大
学
か
ら
の
請
書
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
寄
贈
は
ど
ん
な
趣
旨
で
行
は
れ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。）

　
　

 　

第
二
回
は
昭
和
十
年
四
月
二
十
二
日
附
で
拓
大
に
寄
贈
し
た
の
で
、
四
百
三
冊
に
及
ぶ
。
こ
の
中
に
は
世
界
美
術
全
集
三
十
七
冊
、

世
界
現
状
大
観
十
二
冊
、
通
俗
世
界
全
史
十
七
冊
、
通
俗
二
十
一
史
十
二
冊
、
世
界
聖
典
全
集
二
十
八
冊
、
日
本
時
代
史
十
三
冊
、

神
話
伝
説
大
系
十
六
冊
等
、
全
集
物
が
大
部
を
占
め
て
お
っ
た
の
で
あ
る
。
大
蔵
専
務
時
代
に
文
学
類
の
も
の
は
本
会
図
書
室
に
置
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く
ほ
ど
の
必
要
が
な
い
と
い
う
趣
旨
に
出
た
も
の
ゝ
よ
う
で
あ
る
。
永
田
学
長
か
ら
は
水
野
本
会
長
に
対
し
て
「
本
書
は
芳
名
を
録

し
て
本
大
学
図
書
館
に
蔵
し
研
究
の
資
料
に
供
す
べ
く
」
云
々
と
謝
状
を
寄
せ
て
来
て
る
。

　

第
一
回
の
寄
贈
は
昭
和
五
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
『
拓
殖
大
學
圖
書
舘
分
類
目
録
』（
昭
和
五
年
四
月
発
行
）
が
で
き
た
す
ぐ

後
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
第
一
回
第
二
回
の
寄
贈
分
は
、
同
目
録
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
新
規
の
蔵
書
で
あ
る
。
ち
な
み
に
第
二
回

分
に
つ
い
て
も
「
請
書
」
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
少
し
内
容
に
触
れ
て
お
く
。
第
一
回
の
寄
贈
時
に
「
貴
重
図
書
」
と
さ
れ
た
書
籍
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
の
タ
イ
ト

ル
は
現
在
、
旧
外
地
関
係
資
料
に
分
類
さ
れ
、
文
京
図
書
館
内
の
貴
重
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

１
、『
臺
灣
府
誌
』

　

２
、『
臺
灣
總
督
府
統
計
書
』
全
四
五
冊

　

３
、 『
舊
慣
調
査
會
経
済
史
料
報
告
』（『
臨
時
臺
灣
舊
慣
調
査
會
第
二
部
調
査
經
済
資
料
報
告
』
上
下
巻
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
第
一
部

報
告
と
併
せ
て
全
三
八
冊
）

　

１
は
、
台
湾
経
世
新
報
社
一
九
二
二
年
六
月
刊
行
の
も
の
で
あ
る
が
、N

A
CSIS-CA

T

で
検
索
す
る
と
二
九
館
の
所
蔵
が
確
認
で
き

る
。

　

２
は
、
四
七
館
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
数
冊
し
か
な
い
図
書
館
も
あ
り
、
本
学
は
比
較
的
揃
っ
て
い
る
方
で
あ
る
が
、
前
後
に
欠
号

が
あ
り
、
筑
波
大
学
図
書
館
等
に
は
及
ば
な
い
。

　

３
は
、
三
五
館
で
確
認
で
き
る
。
三
代
学
長
後
藤
新
平
の
治
績
に
関
わ
る
も
の
だ
が
、
特
に
め
ず
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
。

　

以
下
は
、「
貴
重
図
書
」
と
さ
れ
た
が
、
旧
外
地
関
係
資
料
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
書
籍
で
あ
る
。
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１
、『
臺
灣
府
誌
』
の
続
編
と
見
ら
れ
る
『
續
脩
臺
灣
府
志
』
二
六
卷
（
范
咸
同
脩
、
清
朝
）

　

２
、『
海
道
圖
説
』
一
五
巻
（
江
南
製
造
局
、
清
朝
）

　

３
、『
皇
朝
經
世
文
編
』（
賀
長
齡
輯
、
思
補
樓
出
版
、
清
朝
光
緒
年
間
）

　

４
、『
東
遊
六
十
四
日
随
筆
』

　

５
、『
欽
定
中
樞
政
考
』
四
〇
巻

　

６
、『
律
例
圖
説
（
辨
譌
）』
一
〇
巻

　

７
、『
曾
文
正
公
奏
議
』
一
〇
巻

　

８
、『
前
後
守
寶
録
』
二
五
巻

　

９
、『
欽
定
則
例
類
』

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
八
王
子
図
書
館
の
貴
重
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
稀
覯
本
と
い
う
意
味
で
は
旧
外
地
関
係
と
さ
れ
た
前
記
の
三

種
よ
り
価
値
が
高
い
。N

A
CSIS-CA

T

に
よ
れ
ば
、
１
は
東
大
理
学
図
書
館
一
館
の
み
の
所
蔵
。
２
は
五
館
、
（
は
一
一
館
の
所
蔵
で
、

本
学
に
は
一
九
六
三
年
七
月
国
風
出
版
社
の
新
刊
が
一
般
図
書
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
４
の
所
蔵
は
東
北
大
学
一
館
の
み
。
５
に
つ

い
て
は
四
〇
巻
揃
っ
て
い
る
の
は
四
館
の
み
。
６
も
同
じ
く
一
〇
巻
揃
っ
て
い
る
の
は
四
館
の
み
。
７
は
、
揃
っ
て
い
る
の
は
東
京
大
学

総
合
図
書
館
一
館
の
み
。
８
も
同
じ
よ
う
に
所
蔵
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
み
。
９
は
膨
大
な
資
料
群
で
あ
り
、
本
学
所
蔵
の
も

の
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
他
大
学
図
書
館
と
の
比
較
が
難
し
い
。
上
記
の
う
ち
１
、
４
、
５
、
６
、
７
、
８
は
、
い
ず
れ
もN

A
CSIS-

CA
T

に
本
学
の
情
報
が
な
い
。
た
だ
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
和
綴
本
で
、
巻
号
の
分
類
の
仕
方
に
個
性
が
出
て
く
る
の
で
、
デ
ー
タ
検
索
に

馴
染
ま
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

な
お
、
第
二
回
寄
贈
の
全
集
類
は
、
す
べ
て
一
般
図
書
と
し
て
八
王
子
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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昭
和
二
十
二
年
七
月
協
会
解
散
に
伴
う
蔵
書
の
譲
渡

　

本
学
図
書
館
の
蔵
書
を
め
ぐ
る
協
会
清
算
ま
で
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　

 　

…
…
本
会
は
な
お
六
千
余
冊
の
図
書
を
蔵
し
て
お
つ
た
。
こ
れ
は
部
内
の
調
査
研
究
上
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、
な
お
会
員
の
閲
覧
に
供
し
、
調
査
事
項
の
質
疑
に
答
え
、
ま
た
は
そ
の
資
料
を
提
供
す
る
な
ど
、
本
会
の
至
宝
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
太
平
洋
戦
争
中
空
襲
激
化
す
る
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
疎
開
す
べ
く
赤
池
専
務
理
事
は
職
員
を
督
励
し
て
荷

造
り
し
疎
開
先
き
を
四
方
に
さ
が
し
た
が
機
す
で
に
遅
く
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
終
戦
と
な
っ
た
の
だ
が
、
昭
和

二
十
一
年
六
月
末
突
然
事
務
所
々
在
の
大
阪
ビ
ル
が
接
収
さ
れ
た
の
で
、
物
交
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
雇
入
れ
と
拓
大
学
生
大
勢
の
応

援
を
得
て
、
急
遽
拓
大
構
内
の
仮
事
務
所
に
運
ん
だ
。
途
中
目
録
カ
ー
ド
は
散
逸
し
運
ん
だ
図
書
は
混
乱
を
極
め
た
が
、
事
務
室
の

手
入
れ
に
非
常
に
手
間
ど
っ
た
の
で
、
図
書
が
一
応
整
理
さ
れ
た
の
は
翌
二
十
二
年
の
春
季
で
あ
っ
た
。
而
し
て
本
会
は
解
散
す
る

こ
と
ゝ
な
っ
た
ゝ
め
、「
解
散
」
の
項
に
説
明
し
て
あ
る
よ
う
に
、
紅
陵
大
学
に
対
し
、「
東
洋
文
化
協
会
文
庫
」
と
し
て
保
存
利
用

す
る
と
い
う
条
件
で
全
部
を
譲
渡
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。
冊
数
六
千
余
、
台
湾
、
朝
鮮
、
中
國
、
満
洲
、
蒙
古
、
南
洋
そ
の
他
の
外

地
の
各
分
野
に
及
び
、
中
に
は
他
に
類
例
の
少
な
い
貴
重
文
献
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
譲
渡
に
当
つ
て
、
文
川
堂
な
ら
び
に
巖
松

堂
を
し
て
評
価
さ
せ
る
と
と
も
に
貴
重
図
書
の
検
出
を
求
め
た
…
…（

5
（

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
協
会
の
蔵
書
の
す
べ
て
は
、
協
会
の
解
散
を
待
た
ず
、
一
九
四
六
年
六
月
の
事
務
所
立
ち
退
き
の
際
、
本
学
に
運
ば

れ
、
本
学
の
ど
こ
か
に
置
か
れ
て
、
翌
年
の
春
に
か
け
て
整
理
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
協
会
解
散
時
に
は
、
譲
渡
す
べ
き
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書
籍
は
す
で
に
本
学
に
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
東
洋
文
化
協
会
文
庫
」
と
し
て
保
存
利
用
す
る
と
あ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
、
図
書

カ
ー
ド
が
散
逸
し
て
い
た
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
既
存
の
蔵
書
と
は
別
の
場
所
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
置
か
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

清
算
書
類
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
書
籍
は
当
時
、「
貴
重
図
書
」
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（　
　

）
内
に
現
状
を
示
し
た
。「
旧
外

地
」
と
注
記
し
た
の
は
旧
外
地
関
係
資
料
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

１
、
台
湾
関
係
：
文
政
学
部
紀
要
（『
台
北
帝
國
大
學
文
政
學
部
紀
要
』
と
し
て
「
旧
外
地
」）、
籠
麻
蚕
の
研
究
（
該
当
書
な
し
）、
台

湾
の
糖
業
（
殖
産
部
出
版
、「
旧
外
地
」）。
そ
の
他
台
湾
総
督
府
の
旧
慣
調
査
始
め
調
査
研
究
報
告
類
（
旧
慣
調
査
関
連
の
書
籍
は
す
べ
て

「
旧
外
地
」）

　

２
、
朝
鮮
関
係
：
朝
鮮
通
史
（
該
当
書
な
し
。
た
だ
し
同
名
の
一
九
六
二
年
未
来
社
版
あ
り
）、
海
東
繹
史
（『
海
東
繹
史
』
一
～
四
、

一
般
図
書
）、
高
麗
史
（『
高
麗
史
』
一
三
七
巻
、
鄭
麟
趾
奉
教
修
は
八
王
子
貴
重
書
庫
）、
日
韓
古
史
断
（
富
山
房
一
九
一
一
年
二
月
、
復

刻
版
と
も
に
一
般
図
書
）、
朝
鮮
金
石
総
覧
（
上
下
巻
と
も
に
「
旧
外
地
」）、
古
蹟
調
査
特
別
報
告
（
全
一
〇
冊
、「
旧
外
地
」）
等
、
そ
の

他
朝
鮮
総
督
府
の
調
査
研
究
報
告
類
（
古
蹟
調
査
特
別
報
告
は
一
〇
件
、
す
べ
て
「
旧
外
地
」）

　

３
、
満
洲
関
係
：
満
洲
旧
蹟
志
（
三
巻
、「
旧
外
地
」）、
韃
靼
漂
流
記
の
研
究
（「
旧
外
地
」、
一
般
図
書
の
復
刻
版
あ
り
）、
そ
の
他
満

鉄
の
調
査
研
究
報
告
類
（
多
数
、「
旧
外
地
」）

　

４
、
蒙
古
関
係
：
蒙
古
遊
牧
記
（
一
般
図
書
）、
支
那
の
制
度
上
よ
り
見
た
る
蒙
古
（
該
当
書
な
し
）、
蒙
古
地
誌
（
上
中
下
巻
「
旧
外

地
」、
一
般
図
書
の
復
刻
版
あ
り
）、
成
吉
思
汗
実
録
（
一
般
図
書
）、
蒙
古
社
会
制
度
史
（
原
本
は
「
旧
外
地
」、
復
刻
版
は
一
般
図
書
）、

蒙
古
慣
習
法
の
研
究
（
二
冊
あ
り
、
一
つ
は
復
刻
、
原
書
は
「
旧
外
地
」）、
東
部
内
蒙
古
調
査
報
告
（「
旧
外
地
」）
等

　

５
、
中
国
関
係
：
レ
ー
マ
ー
列
国
対
支
貿
易
（
該
当
書
な
し
）、
支
那
北
京
城
建
築
（
一
般
図
書
）、
テ
ケ
ン
グ
レ
ン
中
国
鉄
鉱
誌
（「
旧
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外
地
」）、
支
那
疆
域
沿
革
図
（
一
般
図
書
）、
雲
崗
石
窟
、
支
那
美
術
図
譜
（
該
当
書
な
し
）、
支
那
仏
教
史
蹟
（
図
版
は
一
般
大
型
図
書
）、

東
洋
歴
史
参
考
図
譜
（
一
般
大
型
図
書
）、
孔
孟
聖
蹟
図
譜
（
該
当
書
な
し
）、
景
教
碑
文
研
究
（
一
般
図
書
）、
西
域
の
佛
教
（
該
当
書
な

し
）、
朱
舜
水
記
事
纂
録
等
（
一
般
図
書
）、
そ
の
他
外
務
省
な
ら
び
に
満
鉄
の
調
査
研
究
報
告
類
（
多
数
、「
旧
外
地
」）

　

６
、
其
の
他
：
建
立
年
代
の
研
究
（
一
般
図
書
）、
韻
鏡
考
（
一
般
図
書
）、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
貨
幣
論
（
該
当
書
な
し
）、
日
本
宋
学
史
（
一

般
図
書
）
等
、
な
ら
び
に
比
律
賓
地
方
行
政
法
典
（
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、「
旧
外
地
」）、
佛
領
印
度
支
那
の
司
法
組
織
並
東
京
安
南
民

法
の
概
要
（「
旧
外
地
」）、
馬
来
半
島
内
土
候
州
英
国
政
府
の
条
約
（
台
湾
総
督
府
官
房
調
査
課
、「
旧
外
地
」）、
蘭
領
東
印
度
群
島
地
質

論
（「
旧
外
地
」）
等
、
外
に
東
洋
文
庫
叢
書
（
二
冊
あ
り
、
一
冊
は
「
旧
外
地
」）
類

　

協
会
が
本
学
に
譲
渡
し
た
図
書
に
つ
い
て
『
東
洋
文
化
協
會
五
十
年
史
稿
』
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
　

 　

以
上
は
貴
重
図
書
と
し
て
検
出
さ
れ
た
も
の
ゝ
な
か
ゝ
ら
、
参
考
と
し
て
一
部
を
摘
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
本
会
蔵
書
に
つ

い
て
は
、
更
に
東
洋
文
庫
和
田
文
学
博
士
の
点
検
も
求
め
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
事
情
か
ら
、
学
術
的
に
体
系
を
整
え
る
ま
で
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
六
千
余
冊
中
貴
重
本
少
な
か
ら
ず
、
殊
に
中
国
美
術
関
係
書
な
ど
は
書
店
主
も
推
賞
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
台
湾
、
朝
鮮
総
督
府
な
ら
び
に
満
鉄
の
業
績
及
び
調
査
の
報
告
書
類
に
は
、
終
戦
後
の
実
情
に
照
し
て
珍
重
す
べ
き
も
の
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

社
団
法
人
東
洋
文
化
協
会
清
算
結
了
届
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
十
六
日
）
で
は
、「
三
、
処
分
及
び
決
算
」
の
「（
三
）
財
産
の
譲
渡
又

は
寄
附
」
の
中
で
、
蔵
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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一
、
所
蔵
図
書
六
、
七
〇
〇
〇
冊　

紅
陵
大
学
に
寄
付
（
昭
和
二
十
二
年
七
月
十
七
日
）

　

蔵
書
の
う
ち
東
洋
協
会
既
刊
『
東
洋
學
報
』
一
二
九
八
冊
を
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
九
月
二
十
二
日
に
東
洋
協
会
学
術
調
査
部

へ
譲
渡
し
た
ほ
か
は
、
協
会
所
蔵
の
什
器
、
家
具
、
有
価
証
券
等
は
す
べ
て
本
学
に
寄
付
さ
れ
て
い
る
。

　

解
散
時
に
譲
渡
さ
れ
た
書
籍
数
は
大
雑
把
に
六
、
七
〇
〇
〇
冊
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
前
記
の
事
情
（
事
務
所
接
収
に
伴
う
混
乱
の
中

で
、
解
散
以
前
す
で
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
）
か
ら
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
搬
入
し
て
あ
る
図
書
を
も
う
一
度
数
え
な

お
し
て
報
告
す
る
の
は
面
倒
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
概
数
が
、
そ
の
後
、
後
述
す
る
第
一
集
第
二
集
の
旧
外
地
関
係
資
料
と
数
字

的
に
近
く
、
ま
た
譲
渡
に
当
た
っ
て
「
東
洋
文
化
協
会
文
庫
と
し
て
保
存
利
用
す
る
」
条
件
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
筆
者
は
先
に
、
こ
れ

こ
そ
が
旧
外
地
関
係
資
料
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
理
を
立
て
て
い
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
る
が
、「
貴

重
図
書
」
と
し
て
特
筆
さ
れ
た
図
書
群
を
調
べ
て
み
た
範
囲
で
も
、
旧
外
地
関
係
資
料
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
と
な
い
も
の
が
混
在
し

て
い
る
。
ま
た
、
先
に
昭
和
五
年
四
月
の
目
録
の
「
貴
重
図
書
」
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
旧
外
地
関
係
資
料

に
分
類
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
収
蔵
の
時
期
と
は
関
係
が
な
い
。
旧
外
地
の
日
本
機
関
（
総
督
府
、
満
鉄
）
の
調
査
報
告
や
統
計
書
、
及

び
中
国
王
朝
時
代
の
史
書
類
は
概
ね
旧
外
地
関
係
資
料
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
明

ら
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
東
洋
協
会
旧
蔵
図
書
＝
旧
外
地
関
係
資
料
で
も
、
旧
外
地
関
係
資
料
＝
貴
重
図
書
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
旧
外
地
関
係
資
料
は
、
後
年
、
図
書
館
の
判
断
に
よ
り
新
た
に
分
類
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
四
七
年
の
協
会
清
算
に
伴
う
図
書
の
譲
渡
が
、
本
学
図
書
館
に
対
す
る
、
協
会
蔵
書
す
べ
て
の
、
そ
し
て
最
後
の
移
管
に
な
っ
た
。

協
会
が
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
の
発
足
以
来
購
入
し
て
き
た
図
書
は
、
途
中
、
震
災
や
火
災
で
失
わ
れ
た
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
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本
学
図
書
館
が
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
八
王
子
図
書
館
の
貴
重
書
庫
に
は
、
時
代
が
か
っ
た
図
書
登
録
原
簿
が
残
っ
て
お
り
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
の
電
子
化
さ
れ
た
図
書
情
報
の
も
と
に
な
っ
た
登
記
簿
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
か
ら
、
改
め
て

全
蔵
書
を
棚
卸
し
て
、
一
番
か
ら
番
号
を
付
け
て
い
っ
た
登
記
簿
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
個
別
図
書
の
入
手
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
一
九
五
一
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
、
日
本
国
内
に
お
け
る
教
育
研
究
機
関
所
蔵
の
旧
外
地
資
料
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
日
本
国
内
全
般
の
旧
外
地
関
係
資
料
の
所
蔵
状
況
や
扱
い
方
を
、
他
の
教
育
研
究
機
関
の
事
情
か
ら
見
て
い
く
。

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
『
旧
植
民
地
関
係
機
関
刊
行
物
総
合
目
録
』

　

財
団
法
人
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
（
現
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
で
は
一
九
五
八
年
の
発
足
以
来
、
旧
外
地
関
係
書
籍
の
保
存
・

整
理
作
業
が
、
総
合
目
録
編
纂
作
業
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。『
旧
植
民
地
関
係
機
関
刊
行
物
総
合
目
録
』
が
発
行
さ
れ
た
の
は

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
で
あ
る
。
同
書
の
「
は
し
が
き
」（
鹿
子
木
昇
所
長
、
一
九
七
二
年
一
月
）
は
、
旧
植
民
地
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
、
単
な
る
ア
ジ
ア
地
域
と
は
括
れ
な
い
難
し
さ
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　
　

 　

こ
こ
で
対
象
と
す
る
「
旧
植
民
地
」
と
は
、
台
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
（
東
北
）
な
ど
の
地
域
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
を
主
と

し
て
、
広
く
発
展
途
上
諸
国
一
般
の
経
済
な
ら
び
に
関
連
諸
事
情
の
調
査
研
究
を
任
務
と
す
る
当
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
、
元
来
そ
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の
研
究
対
象
の
な
か
に
自
明
裡
に
包
摂
し
て
い
る
地
域
に
属
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
往
時
わ
が
国
と
こ
の
種
の
特
殊
関
係
に
あ
っ

た
地
域
に
お
け
る
、
旧
日
本
政
府
な
い
し
準
政
府
機
関
に
よ
る
刊
行
物
の
、
総
合
目
録
編
纂
と
い
う
事
業
に
は
、
も
と
よ
り
着
手
に

当
っ
て
、
単
に
そ
こ
が
ア
ジ
ア
の
一
部
で
あ
る
か
ら
と
い
う
簡
明
な
理
由
を
超
え
た
、
あ
る
種
の
思
念
が
底
流
に
あ
っ
た
こ
と
を
も

否
定
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

 　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
刊
行
物
の
多
く
は
、
元
来
が
旧
植
民
地
関
係
諸
機
関
み
ず
か
ら
の
活
動
に
関
す
る
直
接
的
記
録
か
、 

も
し

く
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
と
し
て
獲
得
し
え
た
と
く
に
当
該
地
域
に
関
す
る
諸
情
報
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
刊

行
物
に
お
け
る
方
法
論
、
傾
向
、
水
準
な
ど
の
吟
味
を
通
じ
て
下
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
ら
の
内
容
的
評
価
は
、
個
別
的
に
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
こ
に
提
示
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
旧
日
本
植
民
地
関
係
機
関
と
い
う
特
定

主
体
に
よ
る
特
定
目
的
意
識
の
下
で
の
刊
行
物
で
あ
る
、
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
背
景
と
し
て
、
今
日
ま
さ
に
「
遺
産
」
と
称
す
る

他
は
な
い
よ
う
な
一
定
の
客
観
的
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
役
立
た
せ
よ
う
と
す
る
に
せ
よ
、 

そ
の
た
め
の
基
盤
整
備

と
し
て
の
、
そ
れ
ら
の
統
一
的
把
握
は
意
味
あ
る
仕
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
種
の
刊
行
物
は
周
知
の
よ

う
に
、
あ
る
い
は
戦
火
を
、
あ
る
い
は
占
領
軍
の
接
収
を
こ
う
む
っ
て
、
今
日
で
は
散
逸
が
甚
し
い
。
ま
た
一
部
は
、
各
現
地
の
大

学
、
図
書
館
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
へ
の
接
近
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ

の
な
す
べ
き
こ
と
は
、
わ
が
国
内
の
主
要
各
機
関
の
ご
協
力
を
え
て
、
そ
れ
ら
機
関
に
お
け
る
こ
の
種
刊
行
物
の
所
蔵
調
査
を
行
な

い
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
種
別
や
所
在
を
統
一
的
に
検
索
し
う
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
開
か
れ
た
場
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
種
の
情
報
供
与
は
、 

日
本
人
調
査
研
究
者
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
地
域
の
人
々
を
も
含
む
外
国
人
研
究

者
達
に
と
っ
て
も
、
旧
「
宗
主
国
」
と
し
て
の
わ
が
国
に
当
然
期
待
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
―
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う

な
共
通
の
思
い
が
、
今
回
の
仕
事
の
着
手
に
際
し
て
、
担
当
者
た
ち
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
後
略
）
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ま
ず
「
旧
植
民
地
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、「
台
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
（
東
北
）
な
ど
の
地
域
」
と
あ
り
、「
な
ど
の
地
域
」
に
含
み
を

持
た
せ
て
い
る
。「
植
民
地
」
を
定
義
す
る
の
は
相
当
の
難
題
で
あ
り
、
目
録
作
成
の
主
旨
か
ら
し
て
も
そ
の
必
要
は
あ
ま
り
な
い
が
、
後

年
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
「
旧
外
地
」
に
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
外
地
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
現
代
で
は
ま
ず
否
定
的
に

使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
植
民
地
」
と
い
う
言
葉
を
避
け
た
い
と
い
う
心
情
は
理
解
で
き
る
が
、
定
義
は
あ
い
ま
い
に
な
り
、
範
囲
は
際

限
な
く
広
が
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
日
本
人
特
有
と
、
筆
者
が
思
っ
て
い
る
「
内
」
と
「
外
」
を
峻
別
し
て
、
時
空
的
に
も
心
情
的
に
も

「
外
」
を
突
き
放
す
傾
向
の
顕
著
な
例
と
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
。

　

旧
植
民
地
の
刊
行
物
の
性
格
を
、「
旧
植
民
地
関
係
諸
機
関
み
ず
か
ら
の
活
動
に
関
す
る
直
接
的
記
録
」
と
「
当
該
地
域
に
関
す
る
諸
情

報
の
記
録
」
の
二
つ
に
分
け
、
前
者
は
勿
論
の
こ
と
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
も
「
旧
日
本
植
民
地
機
関
の
特
定
の
目
的
」
に
よ
っ
て
獲
得

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
一
定
の
歴
史
的
背
景
の
も
と
に
生
ま
れ
た
「
遺
産
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
同
じ
歴
史
的
背
景
を
と
も
に
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
旧
植
民
地
で
刊
行
さ
れ
た
民
間
の
刊
行
物
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、
或
は
よ

り
濃
厚
に
そ
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
情
報
の
供
与
を
、
時
代
錯
誤
と
も
取
ら
れ
か
ね
な
い
「
宗

主
国
」
の
義
務
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
は
、
当
時
の
日
本
で
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
意
識
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
識
は
、
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
役
割
を
考
え
る
上
で
も
大
切
で
あ
る
。
余
談
に
な
る
が
『
台
湾
編
』
の
発

行
日
を
、
一
九
四
七
年
の
国
民
党
軍
に
よ
る
あ
の
大
量
殺
害
事
件
の
あ
っ
た
二
月
二
十
八
日
と
し
た
の
は
、
そ
う
い
う
意
識
か
ら
台
湾
の

戦
後
を
見
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
、
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
目
録
は
『
台
湾
編
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
続
々
と
世
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
意
図
は
、
同
研
究
所
所
蔵
の
も

の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
内
の
研
究
教
育
機
関
に
お
け
る
「
旧
植
民
地
関
係
機
関
の
刊
行
物
」
の
所
蔵
状
況
を
確
認
し
、
目
録
情
報
の
提
供

を
受
け
、
そ
れ
を
採
録
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
十
二
月
か
ら
一
九
七
〇
（
昭
和



― 16 ―

旧外地関係資料の保存と継承

四
十
五
）
年
三
月
ま
で
に
三
六
機
関
か
ら
カ
ー
ド
を
採
録
し
て
、
そ
れ
を
目
録
に
収
録
し
た
。
三
六
の
機
関
は
次
の
と
お
り
。

　

愛
知
大
学
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
、
一
橋
大
学
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
（
旧
上
野

図
書
館
蔵
書
分
）、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
、
神
戸
大
学
図
書
館
、
京
都
大
学
文
学
部
、
京
都
大
学
法
学
部
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
、
京
都
大
学
経
済
学
部
、
京
都
大
学
農
学
部
、
九
州
大
学
法
学
部
、
九
州
大
学
経
済
学
部
、
九
州
大
学
農
学
部
、
九
州
大
学
図
書
館
、

長
崎
大
学
図
書
館
、
農
林
省
農
業
総
合
研
究
所
、
農
林
省
図
書
館
、
大
分
大
学
図
書
館
、
大
阪
府
立
図
書
館
、
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
、

小
樽
商
科
大
学
図
書
館
、
滋
賀
大
学
図
書
館
、
天
理
大
学
図
書
館
、
東
北
大
学
図
書
館
、
東
京
大
学
法
学
部
、
東
京
大
学
経
済
学
部
、
東

京
大
学
農
学
部
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
東
京
大
学
図
書
誼
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
東
洋
文
庫
、
和
歌
山
大
学
図
書
館
、

山
口
大
学
図
書
館
。

　

大
学
、
図
書
館
以
外
で
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
ほ
か
、
農
林
省
農
業
総
合
研
究
所
、
東
洋
文
庫
が
あ
る
。
各
機
関
の
提
供
し
た
カ
ー

ド
の
個
別
の
数
量
は
分
か
ら
な
い
が
、
目
録
の
書
誌
情
報
に
は
一
件
ご
と
に
所
蔵
し
て
い
る
機
関
が
複
数
、
略
称
で
示
さ
れ
て
い
る
。『
台

湾
編
』
の
収
録
総
書
名
件
数
は
二
八
二
一
件
で
あ
っ
た
。

　
『
朝
鮮
編
』
は
翌
年
刊
行
さ
れ
た
。『
台
湾
編
』
と
同
文
の
「
は
し
が
き
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
外
に
鹿
子
木
昇
所
長
の
一
九
七
四
（
昭

和
四
十
九
）
年
三
月
付
け
の
「
序
」
が
あ
り
、『
台
湾
編
』
で
協
力
を
得
た
機
関
に
加
え
て
、
学
習
院
大
学
と
北
海
道
大
学
か
ら
の
カ
ー
ド

複
写
の
提
供
も
受
け
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
ド
採
録
先
の
機
関
は
三
八
機
関
と
な
り
、『
台
湾
編
』
に
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
カ
ー
ド
数
を
約
一
万
八
〇
〇
〇
枚
と
明
記
し
て
い
る
。
同
作
業
の
期
間
は
一
九
六
五
年
十
二
月
か
ら
一
九
七
四
年
九
月
ま
で
と
さ
れ
て

い
る
。
収
録
件
数
は
二
三
六
二
件
で
あ
る
。

　

翌
一
九
七
五
年
三
月
に
は
三
冊
目
の
『
満
州
国
・
関
東
州
編（

6
（

』
が
、
新
た
に
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
日
本
経
済
統
計
文
献
セ
ン
タ
ー
、

法
務
図
書
館
、
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
、
東
京
農
業
大
学
、
富
山
大
学
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
六
機
関
の
協
力
を
得
て
刊
行
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さ
れ
た
。
採
録
し
た
カ
ー
ド
数
は
一
万
六
〇
〇
〇
枚
。
収
録
件
数
は
二
一
七
八
件
で
あ
っ
た
。　
　

　

最
終
巻
の
『
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
編
』
は
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
三
月
の
刊
行
。
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
・

ロ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
極
東
課
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ハ
ー
バ
ー
ド
・
イ
ェ
ン
チ
ン
図
書
館
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
東
ア
ジ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
協
力
も
得
た
。
一
九
七

八
年
十
二
月
ま
で
に
採
録
し
た
カ
ー
ド
数
は
約
五
万
枚
。
収
録
件
数
は
一
万
五
一
四
件
で
あ
っ
た
。

　

以
上
述
べ
た
『
旧
植
民
地
関
係
機
関
刊
行
物
総
合
目
録
』
全
四
巻
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

編
名

刊
行
年

収
録
対
象
機
関

採
録
カ
ー
ド
枚
数
目
録
件
数

台
湾
編

一
九
七
三
年
二
月
二
十
八
日

台
湾
総
督
府
・
州
庁
、
台
湾
銀
行

二
、八
二
一

朝
鮮
編

一
九
七
三
年
三
月
三
十
一
日

朝
鮮
総
督
府
・
道
府
、
特
殊
金
融
機
関
（
朝
鮮
銀
行
、

朝
鮮
殖
産
銀
行
、
朝
鮮
金
融
組
合
）

一
八
、〇
〇
〇

二
、三
六
二

満
洲
国
・
関
東
州
編

一
九
七
五
年
三
月
三
十
一
日

満
洲
国
・
満
洲
帝
国
協
和
会
・
特
別
市
・
省
・
市
・

県
公
署
、
関
東
州

一
六
、〇
〇
〇

二
、一
七
八

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
編

一
九
七
九
年
三
月
三
十
一
日

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
東
亜
経
済
調
査
局
は
別
項
）
五
〇
、〇
〇
〇

一
〇
、五
一
四

　

こ
の
四
巻
を
完
成
す
る
た
め
に
、
一
九
六
五
年
十
二
月
か
ら
一
九
七
八
年
十
二
月
ま
で
一
三
年
の
歳
月
を
要
し
、
最
終
的
に
海
外
の
五

機
関
を
加
え
た
四
九
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
た
カ
ー
ド
数
は
累
計
で
五
万
枚
、
う
ち
立
件
し
た
も
の
は
累
計
で
一
万
七
八
七
五
枚
に
上
っ
た
。

立
件
さ
れ
た
割
合
は
約
三
分
の
一
。
残
り
の
三
分
の
二
は
、
重
複
分
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
重
複
の
程
度
は
、
目
録
の
一
つ
一
つ
に
示
さ
れ
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る
出
典
の
数
で
お
お
よ
そ
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
学
に
相
当
規
模
の
旧
外
地
関
係
資
料
が
あ
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
東
洋
協
会
の
蔵
書
が
移
管
さ
れ
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
の
で
、
カ
ー
ド
提
供
機
関
の
リ
ス
ト
に
本
学
の
名
前
が
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
採
録
が
は
じ
ま
っ
た

時
期
は
一
九
六
五
年
と
あ
り
、
後
述
す
る
本
学
最
初
の
旧
外
地
資
料
蔵
書
目
録
で
あ
る
『
旧
外
地
関
係
資
料
目
録　

第
1
集
』
の
「
は
し

が
き
」
の
記
述
を
信
ず
れ
ば
、
目
録
の
「
作
成
に
着
手
し
た
」
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
延
び
延
び
と
な
」
っ
て
い
た
時
期
に
重
な
る
。
推

測
に
す
ぎ
な
い
が
、
本
学
が
着
手
し
た
き
っ
か
け
は
、
も
し
か
し
た
ら
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
か
ら
の
協
力
要
請
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、『
旧
植
民
地
関
係
機
関
刊
行
物
総
合
目
録
』
は
、

の
ち
、
所
在
情
報
の
共
有
化
を
は
か
る
目
的
で
二
〇
〇
六
年
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
近
現
代
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
」
と
し
て
公
開
さ

れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
た
。

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
「
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

」

　

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
は
「
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

」
の
一
つ
と
し
て
地
図
・
雑
誌
・
新
聞
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
約
六
八
〇
〇
点

を
収
め
る
旧
外
地
関
係
資
料
が
あ
る
。
同
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
説
明
で
は
、「
か
つ
て
『
外
地
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
の
朝
鮮
、
台
湾
、

満
州
、
南
洋
群
島
関
係
の
資
料
。
明
治
以
降
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
ま
で
の
期
間
に
刊
行
さ
れ
た
図
書
、
雑
誌
、
新
聞
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
類
を
収
録
。」
と
あ
り
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
刊
行
の
冊
子
体
目
録
が
あ
る
（『
旧
外
地
関
係
資
料
目
録
～
朝
鮮
・
台
湾
・
満
州

（
東
北
）
～
（
明
治
―
昭
和
二
十
年（

7
（

）』）。
そ
の
「
序
」（
早
川
泰
正
図
書
館
長
）
で
、
旧
外
地
関
係
資
料
が
よ
う
や
く
地
域
的
研
究
と
し
て

も
利
用
さ
れ
は
じ
め
た
時
勢
の
変
化
に
触
れ
て
い
る
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
の
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
『
朝
鮮
編
』
で
は
北
海
道

大
学
の
協
力
が
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
作
業
が
集
中
し
て
行
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
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目
録
刊
行
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
　

 　

本
館
に
は
、
か
つ
て
「
外
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
の
朝
鮮
・
台
湾
・
満
州
・
南
洋
諸
島
に
関
す
る
書
・
雑
誌
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

地
図
等
の
文
献
資
料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
満
鉄
、
関
東
庁 （
局
）、
朝
鮮
総
督
府
、
台
湾
総
督
府
そ
の
他
在
外
機
関

が
刊
行
し
た
年
報
、
叢
書
、
調
査
書
、
報
告
書
の
類
は
、
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
外
地
に
関
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
集

書
が
現
存
す
る
図
書
館
は
全
国
で
も
そ
れ
程
多
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
学
が
北
海
道
に
所
在
し
、「
外
地
」
の
殖

産
に
も
深
い
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

 　

戦
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
地
域
の
研
究
は
甚
だ
低
調
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
そ
の
水
準
は
、
か
つ
て
研

究
の
場
を
現
地
に
有
し
て
い
た
頃
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
、
社
会
・
文
化
の
各
方
面
に
お
い
て
基
礎
的

な
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
数
々
の
研
究
成
果
も
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
幸
い
に
近
年
に
な
っ
て
、
戦
前
の
わ
が
国
の

対
外
地
政
策
の
批
判
的
研
究
は
勿
論
の
こ
と
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
関
す
る
本
来
の
地
域
研
究
も
漸
く
緒
に
つ
き
、
新
資
料
の
刊
行
と

と
も
に
過
去
の
出
版
物
の
復
刻
も
次
々
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
館
が
関
係
資
料
の
所
蔵
目
録
作
成
を
企
て
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
時
期
に
際
し
、
今
後
に
お
け
る
地
域
研
究
の
一
助
と
も
な
る
こ
と
を
願
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
お
よ
び
台
湾
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
国
会
図
書
館
、
財
団
法
人
友
邦
協
会
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
等
に
よ
り
所
蔵
資
料
目
録

や
文
献
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
館
の
目
録
が
こ
れ
ら
を
い
く
ら
か
で
も
補
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　

 　

こ
の
目
録
は
、
戦
前
の
旧
外
地
に
関
す
る
資
料
目
録
で
あ
る
と
同
時
に
、
旧
外
地
刊
行
物
の
目
録
を
も
兼
ね
て
い
る
。
後
者
の
資

料
に
は
直
接
旧
外
地
と
関
係
の
な
い
資
料
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
当
時
の
現
地
諸
機
関
の
関
心
や
活
動
を
示
す
も
の
と
し
て
関
係
資

料
の
一
部
と
み
な
し
た
。（
後
略
）
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文
中
に
あ
る
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
目
録
は
、
現
在
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ
別
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

中
か
ら
「
ア
ジ
ア
情
報
機
関
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
を
選
び
、
対
象
地
域
か
ら
「
旧
外
地
」
を
選
ぶ
と
、
旧
外
地
を
テ
ー
マ
と
し
て
関
係
資

料
を
所
蔵
し
て
い
る
全
国
の
教
育
研
究
機
関
の
図
書
館
、
拓
殖
大
学
を
含
む
五
二
か
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
図
書
に
つ
い
て
の
紹

介
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
各
図
書
館
に
ア
ク
セ
ス
も
で
き
る
。

　

少
し
重
複
に
な
る
が
、「
凡
例
」
に
北
海
道
大
学
「
旧
外
地
関
係
資
料
」
の
定
義
が
次
の
と
お
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

２
、
こ
の
目
録
に
お
け
る
関
係
資
料
収
録
の
範
囲
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 

①
明
治
以
降
昭
和
二
十
年
ま
で
の
期
間
に
、
上
記
諸
地
域
で
刊
行
さ
れ
た
単
行
書
．
雑
誌
・
新
聞
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
地
図
等
の
資
料
。

　
　

②
こ
の
時
期
に
、
上
期
諸
地
域
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
お
よ
び
そ
の
復
刻
版
。

　
　

 

以
上
の
ほ
か
、
研
究
者
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
例
外
的
に
昭
和
二
十
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
該
時
期
の
上
記
諸
地
域
に
関
す
る
記
録

や
回
想
、
文
献
目
録
、
研
究
書
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

三
、
拓
殖
大
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
成
立

　

以
上
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、
本
学
以
外
の
教
育
研
究
機
関
に
お
け
る
旧
外
地
資
料
の
取
り
扱
い
状
況
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ

で
い
っ
た
ん
旧
外
地
関
係
資
料
を
離
れ
て
、
本
学
図
書
館
そ
の
も
の
の
戦
後
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
お
こ
う
。
ま
ず
終
戦
の
と
き
、
一
九
二

三
年
竣
工
の
記
念
図
書
館
は
、
幸
い
本
館
（
現
Ａ
館
）
と
と
も
に
戦
災
を
免
れ
た
が
、
老
朽
化
が
激
し
か
っ
た
。
当
時
の
職
員
は
図
書
館

長
以
下
、
司
書
、
事
務
員
各
一
名
の
み
で
あ
り
、
図
書
館
後
援
会
の
会
員
学
生
の
主
な
仕
事
は
、
虫
干
し
で
あ
っ
た
。
窓
の
小
さ
い
書
庫
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は
、
熱
気
と
ほ
こ
り
で
、
ま
こ
と
に
辛
い
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
中
で
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
九
月
、
図
書
後
援
会
Ｏ
Ｂ

の
親
睦
を
は
か
る
「
い
づ
み
会
」
が
誕
生
し
た
。
い
づ
み
会
の
機
関
誌
『
い
づ
み
』
第
六
号
（
一
九
八
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
七
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
元
東
洋
協
会
会
長
・
本
学
理
事
の
水
野
錬
太
郎
か
ら
蔵
書
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
、
図
書
委
員
学
生
十
余
名
が
大

磯
の
水
野
邸
か
ら
大
学
ま
で
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
書
籍
を
詰
め
て
東
海
道
線
の
列
車
で
運
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
寄
贈

図
書
の
内
訳
は
不
明
で
あ
る
。
後
年
の
よ
う
に
「
水
野
文
庫
」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
本
学
図
書
館
蔵
書
に
つ
い
て
棚

卸
を
行
い
、
は
じ
め
か
ら
登
録
を
し
な
お
し
た
の
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
か
ら
で
あ
る
。

　

本
学
の
戦
後
、
第
二
次
復
興
計
画
と
し
て
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
度
末
を
期
し
て
取
り
組
ま
れ
た
校
舎
建
築
の
一
環
と
し
て
、

体
育
館
と
共
に
図
書
館
閲
覧
室
が
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
度
に
完
成
し
た
。

　

次
い
で
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
七
月
、
急
激
な
学
生
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
竣
工
し
た
南
館
（
旧
Ｓ
館
）
東
側
の
一
～
三
階
に

図
書
館
が
新
設
さ
れ
た
。
一
階
を
二
層
に
分
け
、
一
四
万
五
〇
〇
〇
冊
収
容
可
能
の
書
庫
と
し
、
二
階
に
カ
ウ
ン
タ
ー
と
参
考
図
書
室
、

三
階
に
閲
覧
室
が
設
け
ら
れ
た
。
図
書
館
構
成
員
も
八
人
か
ら
一
四
人
に
増
員
さ
れ
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
度
か
ら
蔵
書
の
再

整
理
、
再
点
検
に
着
手
し
た
。
当
時
の
図
書
の
分
類
は
数
種
あ
り
、
検
索
は
職
人
芸
を
要
し
た
と
い
う
。
全
蔵
書
を
最
新
の
日
本
十
進
分

類
法
を
導
入
し
て
改
め
て
整
理
し
な
お
し
た
。

　

作
業
は
、
図
書
館
「
総
目
録
」
の
一
部
と
し
て
、
物
故
教
員
等
の
本
学
関
係
者
の
寄
贈
図
書
に
よ
る
「
個
人
文
庫
」
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
五
年
四
月
の
稿
本
以
来
、
公
刊
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
本
学
図
書
館
の
蔵
書
目
録
は
、
こ
う
し
て
個
人
の
寄
贈
図
書
か
ら
制
作
さ

れ
て
い
っ
た
。
時
系
列
に
次
の
と
お
り
。

　

一
九
六
八
年
十
月　
　

高
橋
文
庫
分
類
目
録

　

一
九
六
八
年
十
二
月　

小
林
文
庫
分
類
目
録
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一
九
六
九
年
五
月　
　

中
村
文
庫
分
類
目
録

　

一
九
六
九
年
九
月　
　

佐
藤
文
庫
分
類
目
録

　

以
上
四
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
学
教
員
・
役
員
で
あ
っ
た
高
橋
亀
吉（

7
（

、
小
林
郁（

8
（

、
中
村
進
午（

9
（

、
佐
藤
安
之
助（

（1
（

の
個
人
寄
贈
図
書
目
録
で
あ

る
。
個
人
寄
贈
図
書
と
し
て
は
少
し
遅
れ
て
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
分
類
目
録
が
で
き
て
い
る
。

　

一
九
七
五
年
五
月　

宮
原
文
庫
分
類
目
録　

　

一
九
七
八
年
三
月　

矢
部
文
庫
分
類
目
録
（
和
書
二
〇
五
一
冊
、
洋
書
九
二
一
冊
、
雑
誌
六
五
八
冊
、
合
計
三
六
四
〇
冊
）

　

宮
原
文
庫
は
中
国
語
教
員
で
学
監
で
も
あ
っ
た
宮
原
民
平（

（（
（

、
矢
部
文
庫
は
第
十
代
総
長
矢
部
貞
治（

（1
（

の
寄
贈
図
書
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
四
月
、
大
学
院
校
舎
（
Ｄ
館
）
新
築
に
伴
い
、
同
校
舎
の
地
下
、
並
び
に
一
階
に
そ
れ
ぞ
れ
書
庫
（
収

容
冊
数
一
万
二
〇
〇
〇
冊
）、
閲
覧
室
（
四
一
席
、
う
ち
個
人
専
用
座
席
二
三
席
）、
資
料
室
を
備
え
た
分
館
が
新
設
さ
れ
、
こ
こ
に
は
洋

書
、
洋
雑
誌
の
み
を
保
管
し
、
主
と
し
て
、
教
職
員
、
大
学
院
生
の
利
用
を
中
心
に
運
用
し
た
。

　

創
立
七
十
周
年
（
一
九
七
〇
年
）
を
記
念
し
て
「
総
合
図
書
目
録
」
を
作
成
す
る
た
め
、
夏
期
休
暇
を
通
じ
て
蔵
書
（
和
書
の
み
七
〇
、

〇
〇
〇
冊
）
の
総
点
検
を
実
施
し
、
目
録
作
成
準
備
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
一
般
図
書
の
分
類
目
録
は
以
下
の
と
お
り
続
々
と
刊
行
さ
れ

て
い
っ
た
。

　

一
九
七
一
年　

拓
殖
大
学
図
書
館
蔵
書
目
録　

5
輯　

社
会
科
学
編
（
和
漢
書
）

　

一
九
七
一
年　

拓
殖
大
学
図
書
館
蔵
書
目
録　

6
輯　

総
記
・
哲
学
・
歴
史
編
（
和
漢
書
）

　

一
九
七
一
年　

拓
殖
大
学
図
書
館
蔵
書
目
録
／
工
学
・
工
業
・
産
業
・
芸
術
編
（
洋
書
）

　

一
九
七
一
年　

拓
殖
大
学
図
書
館
蔵
書
目
録　

12
輯　

社
会
科
学
編
（
洋
書
）

　

一
九
七
一
年　

拓
殖
大
学
図
書
館
蔵
書
目
録　

12
輯　

社
会
科
学
編
（
洋
書
索
引
編
）
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一
九
七
二
年　

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
関
係
資
料
目
録

　

一
九
七
五
年　

拓
殖
大
学
図
書
館
増
加
図
書
目
録　

社
会
科
学
編
（
和
漢
書
）

　

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
（
現
八
王
子
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
八
王
子
図
書
館
は
、
同
年

の
外
国
語
学
部
開
校
以
来
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
館
二
階
部
分
を
分
館
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
に
は
、
本
・

分
館
の
相
互
貸
借
シ
ス
テ
ム
も
軌
道
に
乗
っ
た
が
、
文
京
図
書
館
の
書
庫
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
徐
々
に
少
な
く
な
り
、
収
書
に
当
た
っ
て

基
本
図
書
を
優
先
す
る
等
の
努
力
も
、
焼
け
石
に
水
の
状
態
と
な
っ
て
い
っ
た
。
八
王
子
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
に
工
学
部
の
設
置
が
決
定
す

る
と
と
も
に
図
書
館
棟
の
建
設
が
認
め
ら
れ
、
八
王
子
図
書
館
が
工
学
部
設
置
の
前
年
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
三
月
に
竣
工
し

た
。
図
書
収
納
能
力
一
〇
〇
万
冊
の
規
模
を
備
え
る
だ
け
で
な
く
、
収
蔵
環
境
、
利
便
性
と
も
に
優
れ
て
い
た
。

　

正
確
な
時
期
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
よ
り
前
、
の
ち
本
学
の
旧
外
地
関
係
資
料
と
な
る
図
書
群
の
ほ
と
ん
ど
は
、
八
王
子
図
書
館
に

運
ば
れ
、
八
王
子
図
書
館
（
当
時
は
分
館
）
の
ど
こ
か
の
ス
ペ
ー
ス
で
目
録
が
作
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

四
、
拓
殖
大
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
現
状

　

旧
外
地
関
係
資
料
の
整
理
と
目
録
の
作
成
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
九
月
に
就
任
し
た
細
貝
大
次
郎
図
書
館
長
が
、「
建
学
の

精
神
、
特
徴
あ
る
大
学
図
書
館
蔵
書
と
し
て
、
本
学
図
書
館
に
手
つ
か
ず
に
眠
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
か
ら
、
就
任
中
の
大
き
な
目
標
と

し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
旧
外
地
関
係
資
料
の
整
理
に
は
着
手
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
最
初
の
目
録
ま
で
に
一
五
年
、
完
成
ま
で
に

さ
ら
に
二
八
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
、
時
系
列
に
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
※
を
付
し
た
も
の
は
直
接
的
に
は
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旧
外
地
関
係
資
料
と
は
関
係
な
い
が
、
い
ず
れ
も
貴
重
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
四
年
三
月　

旧
外
地
関
係
資
料
目
録
／
第
1
集
（
以
下
、『
第
1
集
』
と
称
す
）　 

　

一
九
九
五
年
三
月　

旧
外
地
関
係
資
料
目
録
／
第
2
集
（
以
下
、『
第
２
集
』
と
称
す
）

　

※
一
九
九
八
年
三
月　

地
図
目
録　

　

一
九
九
九
年
二
月　

旧
外
地
関
係
資
料
目
録
追
録
版
（
以
下
、『
追
録
版
』
と
称
す
）

　

二
〇
〇
〇
年
二
月　

国
際
善
隣
文
庫
目
録

　

※
二
〇
〇
〇
年
七
月
「
龍
門
石
窟
造
像
記
」
拓
本
分
類
目
録

　

二
〇
一
二
年
二
月　

旧
外
地
関
係
資
料
目
録　

新
訂
版
（
以
下
、『
新
訂
版
』
と
称
す
）

　
『
地
図
目
録
』
と
『「
龍
門
石
窟
造
像
記
」
拓
本
分
類
目
録
』
は
と
も
に
「
佐
藤
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
独
立
の
分
類
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
図
書
群
の
名
称
は
学
内
で
は
「
満
蒙
資
料
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
の
ち
旧
外
地
関
係
資
料
と
改
ま
っ
た
。
代
わ
っ
た
理
由
と

時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
呼
称
は
、
先
行
す
る
北
海
道
大
学
図
書
館
が
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
刊
行
し
た
冊
子
体
の
目
録
を

「
旧
外
地
関
係
資
料
目
録
～
朝
鮮
・
台
湾
・
満
州
（
東
北
）～（
明
治
―
昭
和
二
十
年
）」
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
頃
に
定
着

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
収
蔵
資
料
の
出
版
地
や
研
究
地
域
が
満
洲
・
蒙
古
に
か
ぎ
ら
ず
、
台
湾
や
南
洋
、
そ
し
て
青
島
と
広
範
囲
に
亘
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
相
応
し
い
名
称
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
一
九
八
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
第
1
集
』
に
収
録
さ
れ
た

タ
イ
ト
ル
は
全
体
の
二
割
に
も
満
た
ず
、『
第
２
集
』
の
刊
行
に
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
十
年
以
上
を
要
し
て
い
る
（
一
九
九
五
年
三
月
）。

　

ま
ず
『
第
1
集
』
の
内
容
か
ら
見
て
み
よ
う
。
当
時
の
図
書
館
長
江
村
元
教
授
の
「
は
し
が
き
」
は
次
の
と
お
り
。



― 25 ―

旧外地関係資料の保存と継承

　
　

 　

本
目
録
は
、 

太
平
洋
戦
争
終
結
前
の
旧
外
地
関
係
の
う
ち
、
満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
に
関
す
る
図
書
資
料
約
九
四
二
点
を
収
録
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
　

 　

そ
の
内
容
は
、
満
鉄
、
満
州
国
政
府
、
台
湾
総
督
府
、
朝
詳
総
督
府
発
刊
に
よ
る
叢
書
、
年
報
、
雑
誌
類
と
一
般
図
書
（
含
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
後
藤
新
平
、
水
野
錬
太
郎
の
両
先
生
か
ら
の
寄
贈
本
や
、
昭
和
［
マ
マ
］
一
二
年

本
学
記
念
図
書
館
が
竣
工
し
た
時
、
東
洋
協
会
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
南
洋
庁
、
樺
太
庁
、
大
阪
市
役

所
、
東
亜
研
究
所
、
日
露
協
会
、
日
満
実
業
、
横
浜
正
金
銀
行
、
外
地
商
工
会
議
所
、
中
支
建
設
資
料
整
備
委
員
会
、
東
洋
協
会
等

が
発
刊
し
た
図
書
資
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
目
録
に
収
録
を
予
定
し
て
い
る
。（
中
略
）　

　
　

 　

本
目
録
の
作
成
は
、
わ
れ
わ
れ
図
書
館
員
の
長
い
間
の
念
願
で
あ
っ
た
。
作
成
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
四
十
年
頃
で
あ
っ
た
が
、

諸
般
の
事
情
か
ら
延
び
延
び
と
な
り
、
昭
和
五
十
二
年
八
王
子
図
書
館
分
館
が
設
置
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
本
格
的
に
整
理
を
開
始

し
、
や
っ
と
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。（
後
略
）

　
『
第
1
集
』
に
収
録
さ
れ
た
図
書
は
九
四
二
点
。
満
鉄
、
台
湾
総
督
府
、
満
洲
国
・
関
東
庁
、
朝
詳
総
督
府
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
、
収
録
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
満
鉄
（
東
亜
経
済
調
査
局
含
む
）
二
六
三
点
、
台
湾
総
督
府
（
台
湾
銀
行
等
含
む
）
二
六
四
点
、
満
洲
国
・

関
東
庁
（
満
洲
事
情
案
内
所
、
満
洲
中
央
銀
行
等
含
む
）
二
二
七
点
、
朝
鮮
総
督
府
（
朝
鮮
銀
行
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
、
朝
鮮
金
融
組
合
等

含
む
）
一
八
八
点
で
あ
る
。

　
『
第
1
集
』
に
未
収
録
の
図
書
は
、『
第
2
集
』
に
収
録
さ
れ
た
。『
第
2
集
』
の
「
は
し
が
き
」（
嶋
和
重
館
長
、
一
九
九
五
年
十
二
月
）

に
、『
第
1
集
』
を
含
め
た
目
録
作
成
作
業
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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本
学
図
書
館
に
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
前
の
旧
外
地
関
係
の
う
ち
、
満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
に
関
す
る
年
報
、
雑
誌
お
よ
び
図
書
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
図
書
資
料
が
末
整
理
の
ま
ま
長
く
保
存
さ
れ
て
き
て
い
た
。
当
時
の
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
が
多
く
そ
の
整

理
が
早
く
か
ら
望
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年
頃
に
一
旦
整
理
に
着
手
し
た
が
諸
般
の
事
情
か
ら
延
び
延
び
と
な
り
、

昭
和
五
十
二
年
八
王
子
図
書
館
が
開
設
さ
れ
た
の
を
機
会
に
本
格
的
な
整
理
を
は
じ
め
、
整
理
の
終
っ
た
一
部
に
つ
き
昭
和
五
十
九

年
三
月
に
「
目
録
」
第
1
集
（
約
九
四
〇
点
収
録
）
と
し
て
公
刊
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
度
、
漸
く
、
そ
の
全
部
の
整
理
か
終

了
し
た
の
で
、
こ
こ
に
第
2
集
と
し
て
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
研
究
者
を
は
じ
め
広
く
多
く
の
方
々
の
ご
利
用
の
便

に
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

 　

第
2
集
の
収
録
数
は
五
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
先
ず
、
第
1
集
収
録
の
満
鉄
、
満
州
国
政
府
、
台
湾
総
督
府
、

朝
鮮
総
督
府
関
係
の
も
の
で
第
1
集
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
収
め
、
次
に
、
樺
太
庁
、
南
洋
庁
、
中
支
建
設
資
料
整
備
委
員

会
関
係
の
も
の
、
更
に
、
旧
外
地
商
工
会
議
所
関
係
の
も
の
と
満
蒙
問
題
を
主
軸
と
し
た
満
蒙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
き
、
最
後
に
、

国
内
で
発
行
さ
れ
旧
外
地
問
題
に
ふ
れ
た
小
冊
子
も
の
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
第
1
集
、
第
2
集
に
ま
た
が
る
総
索

引
を
付
し
て
い
る
。（
中
略
）

　
　

 　

最
後
に
、
整
理
並
び
に
本
目
録
編
纂
に
当
た
っ
て
、
多
忙
な
日
常
業
務
に
携
わ
り
な
が
ら
地
道
な
努
力
を
続
け
て
き
た
館
員
諸
氏

の
御
苦
労
に
感
謝
し
、
特
に
、
元
国
立
国
会
図
書
館
職
員
川
内
勉
氏
の
絶
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
対
し
、
こ
こ
に
記
し
て
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
『
第
2
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
月
に
は
、
事
務
電
算
化
推
進
委
員
会
が
発
足
。
翌
一
九
八
六
年

に
は
、
漢
字
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
本
格
着
手
さ
れ
、
図
書
館
で
は
端
末
を
使
っ
て
貸
出
管
理
、
購
入
管
理
、
図
書
登
録
が
始
ま
っ
た
。
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三
月
に
は
、
八
王
子
図
書
館
棟
が
竣
工
し
て
、
翌
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
四
月
、
図
書
館
本
館
機
能
が
八
王
子
図
書
館
に
移
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
図
書
館
が
急
速
に
整
備
さ
れ
て
い
く
一
方
、
本
学
に
は
戦
前
の
旧
外
地
関
係
の
資
料
が
多
数
保
管
さ
れ
、
そ
れ
に
は

多
く
の
貴
重
資
料
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
早
急
な
整
理
の
着
手
が
望
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
整
理
が
着
手
さ
れ
た
の

は
戦
後
二
〇
年
を
経
た
昭
和
四
十
年
、
一
九
六
五
年
頃
か
ら
で
、
し
か
も
い
っ
た
ん
中
断
さ
れ
て
、
本
格
的
に
再
開
さ
れ
た
の
は
、
さ
ら

に
一
二
年
後
、
八
王
子
図
書
館
か
開
設
さ
れ
て
以
降
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
第
２
集
』
刊
行
の
前
年
、
一
九
九
四
年
四
月
に
、
元
国
会
図
書
館
館
員
の
川
内
勉
が
非
常
勤
嘱
託
と
し
て
八
王
子
図
書
館
勤
務
と
な
っ

た
。
川
内
は
、
一
九
五
六
年
中
央
大
学
法
学
部
卒
後
、
同
年
国
立
国
会
図
書
館
勤
務
。
ア
ニ
メ
の
脚
本
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
著
書
に
随

筆
集
『
祈
り
』（
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）
が
あ
る
。
本
学
で
の
主
務
は
、
ま
さ
に
こ
の
旧
外
地
関
係
図
書
の
管
理
と

目
録
の
作
成
で
あ
っ
た
。『
第
2
集
』
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
い
や
む
し
ろ
こ
の
た
め
に
招
聘
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、『
第

2
集
』
の
「
は
し
が
き
」（
一
九
九
五
年
十
二
月
）
に
嶋
和
重
館
長
が
「
絶
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
」
と
格
別
の
謝
意
を
述
べ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　
「
満
蒙
図
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
図
書
群
が
、
戦
後
、
東
洋
協
会
の
解
散
に
伴
い
本
学
に
譲
渡
さ
れ
た
協
会
の
旧
蔵
書
そ
の
も
の
か
、
そ

れ
を
主
と
す
る
図
書
群
を
指
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
が
、
戦
前
の
寄
贈
図
書
の
多
く
が
、
目
録
の
中
で
旧
外
地
資
料
に
分
類

さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
川
内
に
よ
る
整
理
作
業
は
「
満
蒙
図
書
」
だ
け
で
な
く
、
遡
っ
て
す
べ
て
の
蔵
書
に
及
ん
だ
も
の
と
判
断
で

き
る
。

　

川
内
は
、
旧
外
地
関
係
資
料
（
満
蒙
図
書
）
に
対
し
て
明
確
な
定
義
、
及
び
そ
れ
ら
を
保
存
・
管
理
、
そ
し
て
収
集
す
る
目
的
意
識
を

持
っ
て
い
た
。
在
職
時
に
明
文
化
さ
れ
た
基
準
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
離
職
時
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
に
、
業
務
引
継
ぎ
の
た
め

図
書
館
職
員
に
配
布
し
た
「
満
蒙
図
書
の
基
準
」
と
書
か
れ
た
メ
モ
か
ら
そ
の
片
鱗
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
旧
外
地
の
定
義
に
つ
い
て
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言
え
ば
、
資
料
の
発
行
機
関
に
東
洋
協
会
や
拓
務
省
（
い
ず
れ
も
内
地
の
機
関
）
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
以
外
に
は
、
対
象
地
域
、
対
象

発
行
年
代
に
こ
れ
ま
で
引
用
し
て
き
た
他
機
関
と
の
違
い
は
あ
ま
り
な
い
が
、
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
当
時
、
海
外
進
出
を
意
図
し

て
書
か
れ
た
も
の
」
と
規
定
し
て
、
地
域
・
年
代
の
別
な
く
、
進
出
す
る
目
的
地
に
関
す
る
資
料
を
含
め
て
い
る
。
さ
ら
に
但
し
書
き
と

し
て
、「
全
く
歴
史
的
観
点
か
ら
書
か
れ
た
も
の
は
一
般
書
へ
」
と
あ
る
。「
海
外
進
出
を
意
図
し
て
」
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、「
全
く
歴

史
的
観
点
か
ら
書
か
れ
た
も
の
」
な
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
が
、
川
内
の
意
図
す
る
旧
外
地
関
係
資
料
と
は
、
つ
ま
り
日

本
の
拓
殖
（
開
拓
・
殖
産
）
に
関
す
る
資
料
全
般
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
図
は
外
で
も
な
い
、
旧
外
地
関
係
資
料
に
本
学
の
特
色

を
活
か
そ
う
と
し
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
七
月
に
「
拓
殖
大
学
旧
外
地
資
料
収
集
基
準
」
が
、
二
〇
一
一
年
四
月
に
「
拓
殖
大
学
図
書
館
旧
外
地
関
係
資
料
取
扱
基

準
」
が
、
図
書
館
の
内
規
と
し
て
定
め
ら
れ
、
対
象
と
す
る
資
料
の
発
行
年
代
、
発
行
機
関
・
地
域
が
実
に
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
が
、「
海

外
進
出
を
意
図
し
て
」
い
る
か
ど
う
か
の
基
準
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
と
い
う
べ
き
か
、
資
料
の
内
容
に
よ
る
「
旧
外
地
」

の
判
断
基
準
は
、
年
代
、
発
行
機
関
・
地
域
と
も
に
か
な
り
緩
や
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
取
扱
基
準
」
の
中
で
、
原
則
、
欠

号
を
補
う
た
め
に
復
刻
版
を
収
集
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
保
存
、
継
承
さ
れ
て
き
た
事
実
よ
り
も
、
資
料
の
内
容
を
重
視
し
て

研
究
に
資
す
る
姿
勢
だ
と
い
え
る
。

　
『
第
2
集
』
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
。
第
1
グ
ル
ー
プ
は
『
第
1
集
』
に
収
録
さ
れ
た
満
鉄
、
台
湾
総
督
府
、
満
洲
国
・
関

東
庁
、
朝
鮮
総
督
府
の
資
料
の
う
ち
『
第
1
章
』
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
。
第
2
グ
ル
ー
プ
は
、
樺
太
庁
、
南
洋
庁
、
中
支
建
設
資

料
整
備
委
員
会
刊
行
の
も
の
。
第
（
グ
ル
ー
プ
は
旧
外
地
商
工
会
議
所
発
行
の
刊
行
物
と
満
蒙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
そ
し
て
第
４
グ
ル
ー
プ

は
、
戦
前
、
内
地
で
刊
行
さ
れ
た
外
地
の
問
題
に
触
れ
た
小
冊
子
類
。
残
念
な
が
ら
「
は
し
が
き
」
に
収
録
数
五
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
と
あ

る
だ
け
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
件
数
は
分
か
ら
な
い
が
、
第
（
グ
ル
ー
プ
が
全
体
の
ほ
ぼ
四
分
の
三
を
占
め
て
い
る
。
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一
九
九
九
年
二
月
の
『
追
録
版
』
は
『
第
1
集
』
と
『
第
2
集
』
を
補
足
す
る
も
の
で
、「
凡
例
」
の
刊
行
理
由
に
よ
れ
ば
、
旧
外
地
関

係
資
料
を
一
つ
に
ま
と
め
て
充
実
さ
せ
る
た
め
、
一
般
図
書
か
ら
『
旧
外
地
』
に
移
動
し
た
も
の
が
第
一
グ
ル
ー
プ
、
満
鉄
・
旧
外
地
商

工
会
議
所
・
各
研
究
機
関
、
政
府
関
係
機
関
等
旧
外
地
の
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
図
書
が
第
2
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
そ
の
他
の
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
外
に
第
4
グ
ル
ー
プ
と
も
い
う
べ
き
巻
末
の
「
逐
次
刊
行
物
」
を
収
録
し
て
い
る
。
既
刊
の
目
録
に
は
見

え
な
い
雑
誌
や
タ
イ
ト
ル
を
補
足
し
て
い
る
貴
重
な
も
の
だ
が
、
解
説
は
な
い
。
一
般
図
書
か
ら
移
動
し
た
第
１
グ
ル
ー
プ
に
は
、
前
述

の
川
内
の
意
向
が
働
い
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
現
在
も
「
取
扱
基
準
」
を
も
と
に
個
別
の
図
書
に
つ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。

　

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
秋
に
社
団
法
人
国
際
善
隣
協
会
か
ら
約
二
五
〇
〇
点
の
旧
外
地
関
係
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
本
学
は
そ
れ

を
「
国
際
善
隣
文
庫
」
と
名
付
け
、
目
録
を
作
成
す
る
（『
国
際
善
隣
文
庫
目
録
』
二
〇
〇
〇
年
二
月
完
成
）
と
同
時
に
、
同
文
庫
の
資
料

を
そ
の
ま
ま
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
に
組
み
入
れ
た
。
寄
贈
の
意
図
は
、「
こ
れ
ら
の
資
料
が
会
員
に
限
ら
ず
一
般
の
方
々
に
も
広
く
門
戸

が
開
放
さ
れ
、
旧
満
蒙
に
関
す
る
研
究
或
い
は
参
考
に
永
く
供
せ
ら
れ
れ
ば
」
と
い
う
願
い
を
、
同
じ
く
満
蒙
と
関
わ
り
の
深
い
本
学
に

託
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
目
録
の
「
は
し
が
き
」（
郡
荘
一
郎
図
書
館
長
）
に
よ
れ
ば
、「
同
文
庫
は
公
的
機
関
の
他
に
、
多
く
の
民
間
の

刊
行
書
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
既
存
の
本
学
関
係
資
料
と
の
重
複
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い（

（1
（

」
点
が
決
め
手
と
な
っ
た
。「
両
者
を
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
旧
外
地
関
係
資
料
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
見
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
同
協
会
は
戦
前
、
旧

満
蒙
地
域
に
お
い
て
満
洲
国
の
「
建
国
や
事
業
に
関
係
し
た
人
々
の
志
を
中
心
と
し
た
歴
史
を
持
っ
て（

（1
（

」
い
る
性
質
上
、
文
庫
の
資
料
は

ほ
と
ん
ど
が
満
洲
関
係
で
あ
る
が
、
刊
行
時
期
の
戦
前
戦
後
、
刊
行
元
の
外
地
内
地
の
別
、
公
私
の
別
が
な
く
、「
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
」

と
さ
れ
た
重
複
部
分
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
も
、
個
別
に
当
た
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
。「
凡
例
」
に
は
「
重
複
に
関
係
な
く
寄
贈
図
書

全
部
を
収
録
し
た
」
と
あ
る
。
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旧
外
地
関
係
資
料
の
直
近
の
目
録
（
新
訂
版
）
に
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
九
月
一
日
時
点
の
資
料
の
す
べ
て
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
（「
凡
例
」）。
同
目
録
は
図
書
と
雑
誌
（
新
聞
を
含
む
）
の
二
分
類
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
振
っ
て
あ
る
。
図
書
は
七
〇
三

七
件
、
雑
誌
は
四
二
〇
件
で
あ
る
。
目
算
な
の
で
正
確
は
期
せ
な
い
が
、
う
ち
戦
後
の
刊
行
物
は
一
〇
三
九
件
、
復
刻
は
二
一
九
件
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
も
基
準
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
語
学
関
係
等
分
類
の
難
し
い
も
の
も
若
干
見
ら
れ
る
。
戦
後
の
刊
行
物
は
全
体
の
約
一

四
％
を
占
め
て
い
る
。
例
え
ば
前
述
の
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
『
旧
植
民
地
関
係
機
関
刊
行
物
総
合
目
録
』
で
は
、
旧
植
民
地
（
旧
外
地
）

資
料
を
、
特
定
主
体
に
よ
る
特
定
目
的
意
識
の
下
で
の
刊
行
物
―
「
遺
産
」
―
と
と
ら
え
る
か
ら
、
戦
後
の
刊
行
物
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
こ
の
目
録
が
複
数
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
図
書
の
書
誌
情
報
だ
け
で
編
集
さ
れ
て
お
り
、
自
身
の
蔵
書
に

対
す
る
保
存
、
利
用
を
考
慮
し
な
い
た
め
に
可
能
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
そ
の
点
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
は
、
本
学
と
同
様
、
自
身

の
蔵
書
を
対
象
と
す
る
か
ら
、
そ
の
「
凡
例
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
研
究
者
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
例
外
的
に
昭
和
二
十
年
以
降
に
発
行
さ

れ
た
該
時
期
の
上
記
諸
地
域
に
関
す
る
記
録
や
回
想
、
文
献
目
録
、
研
究
書
な
ど
」
を
旧
外
地
関
係
資
料
に
編
入
し
て
い
る
。
た
だ
注
意

す
べ
き
は
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
例
外
的
な
措
置
で
あ
っ
て
、
積
極
的
に
収
集
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
学
の
場
合
は
、
む
し

ろ
積
極
的
に
旧
外
地
関
係
の
資
料
を
、
時
代
・
場
所
を
問
わ
ず
収
集
す
る
意
図
が
あ
る
。『
新
訂
版
』
の
「
凡
例
」
に
「
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
引
き
続
き
収
集
を
続
け
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
予
定
で
あ
る
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
復
刻
版
に
よ

る
補
足
も
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
入
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
本
学
の
旧
外
地
関
係
資
料
の
蔵
書
目
録
が
制
作
さ
れ
た
の
は
計
四
回
。『
第
1
集
』（
一
九
八
四
年
三
月
）、『
第
２
集
』

（
一
九
九
五
年
十
二
月
）、『
追
録
版
』（
一
九
九
九
年
二
月
）、
そ
し
て
こ
の
三
冊
を
ま
と
め
、
新
た
な
収
蔵
書
を
追
加
し
た
の
が
『
新
訂
版
』

（
二
〇
一
二
年
二
月
）
で
あ
る
。
現
在
、
旧
外
地
関
係
資
料
は
す
べ
て
文
京
図
書
館
内
の
貴
重
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
原
則
貸

出
不
可
で
あ
る
が
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
及
びN

A
CSIS-CA

T

に
登
録
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
拓
殖
大
学
図
書
館
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
旧
外
地
関
係
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
所
蔵
旧
外
地
関
係
資
料
の
一
部
を

画
像
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
以
下
は
同
ア
ー
カ
イ
ブ
が
「
旧
外
地
関
係
資
料
に
つ
い
て
」
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

 

拓
殖
大
学
図
書
館
で
は
「
旧
外
地
関
係
資
料
」
と
称
し
て
、
太
平
洋
戦
争
終
結
前
の
い
わ
ゆ
る
日
本
の
植
民
地
と
呼
ば
れ
た
国
や
地

域
（
満
洲
国
、
台
湾
、
蒙
古
、
樺
太
、
朝
鮮
、
南
洋
群
島
）
に
関
連
し
た
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
南
満
州
鉄
道
、
満
州
国
政
府
、

台
湾
総
督
府
、
朝
鮮
総
督
府
、
樺
太
庁
、
南
洋
庁
、
各
地
域
の
商
工
会
議
所
等
の
発
行
物
や
、
各
地
域
で
発
行
さ
れ
た
資
料
な
ど
が

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
で
す
。
旧
外
地
関
係
資
料
は
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
柱
と
し
た
事
業
が
進
め
ら
れ
、
当

館
の
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
が
完
成
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
旧
外
地
関
係
資
料
ア
ー

カ
イ
ブ
」
を
作
成
し
、
代
表
的
な
資
料
を
地
域
別
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
六
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
完
了
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
作
成
は
粛
々
と
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に
―
拓
殖
大
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
特
徴
と
課
題

　

以
上
、
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
に
つ
い
て
、
他
機
関
の
同
様
の
資
料
と
の
比
較
を
踏
ま
え
、
そ
の
成
立
と
現
状
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

日
本
国
内
に
お
け
る
旧
外
地
を
め
ぐ
る
資
料
の
利
用
状
況
や
研
究
動
向
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
現

時
点
で
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
特
徴
と
そ
の
扱
い
に
関
す
る
課
題
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
最
初
に
明
言
し
て
お
く
べ
き
は
、
本
稿
執
筆
の
た
め
に
行
っ
た
ご
く
初
歩
的
な
調
査
で
は
あ
る
が
、
本
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
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旧
外
地
関
係
資
料
が
、
数
量
的
に
も
、
資
料
の
ま
と
ま
り
、
地
域
的
均
等
性
、
希
少
性
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
他
機
関
の
同
様
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
比
べ
、
特
に
突
出
し
た
も
の
だ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
調
査
の
過
程
で
筆
者
は
、
東
京
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

旧
帝
国
大
学
の
当
該
所
蔵
資
料
の
膨
大
さ
に
驚
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
学
と
旧
外
地
と
の
関
り
の
深
さ
は
、
少
な
く
と
も
所
蔵
す
る
関

係
資
料
の
規
模
に
は
反
映
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
資
料
の
来
源
（
本
学
に
集
積
さ
れ
た
経

緯
と
理
由
）
が
明
確
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
来
源
は
、
台
湾
・
東
洋
協
会
、
国
際
善
隣
協
会
、
そ
し
て
本
学
図
書
館
の
三
つ
で
あ

る
。
本
学
図
書
館
由
来
の
資
料
を
戦
後
に
限
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
よ
そ
五
二
％
、
三
四
％
、
一
四
％
の
割
合
で
あ
る
。
収
蔵
の
経
緯
と

主
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１
、
台
湾
・
東
洋
協
会
。
協
会
は
当
初
か
ら
旧
外
地
開
発
の
た
め
の
調
査
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
情
報
発
信
機
関
で
あ
り
、
内
地
と
の

人
的
物
的
交
流
の
要
で
あ
っ
た
。
関
連
図
書
の
収
集
も
ま
た
主
要
業
務
の
一
つ
で
あ
り
、
協
会
が
設
置
・
経
営
し
た
本
学
の
図
書
館
は
、

い
わ
ば
協
会
の
図
書
室
で
も
あ
っ
た
。
協
会
は
計
四
回
、
本
学
に
図
書
を
移
管
、
寄
付
、
譲
渡
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
本
学
図
書
館
蔵
書

の
基
礎
と
な
っ
て
い
っ
た
。
最
後
の
四
回
目
は
東
洋
協
会
解
散
（
解
散
時
は
東
洋
文
化
協
会
）
の
と
き
で
、
図
書
は
「
東
洋
文
化
協
会
文

庫
」
と
し
て
保
存
利
用
す
る
と
い
う
条
件
で
本
学
に
す
べ
て
譲
渡
さ
れ
た
。
つ
ま
り
本
学
は
、
資
料
ば
か
り
で
な
く
、
協
会
の
業
務
も
引

き
継
い
だ
の
で
あ
る
。

　

２
、
国
際
善
隣
協
会
。
一
九
九
八
年
に
約
二
五
〇
〇
冊
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
満
蒙
関
係
の
図
書
で
あ
る
。
寄
贈
さ
れ

た
理
由
は
、
中
核
で
あ
っ
た
戦
前
か
ら
の
協
会
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
。
時
勢
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
本
学
を
通
じ
て
「
広
く
門
戸
を
開

放
し
、
旧
満
蒙
に
関
す
る
研
究
或
い
は
参
考
に
永
く
」
提
供
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
本
学
が
、
か
つ
て
旧
外
地
を

目
指
し
た
目
的
と
志
を
共
有
し
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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３
、
本
学
図
書
館
。
外
地
の
開
発
の
た
め
に
働
く
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
は
、
本
学
創
設
の
目
的
で
あ
り
、
実
際
、
多
く
の
卒
業
生
が

外
地
に
赴
任
し
た
。
設
置
・
経
営
母
体
の
台
湾
・
東
洋
協
会
は
、
彼
ら
学
生
の
た
め
に
学
科
課
程
や
卒
業
後
の
現
地
の
活
動
、
生
活
に
資

す
る
資
料
を
集
め
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
学
校
も
さ
ら
に
そ
の
方
面
の
図
書
を
加
え
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
各
地
の
地

域
研
究
に
身
を
投
じ
た
教
員
や
学
生
も
出
て
き
た
。
ま
た
卒
業
生
の
中
に
は
現
地
で
の
経
験
を
積
ん
で
、
著
書
を
も
の
し
た
者
も
い
る
。

彼
ら
の
著
書
は
発
行
部
数
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
私
家
版
で
あ
っ
た
り
し
て
、
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
に
の
み
残
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
台
湾
の
貝
山
好
美
（『
台
湾
米
四
十
年
の
回
顧
』『
台
湾
正
米
市
場
組
合
』
等
）、
満
洲
の
尾
池
禹
一
郎
（『
満
蒙
開
拓
事
業
計
画
』

等
）
や
田
口
稔
（
著
作
は
多
数
あ
る
が
、『
満
洲
地
理
点
描
』
等
数
冊
は
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
に
し
か
な
い
）
や
、
中
国
山
東
省
の
田
中

逸
平
（『
山
東
談
叢
』）
等
で
あ
る
。
ま
た
、
本
学
で
は
創
設
以
来
、
昭
和
の
終
戦
直
前
ま
で
、
旧
外
地
へ
の
研
修
旅
行
が
校
費
（
主
に
東

洋
協
会
の
支
援
）
私
費
と
も
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
校
費
の
場
合
は
義
務
と
し
て
帰
国
報
告
会
が
あ
り
、
報
告
書
は
学
内
機
関
誌

に
発
表
さ
れ
た
。
個
人
の
報
告
書
、
紀
行
文
の
類
が
単
著
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
旧
外
地
関
係
資
料
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
れ

ら
卒
業
生
の
著
作
は
、
本
学
に
し
か
な
い
文
字
ど
お
り
の
希
少
本
で
あ
る
。
他
に
も
例
え
ば
戦
前
の
同
窓
会
誌
に
は
、
旧
外
地
か
ら
生
活

者
と
し
て
の
卒
業
生
の
寄
稿
が
多
数
あ
る
。
こ
れ
な
ど
も
本
学
独
自
の
旧
外
地
関
係
資
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

敗
戦
に
よ
っ
て
外
地
と
の
関
係
が
ほ
と
ん
ど
断
絶
し
た
日
本
に
あ
っ
て
、
本
学
図
書
館
は
、
年
代
、
地
域
に
関
わ
ら
ず
旧
外
地
に
関
す

る
図
書
を
収
集
し
つ
づ
け
、
欠
号
が
あ
れ
ば
復
刻
版
で
補
っ
て
き
た
。
台
湾
・
東
洋
協
会
や
国
際
善
隣
協
会
の
遺
志
を
継
ぎ
、
旧
外
地
を

理
解
し
研
究
し
よ
う
と
す
る
教
員
や
学
生
が
現
れ
る
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
、
旧
外
地
関
係
資
料
を
、
あ
る
時

代
特
有
の
歴
史
的
遺
産
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
の
あ
り
方
を
探
る
生
き
た
指
標
と
し
て
研
究
す
る
姿
勢
に
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
整
理
と
目
録
作
成
を
指
導
し
た
川
内
が
、「
当
時
、
海
外
進
出
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
も
の
」
を
旧

外
地
関
係
資
料
の
選
択
基
準
と
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
こ
そ
が
「
拓
殖
」
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
勢
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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台
湾
・
東
洋
協
会
と
国
際
善
隣
協
会
由
来
の
図
書
が
半
ば
歴
史
的
資
料
で
あ
る
の
と
は
違
い
、
こ
の
部
分
の
旧
外
地
関
係
資
料
は
今
後
と

も
増
え
続
け
る
は
ず
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
戦
後
の
刊
行
物
は
、
復
刻
版
以
外
で
は
、
旧
外
地
を
回
顧
す
る
も
の
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
再
検
証
す

る
も
の
、
戦
争
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
本
学
海
外
事
情
研
究
所
が
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
て
調
査
、
編
集
し
た
『
オ

セ
ア
ニ
ア
総
覧
』（
海
外
事
情
研
究
所
、
一
九
八
〇
年
）
は
、
戦
前
、
本
学
卒
業
生
も
活
躍
し
た
南
洋
の
現
状
を
日
本
の
統
治
時
代
も
含
め

て
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
旧
外
地
関
係
資
料
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
様
に
百
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
台
湾
協
会
の

機
関
誌
の
記
事
を
分
野
別
に
編
集
し
た
『
台
湾
論（

（1
（

』
や
本
学
学
生
が
学
校
の
機
関
誌
に
発
表
し
た
満
洲
関
係
の
論
文
集
『
満
洲
開
発
論（

（1
（

』

は
、
旧
外
地
関
係
資
料
に
編
入
す
べ
き
資
料
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
本
学
旧
外
地
関
係
資
料
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、

こ
の
よ
う
な
既
刊
図
書
の
再
分
類
、
再
編
成
は
、
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
作
業
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
記
の
来
源
１
～
３
を
問
わ
ず
す
べ

て
が
貴
重
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
、
最
近
の
刊
行
物
で
さ
え
原
物
を
な
か
な
か
自
由
に
閲
覧
で
き
な
い
現
状
に
も
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
本
学
独
自
の
研
究
者
の
養
成
が
待
た
れ
る
。

　

資
料
が
貴
重
で
あ
る
か
ど
う
か
に
一
定
の
基
準
は
な
い
。
と
り
あ
え
ず
希
少
な
も
の
を
貴
重
図
書
と
す
れ
ば
、
本
学
の
旧
外
地
関
係
資

料
に
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
学
卒
業
生
の
著
書
以
外
に
貴
重
書
は
そ
れ
ほ
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　

旧
外
地
の
研
究
者
の
育
成
と
そ
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
に
、
旧
外
地
関
係
資
料
を
、
発
行
年
代
や
発
行
場
所
を
問
わ
ず
収
蔵
、
収
集
し
、

一
括
り
に
し
て
ま
と
め
て
お
く
の
は
、
本
学
図
書
館
の
大
英
断
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
日
本
の
ど
こ
か
に
、
そ
れ
も
複
数
の
図
書
館

で
同
じ
も
の
が
後
生
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
大
切
に
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
修
繕
や
デ
ー
タ
化

は
必
要
だ
が
、
本
学
の
旧
外
地
関
係
資
料
だ
け
は
、
少
な
く
と
も
一
人
二
人
の
本
学
出
身
又
は
本
学
の
伝
統
を
理
解
し
た
研
究
者
が
出
現

す
る
ま
で
、「
貴
重
」
の
看
板
を
は
ず
し
て
、
数
時
間
で
も
、
蔵
書
の
感
触
を
直
接
味
わ
え
る
機
会
を
与
え
て
ほ
し
い
と
、
切
に
思
う
。
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注
（
1
）  
台
湾
・
東
洋
協
会
研
究
『
東
洋
文
化
協
會
五
十
年
史
稿
』
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
学
校
法
人
拓
殖
大
学
発
行
。

（
2
）  
前
掲
『
東
洋
文
化
協
會
五
十
年
史
稿
』
一
八
八
、
一
八
九
ペ
ー
ジ
。
原
文
は
次
の
と
お
り
。

 
 

１
．
東
洋
協
会
大
学
の
独
立  

本
会
の
図
書
は
、
明
治
三
十
三
年
台
湾
協
会
学
校
設
立
以
来
、
同
校
図
書
室
に
収
納
し
て
あ
っ
た
。
然
る
に
同
校

は
大
正
十
一
年
六
月
財
圏
法
人
東
洋
協
会
大
学
と
し
て
独
立
し
た
ゝ
め
、
本
会
創
立
以
来
二
十
五
年
に
わ
た
っ
て
集
積
し
た
巨
大
な
る
図
書
は
一
切

を
挙
げ
て
同
大
学
の
所
管
に
移
し
た
。

（
（
）  

『
臺
灣
協
會
會
報
』
第
八
一
号
（
明
治
三
十
八
年
六
月
）
掲
載
の
協
会
第
七
回
総
会
議
事
録

（
4
）  

『
拓
殖
大
学
百
年
史　

通
史
編
一
』（
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日
）
二
七
二
ペ
ー
ジ

（
5
）  

前
掲
『
東
洋
文
化
協
會
五
十
年
史
稿
』
一
九
一
ペ
ー
ジ

（
6
）  

「
満
洲
」
は
、
引
用
文
又
は
書
名
、
資
料
名
に
「
満
州
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

（
7
）  

高
橋
亀
吉
（
一
八
九
四
～
一
九
七
七
）
は
、
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
商
科
卒
業
後
、
久
原
鉱
業
に
入
社
。
一
九
三
二
年
に
東
洋
経
済
新
報
社

に
転
じ
、
一
九
三
八
年
同
編
集
長
、
一
九
四
〇
年
辞
職
。
経
済
評
論
家
と
し
て
独
立
し
、
厚
生
・
商
工
・
外
務
・
大
蔵
・
農
林
省
の
各
種
委
員
会
の

委
員
、
幹
事
等
を
歴
任
し
た
。
戦
後
は
、
一
九
四
六
年
日
本
経
済
研
究
所
を
設
立
し
、
理
事
長
兼
所
長
と
な
っ
た
が
、
公
職
追
放
と
な
り
、
経
済
史

研
究
に
専
念
し
た
。『
日
本
近
代
経
済
形
成
史
』『
日
本
近
代
経
済
発
達
史
』
と
並
ん
で
経
済
史
研
究
の
三
部
作
と
い
わ
れ
た
『
大
正
昭
和
財
界
変
動

史
』（
上
・
中
・
下
）
に
よ
り
、
本
学
で
経
済
学
博
士
号
を
取
得
。
一
九
五
一
年
追
放
解
除
。
本
学
に
は
、
一
九
五
六
年
四
月
か
ら
一
九
七
七
年
二
月

ま
で
在
籍
。
政
経
学
部
教
授
と
し
て
経
済
政
策
、
景
気
変
動
論
を
担
当
し
た
。

（
8
）  

小
林
郁
（
一
八
八
一
～
一
九
三
三
）
は
、
一
九
〇
二
年
東
京
帝
国
大
学
文
科
卒
業
、
大
学
院
で
社
会
学
を
専
攻
し
、
一
九
〇
四
年
か
ら
広
島
高
等

師
範
学
校
で
社
会
学
、
哲
学
な
ど
を
講
義
。
一
九
一
一
年
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
大
学
、
次
い
で
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
留
学
。
一
九
二
〇
年
帰
国
後
、

本
学
教
授
に
就
任
。
主
事
、
予
科
長
、
図
書
館
長
、
専
門
部
長
、
評
議
員
を
歴
任
し
た
。
慶
応
義
塾
大
学
、
中
央
大
学
、
日
本
大
学
、
青
山
学
院
な

ど
で
も
社
会
学
を
教
え
た
。

（
9
）  

中
村
進
午
（
一
八
七
〇
～
一
九
三
九
）
は
、
一
八
九
四
年
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
を
首
席
で
卒
業
、
大
学
院
へ
進
ん
だ
。
高
等
商
業
学
校

（
現
一
橋
大
学
）
講
師
、
学
習
院
教
授
と
な
り
、
国
際
法
及
び
西
洋
外
交
史
の
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。
帰
国
後
、
本
学
創
設
に
も
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参
加
し
、
一
九
〇
〇
年
九
月
か
ら
一
九
三
九
年
九
月
ま
で
法
学
通
論
、
国
際
法
及
び
国
際
公
法
を
担
当
。
一
九
二
九
年
六
月
本
学
学
監
に
就
任
し
た
。

（
10
）  

佐
藤
安
之
助
（
一
八
七
一
～
一
九
四
四
）
は
、
陸
軍
士
官
学
校
卒
業
後
、
参
謀
本
部
に
出
仕
。
一
九
〇
一
年
清
国
駐
屯
軍
司
令
部
付
、
大
本
営
兼

務
を
命
ぜ
ら
れ
て
特
別
任
務
班
本
部
、
関
東
都
督
府
陸
軍
部
付
と
な
り
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
奉
天
公
所
勤
務
。
一
九
一
八
年
ス
イ
ス
公
使
館
付

武
官
、
少
将
任
官
。
在
外
武
官
と
し
て
の
生
活
は
中
国
及
び
欧
州
各
地
に
二
〇
余
年
に
及
ん
だ
。
退
役
後
、
一
九
二
八
年
以
降
は
衆
議
院
議
員
と
し

て
政
界
で
活
躍
し
た
。
一
九
二
二
年
か
ら
本
学
理
事
。

（
11
）  

宮
原
民
平
（
一
八
八
四
～
一
九
四
四
）
は
、
一
九
〇
二
年
本
学
に
給
費
生
と
し
て
入
学
。
在
学
中
、
日
露
戦
争
に
従
軍
。
一
九
〇
五
年
卒
業
後
、
本

学
講
師
に
就
任
し
た
（
支
那
語
）。
一
九
一
一
年
一
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
本
学
の
派
遣
に
よ
り
中
国
文
学
・
中
国
語
学
研
究
の
た
め
清
国
に
留
学
。

帰
国
後
に
本
学
教
授
就
任
（
支
那
語
・
漢
文
）。
一
九
一
四
年
生
徒
監
兼
任
、
一
九
一
六
年
主
事
兼
任
。
大
学
昇
格
後
の
一
九
二
二
年
予
科
長
兼
任
。

一
九
三
〇
年
二
月
学
監
に
就
任
し
た
。
一
九
三
二
年
に
は
学
内
に
支
那
語
講
習
会
を
設
立
し
て
会
長
に
就
任
。
本
学
以
外
で
も
、
駒
澤
大
学
、
大
東

文
化
学
院
、
早
稲
田
大
学
、
法
政
大
学
、
東
京
帝
国
大
学
で
中
国
文
学
を
教
え
た
。

（
12
）  

矢
部
貞
治
（
一
九
〇
二
～
一
九
六
七
）
は
、
一
九
二
六
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
。
一
九
二
八
年
同
大
学
助
教
授
と
な
り
政
治
学

を
担
当
。
欧
米
留
学
の
後
、
一
九
三
九
年
に
教
授
就
任
。
昭
和
研
究
会
に
参
加
し
近
衛
文
麿
の
ブ
レ
ー
ン
の
一
人
と
な
る
。
終
戦
後
の
公
職
追
放
解

除
後
は
早
稲
田
大
学
講
師
。
政
治
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
一
九
五
五
年
三
月
本
学
第
十
代
総
長
に
就
任
、
西
郷
隆
治
理
事
長
と
と
も
に
、
学

園
復
興
の
た
め
の
教
学
内
容
、
施
設
設
備
両
面
の
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
た
。
矢
部
の
立
案
に
な
る
海
外
事
情
研
究
所
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

（
1（
）  

社
団
法
人
国
際
善
隣
協
会
後
藤
康
男
理
事
長
「『
国
際
善
隣
文
庫
目
録
』
発
刊
に
寄
せ
て
」『
国
際
善
隣
協
会
文
庫
』
二
〇
〇
〇
年
二
月

（
14
）  

同
右

（
15
）  

『
台
湾
論
：「
台
湾
協
会
々
報
」
明
治
三
一
年
一
〇
月
／
一
号
～
明
治
四
〇
年
一
月
／
一
〇
〇
号
』
一
～
五
、
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
編
、

拓
殖
大
学
、
拓
殖
大
学
後
援
会
、
二
〇
〇
二
年

（
16
）  

『
満
洲
開
発
論
：
拓
殖
大
学
出
身
者
に
よ
る
』
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
編
、
拓
殖
大
学
二
〇
〇
三
年

 

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
六
日
）
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〈
論
文
〉

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
六
）

―
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
政
治
家
と
仏
印
進
駐
―

ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ

要
旨　

本
稿
の
目
的
は
、
一
九
四
〇
年
の
日
本
の
仏
印
（
イ
ン
ド
シ
ナ
）
進
駐
政
策
に
対
す
る
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
主
役
た
ち
の
意
見
と

立
場
、
そ
の
相
互
関
係
と
決
定
の
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
政
治
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
政
治
家
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
。
そ

し
て
、
本
稿
で
は
主
な
資
料
と
し
て
、
外
交
文
書
や
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
よ
り
も
、
む
し
ろ
政
治
家
た
ち
―
フ
ラ
ン
ス
国
主
席
兼
首
相
ア
ン
リ
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
タ
ン
元
帥
（H

enri-Philippe Pétain; 
一
八
五
六
～
一
九
五
一
年
）、
外
務
大
臣
ポ
ー
ル
・
ボ
ド
ゥ
ア
ン
（Paul Baudouin; 

一
八

九
四
～
一
九
六
四
年
）、
植
民
地
大
臣
で
あ
っ
た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
（A

lbert Rivière; 

一
八
九
一
～
一
九
五
三
年
）、
ア
ン
リ
・
レ
ム

リ
（H

enry Lém
ery; 

一
八
七
四
～
一
九
七
二
年
）
と
シ
ャ
ル
ル
・
プ
ラ
ト
ン
海
軍
小
将
（Charles Platon;

一
八
八
六
～
一
九
四
四
年
）
の
三
人
、

国
防
大
臣
マ
キ
シ
ム
・
ウ
ェ
イ
ガ
ン
陸
軍
上
級
大
将
（M

axim
e W

eygand; 

一
八
六
七
～
一
九
六
五
年
）、
極
東
艦
隊
指
揮
官
の
ち
イ
ン
ド
シ
ナ
総

督
ジ
ャ
ン
・
ド
ク
ー
海
軍
中
将
（Jean D

ecoux; 

一
八
八
四
～
一
九
六
三
年
）
―
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
、
ノ
ー
ト
、
日
記
、
回
想
録
を
採
用
し
た
。

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
一
流
の
知
識
人
と
し
て
、
自
身
の
専
門
的
、
総
合
的
知
識
と
分
析
能
力
に
基
づ
い
て
事
情
を
把
握
、
分
析
し
て
、
様
々
な
方
針
を

提
案
し
、
決
定
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
仏
印
（
イ
ン
ド
シ
ナ
）、
大
陸
政
策
、
フ
ラ
ン
ス
敗
戦
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
（
フ
ラ
ン
ス
国
）、
仏
印
進
駐
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仏
印
進
駐
研
究
の
実
態
と
諸
側
面

　

一
九
四
〇
年
の
仏
印
（
イ
ン
ド
シ
ナ
）
進
駐
は
、
歴
史
学
的
に
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
だ
と
は
言
え
な
い
が
、
様
々

な
側
面
か
ら
異
な
る
研
究
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
テ
ー
マ
だ
と
言
え
る
。
最
近
こ
の
テ
ー
マ
を
総
合
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
論

文
『
太
平
洋
戦
争
は
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
始
ま
っ
た　

一
九
四
〇
～
一
九
四
一
年
』（
二
〇
一
九
年；

フ
ラ
ン
ス
語
版
）
を
執
筆
し
た
フ
ラ
ン

ス
人
歴
史
学
者
フ
ラ
ン
ク
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
（Franck M
ichelin

）
は
、
こ
の
問
題
を
「
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
同
時
に
あ
ま
り
研

究
さ
れ
て
い
な
い
」
問
題
だ
と
断
定
し
た（

1
（

。

　

日
本
人
歴
史
学
者
は
、
仏
印
進
駐
を
研
究
す
る
と
き
、
そ
れ
を
日
本
の
「
南
進
」
軍
事
・
対
外
政
策
の
一
部
と
見
な
し
て
き
た
。
政
策

の
提
案
と
実
行
、
決
定
を
め
ぐ
る
討
論
と
派
閥
間
の
闘
争
は
、
日
本
側
の
多
数
の
史
料
に
基
づ
い
て
詳
し
く
検
討
・
概
括
さ
れ
て
い
る（

2
（

。

仏
印
の
植
民
地
化
提
案
を
含
む
経
済
的
側
面
も
研
究
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
日
本
人
学
者
は
、
主
に
日
本
発
の
資
料
を
も
と
に
、
日
本
の
政
策
を

中
心
に
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
動
に
つ
い
て
は
「
二
次
的
」
と
見
な
し
て
い
る
。

　

一
方
、
当
時
の
国
際
関
係
史
を
注
視
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
の
見
方
は
、
極
端
に
仏
独
・
仏
英
関
係
中
心
、
欧
州
事
情
中
心
に
偏
っ

て
い
る
の
で
、
総
合
的
な
外
交
史
研
究
論
文
の
中
で
は
、
仏
印
問
題
と
日
仏
関
係
の
検
討
は
数
ペ
ー
ジ
・
数
行
だ
け
に
限
ら
れ
る（

4
（

。
一
般

的
に
「
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
政
策
を
取
り
上
げ
る
総
合
的
な
研
究
論
文
の
中
で
も
、
こ
の
問
題
は
、
ほ
ん
の

些
細
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
過
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る（

5
（

。
仏
印
研
究
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
帝
国
の
一
部
と
し
て
、
日
本
の
拡
大
政
策
に
対

抗
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
と
そ
の
機
関
に
よ
る
様
々
な
行
動
を
掘
り
下
げ
て
い
る（

6
（

。
そ
の
著
者
は
主
に
フ
ラ
ン
ス
発
の
資
料
を
利
用
す

る
が
、
フ
ラ
ン
ク
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
博
士
（
現
在
帝
京
大
学
経
済
学
部
国
際
経
済
学
科
教
授
）
の
場
合
は
、
両
国
の
史
料
と
研
究
論
文
の
基
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礎
の
上
に
革
新
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
以
外
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
著
作
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。　

　

詳
し
い
研
究
論
文
で
あ
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
主
に
注
意
す
る
論
点
は
、
日
仏
交
渉
の
発
展
と
決
定
の
過
程
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
「
政
治
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
政
治
家
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。
仏
印
進
駐
問
題
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
主
役
た
ち
は
全

員
知
識
人
で
あ
り
、
自
身
の
専
門
的
、
総
合
的
知
識
と
分
析
能
力
に
基
づ
い
て
事
態
を
検
討
し
、
様
々
な
方
針
を
提
案
、
決
定
し
て
い
る
。

　

本
稿
の
内
容
は
、
そ
の
主
役
た
ち
―
フ
ラ
ン
ス
国
主
席
兼
首
相
ア
ン
リ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
タ
ン
元
帥
（H

enri-Philippe Pétain; 

一
八
五
六
～
一
九
五
一
年
）、
外
務
大
臣
ポ
ー
ル
・
ボ
ド
ゥ
ア
ン
（Paul Baudouin; 

一
八
九
四
～
一
九
六
四
年
）、
植
民
地
大
臣
で
あ
っ

た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
議
会
議
員
（A
lbert Rivière; 

一
八
九
一
～
一
九
五
三
年
）、
ア
ン
リ
・
レ
ム
リ
上
院
議
員
（H

enry 

Lém
ery; 

一
八
七
四
～
一
九
七
二
年
）
と
シ
ャ
ル
ル
・
プ
ラ
ト
ン
海
軍
小
将
（Charles Platon;

一
八
八
六
～
一
九
四
四
年
）
の
三
人
、

国
防
大
臣
マ
キ
シ
ム
・
ウ
ェ
イ
ガ
ン
陸
軍
上
級
大
将
（M

axim
e W

eygand; 

一
八
六
七
～
一
九
六
五
年
）、
極
東
艦
隊
指
揮
官
の
ち
イ
ン

ド
シ
ナ
総
督
ジ
ャ
ン
・
ド
ク
ー
海
軍
中
将
（Jean D

ecoux; 

一
八
八
四
～
一
九
六
三
年
）
―
の
個
人
的
な
意
見
と
そ
の
立
場
か
ら
す
る

検
討
・
分
析
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
主
要
な
資
料
は
、
外
交
文
書
や
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
よ
り
も
、
む
し
ろ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
、
ノ
ー

ト
、
日
記
、
回
想
録
で
あ
る
。
自
分
の
行
動
と
政
策
を
弁
解
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
回
想
録
に
つ
い
て
は
、
綿
密
な
学
問
的
チ
ェ
ッ
ク
が

必
要
で
あ
る
が
、「
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
の
価
値
は
高
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

敗
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
国
際
的
地
位
と
植
民
政
策

　

一
九
四
〇
年
六
月
の
フ
ラ
ン
ス
の
敗
戦
は
世
界
的
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
確
か
に
予
想
外
の
敗
戦
は
苦
し
か
っ
た
が
、
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全
面
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
負
け
た
の
は
第
三
共
和
国
政
権
と
陸
軍
だ
け
で
あ
る
。
世
界
的
に
有
名
な
ペ
タ
ン
元
帥
を
首
班
と
す
る

新
内
閣
（
六
月
一
六
日
の
任
命
）
は
、
本
土
の
四
割
と
外
地
・
植
民
地
の
帝
国
、
海
軍
を
統
制
し
続
け
た
。
六
月
二
二
日
に
締
結
さ
れ
た

独
仏
休
戦
協
定
は
、「
フ
ラ
ン
ス
の
終
末
」
で
は
な
く
、
時
代
の
終
わ
り
と
新
時
代
の
始
ま
り
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
六
月
一
八
日
か

ら
、
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
た
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
（Charles de Gaulle; 

一
八
九
〇
～
一
九
七
〇
年
）
は
、BBC

ラ
ジ
オ
で
、
イ

ギ
リ
ス
と
一
緒
に
対
独
闘
争
を
継
続
し
、
ペ
タ
ン
内
閣
に
抵
抗
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

休
戦
条
件
に
し
た
が
っ
て
、
パ
リ
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
北
部
と
西
部
は
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
置
か
れ
、
政
府
は
、
南
部
の
「
ミ
ネ
ラ
ル
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
首
都
」
と
呼
ば
れ
た
ヴ
ィ
シ
ー
市
に
移
っ
た
。
七
月
一
〇
日
、
ヴ
ィ
シ
ー
で
開
催
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
は
圧
倒
的

多
数
（
出
席
者
の
八
五
％
、
全
議
員
の
六
七
％
）
で
新
憲
法
制
定
ま
で
の
「
憲
法
的
な
」
法
律
を
制
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
フ
ラ
ン
ス

国
の
新
し
い
憲
法
を
公
布
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ペ
タ
ン
元
帥
の
権
威
お
よ
び
署
名
の
下
で
成
立
し
た
共
和
国
の
政
府
に
全
て
の
権

限
を
与
え
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

7
（

。
国
民
議
会
を
中
心
と
す
る
第
三
共
和
国
体
制
が
終
焉
し
、
そ
の
か
わ
り
強
権
的
政
権
が
設
立
さ

れ
た
。「
国
父
」
と
呼
ば
れ
た
ペ
タ
ン
主
席
は
強
大
な
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
新
し
い
政
権
の
設
立
を
準
備
し
、
実
現

し
た
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ヴ
ァ
ル
上
院
議
員
（Pierre Laval; 

一
八
八
三
～
一
九
四
五
年
）
は
、
副
首
相
と
し
て
内
閣
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な

り
、
首
相
の
よ
う
に
日
常
活
動
を
指
導
し
て
い
た
。

　

ド
・
ゴ
ー
ル
派
と
共
産
党
派
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
歴
史
学
で
は
、
ペ
タ
ン
と
そ
の
政
権
は
す
べ
て
「
黒
」
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
社
会
と
学
界
に
は
、
よ
り
公
平
で
多
方
面
の
解
釈
も
存
在
す
る
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
本
質
と
そ
の
政
策
の
判
断
・
評
価
は
本
稿
の

テ
ー
マ
で
は
な
い
が
、
深
く
注
意
す
べ
き
は
フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
国
際
的
地
位
で
あ
る
。
休
戦
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
は
中
立
国
に
な
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
国
交
を
断
絶
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
同
盟
国
に
は
な
ら
な
か
っ
た（

8
（

。
政
府
は
海
軍
全
体
を
統
制
し
て
、

植
民
地
帝
国
の
主
権
を
守
っ
た
。
海
軍
総
司
令
官
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ダ
ル
ラ
ン
海
軍
元
帥
（François D

arlan; 

一
八
八
一
～
一
九
四
二
年
）



― 41 ―

フランス知識人が見た日本の大陸・植民地政策（六）

は
、
海
軍
大
臣
と
し
て
新
内
閣
の
柱
の
一
人
に
な
っ
た
（
の
ち
副
首
相
兼
外
相
、
陸
海
軍
総
司
令
官
な
ど
歴
任
）。
外
地
・
植
民
地
の
総

督
、
陸
海
軍
指
揮
官
、
在
外
大
使
・
公
使
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
新
政
権
を
フ
ラ
ン
ス
の
合
法
政
府
と
認
め
て
い
た
。
戦
前
に
「
親
日
」

と
評
さ
れ
た
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
（Charles A

rsène-H
enry; 

一
八
八
一
～
一
九
四
三
年
）
駐
日
大
使
（
一
九
三
六
～

一
九
四
三
年
）
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
植
民
政
策
の
基
本
方
針
は
、
植
民
地
帝
国
各
地
に
向
け
た
ペ
タ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
九
四
〇
年
九
月
三
日
）
の
中
に
宣

言
さ
れ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
は
敗
戦
し
た
。
…
…
し
か
し
、
千
年
の
努
力
と
犠
牲
に
よ
っ
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
そ
の
統
一
性
は
不
可
侵
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
疑
念
を
挟
ん
で
は
い
け
な
い
。
…
…
今
日
、
第
一
の
義
務
は
服
従
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
義
務
は
政
府
の
働
き

を
親
身
に
援
助
す
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
王
冠
の
最
も
素
晴
ら
し
い
宝
石
で
あ
る
帝
国
は
、
母
国
の
呼
び
か
け
に
『
は
い
、
か
し

こ
ま
り
ま
し
た
』
と
答
え
る
は
ず
だ（

9
（

」。
そ
の
「
統
一
政
策
」
の
実
現
は
、
外
務
大
臣
ボ
ド
ゥ
ア
ン
、
植
民
地
大
臣
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
と
レ
ム

リ
、
国
防
大
臣
ウ
ェ
イ
ガ
ン
の
任
務
と
な
っ
た
。

仏
印
に
対
す
る
日
本
の
要
求
と
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
・
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
反
応

　

支
那
事
変
時
に
お
け
る
、
仏
印
に
対
す
る
日
本
の
軍
事
的
、
経
済
的
要
求
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
勃
発
後
も
、
フ
ラ
ン

ス
政
府
は
日
本
に
対
し
て
戦
前
の
「
紳
士
的
な
」
政
策
を
続
け
た（

（1
（

。
フ
ラ
ン
ス
は
東
ア
ジ
ア
で
は
戦
闘
し
て
い
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政

府
が
休
戦
を
求
め
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
仏
印
で
「
本
当
の
激
変
」
を
引
き
起
こ
す
と
共
に
「
残
さ
れ
た
可
能
性
」（
ド
ク
ー
の
表
現
）

へ
の
反
応
を
誘
発
し
た
。
特
に
軍
人
に
は
「
戦
闘
継
続
」
の
感
じ
が
強
か
っ
た
が
、
ペ
タ
ン
の
休
戦
に
賛
成
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
に
よ
る

反
政
府
の
呼
び
か
け
に
賛
同
す
る
声
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た（

（（
（

。
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イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
の
場
合
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
八
月
二
三
日
に
任
命
さ
れ
て
同
月
三
〇
日
に
仏
印
の
首
都
ハ
ノ

イ
に
到
着
し
た
新
総
督
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
カ
ト
ル
ー
陸
軍
大
将
（Georges Catroux; 

一
八
七
七
～
一
九
六
九
年
）
は
、
一
八
八
七
年
以
来
、

初
め
て
の
現
役
将
校
だ
っ
た
の
で
、
彼
の
任
命
は
日
本
へ
の
警
告
と
見
ら
れ
た
。
カ
ト
ル
ー
は
、
第
二
次
大
戦
勃
発
後
、
日
本
の
要
求
に

対
し
て
い
わ
ゆ
る
「
理
解
し
て
い
る
素
振
り
」
を
よ
く
見
せ
た
が
、
事
実
上
、
あ
ま
り
協
力
は
し
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

日
本
政
府
は
、
相
手
政
府
と
し
て
ペ
タ
ン
内
閣
し
か
承
認
し
な
か
っ
た
が
、
仏
印
に
向
け
た
南
進
の
時
が
来
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。

ペ
タ
ン
首
相
が
ド
イ
ツ
側
に
休
戦
を
求
め
た
後
、
六
月
一
九
日
に
谷
正
之
外
務
次
官
は
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
大
使
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス

政
府
に
東
ア
ジ
ア
の
現
状
に
関
す
る
最
後
通
牒
を
発
し
た
。
日
仏
関
係
に
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
側
の
要
求
は
事
実
上
、
最
後
通
牒
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
の
主
権
を
侵
犯
し
て
い
た
。
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
大
使
は
、

ボ
ル
ド
ー
市
で
休
戦
協
定
を
準
備
し
て
い
た
ボ
ド
ゥ
ア
ン
外
相
と
直
截
に
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
時
間
を
稼
ぐ
た
め
に
交
渉
を
し

始
め
た
。
同
時
に
、
カ
ト
ル
ー
総
督
は
ハ
ノ
イ
で
、
日
本
軍
出
兵
の
可
能
性
に
つ
い
て
情
報
を
受
け
た
際
、
植
民
地
省
の
許
可
な
し
に
自

発
的
に
仏
印
か
ら
中
国
へ
の
燃
料
の
通
過
を
禁
止
し
て
、
日
本
側
に
一
歩
譲
歩
し
た
。
そ
れ
と
共
に
カ
ト
ル
ー
は
、
英
米
か
ら
の
援
助
を

求
め
た
が
、
そ
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た（

（1
（

。
そ
の
情
報
が
東
京
に
届
い
た
後
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
大
使
は
、
日
本
側
に
カ
ト
ル
ー
総

督
の
独
断
を
隠
し
立
て
る
た
め
に
、
燃
料
通
過
の
禁
止
は
彼
〔
大
使
〕
の
提
案
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
と
発
言
し
た
。
六
月
二
二
日
、
休
戦

の
締
結
日
に
、
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
は
、
谷
外
務
次
官
と
再
び
会
談
し
た
際
、
日
本
側
の
最
後
通
牒
に
賛
成
し
て
、
在
仏
印
日
本
軍
事

使
節
団
の
問
題
も
解
決
さ
れ
た
。
六
月
二
五
日
に
カ
ト
ル
ー
総
督
は
、
中
国
へ
の
全
て
の
品
物
の
通
過
を
禁
止
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
政
府
が
初
め
て
仏
印
で
の
新
し
い
事
態
を
知
っ
て
討
議
し
た
の
は
六
月
二
五
日
の
会
議
で
あ
っ
た
。
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
植
民
地

大
臣
は
、
カ
ト
ル
ー
総
督
か
ら
届
い
た
報
告
の
内
容
を
内
閣
に
知
ら
せ
た
。
ボ
ド
ゥ
ア
ン
外
相
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
「
カ
ト
ル
ー
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
許
可
な
し
に
ト
ン
キ
ン
州
で
の
我
ら
の
主
権
の
一
部
を
日
本
側
に
渡
し
た
。
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
そ
の
行
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為
に
対
し
て
大
変
口
惜
し
が
っ
た
。
我
ら
に
知
ら
せ
た
〔
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
〕
大
臣
と
カ
ト
ル
ー
中
将
の
電
報
交
換
に
よ
っ
て
、
彼
〔
カ
ト

ル
ー
〕
は
決
議
す
る
全
権
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
、
た
だ
ち
に
カ
ト
ル
ー
中
将
を
〔
総
督
と
し
て
〕
更
迭
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
後
任
者
人
事
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
ダ
ル
ラ
ン
海
軍
元
帥
は
ド
ク
ー
海
軍
中
将
を
推
薦
し
た
。
彼
〔
ド
ク
ー
〕
が
現
地
に

い
れ
ば
、
確
実
に
服
従
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、〔
ダ
ル
ラ
ン
〕
海
軍
元
帥
は
述
べ
た
。
内
閣
は
こ
れ
に
賛
同
し
た
。
総
督
の
交
代
は
一

時
的
に
も
日
本
の
要
求
を
抑
制
す
る
と
思
わ
れ
る（

（1
（

」。
ウ
ェ
イ
ガ
ン
国
防
大
臣
の
同
会
議
の
回
想
録
の
内
容
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る（

（1
（

。

　

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
、
植
民
地
大
臣
に
適
任
で
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
。
彼
は
一
九
二
八
年
か
ら
、
社
会
党
の
議
会
議
員
、
国
民
戦
線
内

閣
の
年
金
大
臣
（
一
九
三
六
～
一
九
三
八
年
）
で
あ
り
、
明
ら
か
に
三
流
の
政
治
家
と
見
ら
れ
て
い
た
。
ペ
タ
ン
は
組
閣
す
る
際
、
社
会

党
に
二
つ
の
ポ
ス
ト
を
提
案
し
た
。
党
の
首
脳
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
（Léon Blum

; 

一
八
七
二
～
一
九
五
〇
年
）
は
賛
成
し
て
、
党
内
で
政

治
的
に
親
し
か
っ
た
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
を
推
薦
し
た
。
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
、
植
民
地
関
係
問
題
に
は
素
人
で
あ
り
、
専
門
家
と
い
う
よ
り
、

社
会
党
の
齣
の
一
つ
と
し
て
入
閣
し
た
の
で
あ
る
。
ペ
タ
ン
内
閣
組
閣
時
に
は
植
民
地
大
臣
と
い
う
ポ
ス
ト
は
そ
れ
ほ
ど
大
事
な
地
位
と

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
仏
印
に
対
す
る
日
本
の
要
求
は
、
緊
急
を
要
す
る
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
明

ら
か
に
そ
れ
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
。
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
回
想
録
を
書
い
て
お
ら
ず
、
日
記
も
未
公
刊
な
の
で
、
当
時
の
彼
が
ど
れ
ほ
ど

思
慮
深
か
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

　

新
総
督
に
任
命
さ
れ
た
ド
ク
ー
は
、
一
九
三
九
年
一
月
に
極
東
艦
隊
指
揮
官
に
任
命
さ
れ
た
後
、
五
月
上
旬
に
サ
イ
ゴ
ン
に
到
着
し
て
、

同
時
に
駐
中
国
フ
ラ
ン
ス
派
遣
軍
の
最
高
指
揮
官
に
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
中
ド
ク
ー
は
、
日
本
の
政
策
と
行
動
に
対
し
て
不
審
と
憂
慮

を
感
じ
て
、
現
地
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
と
の
協
力
を
試
み
た
。
敗
戦
後
ド
ク
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
協
力
し
て
戦
い
を
続
け
る
こ
と
を
訴
え
た

が
、
ダ
ル
ラ
ン
か
ら
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
と
の
説
明
が
届
い
た
後
、
政
府
の
命
令
に
服
従
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
地
・

植
民
地
と
そ
の
陸
海
軍
を
自
ら
統
制
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ド
ク
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
旗U

nion Jack

の
下
に
奉
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仕
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
、
仏
英
軍
事
交
渉
（
サ
イ
ゴ
ン
、
六
月
二
八
～
三
〇
日
）
は
決
裂
し
た（

（1
（

。

　

六
月
二
七
日
に
ダ
ル
ラ
ン
は
ド
ク
ー
を
新
た
に
任
命
す
る
む
ね
電
報
で
知
ら
せ
た
。
六
月
三
〇
日
に
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
植
民
地
大
臣
は
、

ド
ク
ー
に
正
式
な
任
命
書
を
送
っ
て
、
カ
ト
ル
ー
に
は
た
だ
ち
に
移
管
し
て
帰
国
す
る
よ
う
命
令
し
た
が
、
個
人
的
に
休
戦
に
反
対
し
て

い
た
カ
ト
ル
ー
は
、
大
臣
の
命
令
を
無
視
し
て
、
六
月
二
九
日
に
ハ
ノ
イ
に
到
着
し
た
日
本
軍
事
使
節
団
と
の
交
渉
を
自
分
で
始
め
た
の

で
あ
る（

（1
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
政
府
が
そ
の
次
に
仏
印
問
題
と
対
日
関
係
を
議
論
し
た
の
は
七
月
四
日
の
会
議
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
植
民

地
大
臣
は
内
閣
に
カ
ト
ル
ー
の
独
断
と
日
本
軍
事
使
節
団
と
の
交
渉
の
幕
開
け
を
報
告
し
た
。
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
自
分
の
意
見
を
次
の
よ
う

に
記
録
し
て
い
る
。「
日
本
の
立
場
を
憂
慮
し
て
い
る
、
と
私
は
内
閣
に
述
べ
た
。〔
駐
仏
〕
沢
田
〔
廉
三
（
一
八
八
八
～
一
九
七
〇
年
）

日
本
〕
大
使
に
、
そ
の
内
閣
の
要
求
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。
日
本
政
府
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
交
渉

を
す
る
は
ず
だ
。
沢
田
は
そ
の
発
言
を
東
京
に
伝
え
る
は
ず
だ（

（1
（

」。
ペ
タ
ン
と
ウ
ェ
イ
ガ
ン
を
は
じ
め
内
閣
は
同
意
し
た（

（1
（

。

　

カ
ト
ル
ー
は
、
全
権
な
し
に
六
月
三
〇
日
か
ら
日
本
軍
事
使
節
団
と
交
渉
し
て
、
七
月
四
日
に
日
本
側
に
対
し
て
、
反
蒋
介
石
政
権
と

の
防
衛
同
盟
の
締
結
を
提
案
し
た
。
そ
の
条
件
は
、
日
本
政
府
が
仏
印
領
土
の
保
全
を
公
式
に
保
障
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
総
督

は
、
七
月
七
日
、
中
国
と
の
国
境
を
通
過
す
る
こ
と
を
一
カ
月
停
止
し
、
七
月
九
日
に
は
日
本
軍
の
仏
印
駐
留
を
拒
否
し
た
が
、
そ
の
糧

食
補
給
を
許
し
た
。
カ
ト
ル
ー
は
政
府
と
直
接
連
絡
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
行
動
を
一
方
的
に
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
に
知
ら
せ
、
憂

慮
す
る
大
使
は
そ
れ
を
外
務
省
に
報
告
し
た（

11
（

。

　

七
月
一
四
日
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
ペ
タ
ン
に
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。「
元
帥
は
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
我
ら
の
政
策
、

中
国
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
を
受
け
た
。
私
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
と
、
防
衛
同
盟
を
含
む
同
盟
を
締
結
し
て
は
な
ら

な
い
と
述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
同
盟
は
我
ら
を
す
ぐ
に
も
中
国
で
の
戦
争
に
巻
き
込
む
か
ら
だ
。
元
帥
は
私
の
意
見
に
完
全
に
賛
成
し
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た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
我
ら
の
軍
隊
は
人
数
が
減
ら
さ
れ
た
の
で
、
我
ら
の
立
場
は
特
に
弱
く
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
支
援
は

期
待
し
て
い
な
い
、
と
私
は
元
帥
に
包
み
隠
さ
ず
述
べ
た
」。
外
相
は
こ
の
記
録
で
カ
ト
ル
ー
の
行
動
を
判
断
し
た
。「
我
ら
の
弱
さ
に
よ
っ

て
カ
ト
ル
ー
中
将
の
行
動
を
説
明
で
き
る
。
日
本
の
要
求
に
鋭
い
拒
否
で
答
え
な
か
っ
た
彼
〔
カ
ト
ル
ー
〕
は
多
分
正
し
か
っ
た
。
し
か

し
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
全
権
代
表
と
し
て
行
動
し
て
い
る
彼
〔
カ
ト
ル
ー
〕
は
全
く
正
し
く
な
か
っ
た（

1（
（

」。
カ
ト
ル
ー
の
そ
の
後
の
行
動
を

非
難
し
た
ウ
ェ
イ
ガ
ン
の
判
断
は
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
に
近
か
っ
た（

11
（

。
ド
ク
ー
も
当
時
の
仏
印
防
衛
力
の
不
足
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る（

11
（

。

譲
歩
か
抵
抗
か
？
ボ
ド
ゥ
ア
ン
と
レ
ム
リ

　

ペ
タ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
国
主
席
に
な
っ
た
直
後
、
改
め
て
組
閣
を
行
っ
た
際
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
を
解
任
し
て
、
植
民
地
大
臣
に
レ
ム
リ
を

任
命
し
た
。
仏
印
進
駐
を
め
ぐ
る
出
来
事
に
つ
い
て
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
政
治
家
の
役
割
は
重
要
だ
っ
た
。
そ
の
生
涯
と
行
動
を
見
て
み

よ
う
。　

　

当
時
六
五
歳
の
ア
ン
リ
・
レ
ム
リ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
県
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
に
生
ま
れ
た
ム
ラ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
パ
リ
で
高
等
学
校
、

大
学
法
学
部
を
卒
業
し
て
、
弁
護
士
に
な
り
九
〇
歳
ま
で
開
業
し
て
い
た
。
レ
ム
リ
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
期
か
ら
社
会
党
の
選
出
者
と

し
て
政
界
に
入
り
、
二
回
落
選
し
た
後
、
一
九
一
四
年
一
月
に
議
会
議
員
に
選
ば
れ
て
、
国
民
議
会
で
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
を
代
表
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
レ
ム
リ
は
、
義
勇
兵
と
し
て
参
戦
し
て
、
シ
ャ
ン
パ
ン
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
と
ソ
ン
マ
で
戦
い
、
士
官
に
昇
進
し
て
レ
ジ

オ
ン
ド
ネ
ー
ル
勲
爵
士
に
な
っ
た
。
そ
の
後
政
界
に
戻
っ
た
レ
ム
リ
は
、「
勝
利
の
内
閣
」
と
呼
ば
れ
た
第
二
次
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
レ
マ
ン

ソ
ー
内
閣
の
商
船
国
務
次
官
補
（
一
九
一
七
年
一
一
月
～
一
九
一
八
年
一
一
月
）
を
勤
め
、
一
九
二
〇
年
一
月
か
ら
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
選

出
の
上
院
議
員
と
な
っ
た
。
内
閣
で
の
キ
ャ
リ
ア
は
短
か
か
っ
た
（
法
務
大
臣
、
第
二
次
ガ
ス
ト
ン
・
ド
ゥ
メ
ル
グ
内
閣
、
一
九
三
四
年
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一
〇
月
～
一
一
月
）
が
、
レ
ム
リ
は
上
院
で
、
国
際
政
治
、
植
民
政
策
の
問
題
に
つ
い
て
影
響
力
の
あ
る
演
説
を
多
数
残
し
て
い
る
。

　

新
植
民
地
大
臣
へ
の
任
命
は
、
ペ
タ
ン
の
個
人
的
な
選
択
で
あ
っ
た
。
ペ
タ
ン
と
レ
ム
リ
は
、
一
九
一
六
年
に
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
戦
い
の

中
で
知
り
合
っ
て
、
一
九
三
四
年
に
一
緒
に
ド
ゥ
メ
ル
グ
内
閣
の
下
で
働
い
た
。
レ
ム
リ
は
、
基
本
的
に
政
治
家
を
嫌
う
「〔
ペ
タ
ン
〕
元

帥
が
信
用
し
た
唯
一
の
議
員
」
だ
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る（

11
（

。
一
九
三
〇
年
代
後
半
、
レ
ム
リ
は
、
ペ
タ
ン
の
国
際
政
治
・
法
律
問
題
の

非
公
式
な
顧
問
に
な
り
、
あ
ま
り
人
を
信
用
し
な
い
元
帥
に
も
っ
と
も
親
し
い
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た（

11
（

。
知
識
人
と
し
て
の
レ
ム
リ
は
、

国
際
政
治
・
法
律
・
植
民
政
策
問
題
の
詳
し
い
評
論
、
分
析
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
史
の
研
究
論
文
も
執
筆
し
て
い
る
。
青

年
時
代
か
ら
「
左
派
」
で
知
ら
れ
て
い
た
レ
ム
リ
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
保
守
派
、「
右
派
」
に
近
付
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
コ

政
権
と
白
系
ロ
シ
ア
人
の
反
共
産
主
義
の
戦
い
を
支
持
し
た
。
ド
イ
ツ
に
対
し
て
は
、
い
つ
も
ゆ
る
ぎ
の
な
い
「
反
独
」
で
あ
っ
た（

11
（

。

　

ペ
タ
ン
の
再
組
閣
に
は
、
長
期
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
政
府
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
新
植
民
地
大
臣
の
レ
ム
リ
は
、

経
験
豊
か
な
政
治
家
、
国
際
政
治
・
植
民
政
策
問
題
の
専
門
家
、
知
識
人
、
ペ
タ
ン
と
個
人
的
に
親
し
い
戦
友
、
フ
ラ
ン
ス
の
愛
国
者
、

ド
イ
ツ
の
敵
で
あ
っ
た
。
戦
前
か
ら
彼
は
「
反
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
マ
ニ
ア
」
と
呼
ば
れ
て
い
た（

11
（

。
ナ
チ
ス
側
は
「
反
独
ム
ラ
ー
ト
大
臣
」
の

任
務
に
反
対
し
て
発
言
し
た
が
、
ペ
タ
ン
は
そ
の
隠
喩
を
無
視
し
て
、「〔
植
民
地
を
〕
統
治
す
る
時
代
が
来
た
！
」
と
レ
ム
リ
に
語
っ
た（

11
（

。

レ
ム
リ
は
、
ペ
タ
ン
の
政
策
と
命
令
に
絶
対
服
従
で
、「
現
在
の
危
機
は
ロ
ン
ド
ン
放
送
と
ド
・
ゴ
ー
ル
の
反
乱
的
呼
び
掛
け
だ
」
と
た
だ

ち
に
宣
言
し
た
。「
私
の
命
令
の
実
行
に
浮
足
立
つ
各
位
は
、
容
赦
な
く
召
還
さ
れ
る
」
と
大
臣
は
全
て
の
総
督
に
知
ら
せ
た（

11
（

。

　

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
と
違
っ
て
レ
ム
リ
の
立
場
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
日
本
の
要
求
に
対
し
て
は
抵
抗
の
立
場
で
あ
っ
た
。
陸
軍
の
首
脳

と
見
ら
れ
た
ウ
ェ
イ
ガ
ン
国
防
大
臣
は
そ
の
方
針
を
支
持
し
た
。
で
は
な
ぜ
ボ
ド
ゥ
ア
ン
外
相
は
対
日
譲
歩
の
政
策
を
提
案
し
た
の
か
。

　

当
時
四
五
歳
の
ポ
ー
ル
・
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
政
治
家
で
は
な
く
、
大
手
銀
行
の
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
の
で
、
政
界
に
は
軽
蔑
を
感

じ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
経
験
者
、
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
（
理
工
科
学
校
）
の
卒
業
生
、
経
営
・
知
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識
エ
リ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
一
九
三
〇
年
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
（la Banque d’Indochine

）
の
理
事
、
常
務

理
事
兼
極
東
金
融
連
盟
（l’U

nion financière d’Extrêm
e-O

rient

）
会
長
と
し
て
地
域
の
諸
問
題
に
詳
し
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
利
益

を
経
済
的
な
立
場
か
ら
見
た
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
ど
の
意
味
で
も
「
親
日
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
軍
事
・
政
治
力
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス

の
脆
さ
を
理
解
し
て
い
た
。
財
界
と
親
し
か
っ
た
ポ
ー
ル
・
レ
ノ
ー
首
相
（Paul Reynaud;

一
八
七
八
～
一
九
六
六
年
）
の
招
請
に
よ
っ

て
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
そ
の
内
閣
で
総
理
大
臣
の
国
務
次
官
補
、
の
ち
に
外
務
次
官
補
に
な
っ
た
。
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
効
率
的
な
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
休
戦
の
政
策
を
支
持
し
た
の
で
、
ペ
タ
ン
は
彼
を
外
相
に
任
命
し
た
。
対
外
政
策
の
戦
略
的
方
針
を
自
分
で
決
め
た
い

ペ
タ
ン
は
、
日
常
の
戦
術
的
な
作
業
の
た
め
に
勤
勉
な
「
外
務
事
務
局
長
」
を
探
し
て
い
た
の
で
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
を
最
適
任
者
だ
と
考
え

た
の
で
あ
る（

11
（

。

　

ボ
ド
ゥ
ア
ン
も
レ
ム
リ
も
、
カ
ト
ル
ー
の
不
服
従
の
姿
勢
と
ハ
ノ
イ
に
お
け
る
彼
の
対
日
交
渉
に
憤
慨
し
た
。
七
月
一
五
日
に
沢
田
大

使
は
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
と
会
談
し
た
際
、
交
渉
の
内
容
は
よ
く
知
ら
な
い
が
、「
日
仏
問
題
を
討
議
す
る
場
所
は
ハ
ノ
イ
で
は
な
く
ヴ
ィ
シ
ー

だ
」
と
発
言
し
た
。
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
二
国
間
関
係
を
概
説
し
て
、「
イ
ン
ド
シ
ナ
が
日
本
の
経
済
体
制
に
入
る
の
で
は
話
に
な
ら
な
い
」

が
、
経
済
的
協
力
の
可
能
性
は
あ
り
、
政
治
・
軍
事
的
同
盟
は
不
可
能
だ
が
、「
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
仏
日
関
係
を
決
定
す
る
協
定
に
至

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
大
使
に
説
明
し
た（

1（
（

。　

　

七
月
一
七
日
に
、
ペ
タ
ン
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
と
レ
ム
リ
は
再
び
仏
印
の
事
態
と
カ
ト
ル
ー
の
不
服
従
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
レ
ム
リ
は
カ

ト
ル
ー
に
帰
国
を
厳
命
し
た
が
、
こ
の
更
迭
さ
れ
た
総
督
が
ま
っ
さ
き
に
自
分
の
次
の
役
職
に
つ
い
て
聞
い
て
き
た
の
で
、
レ
ム
リ
も
ウ
ェ

イ
ガ
ン
国
防
大
臣
も
憤
激
し
た（

11
（

。「
日
本
人
は
カ
ト
ル
ー
か
ら
も
ら
っ
た
優
遇
措
置
を
何
一
つ
放
棄
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
私
は
確
信
し
て

い
る
。
彼
ら
〔
日
本
人
〕
は
ハ
ノ
イ
〔
総
督
〕
か
ら
全
部
絞
り
取
っ
た
後
で
ヴ
ィ
シ
ー
〔
内
閣
〕
に
向
か
う
」
と
外
相
は
記
録
し
た（

11
（

。
ボ

ド
ゥ
ア
ン
の
理
解
は
正
し
か
っ
た
。
日
本
外
務
省
は
普
通
に
外
交
官
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
て
交
渉
す
る
方
針
を
選
ん
で
い
た
が
、
軍
部
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の
方
は
、
現
地
で
「
全
部
絞
り
取
る
」
つ
も
り
で
あ
っ
た（

11
（

。

　

多
数
の
障
碍
を
克
服
し
て（

11
（

ド
ク
ー
は
、
七
月
―
九
日
ハ
ノ
イ
に
到
着
し
、
総
督
府
で
カ
ト
ル
ー
と
二
人
で
会
談
し
て
、
こ
の
前
任
者
の

説
明
と
弁
明
を
聞
い
た
。
新
総
督
は
「
敗
戦
し
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ほ
と
ん
ど
切
り
離
さ
れ
、
日
本
人
に
追
及
さ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
シ
ナ
」

を
管
理
し
始
め
た（

11
（

。
七
月
二
三
日
に
レ
ム
リ
は
、
フ
ラ
ン
ス
内
閣
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
全
権
の
公
式
な
移
管
と
対
日
交
渉
の
継
続
を
報
告

し
た（

11
（

。
カ
ト
ル
ー
は
、
ハ
ノ
イ
か
ら
無
事
に
出
発
し
た
が
、
帰
国
せ
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
到
着
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
「
自
由
フ
ラ
ン

ス
」
へ
の
加
入
を
宣
言
し
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
は
そ
れ
を
反
逆
罪
と
見
た（

11
（

。

　

レ
ム
リ
植
民
地
大
臣
は
、
最
初
の
ド
ク
ー
総
督
宛
電
報
に
「
現
在
存
在
し
て
い
て
将
来
に
問
題
化
す
る
可
能
の
あ
る
問
題
の
講
和
的
解

決
」
の
方
針
を
示
し
た（

11
（

が
、
日
本
側
の
弾
圧
が
強
く
な
っ
た
。
ド
ク
ー
は
、
ど
ん
な
個
人
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ブ
も
設
定
せ
ず
、
政
府
の
命
令

に
絶
対
服
従
す
る
、
と
日
本
側
に
知
ら
せ
た（

11
（

。
そ
れ
と
共
に
総
督
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
交
渉
に
つ
い
て
報
告
し
た
際
、
中
国
と
の
国
境

を
部
分
的
に
開
放
す
る
が
、
日
本
側
の
統
制
に
限
度
を
定
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
七
月
二
七
日
に
内
閣
は
そ
の
提
案
を
承
諾
し
た
。「
日

本
人
は
カ
ト
ル
ー
か
ら
も
ら
っ
た
優
遇
措
置
を
何
一
つ
放
棄
し
な
い
」
と
繰
り
返
し
た
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
「
慎
重
な
行
動
」
を
勧
め
た（

1（
（

。
ド
・

ゴ
ー
ル
の
協
力
者
に
な
っ
た
カ
ト
ル
ー
の
政
策
を
是
認
す
る
著
書
は
多
い（

11
（

。
し
か
し
、
対
日
譲
歩
の
政
策
は
カ
ト
ル
ー
が
自
分
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ブ
で
始
め
た
も
の
で
、「
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
人
」
で
あ
る
ド
ク
ー
の
態
度
は
初
め
か
ら
カ
ト
ル
ー
よ
り
強
硬
で
あ
っ
た（

11
（

。

松
岡
・
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
交
渉
と
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
反
応

　

七
月
二
二
日
に
親
任
さ
れ
た
第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
は
、「
南
進
」
政
策
の
積
極
的
な
実
行
か
ら
着
手
し
た
。
新
外
相
の
松
岡
洋
介
は
、

就
任
直
後
、
間
も
な
く
自
身
で
フ
ラ
ン
ス
と
交
渉
す
る
意
向
を
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
大
使
に
知
ら
せ
た
。
八
月
一
日
の
松
岡
発
ア
ル
セ
ー
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ヌ
＝
ア
ン
リ
宛
覚
書
、
実
質
的
に
は
最
後
通
牒
の
提
出
か
ら
始
ま
っ
た
日
仏
交
渉
は
、
主
に
日
本
側
の
史
料
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
三
年
に
東
京
で
死
亡
し
た
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
に
は
日
記
も
回
想
録
も
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー

ス
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
反
応
の
背
景
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

大
使
の
東
京
発
報
告
を
読
ん
で
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
た
。「
残
念
な
が
ら
、
私
の
全
て
の
憂
慮
は
正
し
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
我
ら
の
敗
戦
と
カ
ト
ル
ー
の
譲
歩
の
結
果
で
あ
る
。
我
ら
が
最
後
通
牒
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
イ
ン
ド
シ
ナ
は
失
わ
れ
て
し
ま
う（

11
（

」。
八

月
三
日
、
内
閣
は
日
本
の
新
し
い
要
求
を
検
討
し
た
際
、
最
後
通
牒
を
拒
否
し
て
、
軍
事
的
侵
入
が
あ
っ
た
場
合
に
は
抵
抗
す
る
よ
う
ド

ク
ー
総
督
に
指
令
し
た
。
ペ
タ
ン
、
ウ
ェ
イ
ガ
ン
、
レ
ム
リ
は
、
日
本
を
、
大
嫌
い
な
ド
イ
ツ
の
同
盟
国
と
見
な
し
て
、
態
度
は
最
も
決

然
と
し
て
い
た
。
レ
ム
リ
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
「
自
分
の
視
点
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
一
方
、〔
日
本
と
の
〕
断
絶
を
防
ぐ
た
め
の
政
策

は
ボ
ド
ゥ
ア
ン
に
許
す
が
、
他
方
、
ど
ん
な
脅
威
と
圧
力
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
日
本
軍
が
我
が
領
土
を
侵
害
す
れ
ば
軍
事
力
で
対
抗

す
る（

11
（

」。
外
相
は
次
の
よ
う
に
妥
協
を
提
案
し
た
。「
フ
ラ
ン
ス
は
、
形
式
上
、
許
容
で
き
な
い
最
後
通
牒
を
拒
否
す
る
が
、
日
本
と
の
交

渉
は
続
け
、
仏
印
主
権
の
公
式
な
保
障
が
得
ら
れ
た
ら
譲
歩
で
き
る
」。
内
閣
は
外
相
の
議
論
に
賛
成
し
た
。
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
大
戦
の
軍

人
で
あ
っ
た
ペ
タ
ン
、
ウ
ェ
イ
ガ
ン
、
レ
ム
リ
と
違
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
威
よ
り
、
日
本
の
弾
圧
の
事
態
か
ら
自
国
の
政
治
的
、
経
済

的
利
益
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
同
日
外
相
は
、
沢
田
大
使
に
政
府
の
立
場
を
直
接
説
明
す
る
際
、「
友
好
関
係
の
外
見
を
保
つ
こ
と

は
両
国
に
有
益
だ
」
と
発
言
し
た（

11
（

。
日
本
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
影
響
に
反
対
し
た
沢
田
大
使
は
、
相
手
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
隠
喩
を
正
し

く
理
解
し
た
ら
し
い
。　

　

英
米
側
か
ら
の
援
助
が
な
く
、
国
民
党
政
権
か
ら
脅
威
の
あ
る
事
態
に
直
面
し
て
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
が
提
案
し
た
妥
協
策
は
、
時
間
を
稼

ぐ
試
み
で
あ
っ
た（

11
（

。
日
本
側
の
新
し
い
要
求
が
「
最
後
通
牒
」
と
言
わ
ず
に
届
い
た
後
、
外
相
は
八
月
一
二
日
に
次
の
よ
う
に
事
態
を
総

括
し
た
。「
肯
定
的
な
返
事
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
我
ら
の
完
全
な
脆
さ
の
告
白
に
な
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
ま
た
他
の
植
民
地
で
の
反
乱
を
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誘
発
す
る
。
…
…
完
全
に
拒
否
す
る
こ
と
な
く
合
意
の
基
礎
を
さ
が
せ
る
は
ず
だ
」。
外
相
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
同
日
の
閣
議
に
「
ウ
ェ
イ

ガ
ン
は
、
日
本
の
肉
薄
政
策
に
服
従
す
る
よ
り
は
、
反
対
し
て
戦
う
方
が
よ
い
、
と
発
言
し
た
。
マ
ル
ケ
ー
〔
内
務
大
臣
ア
ル
ベ
ー
ル
・

マ
ル
ケ
ー
（A

drien M
arquet；

一
八
八
四
～
一
九
五
五
年
）〕
は
、
そ
の
肩
を
も
っ
て
、
我
ら
を
助
け
る
中
国
軍
の
軍
事
力
に
つ
い
て

念
を
押
し
た
。
私
〔
ボ
ド
ゥ
ア
ン
〕
は
、
中
国
の
、
我
ら
を
早
急
か
つ
効
果
的
に
助
け
る
能
力
に
対
し
て
私
に
は
幻
想
が
な
い
、
と
答
え

た
。
…
…
イ
ン
ド
シ
ナ
を
救
う
の
は
、
日
本
と
の
合
意
だ
け
で
可
能
だ
。
残
念
な
が
ら
、
事
態
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
我
ら
が
拒
否
で

答
え
た
ら
、
日
本
は
寄
る
べ
の
な
い
イ
ン
ド
シ
ナ
に
侵
入
す
る
。
そ
れ
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
喪
失
に
な
る
。
日
本
と
の
交
渉
を
続
け
た
ら
、

植
民
地
の
完
全
な
喪
失
と
い
う
最
悪
の
結
果
を
避
け
て
未
来
の
た
め
に
〔
イ
ン
ド
シ
ナ
を
統
治
す
る
〕
可
能
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る（

11
（

」。

　

日
本
側
に
知
ら
せ
る
回
答
案
の
準
備
は
、
軍
人
も
参
加
す
る
会
談
が
一
回
必
要
に
な
っ
た
。
ボ
ド
ゥ
ア
ン
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
同
日
夜

に
植
民
地
省
の
会
議
室
で
「
雷
雲
が
生
じ
た
」。
軍
人
は
「
植
民
地
大
臣
は
、
日
本
の
侵
略
に
反
対
す
る
戦
い
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
。
少

し
で
も
譲
歩
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
他
の
植
民
地
に
悲
惨
な
影
響
を
も
た
ら
す
、
と
発
言
し
た（

11
（

」。
レ
ム
リ
自
身
も
次
の
よ
う
に
回
想
す

る
。「
自
分
は
熱
烈
に
話
し
た
。
戦
わ
な
い
よ
り
戦
っ
て
負
け
る
ほ
う
が
よ
い
、
と
確
言
し
た
。〔
イ
ン
ド
シ
ナ
で
〕
戦
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス

は
降
伏
し
な
い
、
と
帝
国
全
体
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」。
レ
ム
リ
は
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
を
「
裏
切
り
者
」
と
明
言
す
る
こ
と
を
せ
ず
、

彼
を
政
治
家
で
は
な
く
「
財
界
の
人
」
と
評
し
た
。
外
相
は
「
本
業
の
た
め
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
我
ら
の
外
地
・
植
民
地
全
体
に
対
し
て

日
本
の
脅
威
に
屈
す
る
結
果
と
な
る
こ
と
を
心
配
し
な
か
っ
た
」
と
、
レ
ム
リ
は
確
信
し
た（

11
（

。
軍
人
は
仏
印
の
防
衛
力
は
十
分
だ
と
確
約

し
た
が
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
そ
の
判
断
に
具
体
的
に
納
得
の
行
く
や
り
か
た
で
反
対
し
た
。
軍
人
の
長
老
ウ
ェ
イ
ガ
ン
は
、
先
に
日
本
の
要

求
を
拒
否
す
る
こ
と
を
支
持
し
た
が
、
後
に
外
相
の
有
力
な
論
拠
に
譲
っ
た（

1（
（

。
当
時
ヴ
ィ
シ
ー
で
よ
く
利
用
さ
れ
た
発
言
「
救
え
る
こ
と

を
救
う
」
も
ボ
ド
ゥ
ア
ン
の
記
録
に
残
っ
て
い
る（

11
（

。

　

外
相
の
回
答
案
に
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
は
、
日
本
の
要
求
を
拒
否
し
た
上
で
、
日
本
陸
軍
に
ト
ン
キ
ン
州
を
通
り
抜
け
る
こ
と
を
許
し
、
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そ
の
補
給
に
同
意
し
て
、
両
国
関
係
を
規
定
す
る
条
約
に
関
す
る
交
渉
を
始
め
る
、
と
提
案
し
た
。
翌
日
、
レ
ム
リ
は
そ
の
提
案
を
読
ん

で
思
い
が
け
ず
賛
成
し
た
。
こ
れ
は
最
終
的
な
決
心
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
方
向
へ
進
む
大
事
な
一
歩
だ
っ
た
、
と
結
論
で
き
る（

11
（

。

東
京
で
松
岡
は
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
に
圧
力
を
か
け
続
け
た
。
八
月
一
六
日
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
そ
の
情
報
を
政
府
に
報
告
し
て
、「
日
本

と
の
講
和
を
選
ぶ
」
こ
と
を
は
っ
き
り
求
め
た
。
こ
の
時
は
ペ
タ
ン
、
ウ
ェ
イ
ガ
ン
を
含
む
内
閣
が
賛
成
し
、
レ
ム
リ
も
大
多
数
の
意
見

に
従
っ
た（

11
（

。
仏
印
に
お
け
る
日
本
軍
の
駐
留
は
東
ア
ジ
ア
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
政
府

の
決
定
を
米
国
代
理
大
使
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ー
フ
ィ
ー
（Robert M

urphy;

一
八
九
四
～
一
九
七
八
年
）
と
中
国
大
使
顧
維
鈞
（
一
八
八
八

～
一
九
八
五
年；

西
洋
で
「W

ellington K
oo

」）
に
説
明
し
た
。
マ
ー
フ
ィ
ー
は
、
日
仏
問
題
の
講
和
的
決
定
に
対
し
て
ほ
っ
と
胸
を
撫

で
お
ろ
し
た（

11
（

。

　

東
京
で
は
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
は
綿
密
に
各
条
目
を
検
討
し
た
が
、
松
岡
の
圧
力
の
た
め
譲
歩
を
勧
め

た（
11
（

。
ド
ク
ー
も
レ
ム
リ
も
要
求
の
拒
否
、
軍
事
的
抵
抗
の
政
策
を
進
め
た
。「
ボ
ド
ゥ
ア
ン
と
私
の
間
の
意
見
の
完
全
な
相
違
は
機
密
に
な

ら
な
か
っ
た
」
と
レ
ム
リ
は
回
想
し
て
い
る（

11
（

。
八
月
二
七
日
政
府
は
再
び
日
本
の
要
求
を
検
討
し
た
。
会
議
の
前
に
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
ア

ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
の
勧
め
に
従
っ
て
日
本
側
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
協
定
案
を
準
備
し
、
ペ
タ
ン
は
そ
の
文
書
を
承
認
し
た
。
会

議
中
、
外
相
の
報
告
後
、
レ
ム
リ
は
ド
ク
ー
の
新
し
い
電
報
を
知
ら
せ
て
「
内
閣
が
決
め
る
」
と
発
言
し
た
。
外
相
の
質
問
「〔
植
民
地
〕

大
臣
が
何
を
提
案
す
る
の
か
？
」
に
対
し
て
レ
ム
リ
は
具
体
的
に
は
答
え
な
か
っ
た
。
政
府
は
、
八
月
一
六
日
の
立
場
を
確
認
し
、
ア
ル

セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
宛
訓
令
を
承
認
し
た
。
レ
ム
リ
は
一
言
も
反
対
し
な
か
っ
た
。
会
議
の
内
容
を
長
く
記
録
し
た
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
次
の
よ

う
に
結
論
づ
け
た
。「
自
分
が
勧
め
る
政
策
に
対
し
て
全
て
の
責
任
を
負
う
。「
ノ
ー
」
と
言
う
よ
り
難
し
い
交
渉
を
続
け
る
た
め
に
も
っ

と
勇
気
が
必
要
だ
。「
ノ
ー
」
と
言
う
の
は
、〔
現
地
の
〕
敗
戦
と
イ
ン
ド
シ
ナ
の
完
全
な
喪
失
に
至
る
間
違
い
だ（

11
（

」。

　

そ
の
会
議
の
翌
日
、
八
月
二
八
日
に
レ
ム
リ
は
ボ
ド
ゥ
ア
ン
に
ド
ク
ー
の
新
し
い
電
報
を
知
ら
せ
て
、
再
び
譲
歩
の
政
策
に
反
対
し
た
。
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そ
の
行
動
は
政
府
の
決
定
に
対
し
て
不
服
従
と
見
ら
れ
た
の
で
、
外
相
は
新
し
い
会
議
を
求
め
た
。
同
日
夜
、
ペ
タ
ン
の
司
会
で
集
ま
っ

た
レ
ム
リ
、
ウ
ェ
イ
ガ
ン
、
ダ
ル
ラ
ン
の
前
で
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
植
民
地
大
臣
の
行
為
に
激
し
く
反
論
し
て
、「
望
ま
し
い
提
案
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
を
定
義
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
た
。
レ
ム
リ
は
何
も
提
案
せ
ず
、
外
相
の
立
場
と
相
違
が
な
い
、
と
発
言
し
た
。
ペ
タ
ン

が
内
閣
の
合
意
を
認
め
た
後
、
参
加
者
は
ド
ク
ー
宛
訓
令
の
内
容
を
討
議
し
た
。
そ
れ
は
、
仏
印
防
衛
力
を
確
認
す
る
命
令
で
あ
っ
た（

11
（

。

レ
ム
リ
は
、
回
想
録
で
ボ
ド
ゥ
ア
ン
宛
書
簡
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
忘
れ
た
」
が
、
自
分
が
提
案
し
た
仏
印
防
衛
の
措
置
を
強
調
し
た（

11
（

。

フ
ラ
ン
ス
政
府
と
仏
印
の
新
局
面

　

八
月
二
八
日
の
会
議
の
翌
日
、
レ
ム
リ
は
仏
印
防
衛
力
に
対
す
る
ド
ク
ー
の
意
見
を
求
め
た
。
八
月
三
一
日
に
総
督
は
、
軍
用
機
、
戦

車
、
防
空
火
器
の
不
足
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、「
イ
ン
ド
シ
ナ
は
守
れ
る
、
守
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。「
イ
ン
ド
シ
ナ
の
喪
失
が
リ
ス

ク
だ
と
す
れ
ば
、
守
っ
て
失
う
の
は
裏
切
っ
て
失
う
よ
り
良
い
」
と
ド
ク
ー
は
確
信
し
た（

1（
（

。
し
か
し
、
そ
の
意
見
書
は
遅
れ
た
。
八
月
三

〇
日
に
東
京
で
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
大
使
と
松
岡
外
相
は
書
簡
を
交
換
し
て
協
定
を
締
結
し
た
。
沢
田
大
使
か
ら
締
結
の
知
ら
せ
を
聞

い
た
後
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
た
。

　
　

 　
「
待
望
の
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
反
応
は
痛
し
か
ゆ
し
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、〔
問
題
の
〕
解
決
の
手
段
と
し
て
武
力
の
行
使
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
起
こ
り
う
る
苦
境
に
対
し
憂
慮
す
べ
き
点
は
多
い
。
中
国
軍
が
イ
ン
ド
シ
ナ
に
侵
入
す
る

か
ど
う
か
。
日
本
軍
の
出
現
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
住
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
日
本
占
領
の
存
続
期
間
は
ど
の
ぐ
ら
い
長

く
な
る
の
か
。〔
仏
日
〕
協
定
は
、
大
変
な
苦
境
へ
の
前
兆
で
あ
る
。
だ
が
、
私
が
初
め
か
ら
確
信
し
た
の
は
、
難
し
く
て
も
交
渉
を
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続
け
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
救
う
唯
一
の
方
針
を
と
っ
た
の
だ
と（

11
（

。」。

　

ド
ク
ー
の
決
然
た
る
態
度
を
知
る
ペ
タ
ン
は
、
自
分
で
総
督
に
対
し
て
政
府
の
決
定
を
説
明
す
る
と
、
八
月
二
七
日
の
会
議
で
知
ら
せ

た（
11
（

。
八
月
三
一
日
に
、
内
閣
は
日
本
側
と
軍
事
問
題
交
渉
に
関
す
る
訓
令
を
ハ
ノ
イ
に
送
っ
た
が
、
そ
の
伝
達
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
翌

日
レ
ム
リ
は
、
ド
ク
ー
発
「
イ
ン
ド
シ
ナ
は
守
れ
る
、
守
る
べ
き
だ
」
の
電
報
（
八
月
三
一
日
付
）
を
受
け
取
り
、
た
だ
ち
に
そ
の
内
容

を
ボ
ド
ゥ
ア
ン
に
知
ら
せ
た
。
外
相
の
返
事
は
丁
重
か
つ
徹
底
し
て
い
た
。「
ド
ク
ー
海
軍
中
将
の
発
言
は
、
尊
敬
す
べ
き
軍
人
精
神
を
示

す
。
し
か
し
、
政
府
の
責
任
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
母
国
に
対
す
る
義
務
の
た
め
、
も
っ
と
現
実
的
な
行
為
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
。
政

府
が
日
本
の
脅
威
に
対
し
て
リ
ス
ク
を
無
視
し
て
全
て
〔
の
立
場
〕
を
放
置
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
を
ド

ク
ー
海
軍
中
将
に
知
ら
せ
て
、
我
ら
〔
政
府
〕
は
彼
の
最
も
厳
格
な
規
律
を
疑
わ
な
い
と
伝
え
る
べ
き
で
あ
る（

11
（

」。
ペ
タ
ン
も
総
督
に
直
接

書
簡
を
発
送
し
た
。「
あ
な
た
の
心
配
と
不
安
を
理
解
す
る
。
私
は
、
よ
く
考
え
た
後
で
政
府
に
日
本
と
の
交
渉
を
許
し
た
。
そ
の
交
渉

は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
大
戦
を
阻
止
し
て
、
我
ら
の
主
要
な
権
利
を
守
る
べ
き
だ
。
あ
な
た
が
最
善
を
つ
く
し
て
軍
事
的
交
渉
を
行
い
、
全

て
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
規
律
の
手
本
を
示
す
こ
と
を
私
は
期
待
す
る（

11
（

」。
ド
ク
ー
は
、
そ
の
命
令
に
従
っ
た
が
、
日
本
側
と
の
交
渉
を
で
き
る

限
り
引
き
延
ば
し
て
い
た
。
ハ
ノ
イ
が
再
び
交
渉
の
主
要
な
現
場
に
な
っ
た
際
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
日
本
の
新
し
い
要
求
に
反
対
す
る
総

督
の
努
力
を
支
援
し
た
が
、
日
本
軍
の
弾
圧
に
抵
抗
す
る
の
は
不
可
能
に
な
っ
た（

11
（

。

　

九
月
六
日
に
ペ
タ
ン
は
再
び
組
閣
を
行
い
、
ラ
ヴ
ァ
ル
副
首
相
以
外
の
全
て
の
議
員
を
辞
職
さ
せ
た
。「
政
治
家
」
の
代
わ
り
に
「
テ
ク

ノ
ク
ラ
ー
ト
」
が
入
閣
し
た（

11
（

。
そ
し
て
レ
ム
リ
の
政
治
的
キ
ャ
リ
ア
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。「
自
分
は
退
職
で
き
る
。
我
ら
の
全
て
の
植

民
地
を
固
守
す
る
意
思
を
見
せ
た
。
少
数
軍
人
の
反
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
帝
国
全
体
で
フ
ラ
ン
ス
の
主
権
を
存
続
さ
せ
た
」
と
レ

ム
リ
は
結
論
づ
け
た（

11
（

。
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第
三
共
和
国
の
行
政
・
官
僚
体
制
に
各
省
庁
は
自
分
の
活
動
範
囲
と
職
権
を
極
力
守
っ
て
他
の
省
庁
と
不
本
意
な
が
ら
協
力
し
て
い
た
。

外
相
を
継
続
す
る
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
ド
ク
ー
が
ハ
ノ
イ
で
行
っ
た
対
日
交
渉
と
形
式
的
に
は
関
係
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
植
民
地
大

臣
プ
ラ
ト
ン
は
、
東
ア
ジ
ア
の
状
態
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
、
ド
ク
ー
宛
訓
令
を
準
備
す
る
と
き
に
い
つ
も
外
相
の
意
見
を

求
め
相
談
し
た（

11
（

。
ペ
タ
ン
は
、
両
大
臣
の
報
告
を
定
期
的
に
受
け
た
が
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
複
雑
な
関
係
に
熱
中
し
て
い
た
の
で
、

ア
ジ
ア
問
題
の
解
決
を
外
相
に
委
ね
た
。
日
本
側
か
ら
軍
人
は
そ
の
交
渉
を
完
全
に
統
制
し
た
の
で
、
外
務
省
の
役
割
が
弱
く
な
り
、
影

響
力
の
な
い
ア
ル
セ
ン
＝
ア
ン
リ
大
使
の
活
動
は
「
ニ
ュ
ー
ス
報
告
」
に
限
ら
れ
た（

11
（

。
一
〇
月
二
八
日
に
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
外
相
と
し
て
退

職
を
余
議
な
く
さ
れ
（
ラ
ヴ
ァ
ル
副
首
相
が
兼
外
相
に
な
り
）、
総
理
の
国
務
長
官
に
任
命
さ
れ
て
、
対
日
関
係
か
ら
全
く
離
れ
た
。

結
論
と
し
て

　

結
論
と
し
て
言
え
ば
、
一
九
四
〇
年
の
仏
印
危
機
、
日
本
軍
の
進
駐
は
、
二
〇
世
紀
に
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
が
植
民
地
を
防
衛
す
る
必
要

を
引
き
起
こ
し
た
。
仏
印
の
状
態
お
よ
び
日
本
の
要
求
に
対
し
て
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
主
役
た
ち
の
反
応
は
、
そ
の
政
治
的
な
立
場
一
般
を

反
映
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
主
席
と
し
て
帝
国
全
体
を
考
え
る
ペ
タ
ン
は
、
東
ア
ジ
ア
に
直
接
、
干
渉
す
る
可
能
性
の
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
、
仏
印
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
・
ア
フ
リ
カ
の
防
衛
に
専
心
し
た
。
ウ
ェ
イ
ガ
ン
は
基
本
的
に
ペ
タ
ン
に
同
意
し
た
。
ま
ず
フ
ラ
ン
ス

の
経
済
的
立
場
と
利
益
を
守
り
た
い
ボ
ド
ゥ
ア
ン
は
、
仏
印
現
地
の
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
、
日
本
へ
の
政
治
的
、
軍
事
的
譲
歩
を
い
と

わ
な
か
っ
た
。
国
威
を
懸
念
し
て
い
る
レ
ム
リ
は
、
日
本
に
対
す
る
強
硬
な
政
策
の
可
能
な
結
果
を
十
分
に
予
想
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
日
本
の
要
求
に
反
対
し
た
い
ド
ク
ー
は
、
そ
の
前
任
者
カ
ト
ル
ー
と
違
っ
て
、
政
府
の
訓
令
に
不
屈
に
従
っ
て
、
ど
ん
な
譲
歩
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
九
四
五
年
三
月
九
日
の
明
号
作
戦
ま
で
仏
印
全
体
を
統
制
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
敗
戦
後
の
状
態
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
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パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
深
く
考
え
て
い
た
知
識
人
の
ヴ
ィ
シ
ー
政
治
家
が
打
ち
出
し
た
対
日
・
対
仏
印
政
策
は
当
時
の
国
際
情
勢
に
お
い

て
合
理
的
、
現
実
的
な
政
策
だ
っ
た
、
と
判
断
で
き
る
。
筆
者
は
、
戦
争
中
ヴ
ィ
シ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
見
た
日
本
の
大
陸
政
策
・
植

民
政
策
と
日
仏
関
係
の
研
究
を
続
け
る
予
定
で
あ
る
。

註

　

本
稿
の
引
用
は
全
て
筆
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  Franck M

ichelin, La guerre du Pacifique a com
m

encé à l’Indochine, 1940 -1941 （Paris: Passés Com
posés, 2019

）, p. 19 （
電

子
版
）。

（
2
）  

秦
郁
彦
「
仏
印
進
駐
と
軍
の
南
進
政
策
、
一
九
四
〇
～
一
九
四
一
年
」（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
第
六
巻
（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
六
三
年
）
一
四
三
～
二
七
四
頁
）；
長
岡
新
次
郎
「
南
方
施
策
の
外
交
的
展
開
（
一
九
三
七
～
一
九
四
一
年
）」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
太

平
洋
戦
争
へ
の
道
』
第
六
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
）
三
～
一
四
〇
頁
）；

長
岡
新
次
郎
『
南
進
問
題
』（
鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
日
本
外
交

史
』
第
二
二
巻
（
鹿
島
平
和
研
究
所
、
一
九
七
三
年
）；

戸
部
良
一
「
北
部
仏
印
進
駐
―
『
南
進
』
の
一
断
面
と
し
て
の
考
察
」（『
防
衛
大
学
校
紀

要
―
社
会
科
学
編
』
第
三
七
号
（
一
九
七
八
年
一
一
月
）
三
七
～
八
八
頁
）；

村
上
さ
ち
子
『
仏
印
進
駐
、
一
九
四
〇
～
四
五
』（
非
売
品
、
一
九

八
四
年
）；

吉
沢
南
『
戦
争
拡
大
の
構
図
―
日
本
軍
の
「
仏
印
進
駐
」』（
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
（
）  

田
淵
幸
親
『
日
本
の
対
イ
ン
ド
シ
ナ
「
植
民
地
化
」
プ
ラ
ン
と
そ
の
実
態
』（
東
南
ア
ジ
ア
学
会
編
『
東
南
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文
化
』
第
九
巻

（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
〇
三
～
一
三
三
頁
）；

田
淵
幸
親
「『
大
東
亜
共
栄
圏
』
と
イ
ン
ド
シ
ナ
―
食
糧
獲
得
の
た
め
の
戦
略
」
東
南
ア

ジ
ア
学
会
編
『
東
南
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文
化
』
第
一
〇
巻
（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
三
九
～
六
八
頁
）
な
ど
。

（
4
）  

例
え
ば
、Pierre Q

ueuille, H
istoire diplom

atique de V
ichy. Pétain diplom

ate 

（Paris: Editions A
lbatros, 1976

）, pp. 81 -82; 
Philippe Prévost, Le tem

ps des com
prom

is. M
ai – décem

bre 1940 （Paris: CEC, 2005

）, pp. 89, 146.

（
5
）  

例
え
ば
、Robert A

ron, H
istoire de V

ichy. 1940 -1944 （Paris: A
rthèm

e Fayard, 1954

）, pp. 280 -281; La vie de la France sous 
l’occupation （1940 -1944

） （Paris: Plon, 1957

）, p. 760 -761.
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（
6
）  M

ichel D
evèze, La France d’O

utre-M
er. D

e l’E
m

pire colonial à l’U
nion Française 1938 -1947 

（Paris: H
achette,1948

）; 
Jacques V

alette, Indochine 1940 -1945. Français contre Japonais 

（Paris: SED
ES, 199（

）; René J. Poujade, L’Indochine dans 
la sphère de la coprospérité japonaise: D

e 1940 à 1945 

（Paris: L’H
arm

attan, 2007

）; Sébastien V
erney, L’Indochine sous 

V
ichy: entre R

évolution nationale, collaboration et identités nationales, 1940 -1945 （Paris: Riveneuve, 2012

）; Chizuru N
am

ba, 
Français et Japonais en Indochine （1940 -1945

）. Colonisation, propagande et rivalité culturelle （Paris: K
arthala, 2012

）〔
日
本

人
著
者
が
フ
ラ
ン
ス
で
研
究
活
動
を
行
う
〕
な
ど
。

（
7
）  

村
田
尚
紀
「
戦
後
フ
ラ
ン
ス
憲
法
前
史
研
究
ノ
ー
ト
（
一
）」（『
一
橋
研
究
』
第
一
一
巻
第
四
号
（
一
九
八
七
年
一
月
））
一
七
七
～
一
七
八
頁
。

（
8
）  

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
代
表
的
な
史
料
の
一
編
は
、（Ed.

） Germ
an Library of Inform

ation （N
ew

 Y
ork

）, Facts in 
R

eview
, V

ol. II （1940
）, N

o. 1 -52.

（
9
）  Philippe Pétain, A

ctes et écrits （Paris: Flam
m

arion, 1974

）, p. 459.

（
10
）  

詳
し
く
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
四
）
―
支
那
事
変
と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ

ア
政
策
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
四
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
五
六
～
六
〇
頁
。

（
11
）  A

m
iral [Jean] D

ecoux. A
 la barre de l’Indochine. H

istoire de m
on G

ouvernem
et G

énéral （1940 -1945

） （Paris: Plon, 1949

）, 
pp. （（ -（6.

（
12
）  M

ichelin F., La guerre du Pacifique a com
m

encé à l’Indochine, p. （4.

（
1（
）  D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, pp. 44 -49, 65 -67.

（
14
）  Paul Baudouin, T

he Private D
iaries （M

arch 1940 to January 1941

） （London: Eyre &
 Spottisw

oode, 1948

）, p. 146. 

筆
者
は
、

ボ
ド
ゥ
ア
ン
日
記
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
稀
覯
本
の
た
め
入
手
で
き
ず
、
綿
密
に
訳
さ
れ
た
英
語
版
を
引
用
し
て
い
る
。

（
15
）  [M

axim
e] W

eygand, M
ém

oires. T
. III. R

appelé au service （Paris: Flam
m

arion, 1950

）, p. （（6.

（
16
）  

詳
し
く
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
五
）
―
支
那
事
変
か
ら
フ
ラ
ン
ス
敗
戦

に
至
る
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
五
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
五
六
～
五
九
頁
。

（
17
）  D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, pp. 55 -56, 67 -68.
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（
18
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 158.

（
19
）  W

eygand, R
appelé au service, pp. （（6 -（（7.

（
20
）  M

ichelin F., La guerre du Pacifique a com
m

encé à l’Indochine, pp. （7 -46; D
ecoux, A

 la barre de l’Indochine, pp. 68 -70.

（
21
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 169.

（
22
）  W

eygand, R
appelé au service, p. （（7.

（
2（
）  D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, pp. 7（ -90.

（
24
）  A

ron R., H
istoire de V

ichy, p. （1.

（
25
）  Jacques Isorni, Philippe Pétain, T

. 1 

（Paris: La table ronde, 1972

）, pp. （84 -（87; Raym
ond T

ournoux, Pétain et la France 

（Paris: Plon, 1980

）, pp. 18 -19, （5 -（6.

（
26
）  

レ
ム
リ
の
生
涯
・
行
動
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
は
ま
だ
な
い
。
国
際
政
治
関
係
の
論
文
・
演
説
集
は
、H

enry Lém
ery, D

e la guerre totale 
à la paix m

utilée （Paris: A
lcan, 19（1

）;（
前
書
き
）La justice du ‘Frente popular’ en E

spagne （Paris: Éditions de France, 19（7

）; 
La R

ussie et la France 

（Paris: A
m

is de la Russie nationale, 19（9

）; D
e la paix de Briand à la guerre d’H

itler 

（Paris: V
igneau, 

1949

）
な
ど
。
歴
史
・
植
民
地
問
題
の
関
係
著
作
は
、H

enry Lém
ery, La R

évolition française à la M
artinique 

（Paris: Larose, 19（6

）; 
M

artinique, terre française. Le conflit des races et l’opinion m
étropolitaine （Paris: G.P. M

aisonneuve &
 Larose, 1962

）な
ど
。
史

料
的
に
価
値
が
高
い
回
想
録
は
、H

enry Lém
ery, D

’une R
épublique à l’autre. Souvenirs de la m

êlée politique, 1894 -1944 （Paris: 
La table ronde, 1964

）．

（
27
）  A

ron R., H
istoire de V

ichy, p. （1.

（
28
）  Gilles Ragache, L’O

utre-M
er français dans la guerre （1939 -1945

） （Paris: Econom
ica, 2014

） p. 4（.

（
29
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, p. 251.

（
（0
）  

ボ
ド
ゥ
ア
ン
の
生
涯
・
行
動
の
総
合
的
な
研
究
は
ま
だ
な
い
の
で
、
そ
の
日
記
が
大
事
な
史
料
と
見
ら
れ
る
。

（
（1
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 170 -171.

（
（2
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, pp. 252 -25（; W

eygand, R
appelé au service, p. （（7.
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（
（（
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 17（.

（
（4
）  M

ichelin F., La guerre du Pacifique a com
m

encé à l’Indochine, pp. 47 -48.
（
（5
）  
詳
し
く
は
、
ド
ク
ー
発
レ
ム
リ
宛
書
簡
（
一
九
五
一
年
一
一
月
一
一
日
）
は
、Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, pp. （27 -（28.

（
（6
）  D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, pp. 71 -7（

．

（
（7
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 178.

（
（8
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, p. 25（.

（
（9
）  D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, p. 57.

（
40
）  D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, p. 91 -96.

（
41
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 184.

（
42
）  

例
え
ば
、Colonel J[ulien] Legrand, L’Indochine à l’heure japonaise （Cannes: A

 com
pte d’auteur, 196（

）.

（
4（
）  M

ichelin F., La guerre du Pacifique a com
m

encé à l’Indochine, pp. 48 -56; D
ecoux, A

 la barre de l’Indochine, pp. 92 -94.

（
44
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 187.

（
45
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, p. 254.

（
46
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 187 -189; W

eygand, R
appelé au service, p. （（7.

（
47
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 19（ -196; W

eygand, R
appelé au service, p. （（8.

（
48
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 198 -199.

（
49
）  

同
上, p. 199.

（
50
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, pp. 255 -257.

（
51
）  W

eygand, R
appelé au service, pp. （（7 -（（8.

（
52
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 199 -201.

（
5（
）  

同
上
、 p. 201.

（
54
）  

同
上
、pp. 20（ -204.
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（
55
）  

同
上
、pp. 204 -205.

（
56
）  M

ichelin F., La guerre du Pacifique a com
m

encé à l’Indochine, pp. 68 -74.

（
57
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, pp. 257 -258.

（
58
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 218 -220.  

レ
ム
リ
が
知
ら
せ
た
ド
ク
ー
発
電
報
（
八
月
二
四
日
）
は
、D

ecoux, A
 la barre de 

l’Indochine, pp. 97 -98.

（
59
）  

ボ
ド
ゥ
ア
ン
の
綿
密
な
記
録
は
、Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 220 -222.

（
60
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, pp. 258 -259.

（
61
）  D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, pp. 101 -102.

（
62
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 22（.

（
6（
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, p. 258.

（
64
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, p. 227.  

レ
ム
リ
発
ド
ク
ー
宛
訓
令
は
、D

ecoux, A
 la barre de l’Indochine, pp. 105 -106.

（
65
）  

同
上
、p. 102.

（
66
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 228 -2（0, 2（4 -2（5.  

日
仏
軍
事
交
渉
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
以
外
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
立
場
に
つ

い
て
、Decoux, A

 la barre de l’Indochine, pp. 10（ -122; M
ichelin F., La guerre du Pacifique a com

m
encé à l’Indochine, pp. 79 -

121.

が
詳
し
い
。

（
67
）  

詳
し
く
は
、A

ron R., H
istoire de V

ichy, pp. 166 -175.

（
68
）  Lém

ery H
., D

’une R
épublique à l’autre, p. 260.

（
69
）  Baudouin P., T

he Private D
iaries, pp. 242, 244 -245.

（
70
）  

同
上
、pp. 245 -252.

　　

 

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
〇
日
）
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〈
論
文
〉

宮
原
民
平
と
「
通
俗
衜
敎
」

―
白
話
文
学
研
究
者
が
語
る
道
教
―

平　

崎　

真　

右

要
旨　

戦
前
期
の
日
本
で
は
、
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
て
捉
え
る
視
点
が
明
治
一
〇
年
代
よ
り
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
前
史
に
、
宗
教
と
し
て

の
道
教
の
う
ち
「
一
般
民
衆
の
生
活
の
な
か
の
道
教
」
と
い
う
論
点
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
自
覚
的
な
発
言
者
を
「
支
那
学
者
」
に
み
れ
ば
早
く
は
狩

野
直
喜
（
一
八
六
八
―
一
九
四
七
）
を
、
あ
る
い
は
「
通
俗
衜
德
」
と
い
う
論
点
で
は
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七
―
一
九
三
九
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
論
点
は
彼
ら
の
弟
子
を
は
じ
め
と
す
る
帝
大
系
支
那
学
者
た
ち
の
関
心
か
ら
は
後
退
し
て
い
く
。
一
方
で
、 

外
地
で
は
橘
樸 （
一
八
八
一
―

一
九
四
五
）
や
中
野
江
漢
（
一
八
八
九
―
一
九
五
〇
）
ら
が
狩
野
ら
の
論
点
を
「
通
俗
衜
敎
」
と
呼
び
探
究
し
た
が
、
内
地
で
同
様
の
任
を
果
た
し

て
い
た
人
物
こ
そ
が
宮
原
民
平
（
一
八
八
四
―
一
九
四
四
）
で
あ
っ
た
。
宮
原
は
母
校
・
拓
殖
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
、
元
曲
を
中
心
と
す
る
白
話

文
学
研
究
者
と
し
て
著
名
だ
が
、
従
来
の
支
那
学
お
よ
び
中
国
学
研
究
史
の
な
か
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
宮
原
に
お
け

る
学
術
お
よ
び
中
国
認
識
の
特
徴
を
考
え
る
う
え
で
と
く
に
道
教
に
関
す
る
言
説
を
と
り
あ
げ
、
橘
樸
の
ほ
か
、
青
木
正
児
（
一
八
八
七
―
一
九
六

四
）
や
塩
谷
温
（
一
八
七
八
―
一
九
六
二
）
ら
、
宮
原
と
同
じ
く
白
話
文
学
研
究
を
専
門
と
し
た
同
時
代
人
た
ち
と
も
対
照
し
な
が
ら
、
道
教
を
語

る
白
話
文
学
研
究
者
と
し
て
の
宮
原
と
い
う
立
ち
位
置
を
割
り
出
し
て
い
く
。
こ
の
宮
原
の
立
ち
位
置
を
支
え
た
も
の
こ
そ
「
生
き
た
支
那
」
を
知

る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
彼
の
「
支
那
」
理
解
も
導
か
れ
て
い
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
宮
原
民
平
・
通
俗
道
教
・
支
那
学
・
狩
野
直
喜
・「
生
き
た
支
那
」
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は
じ
め
に
―
考
察
の
視
点
―

　

戦
前
期
の
日
本
に
お
け
る
「
支
那
学（

1
（

」
は
、
近
代
以
前
ま
で
に
ド
ミ
ナ
ン
ト
な
知
を
形
成
し
て
き
た
「
漢
学
」
に
対
し
、
そ
れ
と
は
異

な
る
契
機
を
い
く
つ
か
は
ら
む
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
特
徴
を
大
づ
か
み
な
が
ら
示
せ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の

導
入
、
中
国
大
陸
と
日
本
列
島
と
の
新
し
い
政
治
環
境
の
出
現
、
明
治
期
以
降
生
ま
れ
の
新
世
代
の
台
頭
、
出
土
物
や
中
国
白
話
文
学
へ

の
注
目
、
訓
読
で
は
な
く
中
国
語
に
よ
る
漢
字
文
献
の
読
解
な
ど
の
諸
点
を
、
ひ
と
ま
ず
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る（

2
（

。
こ
れ
ら
の
特
徴

を
備
え
た
支
那
学
は
、
学
術
史
的
に
は
旧
来
の
漢
学
を
軸
と
し
て
き
た
東
京
お
よ
び
東
京
帝
国
大
学
の
系
統
に
対
し
て
、
京
都
帝
国
大
学

を
拠
点
に
展
開
し
た
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（

（
（

。
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
に
は
日
本
の
支
那
学
全
体
が
「
中
国
学
」
と
し
て

再
編
さ
れ
て
ゆ
く
際
、
京
都
帝
大
を
中
心
と
し
た
支
那
学
お
よ
び
支
那
学
者
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
旧
聞
に
属

す
る
事
柄
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
支
那
学
に
触
れ
る
際
に
は
、
京
都
帝
大
の
そ
れ
を
軸
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
今
な
お
一
般
的
だ
が
、
東
京
帝

大
で
再
編
さ
れ
て
ゆ
く
漢
学
あ
る
い
は
支
那
学
を
は
じ
め
と
し
て（

4
（

、
支
那
学
と
い
う
営
み
そ
れ
自
体
に
は
、
な
お
複
数
の
系
統
が
認
め
ら

れ
る（

5
（

。
例
え
ば
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一
二
月
に
、
外
務
省
文
化
事
業
部
よ
り
刊
行
さ
れ
た
中
村
久
四
郎
『
現
代
日
本
に
於
け
る
支

那
學
硏
究
の
實
狀
』
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
も
、
当
時
に
お
け
る
支
那
学
の
広
範
な
展
開
が
う
か
が
え
る（

6
（

。
こ
こ
で
は
そ
の
様
々
な
支
那
学

の
う
ち
、
中
村
に
よ
り
「
東
洋
協
會
並
に
拓
殖
大
學
」
と
立
項
さ
れ
た
、
拓
殖
大
学
に
お
け
る
支
那
学
に
つ
い
て
、
な
か
で
も
そ
の
実
質

を
担
っ
た
宮
原
民
平
と
彼
の
学
術
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
、
宮
原
民
平
に
関
す
る
基
礎
情
報
を
確
認
し
て
お
く
。
宮
原
民
平
（
一
八
八
四
―
一
九
四
四　

以
下
、
宮
原
）
は
、
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明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
佐
賀
県
に
生
ま
れ
、
私
立
順
天
中
学
校
卒
業
後
の
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
九
月
、
当
時
の
台
湾
協

会
学
校
に
給
費
生
と
し
て
入
学
す
る
。
台
湾
協
会
学
校
（
現
拓
殖
大
学
の
前
身
）
は
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
九
月
に
台
湾
経
営
を

担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
宮
原
は
そ
の
四
期
生
と
な
る（

7
（

。
在
学
中
の
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
六
月
、

日
露
戦
争
下
で
は
現
地
通
訳
官
と
し
て
満
洲
に
従
軍
し
、
翌
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
二
月
に
帰
国
後
、
復
学
す
る
。
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
七
月
に
卒
業
後
、
同
年
九
月
に
は
台
湾
協
会
専
門
学
校（

8
（

の
講
師
に
採
用
さ
れ
、
死
去
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
母
校
の
教
育
に
携

わ
っ
た
。
教
育
活
動
で
は
主
に
中
国
語
や
漢
文
教
育
を
担
っ
た
が
、
そ
の
一
方
、
学
者
と
し
て
は
中
国
白
話
文
学
、
殊
に
元
曲
を
中
心
と

し
た
戯
曲
研
究
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
東
京
帝
国
大
学
や
大
東
文
化
学
院
な
ど
に
講
師
と
し
て
出
講
す
る
ほ
か
、『
國
譯
漢
文
大
成
』
の

「
西
廂
記
」
や
「
還
魂
記
」、『
古
典
劇
体
系
』「
支
那
篇
」
の
翻
訳
、
ま
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
編
集
・
翻
訳
な
ど
に
も
従
事
し
た
。
そ

の
他
の
領
域
で
は
、
中
国
語
教
育
に
関
す
る
教
科
書
の
執
筆
や
『
支
那
語
雜
誌
』
の
発
行
、
道
教
に
対
す
る
解
説
や
講
演
の
ほ
か
、
時
事

に
つ
い
て
も
そ
の
つ
ど
多
く
の
論
評
を
残
し
て
い
る
。

　

教
育
と
研
究
、
二
つ
の
顔
を
も
つ
宮
原
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
母
校
で
あ
り
本
務
校
で
あ
っ
た
拓
殖
大
学
に
お
け
る
活
動
や（

9
（

、
翻
訳
を

含
む
白
話
文
学
研
究
に
関
す
る
言
及（

（1
（

な
ど
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
と
く
に
そ
の
研
究
面
に
お
け
る
功
績
や
特
徴
に
つ
い
て
、
従
来
の
支
那

学
お
よ
び
中
国
学
研
究
史
の
な
か
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
近
代
日
本
の
支
那
学
の
展
開
か
ら
宮
原
の
学
術
研
究
あ
る
い
は
言
説
を

み
る
と
き
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
に
お
け
る
大
き
な
問
い
で
あ
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
支
那
学
研
究
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
宮
原
の
支
那
学
の
目
的
や
方
向
性
を
あ
ら
た
め
て
俎
上
に
載
せ

る
こ
と
は
、
宮
原
個
人
を
研
究
史
に
再
定
位
す
る
作
業
で
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
目
論
見
の
も
と
、
宮
原
の
研
究
面
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
道
教
に
対
す
る
認
識
や
発
言
を
中
心
に

据
え
て
論
じ
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
宮
原
を
扱
っ
た
論
考
の
う
ち
、
道
教
に
焦
点
を
あ
て
た
専
論
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
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よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
専
門
で
あ
る
白
話
文
学
領
域
で
は
な
く
、
道
教
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
見
当

は
ず
れ
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
宮
原
自
身
、
自
分
は
道
教
を
含
む
民
間
信
仰
の
専
門
家
で
は
な
く
、
白
話
文
学
が
専
門
で
あ
る
と
の

発
言
も
残
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
宮
原
が
道
教
に
言
及
し
は
じ
め
た
時
期
の
日
本
社
会
に
お
け
る
道
教
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、「
広
く
中

国
哲
学
・
思
想
及
び
文
学
・
科
学
・
歴
史
な
ど
の
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
れ
自
体
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
だ
け
で
、
道
教
と
か
宗
教
と
の

関
連
か
ら
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た（

（1
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
き
、
宮
原
が
白
話
文
学
と
の
関
連
か
ら
道

教
を
積
極
的
に
語
っ
て
い
た
こ
と
こ
そ
、
本
稿
で
の
関
心
事
と
な
る
。
道
教
を
語
る
宮
原
を
焦
点
化
す
る
こ
と
は
、
彼
の
学
術
お
よ
び
中

国
認
識
の
特
徴
や
、
そ
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
う
え
で
の
重
要
点
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
宮
原
と
道
教
の
関
係
を
考
え
て
い
く
た
め
、
次
の
構
成
を
と
る
。
ま
ず
、
明
治
期
日
本
に
お
け
る
道
教
が
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
を
概
観
し
、
次
い
で
、
支
那
学
者
に
お
け
る
道
教
研
究
の
視
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
一

〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
頃
に
か
け
て
の
宗
教
概
説
書
や
教
科
書
類
（
東
洋
史
）、
あ
る
い
は
文
学
史
や
哲
学
史
な
ど
に
お
け
る
言
及
例
を
抽

出
し
、
さ
ら
に
宮
原
以
前
の
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
と
し
て
、
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八
―
一
九
四
七
）
と
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七
―
一
九
三

九
）
の
視
点
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
狩
野
の
弟
子
で
あ
り
宮
原
と
同
世
代
の
研
究
者
で
あ
る
青
木
正
児
（
一
八
八
七
―
一
九
六
四
）、
道

教
を
は
じ
め
と
し
た
支
那
研
究
で
著
名
な
橘
樸
（
一
八
八
一
―
一
九
四
五
）
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、
彼
ら
に
お
け
る
道
教
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
で
、
同
時
代
史
的
な
視
点
か
ら
宮
原
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
宮
原
の
学
術
や
言
説
を
検
証
し
て
い
く
た
め
の
視
点
は

複
数
あ
る
が
、
本
稿
で
は
道
教
（
と
く
に
「
通
俗
衜
敎
」）
の
語
り
方
と
い
う
視
角
か
ら
、
彼
の
特
徴
を
捉
え
て
み
た
い
。
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一　

明
治
期
日
本
の
道
教
言
説
―
宗
教
概
説
書
、
東
洋
史
、
文
学
／
哲
学
史
―

　
「
日
本
で
道
教
が
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
妻
木
直
良
「
道
教
之
研
究
」
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か（

（1
（

」。
坂
出
祥
伸
（
一
九
三
四
―
二
〇
二
〇
）
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
妻
木
直
良
（
一
八
七
三
―
一
九
三
四
）
の
研

究
と
は
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
全
三
回
に
わ
た
っ
て
、『
東
洋
學
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。

　

こ
の
妻
木
の
研
究
を
本
格
的
な
道
教
研
究
の
先
駆
と
み
な
す
見
解
は
、
近
年
で
は
横
手
裕
に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

横
手
は
道
教
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
近
代
以
降
で
は
そ
れ
を
「
宗
教
」
と
し
て
扱
う
の
か
、「
哲
学
」
と
し
て
扱
う
の
か
と
い
っ
た
、
立

場
性
の
違
い
に
注
意
を
促
す（

（1
（

。
そ
の
た
め
、「
近
代
以
降
、「
道
家
」
は
哲
学
も
し
く
は
老
荘
、「
道
教
」
は
宗
教
と
い
う
、
中
国
史
の
実
態

と
は
異
な
っ
た
用
語
法
が
習
慣
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
中
国
文
化
の
本
来
の
自
然
な
姿
を
理
解
す
る
う
え
で
壁
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い（

（1
（

」
と
し
、
現
在
で
は
「
宗
教
」
と
い
う
括
り
に
対
し
て
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
圏
か
ら
み
た
視
点
で
あ
る
こ
と

と
、
そ
の
視
点
で
は
現
地
の
実
情
を
捉
え
る
う
え
で
限
界
を
は
ら
む
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
の
見
解
は
、「
中
国
史
の
実
態
」
を
理
解
す
る
う
え
で
た
し
か
に
有
意
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
稿
で
扱
う
人
物
た
ち
の
当
時
の
文
脈
を

み
て
い
く
う
え
で
は
、
む
し
ろ
「
道
家
は
哲
学
」「
道
教
は
宗
教
」
と
い
う
認
識
枠
に
沿
っ
て
理
解
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
道
教
を
「
宗

教
」
と
み
る
か
、「
哲
学
」
あ
る
い
は
「
思
想
」
と
み
る
か
と
い
う
近
代
の
学
術
に
特
有
な
視
点
こ
そ
、
こ
こ
で
は
指
標
と
も
な
る
か
ら

だ
。
以
上
の
視
点
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
ま
ず
本
節
で
は
明
治
期
の
日
本
社
会
に
お
い
て
道
教
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
の
か
、
宗

教
概
説
書
、
東
洋
史
、
文
学
お
よ
び
哲
学
史
を
取
り
上
げ
て
確
認
し
て
み
た
い
。
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1　

宗
教
概
説
書

　
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
た
論
じ
方
は
、
す
で
に
明
治
一
〇
年
代
よ
り
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
宗
教
概
説
と
い
う
べ
き
枠
組

み
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覽
』（
十
字
屋
、
明
治
一
四
＝
一
八
八
一
年
一
一
月
）、
戸
川
残
花
『
世
界
三
大

宗
敎
』（
博
文
館
、
明
治
二
八
＝
一
八
九
五
年
一
一
月
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。『
諸
教
便
覽
』
の
「
緒
言
」
で
は
、
明
治
の
世
と
な
り
外

国
と
の
貿
易
や
交
際
が
増
加
し
た
こ
と
で
諸
国
よ
り
来
日
す
る
人
々
は
増
加
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
俗
慣
習
や
信
奉
す
る
宗
教
が
異
な

る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
宗
教
の
教
理
を
知
り
、
そ
の
可
否
を
判
断
す
る
必
要
を
説
く
。
そ
の
た
め
本
書
を
、「
天
下
諸
教
ノ
理
義
ヲ
明
ニ
シ
テ

世
人
ニ
一
目
ノ
下
ニ
其
眞
僞
ヲ
見
セ
シ
ム
ル
者（

（1
（

」
と
し
て
刊
行
し
た
と
高
橋
は
述
べ
る
。
編
中
に
は
、
神
道
、
仏
教
、
婆
羅
門
教
、
道
教
、

耶
蘇
教
、
回
回
教
が
立
項
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
道
教
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

　
　

 

衜
教
ハ
西
漢
ノ
時
ヨ
リ
盛
ン
ニ
漢
土
ニ
行
ハ
レ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
長
生
不
死
ノ
衜
ヲ
教
フ
之
ヲ
衜
教
ト
名
ク
ル
所
以
ハ
其
源
ヲ
老
子
ノ

衜
德
經
ヨ
リ
發
シ
タ
ル
ガ
故
ナ
リ
（
…
…
）
但
シ
老
子
ノ
教
フ
ル
所
ハ
人
僞
ヲ
棄
テ
天
眞
ニ
歸
ル
ノ
事
ニ
シ
テ
長
生
不
死
ノ
仙
術
ニ

ハ
非
ズ
（「
衜
教
」）

　

道
教
の
名
称
は
老
子
に
由
来
す
る
が
、
そ
の
説
く
内
容
は
異
な
り
、
老
子
の
教
え
は
仙
術
で
は
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
。
道
教
は
老

子
の
道
に
よ
り
な
が
ら
も
「
長
生
不
死
ノ
衜
ヲ
教
フ
」
も
の
で
あ
り
、「
長
生
久
視
ヲ
得
ル
ノ
理
ヲ
教
」
え
る
た
め
、
仙
薬
や
、
三
尸
の
説

に
よ
る
長
生
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
く
。

　

著
者
は
、
こ
れ
ら
「
長
生
不
死
ノ
仙
術
」
は
「
身
モ
名
モ
俱
ニ
全
ク
存
セ
シ
メ
ハ
何
如
ン
誠
ニ
之
ニ
過
ル
愈
快
ハ
ナ
シ
」
と
肯
定
し
つ
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つ
も
、
道
家
の
説
く
「
衜
」
の
理
な
ど
を
教
え
ず
に
、
た
だ
呪
い
の
類
を
も
っ
て
業
と
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

　
　

 

今
日
ノ
衜
家
者
流
ハ
是
等
ノ
高
妙
ノ
理
ヲ
知
ラ
ズ
此
等
ノ
煉
金
術
ヲ
行
ハ
ズ
只
惡
魔
ヲ
追
ヒ
福
壽
ヲ
與
フ
ル
等
ノ
事
ヲ
言
ヒ
テ
愚
民

ヲ
惑
ハ
ス
ニ
過
ズ
墮
落
ノ
極
ミ
ニ
至
レ
リ
ト
見
ユ
（「
衜
教
」）

　

次
に
、『
世
界
三
大
宗
敎
』
で
は
三
大
宗
教
と
し
て
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
を
立
項
す
る
。
こ
の
三
教
が
日
本
で
は
鼎
立
し
て
い
る

と
し
て
、「
回
々
敎
」「
印
度
敎
」「
衜
敎
」
は
附
録
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
そ
の
附
録
「
衜
敎
」
は
上
・
中
・
下
に
分
け
て
記
述
さ
れ
る
が
、

上
で
は
歴
史
的
変
遷
が
、
中
で
は
経
典
類
が
、
下
で
は
老
子
が
そ
れ
ぞ
れ
に
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
記
述
を
抜
き
書
き
す
れ
ば
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

　
　

 

抑
、
衜
敎
は
支
那
に
於
て
其
淵
源
遼
遠
な
れ
ば
、
容
易
に
其
史
を
考
へ
難
し
と
雖
も
、
哲
學
的
、
神
仙
的
、
宗
敎
的
の
三
時
期
あ
り

て
今
日
の
隆
盛
を
見
る
に
至
り
し
な
ら
ん
、（
上
）

　
　

 

衜
敎
は
斯
く
の
如
き
勢
力
あ
る
一
宗
敎
な
り
と
雖
も
、
仔
細
に
之
を
論
ず
れ
ば
其
勢
力
の
在
る
所
は
老
莊
列
等
の
哲
學
に
非
ず
し
て

周
秦
漢
の
代
に
頗
る
盛
ん
な
り
し
神
仙
談
と
煉
丹
術
に
加
ふ
る
に
晋
、
唐
宋
の
間
に
發
逹
せ
し
佛
敎
を
以
て
し
、
之
に
又
迷
信
的
の

卜
筮
、
祭
祀
と
儒
衜
の
訓
戒
を
以
て
潤
色
せ
し
も
の
ヽ
如
し
、（
上
）

　
　

 

衜
敎
に
よ
り
老
子
は
知
り
難
し
、
老
子
の
衜
德
經
を
讀
み
て
衜
敎
も
識
り
難
し
。
衜
敎
は
支
那
に
於
て
建
設
せ
ら
れ
し
宗
敎
な
り
、
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さ
れ
ど
歷
史
に
於
て
知
り
難
き
支
那
古
代
よ
り
の
民
間
の
宗
敎
的
思
想
を
識
ら
ん
と
欲
す
る
に
は
必
ず
衜
敎
は
學
ぶ
可
き
も
の
な
る

可
し
。（
下（

（1
（

）

　

こ
こ
で
は
道
教
の
変
遷
を
哲
学
・
神
仙
・
宗
教
の
三
種
に
分
け
、
老
子
や
荘
子
・
列
子
な
ど
は
哲
学
と
し
、
そ
れ
ら
と
神
仙
や
煉
丹
術
、

卜
筮
や
祭
祀
な
ど
は
分
け
て
捉
え
る
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
道
教
を
宗
教
と
み
な
し
、
古
代
か
ら
の
民
間
の
宗
教
的
思
想
を
把
握
す
る

た
め
に
必
須
と
述
べ
る
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。

2　

東
洋
史
―
中
等
教
科
書
類
―

　
宗
教
概
説
の
領
域
以
外
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
現
れ
る
中
等
教
育
向
け
「
東
洋
史（

（1
（

」
の
教
科
書
で
も
、
道
教
へ
の
言

及
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
東
洋
史
」
の
内
容
は
大
半
が
中
国
史
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
道
教
の
記
述
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
、

藤
田
豊
八
編
『
中
等
敎
科
東
洋
史
（
巻
一
・
二
）』（
文
學
社
、
明
治
二
九
＝
一
八
九
六
年
七
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
藤
田
は
全
体
の
時
期

を
、
上
世
（
尭
舜
―
戦
国
）・
中
世
（
秦
―
宋
）・
近
世
（
蒙
古
―
日
清
戦
争
）
に
区
分
し
、
そ
の
時
期
区
分
ご
と
に
風
俗
や
宗
教
に
関
す

る
項
目
を
配
置
す
る
。
こ
こ
で
は
道
教
を
「
漢
人
固
有
の
宗
敎
」
と
表
現
す
る
な
ど
、
道
教
は
宗
教
と
し
て
明
言
さ
れ
る
。
以
下
、
道
教

関
連
の
記
述
を
引
例
す
る
。

　
　

 

衜
敎
は
戰
國
の
末
に
起
る
。
老
莊
に
附
會
し
て
そ
の
說
を
な
す
。
秦
始
、
漢
武
頗
る
そ
の
說
を
信
し
、
方
士
爭
て
神
仙
の
こ
と
を
い

ふ
。（
…
…
）
そ
の
後
、
魏
晋
南
北
朝
の
間
、
老
莊
の
學
盛
に
行
は
れ
、
衜
敎
從
て
起
り
、
佛
敎
と
馳
驅
し
て
嚴
然
た
る
一
宗
敎
た
る

勢
力
を
有
せ
り
。（
…
…
）
盖
し
衜
敎
の
起
る
、
も
と
漢
人
の
古
代
迷
信
に
基
き
。
莊
列
の
寓
言
に
附
會
し
、
人
間
好
生
の
情
に
投
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す
。
帝
王
の
意
の
如
く
な
ら
さ
る
も
の
只
壽
の
み
。
故
に
頗
る
之
を
信
し
、
英
明
の
主
と
雖
も
免
れ
す
。
唐
に
至
り
て
特
に
甚
た
し
。

而
し
て
衜
敎
淺
膚
な
り
と
雖
も
、
漢
人
固
有
の
宗
敎
な
る
か
故
に
、
遠
く
後
世
に
至
る
ま
て
全
く
絕
滅
す
る
に
至
ら
す
。（
中
世
史

「
衜
敎
の
發
逹
」（
巻
二
））

　
　

 

衜
敎
。　

宋
初
衜
敎
を
尚
は
す
。
眞
宗
の
時
に
至
り
て
老
子
に
尊
號
を
加
へ
、
尊
崇
を
加
ふ
。
徽
宗
篤
く
之
を
信
し
、
頗
る
衜
士
を

信
し
、
衜
士
學
を
立
て
、
衜
學
の
博
士
を
置
き
、
衜
士
を
修
め
、
遂
に
衜
敎
を
揚
け
て
佛
敎
を
抑
ふ
る
に
至
れ
り
。（
中
世
史
「
宗

敎
」（
巻
二
））

　
　

 

衜
敎
は
明
の
世
宗
之
を
尚
ひ
し
以
來
、
一
時
頗
る
盛
に
行
は
れ
、
穆
宗
之
を
抑
へ
し
と
雖
も
、
淸
に
至
る
ま
て
、
な
ほ
そ
の
勢
力
を

失
墜
せ
す
。
北
京
に
白
雲
觀
あ
り
、
ま
た
各
地
に
衜
觀
あ
り
。
そ
の
術
修
養
、
陳
丹
義
錄
、
古
に
異
な
ら
す
。
衜
士
は
皆
黄
衣
黄
冠

を
着
け
て
、
肉
食
妻
帶
せ
す
。
京
師
府
縣
に
衜
官
あ
り
て
衜
士
を
督
す
。（
近
世
史
「
宗
敎
」（
巻
二（

（1
（

））

　

そ
の
他
の
教
科
書
で
は
、
棚
橋
一
郎
『
中
等
敎
育　

東
洋
史
』（
三
省
堂
書
店
、
明
治
三
二
＝
一
八
九
九
年
三
月
）、
坂
本
健
一
・
江
崎

誠
『
新
撰
歷
史　

東
洋
之
部
』（
冨
山
房
、
明
治
三
二
年
一
〇
月
）、
高
橋
健
自
『
新
編
東
洋
小
史
』（
誠
之
堂
書
店
、
明
治
三
三
＝
一
九
〇

〇
年
四
月
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
唐
代
の
記
述
中
で
「
佛
敎
ト
衜
敎
」「
佛
敎
・
衜
敎
」
と
、
仏
教
と
並
列
す
る
形
で
道
教
に
言
及
す
る
。
そ

の
内
容
も
、
藤
田
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
よ
い（

11
（

。



― 70 ―

宮原民平と「通俗衜敎」

3　
「
文
学
史
」
お
よ
び
「
哲
学
史
」

　
明
治
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
す
で
に
出
現
し
て
い
た
「
日
本
文
学
史
」（
明
治
二
三
＝
一
八
九
〇
年
一
一
月
刊
行
の
、
三

上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
學
史
』
ほ
か
）
に
倣
っ
た
「
文
学
史
」
や
、
西
洋
哲
学
に
倣
っ
た
「
哲
学
史
」
の
枠
組
み
か
ら
も
、
中

国
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
本
格
的
な
著
述
は
、
文
学
史
で
は
、
古
城
貞
吉
『
支
那
文
學
史
』（
經
濟
雜
誌
社
、

明
治
三
〇
＝
一
八
九
七
年
五
月
）
や
笹
川
種
郎
『
支
那
文
學
史
』（
博
文
館
、
明
治
三
一
＝
一
八
九
八
年
八
月
）、
哲
学
史
で
は
、
松
本
文

三
郎
『
支
那
哲
學
史
』（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
明
治
三
一
年
頃
）
や
遠
藤
隆
吉
『
支
那
哲
學
史
』（
金
港
堂
、
明
治
三
三
年
五
月
）、
中
内

義
一
『
支
那
哲
學
史
』（
博
文
館
、
明
治
三
六
＝
一
九
〇
三
年
二
月
）
な
ど
を
嚆
矢
と
す
る
。
こ
れ
ら
文
学
お
よ
び
哲
学
と
い
う
枠
組
み
で

は
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
は
後
景
に
退
い
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
関
心
の
低
い
事
項
に
留
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

古
城
や
笹
川
、
松
本
・
遠
藤
・
中
内
ら
の
そ
れ
で
は
、「
衜
家
」
や
「
老
子
」「
莊
子
」
な
ど
は
立
項
さ
れ
る
が
、
道
教
自
体
が
独
立
し

て
項
目
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
本
文
中
で
言
及
さ
れ
る
に
せ
よ
、
例
え
ば
古
城
が
『
抱
朴
子
』
に
触
れ
る
箇
所
で
は
、
神
仙

や
煉
丹
な
ど
に
言
及
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
道
教
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

 

抱
朴
子　

晋
の
葛
洪
の
撰
す
る
所
な
り
、
洪
字
は
稚
川
、
句
容
の
人
な
り
、
羅
浮
山
に
退
居
し
て
、
丹
を
煉
り
書
を
著
す
（
…
…
）

其
書
分
て
内
外
篇
と
爲
す
、
内
篇
に
は
神
仙
符
籙
の
事
を
論
し
、
外
篇
に
は
時
政
の
得
失
、
人
事
の
臧
否
を
論
す
、
詞
旨
辨
博
に
し

て
名
理
の
言
多
し
、
盖
其
大
旨
を
究
れ
は
、
黄
老
を
以
て
宗
と
爲
す
者
な
り
、（
…
…
）（
古
城
貞
吉
「
六
朝
の
散
文（

1（
（

」）
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一
方
で
笹
川
は
、
老
子
や
魏
晋
南
北
朝
に
触
れ
る
箇
所
で
は
、
道
教
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
著
述
の
よ
う
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

 

周
末
に
於
て
著
し
く
發
揮
せ
れマ
マ

た
る
南
北
兩
思
想
は
各
最
も
大
な
る
思
想
家
を
出
し
て
當
時
の
奇
觀
を
な
し
ぬ
。
其
北
方
思
想
家
に

在
て
は
孔
子
あ
り
、
南
方
思
想
家
に
在
て
は
老
子
あ
り
。
一
は
儒
敎
を
開
き
、
一
は
衜
敎
を
創
め
ぬ
。（
笹
川
種
郎
「
孔
子
と
老
子
」）

　
　

 

魏
晋
以
後
に
在
て
當
時
の
思
潮
に
影
響
し
た
る
も
の
、
一
を
南
方
思
想
の
產
物
た
る
衜
敎
と
な
し
、
一
を
佛
敎
と
な
し
、
一
を
社
會

浮
華
の
風
と
な
す
。
衜
敎
は
權
力
競
爭
の
激
甚
な
り
し
當
時
に
反
抗
し
て
盛
に
或
一
派
の
爲
に
唱
衜
せ
ら
れ
、
所
謂
淸
談
と
稱
し
、

禮
を
蔑
し
、
酒
を
縱
に
し
、
高
談
放
言
以
て
自
ら
韜
晦
せ
し
む
る
の
徒
を
出
し
き
。（
笹
川
種
郎
「
魏
晋
及
南
北
朝
の
文
學（

11
（

」）

　

ま
た
、「
哲
学
史
」
の
枠
組
み
で
「
衜
家
」
を
立
項
す
る
場
合
に
も
、
例
え
ば
松
本
は
老
子
以
降
の
列
子
荘
子
ま
で
の
営
み
と
、
そ
れ
以

降
の
展
開
と
を
分
け
、
後
者
の
展
開
を
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
で
は
み
る
も
の
の
、
そ
れ
は
「
所
謂
神
仙
家
若
し
く
は
今
の
所

謂
衜
家
者
流
と
な
り
、
庸
陋
賤
劣
、
寧
ろ
宗
敎
的
と
な
り
、
哲
學
上
よ
り
し
て
は
最
早
や
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る
に
至
れ
り（

11
（

」（
松
本
文
三
郎

「
衜
家
」）
と
、「
神
仙
家
」
の
範
疇
に
留
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
道
家
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
る
視
点
は
明
記
さ
れ
る
も
の
の
、
専
ら
の

関
心
は
哲
学
と
し
て
の
道
家
を
記
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
抱
朴
子
』
も
神
仙
家
と
し
て
祖
述
さ
れ
る
。
こ
の
筆
致
は
、
遠
藤

（「
東
晋 

神
仙
論
」）
や
中
内
（「
六
朝
の
思
想
界
」）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

以
上
に
あ
げ
た
著
述
の
ほ
か
で
は
、「
文
学
史
」
の
領
域
で
は
、
中
根
淑
『
支
那
文
學
史
要
』（
金
港
堂
、
明
治
三
三
年
九
月
）、
高
瀬
武

次
郎
『
支
那
文
學
史
』（
哲
學
館
、
明
治
三
四
＝
一
九
〇
一
年
頃
）、
久
保
天
随
『
支
那
文
學
史
』（
人
文
社
、
明
治
三
六
年
一
一
月
）
な
ど
、
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「
哲
学
史
」
の
領
域
で
は
、
久
保
天
随
『
東
洋
倫
理
史
要
』（
育
成
會
、
明
治
三
七
＝
一
九
〇
四
年
一
月
）、
高
瀬
武
次
郎
『
支
那
哲
學
史
』

（
文
盛
堂
書
店
、
明
治
四
三
＝
一
九
一
〇
年
一
〇
月
）
な
ど
、
多
数
の
著
述
が
認
め
ら
れ
る（

11
（

。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
量
に
差
は
あ
り

つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
「
文
学
史
」
の
枠
組
み
で
は
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
は
明
確
化
さ
れ
な
い
傾
向
が
読
み
取
れ
、「
哲
学

史
」
の
枠
組
み
で
は
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
自
体
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
傍
流
か
関
心
外
に
置
か
れ
る
様
子
が
読

み
取
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
宗
教
概
説
書
、
東
洋
史
、
文
学
お
よ
び
哲
学
史
と
い
っ
た
領
域
か
ら
、
道
教
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
概
観
し
て
き
た
。
道
教
を
宗
教
と
哲
学
に
分
け
る
視
点
自
体
は
、
明
治
四
〇
年
代
を
ま
た
ず
、
す
で
に
明
治
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
代
に

か
け
て
出
現
し
て
お
り
、
そ
の
語
ら
れ
方
も
、
論
者
に
よ
っ
て
差
異
の
あ
る
様
子
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
道
教
の
変
遷
を
哲
学
・

神
仙
・
宗
教
に
分
け
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
は
古
代
か
ら
の
民
間
の
宗
教
的
思
想
を
把
握
す
る
た
め
に
必
須
と
述
べ
る
戸
川
残
花
の
『
世

界
三
大
宗
敎
』
や
、
道
教
を
「
漢
人
固
有
の
宗
敎
」
と
し
て
、
そ
の
時
期
ご
と
の
様
子
を
記
述
す
る
藤
田
豊
八
編
『
中
等
敎
科
東
洋
史
』

は
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
を
前
史
に
据
え
る
か
の
よ
う
に
し
て
、
中
国
の
民
衆
や
民
間
に
お
け
る
信
仰
お
よ
び
道
徳
を
把
握

し
て
い
く
た
め
に
、
道
教
に
注
目
す
る
認
識
が
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二　

道
教
を
語
る
支
那
学
者
―
狩
野
直
喜
と
服
部
宇
之
吉
―

　
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
四
月
二
四
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
の
『
大
坂
朝
日
新
聞
』
の
一
面
に
お
い
て
、「
衜
敎
の
衜
德
に
就
き
て
」

と
題
す
る
記
事
が
、
全
七
回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た（

11
（

。
こ
れ
は
当
時
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
の
職
位
に
あ
っ
た
狩
野
直
喜
が
、

「
京
都
帝
國
大
學
記
念
會
」
で
行
っ
た
講
演
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
狩
野
は
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
、
風
俗
慣
習
を
知
る
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た
め
の
道
教
と
い
う
認
識
を
披
歴
す
る
。
帝
大
教
授
の
職
位
に
あ
る
人
物
の
道
教
に
対
す
る
視
点
が
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
上
で
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
以
後
の
道
教
に
対
す
る
言
説
を
考
え
る
う
え
で
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
節
で
は
、
ま
ず
狩
野
の
講
演
を
す
こ
し
詳
し
く
紹
介
し
な
が
ら
、
道
教
を
語
る
枠
組
み
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
そ
の
後
、

狩
野
と
似
た
視
点
か
ら
道
教
あ
る
い
は
民
間
に
浸
透
す
る
道
徳
に
つ
い
て
言
及
し
た
人
物
と
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
服
部
宇
之
吉

に
触
れ
、
彼
ら
が
道
教
を
取
り
上
げ
る
視
点
を
概
観
す
る
。

1　

狩
野
直
喜
―
「
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
に
―

　
狩
野
は
講
演
の
開
口
、「
衜
敎
と
申
し
ま
す
の
は
御
承
知
の
通
り
老
子
が
宗
祖
に
な
つ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
老
莊
の
哲
學
と
衜
敎
と

云
ふ
も
の
と
は
大
層
異
な
つ
て
居
り
ま
す
、
卽
ち
一
は
哲
學
で
あ
り
ま
し
て
、
一
は
宗
敎
で
あ
り
ま
す（

11
（

」
と
、
哲
学
と
し
て
の
老
荘
と
、

宗
教
と
し
て
の
道
教
を
区
別
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
道
教
が
仏
教
と
争
う
な
か
で
宗
教
の
形
を
と
っ
た
時
期
を
六
朝
時
代
と
し
、
儒
教
は

中
流
以
上
の
読
書
人
に
行
わ
れ
、
道
教
と
仏
教
は
中
流
以
下
が
信
仰
す
る
と
い
う
説
明
を
退
け
な
が
ら
、「
少
く
と
も
支
那
人
の
頭
の
中
に

は
此
の
三
つ
の
敎
へ
の
思
想
が
入
つ
て
居
る
」
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、「
此
の
衜
敎
は
外
國
か
ら
來
た
も
の
で
な
く
し
て
支
那
に
起
つ
た
も

の
」
で
あ
り
、
日
月
星
辰
な
ど
の
自
然
現
象
を
信
仰
す
る
「
支
那
人
固
有
の
宗
敎
的
思
想
」
を
「
衜
敎
が
其
の
儘
採
用
し
た
」
こ
と
や
、

仙
薬
や
養
生
を
説
く
こ
と
、
現
世
で
幸
福
を
得
る
因
果
応
報
な
ど
の
特
徴
を
述
べ
た
あ
と
、
道
教
研
究
の
意
義
を
「
一
般
支
那
人
の
思
想
、

感
情
或
は
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
で
あ
る
と
論
ず
る
。

　
　

 

其
故
に
現
今
の
一
般
支
那
人
の
思
想
、
感
情
或
は
風
俗
慣
習
と
云
ふ
樣
な
上
に
就
て
も
こ
の
衜
敎
が
大
變
影
響
を
有
つ
て
居
り
ま
し

て
、
風
俗
慣
習
を
硏
究
す
る
上
に
就
き
ま
し
て
、
衜
敎
の
衜
德
と
は
ど
う
云
ふ
事
を
說
い
た
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
知
る
の
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は
、
極
め
て
必
要
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
後
、「
衜
敎
の
バ
イ
ブ
ル
」
と
し
て
「
太
上
感
應
篇
」
を
あ
げ
、「
現
在
の
支
那
の
社
會
と
此
の
本
に
敎
へ
て
あ
る
所
の
衜
德
の
敎

が
、
ど
う
云
ふ
樣
に
關
係
し
て
居
る
か
」
と
、
現
実
の
中
国
社
会
を
捉
え
る
文
脈
か
ら
、
道
教
経
典
を
扱
っ
て
い
く
。
そ
の
論
点
と
し
て
、

寿
命
や
運
命
を
司
る
神
や
星
辰
の
こ
と
、
三
尸
お
よ
び
守
庚
申
（
日
本
で
は
庚
申
待
ち
）
の
風
俗
、
竈
神
の
祭
祀
な
ど
を
具
体
例
に
あ
げ

る
。
と
く
に
竈
神
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
書
物
に
記
さ
れ
る
内
容
が
「
現
今
の
支
那
社
會
」
で
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、
具
体
的
に

指
摘
さ
れ
る
。

　
　

 

現
今
の
支
那
社
會
で
は
ど
う
な
つ
て
居
る
か
と
云
ふ
と
、
十
二
月
の
二
十
四
日
に
竈
神
が
天
に
昇
る
、
さ
う
し
て
一
月
の
四
日
に
ま

た
其
の
家
に
歸
つ
て
來
る
と
云
ふ
考
へ
を
有
つ
て
居
り
ま
す
、
そ
こ
で
支
那
へ
行
つ
た
方
は
御
存
じ
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
送
神
、
接

神
卽
竈
の
神
の
送
別
會
、
歡
迎
會
、
此
の
二
つ
が
大
變
や
か
ま
し
い
御
祭
り
で
、
此
の
時
は
種
々
の
供
へ
物
を
し
て
祀
る
の
で
あ
り

ま
す
、
若
し
神
の
機
嫌
に
逆
ら
つ
た
な
ら
ば
非
常
に
怒
つ
て
、
上
帝
へ
行
つ
て
惡
い
事
を
訴
へ
る
か
ら
し
て
、
其
の
歡
心
を
買
ふ
と

云
ふ
意
味
で
も
つ
て
、
盛
ん
な
る
御
祭
り
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
い
で
、
道
教
の
目
的
は
仙
人
に
な
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
善
行
を
積
む
必
要
が
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
の
と
き
、
何
を
善

と
し
何
を
悪
と
す
る
の
か
と
い
う
認
識
の
う
ち
に
、「
衜
敎
に
固
有
の
も
の
、
支
那
の
社
會
に
固
有
の
敎
へ
が
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
を
簡

便
に
示
し
た
「
功
過
格
」
に
言
及
す
る
。
具
体
的
に
は
、
父
母
と
の
関
係
、
妻
妾
や
奴
僕
の
扱
い
、
慈
善
事
業
の
こ
と
、
邪
書
を
捨
て
る

こ
と
、
子
女
を
溺
死
さ
せ
る
風
俗
を
行
な
わ
せ
な
い
こ
と
、
字
の
書
い
て
あ
る
紙
を
捨
て
な
い
こ
と
、
姦
通
の
こ
と
な
ど
が
例
示
さ
れ
る
。
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こ
れ
ら
具
体
例
に
よ
り
、
何
が
功
（
善
）
で
何
が
過
（
悪
）
で
あ
る
か
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
是
れ
は
と
も
角
分
り
や
す
い
敎
へ
で

あ
る
か
ら
非
常
に
支
那
社
會
に
影
響
を
有
つ
て
を
る
」
と
、
現
世
的
な
風
俗
慣
習
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る
。

　

以
上
が
講
演
の
あ
ら
ま
し
だ
が
、
狩
野
は
最
後
に
あ
ら
た
め
て
、
道
教
研
究
に
よ
っ
て
風
俗
慣
習
を
知
る
こ
と
の
目
的
が
現
実
的
に
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
認
識
を
示
す
。

　
　

 

學
問
の
點
か
ら
云
つ
た
ら
誠
に
つ
ま
ら
ぬ
事
で
あ
り
ま
す
が
、
支
那
太
古
の
宗
敎
思
想
が
段
々
變
化
し
て
來
て
衜
敎
が
そ
の
思
想
の

あ
る
も
の
を
と
り
て
宗
敎
の
形
を
な
し
た
。
さ
う
し
て
一
般
の
支
那
人
の
社
會
に
影
響
を
も
つ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
は
殊
に
是
れ
か

ら
し
て
支
那
と
段
々
交
涉
が
出
來
て
來
ま
し
た
が
獨
り
學
問
の
上
か
ら
許
り
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
總
て
支
那
の
事
に
興
味
を
有
つ
て

を
る
人
は
斯
う
云
ふ
眼
か
ら
支
那
の
風
俗
慣
習
を
理
解
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
も
一
の
方
法
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
支
那
と
段
々
交
涉
が
出
來
て
」
き
た
と
い
う
、
当
時
の
時
代
状
況
を
鑑
み
て
の
発
言
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、「
學

問
の
點
か
ら
云
つ
た
ら
誠
に
つ
ま
ら
ぬ
事
」
と
い
う
留
保
も
つ
け
て
い
る
点
は
、
注
意
し
て
お
き
た
い
。
狩
野
は
別
の
個
所
で
、「
支
那
學

の
硏
究
に
二
方
面
あ
り
」
と
し
て
、「
一
は
經
史
の
理
論
的
硏
究
、
二
は
現
在
の
支
那
の
風
俗
習
慣
を
硏
究
し
て
、
其
事
實
を
根
據
と
し

て
、
經
典
の
硏
究
を
な
す
こ
と（

11
（

」
と
述
べ
、
一
は
「
古
」
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
和
漢
の
学
者
が
取
る
方
法
、
二
は
「
今
」
に
焦
点
を

あ
て
た
も
の
で
西
洋
の
学
者
が
取
る
方
法
と
大
別
す
る
。
こ
こ
で
は
「
風
俗
習
慣
」
の
研
究
を
「
今
」
と
し
て
、「
古
」
を
探
求
す
る
理
論

的
研
究
と
は
明
確
に
区
別
す
る
が
、
こ
れ
を
補
助
線
と
す
る
と
き
、
狩
野
の
な
か
で
は
「
今
」
の
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
す
る

た
め
の
視
点
と
し
て
道
教
を
探
求
し
て
い
く
こ
と
は
、「
古
」
を
探
求
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
学
問
と
く
ら
べ
て
、
つ
ま
ら
な
い
部
類
に
属

す
と
認
識
さ
れ
て
い
た
節
も
う
か
が
え
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
対
象
を
把
握
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
学
問
研
究
の
知
見
を
も
と
に
、
現
実
の
生
活
習
慣
や
風
俗
と
対
照
し
て
い

く
と
い
う
視
点
は
、
そ
の
後
も
狩
野
の
な
か
で
持
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
一
〇
月
、
和
歌
山
高
等
商
業

学
校
（
現
和
歌
山
大
学
）
で
講
演
さ
れ
た
「
支
那
硏
究
に
就
て
」
で
は
、「
支
那
人
を
理
解
す
る
、
支
那
の
文
化
を
理
解
す
る
と
云
ふ
事
は

商
賣
の
上
よ
り
云
つ
て
も
極
め
て
必
要
な
事
」、「
若
し
諸
君
の
内
支
那
の
貿
易
と
云
ふ
樣
な
事
を
や
ら
う
と
云
ふ
人
が
あ
つ
た
ら（

11
（

」
と
、

商
業
学
校
の
関
係
者
を
相
手
に
す
る
分
だ
け
、
よ
り
実
際
的
な
目
的
の
た
め
に
「
支
那
硏
究
」
が
資
す
る
の
だ
と
言
い
添
え
る
。「
只
實
業

の
點
か
ら
考
へ
て
見
て
も
今
日
ま
で
我
國
の
人
に
考
へ
ら
れ
た
支
那
智
識
よ
り
以
上
の
支
那
智
識
を
得
て
支
那
に
於
て
仕
事
を
せ
ら
れ
ん

事
を
希
望
す
る
、
然
ら
ば
其
諸
君
の
目
的
と
せ
ら
る
ゝ
處
の
商
業
其
も
の
に
就
て
も
非
常
に
利
益
す
る
事
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
の
言
葉

か
ら
は
、
学
問
研
究
を
時
世
に
ど
の
よ
う
に
適
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
、
そ
の
一
面
が
読
み
取
れ
よ
う
。

2　

服
部
宇
之
吉
―
「
通
俗
衜
德
」
を
知
る
た
め
に
―

　
狩
野
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、「
一
般
支
那
人
の
思
想
、
感
情
或
は
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
の
道
教
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
は
、
多
少
の

差
異
を
含
み
つ
つ
も
、
同
時
代
の
支
那
学
者
に
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
人
物
と
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
や
京

城
帝
国
大
学
総
長
を
務
め
た
、
服
部
宇
之
吉
の
議
論
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

服
部
の
『
支
那
硏
究
』（
明
治
出
版
社
、
大
正
五
＝
一
九
一
六
年
一
二
月
）
中
に
収
録
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、「
善
書
に
就
い
て
」
と
題

さ
れ
た
一
篇
が
あ
る
。
こ
れ
は
雑
誌
『
東
亞
の
光
』（
明
治
四
二
＝
一
九
〇
九
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
講
演
を
採
録
し
た
も
の
だ
が
、

こ
こ
で
は
「
通
俗
衜
德
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
善
書
に
言
及
す
る
。

　

ま
ず
服
部
は
善
書
に
つ
い
て
、「
人
に
勸
め
て
善
を
爲
さ
し
む
る
と
い
ふ
目
的
の
た
め
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
を
一
括
し
て
善
書
と
云
ふ（

11
（

」

と
定
義
し
、
そ
の
代
表
的
な
書
物
と
し
て
、「
康
濟
錄
」、「
太
上
感
應
篇
」、「
陰
隲
文
」、「
功
過
格
」
な
ど
を
あ
げ
、
さ
ら
に
「
救
急
療
法
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に
關
す
る
も
の
」、「
飮
⻝
物
等
に
つ
き
て
專
ら
功
德
の
上
か
ら
注
意
を
書
い
た
も
の
」
も
そ
の
範
囲
に
含
め
る
。
こ
れ
ら
の
善
書
を
取
り

上
げ
る
目
的
は
、「
支
那
の
通
俗
衜
德
と
云
ふ
も
の
を
窺
ふ
に
は
善
書
を
硏
究
す
る
の
が
一
番
宜
か
ら
う
」
と
、「
通
俗
衜
德
」
を
理
解
す

る
た
め
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
例
示
さ
れ
る
「
太
上
感
應
篇
」
や
「
功
過
格
」
は
、
先
に
み
た
狩
野
の
講
演
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
が
、

狩
野
が
こ
れ
ら
を
道
教
の
文
脈
か
ら
扱
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
服
部
は
そ
れ
を
儒
教
・
道
教
・
仏
教
の
融
解
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る（

11
（

。

　
　

 

善
書
と
い
ふ
も
の
は
、
儒
敎
に
醇
な
る
も
の
で
も
無
け
れ
ば
、
又
衜
敎
に
專
一
な
る
も
の
てマ
マ

も
な
い
、
又
佛
敎
の
理
窟
の
み
に
據
つ

た
も
の
で
も
な
い
。（
…
…
）
是
れ
は
儒
佛
衜
三
敎
を
混
一
し
融
解
し
た
所
の
一
つ
の
主
義
、
さ
う
云
ふ
衜
德
思
想
で
あ
る
と
思
ふ
。

（
…
…
）
是
れ
が
私
の
考
へ
で
は
、
支
那
人
の
一
般
の
頭
腦
に
這
入
つ
て
居
る
所
の
衜
德
思
想
で
あ
つ
て
善
書
と
い
ふ
の
は
そ
れ
を
現

は
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

服
部
に
お
い
て
は
、「
支
那
人
の
一
般
」
の
「
通
俗
衜
德
」
を
理
解
す
る
た
め
に
道
教
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
道
教
の
扱
い
方

に
は
、
狩
野
と
の
差
異
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
一
般
社
会
の
人
々
の
生
活
習
慣
を
把
握
す
る
と
い
う
視
点
自
体
は
、
共
有
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
道
教
を
宗
教
と
し
て
捉
え
る
視
点
そ
の
も
の
は
、
狩
野
と
服
部
以
外
の
同
世
代
の
研
究
者
に
も
認
め

ら
れ
、
例
え
ば
そ
の
人
物
に
高
瀬
武
次
郎
（
一
八
六
九
―
一
九
五
〇
）
や
小
柳
司
気
太
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
〇
）
ら
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
小
柳
は
道
教
研
究
の
先
駆
で
あ
り
、
後
述
の
宮
原
や
橘
樸
ら
も
等
し
く
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が（

1（
（

、
高
瀬
も
ま
た
、
狩
野
と

前
後
す
る
時
期
に
老
荘
な
ど
の
道
家
と
道
教
の
発
達
史
に
関
す
る
専
著
を
刊
行
し
て
お
り
（『
老
莊
哲
學
』
榊
原
文
盛
堂
、
明
治
四
二
年
三

月
）、
宗
教
と
し
て
の
道
教
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
論
じ
方
は
、
南
北
朝
期
の
寇
謙
之
ま
で
の
道
教
の
展
開
を
記
す
に
留
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ま
り
、
狩
野
や
服
部
の
よ
う
に
、
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
み
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
狩
野
と
服
部
に
お
い
て
は
道
教
が
哲
学
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
あ
る
い
は
道
徳
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ

て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る（

11
（

。
両
者
が
共
有
す
る
こ
の
視
点
は
、
彼
ら
が
と
も
に
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
中
国
へ

の
留
学
経
験
を
持
ち（

11
（

、
現
地
の
生
活
習
慣
に
接
す
る
機
会
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
与
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る（

11
（

。

　

な
お
、
先
に
み
た
よ
う
に
「
今
」
に
焦
点
を
当
て
て
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
、
狩
野
に
あ
っ
て
は
学

問
的
に
つ
ま
ら
な
い
部
類
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
服
部
に
お
い
て
も
、
研
究
の
困
難
性
と
い
う
面
か
ら
似
た
よ
う
な
認

識
が
持
た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
服
部
は
、
東
京
帝
大
の
学
生
で
あ
っ
た
加
藤
常
賢
（
一
八
九
四
―
一
九
七
八
）
が
卒
業
論
文
で
道
教

を
扱
い
た
い
と
相
談
し
た
際
、「
あ
ん
な
も
の
材
料
が
少
な
い
か
ら
や
っ
た
ら
だ
め
だ（

11
（

」
と
反
対
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
文
献
研
究
が
主

で
あ
る
古
典
中
国
学
の
領
域
で
は
道
教
に
関
す
る
研
究
素
材
が
少
な
い
た
め
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
次
節
で
み
る
橘
樸
の
よ
う

に
、
現
地
調
査
に
も
と
づ
く
分
析
は
社
会
学
や
人
類
学
の
領
域
に
属
す
る
方
法
で
も
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
現
地
調
査
を
伴

わ
な
い
文
献
研
究
の
領
域
で
道
教
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
留
学
経
験
者
や
在
住
者
な
ど
、
当
地
を
実
際
に
知
る
も
の
で
な
け
れ
ば
困
難

で
あ
る
と
の
認
識
が
う
か
が
え
よ
う
。

三　

道
教
を
め
ぐ
る
言
説
圏
―
次
世
代
に
お
け
る
語
り
方
―

　
狩
野
と
服
部
は
、
日
本
の
支
那
学
研
究
を
東
西
で
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
弟
子
、
ま
た
は
後
続
世
代
に
属
す
る
も
の
た

ち
の
あ
い
だ
で
は
、
道
教
に
対
す
る
認
識
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
本
節
で
は
宮
原
と
の
対
照
と
い
う
点
も
含
め
、
ま
ず
は
専
門
領

域
を
共
有
す
る
人
物
と
し
て
青
木
正
児
を
、
次
い
で
、「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う
視
点
を
同
じ
く
す
る
橘
樸
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
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る
道
教
の
語
り
方
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

1　

青
木
正
児
―
「
支
那
文
藝
の
眞
味
」
を
解
す
る
―

　
青
木
正
児
は
京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
狩
野
直
喜
の
受
業
生
だ
が
、
宋
代
以
降
の
白
話
文
学
研
究
、
殊
に
戯
曲
研
究
で
著
名
な
業
績
を

残
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
青
木
は
、「
儒
家
的
思
想
よ
り
も
道
家
思
想
の
豊
か
な
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う（

11
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
道
家
」
に
焦
点
を
あ
て
た
論
考
を
多
数
著
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
い
ま
発
表
年
順
に
あ
げ
れ
ば
、「
支
那
小
說
の
溯
源
と
神
仙
說
」（
大
正

九
＝
一
九
二
〇
年
）、「
儒
林
外
史
を
讀
む
」（
大
正
一
〇
＝
一
九
二
一
年
）、「
神
仙
說
か
ら
見
た
「
列
子
」」（
同
年
）、「
支
那
文
藝
に
溢
れ

た
る
高
蹈
的
氣
味
」（
大
正
一
一
＝
一
九
二
二
年
）、「
衜
家
的
文
藝
思
潮
」（
昭
和
四
＝
一
九
二
九
年
）、「
淸
談
」（
昭
和
九
＝
一
九
三
四
年
）

な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
老
子
や
荘
子
、
ま
た
は
神
仙
説
に
触
れ
ら
れ
る
も
の
の
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
で
は
な
く
、
哲
学
・
思

想
と
し
て
の
道
教
（「
道
家
」）
の
範
疇
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
青
木
が
扱
う
道
教
の
特
徴
と
し
て
は
、
古
典
の
な
か
に
道
家
思
想
や
、
神
仙
説
を
中
心
と
し
た
道
教
的
要
素
を
見
出
す
も
の
と
し

て
表
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
「
支
那
小
說
の
溯
源
と
神
仙
說
」
は
、
中
国
小
説
の
発
達
に
神
仙
説
が
与
え
た
影
響
を
論
じ
た
も
の
だ

が
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
神
仙
説
に
は
、「
神
仙
家
は
獨
り
陰
陽
家
の
み
な
ら
ず
、
衜
家
か
ら
も
影
響
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
だ
。
其
の
不
老
不

死
の
說
は
衜
家
の
養
生
論
か
ら
導
か
れ
た
ら
し
く
思
は
れ
る（

11
（

」、「
神
仙
家
の
說
は
、
其
神
仙
的
要
素
は
之
を
衜
家
を
通
じ
て
、
其
の
神
山

的
要
素
は
之
を
陰
陽
家
を
通
じ
て
、
共
に
間
接
に
小
說
か
ら
影
響
せ
ら
れ
て
成
立
し
た
」
な
ど
、
荘
子
や
列
子
と
い
っ
た
道
家
と
の
関
係

や
、
鄒
衍
の
陰
陽
説
を
採
り
入
れ
た
神
山
説
（
三
神
山
＝
蓬
萊
・
方
丈
・
瀛
州
）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、「
實
に
小
說
は
神
仙

家
及
び
衜
敎
を
俟
つ
て
前
進
一
步
し
た
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
無
い
」
と
主
張
す
る
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
道
教
は
、
神
仙
説
と
相
互

関
係
を
持
つ
荘
子
列
子
の
、
と
く
に
自
己
修
養
に
関
わ
る
養
生
論
と
い
っ
た
類
の
、
傾
向
と
し
て
は
哲
学
・
思
想
と
し
て
の
道
教
だ
と
捉
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え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
神
仙
的
要
素
を
持
つ
小
説
や
戯
曲
な
ど
が
、
通
史
的
に
み
て
長
い
時
期
に
わ
た
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
、
中
国
の
文
芸
全

体
を
理
解
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、
儒
教
的
な
要
素
で
は
な
く
、「
衜
家
の
超
世
的
思
想
に
注
目
す
る
必
要
」
を
主
張
す
る
。

　
　

 

宋
元
以
來
戲
曲
小
說
が
發
逹
し
て
後
も
神
仙
劇
と
神
仙
小
說
と
が
可
な
り
多
く
見
出
さ
れ
る
。
例
へ
ば
元
代
の
戲
曲
に
「
誤
入
桃
源
」

「
任
風
子
」「
張
生
煮
海
」
が
あ
り
、
小
說
と
し
て
纏
つ
た
も
の
に
は
淸
初
の
作
「
女
仙
外
史
」
又
其
頃
の
作
か
と
思
は
れ
る
「
封
神

演
義
」
淸
の
中
葉
の
作
「
鏡
花
緣
」
等
が
あ
る
。
其
他
「
聊
齋
志
異
」
の
類
の
短
篇
小
說
集
に
は
往
々
神
仙
的
な
話
が
見
出
さ
れ
る
。

又
た
と
ひ
神
仙
を
取
扱
つ
た
小
說
で
無
く
と
も
作
中
に
神
仙
的
氣
分
の
漂
う
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。
例
へ
ば
「
三
國
志
」
の
孔

明
の
人
格
は
よ
ほ
ど
神
仙
的
に
描
か
れ
て
ゐ
る
所
が
多
く
、
有
名
な
草
廬
三
顧
の
一
條
な
ど
全
く
神
仙
中
の
も
の
で
あ
る
。「
西
遊

記
」
や
「
水
滸
傳
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。
淸
朝
第
一
の
寫
實
小
說
と
さ
れ
て
ゐ
る
「
紅
樓
夢
」
に
さ
へ
神
仙
的
幻
影
は
映
じ
て
ゐ
る
。

（
…
…
）
獨
り
小
說
と
云
は
ず
、
支
那
文
藝
の
眞
味
を
解
せ
ん
と
す
る
に
は
、
其
の
文
化
の
表
面
に
漂
う
て
ゐ
る
儒
家
の
現
實
的
思
想

よ
り
も
、
其
の
背
後
に
動
く
衜
家
の
超
世
的
思
想
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
「
儒
林
外
史
を
讀
む
」
で
は
、
清
代
・
呉
敬
梓
の
『
儒
林
外
史
』
に
つ
い
て
、
青
木
は
「「
迷
信
打
破
」
と
云
ふ
主
張（

11
（

」
を
読
み
取

る
が
、
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
る
迷
信
の
一
つ
に
、
道
教
的
な
神
仙
説
が
指
摘
さ
れ
る（

11
（

。

　
　

 

當
時
に
在
つ
て
は
智
識
階
級
に
も
此
の
不
合
理
な
迷
信
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
第
七
回
に
新
に
及
第
し
た
二
人
の
進
士
が
衜
士
に
術
を

行
は
せ
て
神
仙
を
請
じ
、
恰
度
大
本
敎
の
『
神
が
ゝ
り
』
と
や
ら
云
ふ
鹽
梅
式
で
未
來
の
運
命
を
占
ふ
一
段
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
諷
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刺
し
た
も
の
ら
し
い
。
果
し
て
第
十
五
回
に
至
つ
て
は
馬
二
先
生
な
る
も
の
が
僞
衜
士
に
一
杯
喰
は
さ
れ
る
一
條
が
皮
肉
し
て
あ
る
。

僞
衜
士
が
頓
死
し
た
後
で
其
女
婿
が
馬
二
先
生
を
冷
笑
し
て
云
ふ
に
は
『
…
…
…
世
間
に
神
仙
だ
な
ん
て
何
處
か
ら
來
る
も
の
で
す

か
？
』
こ
れ
も
迷
信
打
破
の
一
つ
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
青
木
が
た
び
た
び
言
及
す
る
道
教
は
、
哲
学
・
思
想
と
し
て
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
神
仙
説
と
関
係
す
る
も
の
と
し
て
で

あ
る
が
、
後
者
は
あ
く
ま
で
中
国
の
文
芸
を
理
解
す
る
た
め
の
視
点
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
狩
野
や
服
部
の
よ
う
に
、
一
般

社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
希
薄
だ
と
い
え
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、「
支
那
文
藝
と
倫
理
思
想
」（
昭
和
一
五
＝
一

九
四
〇
年
）
に
至
っ
て
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。

　

こ
こ
で
青
木
は
文
芸
と
倫
理
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
、
上
古
か
ら
清
代
ま
で
の
戯
曲
や
小
説
を
あ
げ
な
が
ら
考
察
を
展
開
す
る
。
こ
の

う
ち
、
道
教
は
陰
隲
思
想
に
基
づ
く
勧
善
小
説
と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
も
と
儒
教
か
ら
発
し
た
陰
隲
（
陰
徳
）
の
発
想
が
道
教
に
取
り

込
ま
れ
て
か
ら
民
間
に
広
が
っ
た
こ
と
や
、
そ
れ
が
流
行
し
た
宋
以
後
の
戯
曲
小
説
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
代
表
例
と
し

て
、
明
代
の
口
語
小
説
短
編
集
『
清
平
山
堂
話
本
』
の
「
陰
隲
積
善
」
を
あ
げ
る
。
以
上
を
承
け
て
、
文
芸
中
に
倫
理
思
想
を
読
み
出
し

て
き
た
結
論
部
分
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
行
論
を
覆
す
か
の
よ
う
に
、
文
芸
か
ら
倫
理
を
読
み
取
る
こ
と
の
徒
労
を
述
べ
た
あ
と
、
む

し
ろ
実
践
倫
理
な
ら
ば
朱
子
の
『
小
学
』
を
み
た
方
が
早
い
と
の
皮
肉
め
い
た
口
調
で
、
稿
を
閉
じ
る
。

　
　

 

要
す
る
に
文
藝
に
は
文
藝
獨
自
の
立
場
が
有
る
の
で
有
る
か
ら
、
衜
義
を
以
て
之
を
律
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
り
、
動
も
す
れ

ば
失
敗
に
終
る
恐
れ
が
有
る
。（
…
…
）
さ
れ
ば
文
藝
の
中
か
ら
倫
理
思
想
を
取
り
出
し
て
見
よ
う
と
云
ふ
企
は
、
宛
も
雜
木
林
で
松

茸
を
探
さ
う
と
す
る
と
同
じ
で
、
勞
は
多
く
し
て
功
は
少
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
通
俗
的
文
藝
に
現
は
れ
て
ゐ
る
程
度
の
實
踐
倫
理
な
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ら
ば
、
朱
子
の
「
小
學
」
で
も
見
た
方
が
、
ず
つ
と
詳
し
く
、
手
取
り
早
い（

11
（

。

　
「
支
那
文
藝
の
眞
味
を
解
せ
ん
と
す
る
」
う
え
で
は
「
其
の
背
後
に
動
く
衜
家
の
超
世
的
思
想
に
注
目
す
る
」
必
要
を
述
べ
た
青
木
に

は
、
狩
野
や
服
部
ら
が
主
張
し
て
い
た
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
道
教
を
捉
え
る
志
向
は
、
限
り
な
く

後
退
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

橘
樸
―
「
通
俗
衜
敎
」
の
探
究
者
―

　
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
道
教
を
捉
え
る
志
向
は
、
狩
野
の
弟
子
に
あ
た
る
青
木
に
と
っ
て
は
関
心

の
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
狩
野
や
服
部
の
視
点
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
自
ら
の
中
国
認
識
の
基
礎
に
据
え
た
人
物
が
、
橘
樸
で
あ
る（

1（
（

。

橘
は
生
涯
の
大
部
分
を
中
国
大
陸
で
過
ご
し
、
中
国
に
関
す
る
多
く
の
評
論
を
発
表
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
著
名
で
あ
る（

11
（

。
明
治

三
六
年
に
早
稲
田
大
学
を
退
学
後
、
明
治
三
九
年
に
大
連
へ
渡
っ
て
か
ら
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
一
〇
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、
当
時

の
中
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
の
新
聞
・
雑
誌
を
中
心
に
、
精
力
的
な
執
筆
を
展
開
し
て
い
た
。

　

橘
は
、
大
正
一
一
年
に
中
国
山
東
の
農
村
に
入
り
、
そ
の
調
査
を
「
李
村
研
究
」
と
し
て
『
青
島
新
聞
』
に
発
表
す
る
が
、
同
じ
時
期

に
は
、
民
間
信
仰
に
関
す
る
論
文
も
集
中
的
に
執
筆
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、『
京
津
日
日
新
聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
関
連
論
文
を
摘
記
す

れ
ば
、「
聊
齋
研
究
（
一
―
一
四
）」（
大
正
一
一
年
）、「
泰
山
の
神
々
（
一
）」「
神
―
泰
山
の
神
々
（
二
―
二
九
）」（
同
年
）、「
女
神
崇
拜

（
一
―
二
一
）」（
同
年
）、「
神
の
結
論
（
一
・
二
）」、「
觀
音
樣
と
民
衆
（
一
―
三
）」（
大
正
一
二
＝
一
九
二
三
年
）、「
支
那
人
と
宗
敎
生
活

（
一
）」「
衜
敎
槪
論
（
二
―
二
五
）」（
大
正
一
三
＝
一
九
二
四
年
）、「
通
俗
衜
敎
（
一
―
九
）」（
同
年
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
道

教
に
関
す
る
論
文
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
『
衜
敎
』（
支
那
風
物
硏
究
會
）
に
収
め
ら
れ
、
同
時
期
に
他
の
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媒
体
で
発
表
さ
れ
た
道
教
関
連
の
論
考
も
、
後
に
『
支
那
思
想
硏
究
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
一
＝
一
九
三
六
年
八
月
）
に
収
録
さ
れ
る

な
ど
、
ま
と
ま
っ
た
見
解
を
残
し
て
い
る（

11
（

。

　

橘
の
道
教
論
に
一
貫
す
る
特
徴
は
、
道
教
を
中
国
の
一
般
民
衆
の
あ
い
だ
で
「
活
き
て
働
く
宗
敎（

11
（

」
と
み
な
し
、
そ
れ
を
一
神
教
的
な

枠
組
み
か
ら
捉
え
た
「
民
族
宗
敎
」
と
規
定
す
る
こ
と
と
、
そ
の
宗
教
的
信
仰
か
ら
生
じ
た
慣
習
や
形
式
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
と
し

て
道
教
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
橘
の
こ
う
し
た
道
教
観
は
、
学
者
や
宗
教
家
た
ち
の
考
え
る
も
の
と
は
異
な
り
、
民
間
に
行
わ
れ
る
一

切
の
道
教
的
信
仰
に
も
と
づ
く
行
為
や
思
想
が
総
称
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
彼
は
「
通
俗
衜
敎
」
と
表
現
す
る
。

　

こ
の
「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う
用
語
は
、
橘
と
と
も
に
『
京
津
日
日
新
聞
』
を
編
集
し
て
い
た
中
野
江
漢
（
一
八
八
九
―
一
九
五
〇
）
に

よ
れ
ば
、
彼
ら
が
用
い
始
め
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
　

 

序
に
述
べ
て
置
き
た
い
こ
と
は
『
通
俗
衜
敎
』
の
名
稱
で
あ
る
。
今
で
は
誰
で
も
「
通
俗
衜
敎
」
と
使
用
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
を
初

め
て
名
づ
け
た
の
は
、
朴
庵
（
筆
者
注
・
橘
）
と
私
と
の
合
作
で
あ
る
。
大
正
五
年
北
京
に
於
て
、
二
人
が
提
携
し
て
衜
敎
硏
究
に

沒
頭
し
て
ゐ
た
時
、
衜
敎
系
統
の
民
間
信
仰
に
對
し
、
適
當
の
名
は
な
い
か
と
相
談
し
た
結
果
、
衜
敎
に
「
通
俗
」
を
冠
す
る
こ
と

に
決
め
て
、
始
め
て
世
に
發
表
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
專
門
に
通
俗
的
な
衜
敎
を
硏
究
す
る
人
も
な
く
、
文
學
博
士
服
部
宇
之
吉
氏

が
「
善
書
に
就
て
」
と
題
す
る
硏
究
を
、
其
著
「
支
那
硏
究
」（
大
正
五
年
十
二
月
明
治
出
版
社
發
行
）
に
發
表
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
發
表
で
は
「
支
那
の
通
俗
衜
德
」
と
し
て
あ
る（

11
（

。

引
用
中
に
は
先
に
み
た
服
部
の
論
考
も
み
え
る
が
、
橘
（
お
よ
び
中
野
）
は
中
国
大
陸
に
生
活
す
る
居
住
者
の
立
場
を
い
か
し
、
狩
野
や

服
部
が
主
張
し
た
、
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
す
る
た
め
の
道
教
と
い
う
視
点
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
。
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そ
れ
で
は
、
橘
の
語
る
道
教
的
信
仰
か
ら
生
じ
た
慣
習
や
形
式
の
事
例
と
し
て
、
大
正
一
一
年
九
月
四
日
か
ら
一
八
日
ま
で
『
京
津
日

日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
聊
齋
研
究
」
を
み
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
清
初
の
蒲
松
齢
に
よ
る
文
語
体
の
怪
異
小
説
集
『
聊
斎
志
異
』
を

取
り
上
げ
る
が
、
橘
は
同
作
を
「
藝
術
的
價
値
」
と
「
支
那
民
族
性
の
研
究
資
料
と
し
て
の
價
値（

11
（

」
の
二
点
か
ら
評
価
す
る
。
と
く
に
そ

の
後
者
を
研
究
目
標
に
据
え
る
が
、
テ
キ
ス
ト
に
現
れ
る
「
支
那
人
の
内
的
生
活
」
の
著
し
い
事
実
と
し
て
、「
超
自
然
力
の
信
仰
」
に
注

目
す
る
。

　

橘
は
、
こ
の
「
超
自
然
力
の
信
仰
」
に
は
仏
教
以
上
に
道
教
の
影
響
が
強
い
と
し
、『
聊
斎
志
異
』
は
、「
見
方
に
よ
つ
て
は
オ
バ
ケ
と

色
氣
と
欲
氣
」
の
三
大
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
山
東
（
に
限
つ
た
譯
で
は
勿
論
な
い
が
）
民
衆
の
内

的
生
活
を
構
成
す
る
三
大
要
素
で
あ
る
と
斷
定
し
て
も
大
過
あ
る
ま
い
」
と
橘
は
述
べ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
「
オ
バ
ケ
」、
つ
ま
り
道
教
的

な
仙
人
や
狐
、
鬼
（
幽
霊
）
な
ど
が
頻
出
す
る
テ
キ
ス
ト
を
「
迷
信
の
書
」
と
し
て
有
害
視
す
る
向
き
に
対
し
て
、
彼
は
「
凡
そ
こ
れ
程

間
違
つ
た
且
無
慈
悲
な
考
へ
は
な
い
」
と
批
判
し
、
迷
信
お
よ
び
民
間
に
浸
透
す
る
道
教
的
信
仰
を
擁
護
す
る
。

　
　

 

迷
信
と
い
へ
ば
宗
敎
に
限
ら
ず
凡
て
の
信
仰
が
迷
信
で
あ
る
と
も
言
へ
る
。
唯
私
共
に
取
つ
て
は
大
切
な
こ
と
は
其
信
仰
が
私
共
の

精
神
と
並
に
物
質
的
生
活
に
於
て
「
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
」
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
或
强
烈
痛
切
な
要
求
を
滿
た
し
且
慰
め
て
吳
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。（
…
…
）
私
は
か
へ
〔
く
〕
の
如
き
考
へ
方
か
ら
し
て
聊
齋
誌
異
に
現
は
れ
る
迷
信
の
悉
く
に
同
感
し

支
那
の
民
衆
に
取
つ
て
の
偉
大
な
る
主
觀
的
價
値
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
迷
信
の
う
ち
で
今
日
の
所
謂
常
識
と
餘
り

に
懸
隔
の
甚
だ
し
い
も
の
や
精
神
的
乃
至
物
質
的
に
弊
害
の
著
し
い
も
の
だ
け
は
愼
重
に
甑
別
し
た
上
で
淘
汰
を
行
ふ
必
要
が
あ
ら

う
け
れ
ど
も
基
督
敎
宣
敎
師
や
唯
物
史
觀
論
者
の
や
う
に
頭
か
ら
衜
敎
は
有
害
の
迷
信
だ
と
獨
斷
し
て
こ
れ
を
排
斥
す
る
こ
と
は
斷

じ
て
い
け
な
い
。
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そ
の
う
え
で
、
三
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
描
か
れ
る
迷
信
や
伝
説
か
ら
う
か
が
え
る
民
衆
心
理
を
、
記
事
執
筆
時
点

の
中
国
の
民
衆
に
当
て
は
め
る
こ
と
へ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
生
活
の
表
面
上
の
変
化
は
問
題
で
は
な
く
、
民
衆
生
活
が
精
神
的
に
も
物

質
的
に
も
圧
迫
さ
れ
る
環
境
そ
の
も
の
が
変
わ
ら
な
い
限
り
は
、
そ
の
内
的
生
活
も
容
易
に
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
主
張
す
る
。

そ
の
た
め
、
過
去
の
テ
キ
ス
ト
に
描
か
れ
た
道
教
的
な
信
仰
は
、
今
日
の
民
衆
生
活
に
も
活
き
て
い
る
と
い
う
認
識
が
導
か
れ
る
。

　
　

 

况
し
て
支
那
の
民
衆
の
や
う
に
比
較
的
單
調
な
歴
史
の
な
か
を
通
過
し
て
來
た
社
會
に
在
つ
て
は
三
百
年
も
一
瞬
に
過
ぎ
な
い
。
即

ち
聊
齋
誌
異
の
傳
說
は
其
ま
ゝ
に
今
日
の
民
心
に
活
き
て
居
る
の
で
あ
る
。

　

道
教
が
含
む
諸
々
の
迷
信
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
発
生
す
る
原
因
（
と
橘
が
認
識
す
る
も
の
）
と
と
も
に
そ
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
一

神
教
的
な
枠
組
み
か
ら
捉
え
ら
れ
る
「
通
俗
衜
敎
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
の
王
道
論
的
な
社
会
改
革
の
土
台
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ

と
が
示
唆
な
い
し
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
た
し
か
に
橘
の
視
点
で
は
、
狩
野
や
服
部
と
同
じ
く
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
立
場
か
ら
道
教
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
同
時
に
、「
常
識
と
餘
り
に
懸
隔
の
甚
だ
し
い
も
の
や
精
神
的
乃
至
物
質
的
に
弊

害
の
著
し
い
も
の
だ
け
は
愼
重
に
甑
別
し
た
上
で
淘
汰
を
行
ふ
必
要
が
あ
ら
う
」
と
い
う
、
改
良
的
な
発
想
も
含
ま
れ
て
い
た
。『
聊
斎
志

異
』
を
対
象
に
し
て
い
た
時
点
で
は
、
民
衆
の
範
囲
を
「
山
東
」
と
い
く
ぶ
ん
抑
制
的
に
表
現
し
て
い
た
橘
は
、
そ
の
後
す
ぐ
に
、「
民
族

宗
敎
」
と
し
て
の
道
教
（「
通
俗
衜
敎
」）
を
語
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
狩
野
と
服
部
の
後
続
世
代
と
し
て
、
青
木
正
児
と
橘
樸
に
み
え
る
道
教
に
対
す
る
認
識
を
素
描
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

古
典
作
品
に
影
響
を
与
え
る
要
素
と
し
て
道
教
（
神
仙
お
よ
び
哲
学
・
思
想
と
し
て
の
道
家
）
に
言
及
す
る
青
木
と
、
古
典
作
品
に
う
か

が
え
る
道
教
的
信
仰
が
現
在
に
も
活
き
て
い
る
と
捉
え
る
橘
と
の
、
対
照
的
な
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
違
い
に
は
、
青
木
は
文
学
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研
究
、
橘
は
お
も
に
社
会
学
的
な
関
心
と
い
う
、
立
場
や
志
向
の
差
異
か
ら
導
か
れ
る
面
も
指
摘
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
と
同
時
代
を
生
き
た
宮
原
民
平
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
ら
道
教
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四　

宮
原
民
平
―
内
面
を
知
る
た
め
の
道
教
―

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
宮
原
民
平
は
中
国
白
話
文
学
の
研
究
者
で
あ
り
、
道
教
研
究
の
専
門
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」（
昭
和
一
三
＝
一
九
三
八
年
八
月
）
と
題
し
た
講
演
は
、
そ
の
内
容
の
多
く
が
道
教
（「
通

俗
衜
敎
」）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
宮
原
は
、
自
身
の
専
門
は
文
学
研
究
で
あ
り
、
民
間
信
仰
は
専
門
で
な
い
と
は
っ
き
り

述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
専
門
と
す
る
文
学
研
究
（
白
話
文
学
）
が
「
民
間
信
仰
と
か
民
族
性
と
い
ふ
こ
と
に
對
し
て
も
關
係
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
少
文
學
硏
究
の
傍
ら
に
注
意
し
て
居
つ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す（

11
（

」
と
、
文
学
研
究
の
必
要
か
ら
、
民
間
信
仰
お
よ
び
道
教

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
宮
原
の
衜
教
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
言
及
を
時
系
列
で
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①　
「
衜
敎
と
老
子
」（『
東
洋
協
會
學
友
會
報
』
四
五
号
）
大
正
一
〇
年
二
月

　

②　
『
支
那
の
秘
密
結
社
』（
東
洋
硏
究
會
）
大
正
一
三
年
六
月

　

③　
「
衜
敎
と
迷
信
」（『
支
那
文
學
大
觀
』
一
一
巻
）
大
正
一
五
年
七
月

　

④　
「
支
那
の
通
俗
衜
敎
」（『
現
代
支
那
事
情
の
硏
究
』）
昭
和
三
年
六
月

　

⑤　
「
支
那
の
迷
信
的
結
社
に
就
い
て
」（『
拓
殖
大
學
論
集
』
三
巻
二
号
）
昭
和
八
年
二
月
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⑥　
「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」（『
新
更
論
集
』
七
巻
）
昭
和
一
三
年
八
月

　

⑦　
「
支
那
の
民
間
信
仰
」（『
東
洋
』
四
三
巻
八
号
）
昭
和
一
五
年
八
月

　

道
教
や
民
間
信
仰
に
対
す
る
宮
原
の
発
言
を
通
覧
す
る
と
き
、
時
間
軸
と
し
て
は
大
正
後
期
か
ら
昭
和
一
九
年
に
逝
去
す
る
ま
で
の
あ

い
だ
、
継
続
的
な
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
及
す
る
内
容
と
し
て
、
①
は
民
衆
の
信
仰
を
集
め
る
宗
教
と
し
て
の
道
教
を

簡
略
に
述
べ
、
②
⑤
は
道
教
信
仰
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
秘
密
結
社
に
触
れ
、
③
④
⑥
⑦
は
、
い
ず
れ
も
「
通
俗
衜
敎
」
に
つ
い
て
一
定

の
分
量
を
割
い
て
触
れ
て
い
る
。
①
③
⑤
は
論
文
、
②
は
著
作
、
④
⑥
⑦
は
講
演
の
筆
録
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
宮
原
の
道
教
語
り
の

代
表
例
と
み
な
せ
る
③
の
内
容
や
構
成
を
確
認
し
、
次
い
で
④
⑥
を
み
て
い
き
た
い
。

　

③
「
衜
敎
と
迷
信
」
は
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
支
那
文
學
大
觀 

第
十
一
巻
』（
支
那
文
學
大
觀
刊
行
會
）

の
「
論
叢
（
巻
頭
論
文
）」
と
し
て
書
か
れ
た
。
こ
の
『
支
那
文
學
大
觀 

第
十
一
巻
』
に
は
、
佐
藤
春
夫
・
伊
藤
貴
麿
・
今
東
光
ら
に
よ

る
「
今
古
奇
觀
」
の
邦
訳
が
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
解
題
は
宮
原
と
塩
谷
温
（
一
八
七
八
―
一
九
六
二
）
の
共
著
で
あ
り
、「
論
叢
」
は
宮
原

単
独
で
の
執
筆
と
な
る
。『
支
那
文
學
大
觀
』
は
、
大
正
一
五
年
三
月
か
ら
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
、
中
国
古
典

の
う
ち
戯
曲
小
説
を
邦
訳
し
た
叢
書
で
あ
り
、
全
体
の
監
修
者
に
は
塩
谷
の
名
が
据
え
ら
れ
る
も
の
の
、
全
一
四
巻
構
成
（
実
際
の
刊
行

は
九
冊
）
の
注
釈
者
や
解
題
、
論
叢
執
筆
の
分
担
な
ど
を
み
る
か
ぎ
り
、
宮
原
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

　

次
に
、
そ
の
内
容
を
章
ご
と
に
略
記
す
る
。「
第
一
章 

衜
敎
と
儒
敎
」
で
は
、
道
教
は
「
支
那
獨
特
の
宗
敎
」
で
あ
り
、「
一
般
民
衆
の

信
仰
の
中
心
で
あ
り
生
活
の
基
調
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
一
般
民
衆
の
「
衜
敎
的
雰
圍
氣
」
中
の
「
あ
り
の
ま
ま
な
る
生
活
の
記
錄
」
で

あ
る
小
説
や
戯
曲
を
み
る
う
え
で
、
道
教
が
果
た
し
た
役
割
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
ま
ず
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
と
対
比
す
る

形
で
儒
教
に
言
及
し
、
起
居
の
習
慣
や
家
族
・
主
従
・
師
弟
関
係
、
冠
婚
葬
祭
の
儀
式
な
ど
の
「
形
式
」
は
、
一
般
に
保
存
さ
れ
る
一
方
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で
科
挙
の
衜
具
と
さ
れ
、
徳
行
と
禍
福
を
結
び
付
け
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
そ
の
「
精
神
」
は
「
全
く
民
衆
か
ら
離
れ
て
」
い
る
と
述

べ
ら
れ
る
。「
第
二
章 

衜
敎
と
佛
敎
」
で
は
道
教
と
仏
教
を
対
比
し
、
政
治
的
に
は
仏
教
よ
り
道
教
へ
の
保
護
が
厚
か
っ
た
こ
と
や
、「
佛

敎
を
信
ず
る
者
は
比
較
的
上
流
の
者
」
に
多
く
、
仏
教
の
哲
学
的
部
分
と
通
俗
的
部
分
の
う
ち
、
通
俗
的
部
分
が
「
現
實
的
な
る
衜
敎
」

に
採
り
入
れ
ら
れ
「
一
種
衜
佛
混
合
の
宗
敎
」
に
な
っ
て
い
る
状
態
は
、「
衜
敎
が
民
衆
の
希
望
と
合
致
」
し
た
結
果
だ
と
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
に
、
儒
教
・
仏
教
と
道
教
の
対
比
が
な
さ
れ
、
道
教
が
一
般
民
衆
の
現
実
的
欲
求
に
応
え
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、

「
第
三
章 

現
實
的
の
宗
敎
」
以
降
、
道
教
の
概
略
が
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
示
す
と
、
中
国
の
人
心
が
望
む
幸
福
は
「
多
壽
」

「
多
福
」「
多
男
子
」
の
「
三
多
」
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
多
壽
」
に
関
わ
る
不
老
不
死
を
望
む
神
仙
説
が
道
教
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
（
第

三
章
）、
そ
の
神
仙
説
に
は
長
生
不
老
に
ま
つ
わ
る
迷
信
が
生
じ
、
五
行
説
・
讖
緯
説
・
災
祥
・
卜
筮
・
夢
な
ど
も
民
間
の
迷
信
で
あ
る
こ

と
（「
第
四
章 

長
生
不
老
の
迷
信
」）、
そ
れ
ら
の
迷
信
を
奉
ず
る
「
神
仙
家
」
お
よ
び
そ
の
流
れ
を
汲
む
「
方
士
」
は
黄
老
を
祖
師
と
尊

び
、
他
方
、
同
じ
く
黄
老
を
尊
ぶ
も
の
の
、
そ
れ
を
思
想
的
に
追
究
し
自
己
の
心
身
修
養
に
志
す
も
の
た
ち
は
「
衜
家
」
と
し
て
、「
神
仙

家
」「
方
士
」
と
は
区
別
さ
れ
る
（「
第
五
章 
衜
敎
と
老
子
の
關
係
」）。
そ
の
後
、
道
教
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
（「
第
六
章 

衜
敎
の
歷

史
」）、
民
間
の
道
教
信
仰
の
基
本
と
な
る
経
文
と
し
て
、「
太
上
感
應
篇
」「
陰
隲
文
」「
功
過
格
」
に
言
及
さ
れ
る
（「
第
七
章 

衜
敎
の
垩

典
」）。
そ
の
う
え
で
道
教
信
仰
に
つ
い
て
、「
長
生
久
視
を
理
想
と
し
て
仙
術
を
修
煉
す
る
信
仰
」
と
、「
長
生
久
視
を
目
的
と
せ
ず
、
目

前
の
吉
兇
禍
福
に
重
き
を
置
く
」
こ
と
の
二
面
が
指
摘
さ
れ
、
前
者
は
道
士
が
行
う
こ
と
で
あ
り
、
後
者
が
「
民
衆
の
衜
敎
信
仰
の
基
調
」

で
あ
る
こ
と
、「
一
般
民
衆
の
衜
敎
信
仰
は
、
す
べ
て
現
實
の
吉
兇
禍
福
を
祈
る
こ
と
が
主
要
」
だ
と
説
明
さ
れ
（「
第
八
章 

信
仰
の
兩

面
」）、
一
般
民
衆
の
信
仰
対
象
と
な
る
道
教
の
諸
神
が
列
挙
さ
れ
る
（「
第
九
章 

尊
信
せ
ら
る
る
諸
神
仙
」）。
そ
し
て
最
後
に
、
道
教
起

源
の
年
中
行
事
に
触
れ
ら
れ
た
あ
と
、「
支
那
の
小
說
戯
曲
等
を
看
る
場
合
に
は
特
に
衜
敎
の
槪
念
を
心
得
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
眞
髓
に
觸
れ

る
こ
と
は
出
來
な
い
」
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
注
意
が
促
さ
れ
る
（「
第
十
章 
一
般
の
迷
信
」）。
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以
上
の
構
成
か
ら
な
る
道
教
へ
の
言
及
は
、
こ
れ
以
降
に
宮
原
が
道
教
を
述
べ
る
際
の
ひ
な
型
と
し
て
捉
え
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
④

⑥
の
講
演
は
話
の
構
成
に
つ
い
て
触
れ
る
に
留
め
、
と
く
に
異
な
る
話
題
に
つ
い
て
の
み
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

　

④
「
支
那
の
通
俗
衜
敎
」
は
、
山
口
高
等
商
業
学
校
内
に
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
東
亞
經
濟
硏
究
會
」
と
提
携
し
、

毎
年
一
回
開
催
さ
れ
た
「
支
那
事
情
講
習
會
」
の
、
そ
の
第
四
回
講
習
会
（
昭
和
三
＝
一
九
二
八
年
六
月
）
で
講
演
さ
れ
た
内
容
の
筆
録

で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
宮
原
は
、「
衜
敎
は
世
界
に
於
て
支
那
だ
け
が
持
つ
て
居
る
宗
敎
」
で
あ
り
、
自
分
が
話
す
道
教
は
「
通
俗
衜
敎
」

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
老
子
や
荘
子
列
子
な
ど
の
「
一
種
の
哲
學
で
餘
程
高
尚
な
る
思
想
を
持
つ
た（

11
（

」
も
の
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
だ
と

述
べ
る
。
宮
原
の
口
か
ら
「
通
俗
衜
敎
」
な
る
表
現
が
語
ら
れ
た
の
は
、
文
献
上
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
で
は
こ
の
講
演
会
が
初
出
と
な
る
。

そ
の
後
の
話
の
構
成
は
、
儒
教
と
通
俗
道
教
の
違
い
、
通
俗
道
教
に
よ
る
老
子
の
取
り
込
み
、「
多
壽
」「
多
福
」「
多
男
子
」
の
「
三
多
」

と
、「
多
壽
」
と
関
係
す
る
方
士
や
神
仙
家
と
不
老
長
生
の
方
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
通
俗
道
教
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
た
あ
と
、
余
談
と

し
て
仙
人
の
特
徴
（
仙
人
の
住
む
場
所
は
現
実
世
界
に
あ
り
、
伴
侶
を
持
ち
、
苗
字
・
名
前
・
字
を
持
つ
な
ど
）
に
触
れ
、
通
俗
道
教
に

お
け
る
経
文
と
し
て
「
太
上
感
應
篇
」「
陰
隲
文
」「
功
過
格
」
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
信
仰
さ
れ
る
神
々
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
。

　

⑥
「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」
は
、
成
田
山
新
勝
寺
の
境
内
に
設
置
さ
れ
た
「
新
更
會
」
が
開
催
し
た
、「
第
拾
回 

新
更
夏
季
大

學
」（
昭
和
一
三
年
八
月
三
日
）
で
講
演
さ
れ
た
内
容
の
筆
録
と
な
る
。「
新
更
會
」
は
、
成
田
山
新
勝
寺
第
一
八
世
貫
首
で
あ
る
荒
木
照

定
（
一
八
九
二
―
一
九
六
五
）
に
よ
り
昭
和
三
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
、
青
年
に
対
す
る
社
会
教
育
施
設
で
あ
る（

1（
（

。
宮
原
の
講
演
は
、
そ

の
前
々
年
の
満
洲
事
変
お
よ
び
前
年
の
盧
溝
橋
事
件
を
承
け
て
い
る
ぶ
ん
、
時
局
色
の
濃
い
状
況
下
で
話
さ
れ
た
。
開
講
式
の
挨
拶
に
も
、

「
講
師
の
お
顏
觸
れ
と
い
ひ
、
或
は
御
演
題
と
い
ひ
、
事
變
色
を
濃
厚
に
採
入
れ
ら
れ
て
居
り
ま
す
る
（
…
…
）
戰
時
下
に
於
け
る
講
習
會

と
致
し
ま
し
て
は
洵
に
意
義
深
く
且
つ
適
切
な
も
の（

11
（

」
と
み
え
る
が
、
宮
原
の
講
演
は
こ
れ
ま
で
の
道
教
に
関
す
る
枠
組
み
を
踏
襲
し
て

お
り
、
時
局
に
関
連
す
る
話
題
を
時
折
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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講
演
全
体
の
構
成
は
、
民
間
信
仰
の
起
源
と
し
て
中
国
の
神
話
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
神
話
中
の
神
仙
譚
の
多
さ
、
生
身
の
ま

ま
神
仙
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
の
現
実
的
傾
向
、
道
家
と
宗
教
と
し
て
の
道
教
の
違
い
、
道
教
の
歴
史
、
秘
密
結
社
と
道
教
の
関
係

を
述
べ
た
あ
と
、
休
憩
を
挟
む
。
そ
の
後
、
儒
教
が
民
衆
か
ら
離
れ
た
理
由
、
儒
教
は
倫
理
で
あ
り
道
教
は
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

さ
ら
に
通
俗
文
学
と
道
教
の
関
係
に
つ
い
て
、「
黄
梁
夢
」「
老
生
兒
」
と
い
っ
た
戯
曲
の
ほ
か
、「
水
滸
傳
」「
三
國
志
」「
西
遊
記
」「
封
神

演
義
」「
紅
樓
夢
」
の
小
説
類
に
み
え
る
道
教
ま
た
は
道
仏
混
淆
の
要
素
に
つ
い
て
具
体
例
を
あ
げ
て
い
く
。
そ
し
て
、
通
俗
道
教
の
二
つ

の
面
を
指
摘
し
、
聖
典
と
し
て
「
太
上
感
應
篇
」「
陰
隲
文
」「
功
過
格
」
に
触
れ
、
竈
神
の
祭
祀
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
通
俗
道
教
に
関
す
る
お
お
よ
そ
の
説
明
を
加
え
た
あ
と
、
こ
れ
ま
で
の
話
題
が
、
同
時
代
に
お
け
る
中
国
の
「
國
民
性
と

ど
う
い
ふ
關
係
に
在
る
か
と
い
ふ
こ
と（

11
（

」
に
話
を
進
め
て
い
く
。
年
中
行
事
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
中
の
雰
囲
気
に
道
教
信
仰
が
浸
透
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
国
民
性
を
知
る
う
え
で
通
俗
道
教
研
究
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
視
点
か
ら
、
例
え
ば
日
本
人
と
中
国
人
の
「
死
」

に
対
す
る
態
度
の
違
い
が
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
中
国
人
が
「
死
」
を
前
に
し
た
時
の
行
動
（
死
刑
を
例
に
あ
げ
、
刑
の
執
行
前
は
喚

き
散
ら
す
が
、
い
ざ
執
行
と
な
る
と
却
っ
て
落
ち
着
く
な
ど
）
を
理
解
す
る
う
え
で
、
そ
の
行
動
が
「
支
那
の
宗
敎
か
ら
來
て
」
お
り
、

「
通
俗
信
仰
が
判
ら
ぬ
と
此
氣
持
も
判
り
ま（
せ
）ん（

11
（

」
と
、
内
面
を
知
る
た
め
の
通
俗
信
仰
と
い
う
視
点
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
後
、「
支

那
民
族
の
性
質
」「
特
殊
の
民
族
性
」
と
し
て
、
家
を
大
事
に
す
る
こ
と
、
現
実
の
利
益
を
願
う
こ
と
、
平
和
的
な
民
族
で
あ
る
こ
と
、
形

式
を
尊
ぶ
こ
と
、
忍
耐
力
が
あ
り
悠
長
な
こ
と
、
運
命
に
対
し
て
服
従
す
る
こ
と
の
六
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
と
の
対
比
か
ら

説
明
さ
れ
る
。
そ
の
民
族
性
の
観
点
か
ら
今
度
の
戦
争
に
つ
い
て
、「
日
本
人
は
短
氣
で
支
那
人
は
悠
長
で
あ
り
、
忍
耐
力
が
强
い
（
…
…
）

そ
の
國
民
性
と
國
民
性
の
戰
ひ
と
な
れ
ば
、
卽
ち
支
那
人
の
長
處
で
あ
る
忍
耐
と
悠
長
と
を
以
て
、
日
本
人
の
一
番
短
處
と
し
て
居
る
短

氣
、
忍
耐
力
に
乏
し
い
と
い
ふ
點
を
攻
撃
す
る（

11
（

」
な
ど
、
時
局
へ
の
注
意
を
促
し
て
講
演
を
終
え
る
。

　

い
ま
み
て
き
た
⑥
の
講
演
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
演
題
の
よ
う
に
「
民
間
信
仰
と
民
族
性
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
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は
「
通
俗
衜
敎
」
を
解
説
す
る
こ
と
か
ら
中
国
の
「
民
族
性
」、
あ
る
い
は
「
國
民
性
」
を
測
っ
て
い
こ
う
と
す
る
視
線
が
顕
著
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
の
仕
方
に
は
、
狩
野
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
同
時
代
で
あ
る
「
今
」
を
理
解
す
る
た
め
に
「
古
」
を
み
る
と
い

う
点
で
、
橘
と
同
じ
よ
う
に
「
今
」
と
「
古
」
を
連
続
的
に
捉
え
る
観
点
も
含
ま
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
前
に
言
及
さ
れ
た
宮

原
の
道
教
関
連
の
言
説
に
も
、
一
般
民
衆
の
行
動
や
考
え
を
把
握
し
て
い
く
と
い
う
視
点
自
体
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
例
え
ば

③
で
み
た
語
り
方
で
は
、
そ
れ
が
白
話
文
学
の
翻
訳
集
と
い
う
枠
内
で
の
言
及
で
も
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
く
ま
で
も
戯
曲
や
小
説
理
解
の

た
め
に
道
教
を
知
る
こ
と
の
意
義
が
説
か
れ
る
に
留
ま
り
、
そ
れ
を
「
民
族
性
」「
國
民
性
」
に
つ
な
げ
る
視
点
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
宮
原
が
道
教
を
「
民
族
性
」「
國
民
性
」
と
は
っ
き
り
結
び
付
け
て
語
る
こ
と
は
、
⑥
の
講
演
ま
で
前
景
化
し
て
い
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
が（

11
（

、
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
時
代
状
況
や
媒
体
、
あ
る
い
は
場
に
応
じ
た
柔
軟
な
道
教
語
り
を
展
開
し
て
い
た
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
宮
原
の
道
教
語
り
の
代
表
例
を
取
り
上
げ
、
あ
ら
ま
し
を
み
て
き
た
。
そ
の
語
り
方
は
、
白
話
文
学
研
究
の
立
場
か

ら
は
、
戯
曲
や
小
説
類
を
理
解
し
て
い
く
う
え
で
道
教
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
こ
の
点
だ
け
を
と
れ
ば
、

宮
原
に
と
っ
て
の
道
教
は
青
木
に
お
け
る
道
教
と
同
じ
位
相
に
あ
る
。
た
だ
し
、
青
木
に
お
い
て
は
古
典
に
対
す
る
道
教
（
神
仙
お
よ
び

哲
学
・
思
想
と
し
て
の
道
家
）
の
影
響
を
考
察
す
る
と
い
う
、
狩
野
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
古
」
に
焦
点
化
し
た
傾
向
が
強
く
み
て
と
れ
た
。

そ
の
点
で
、「
古
」
と
の
対
照
か
ら
「
今
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
関
心
は
希
薄
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
宮
原
に
は
、「
今
」
に

お
け
る
一
般
民
衆
の
行
動
や
考
え
を
理
解
す
る
う
え
で
、「
古
」
を
参
照
す
る
と
い
う
志
向
も
看
取
さ
れ
た
。
そ
の
「
今
」
を
理
解
す
る
う

え
で
参
照
さ
れ
る
「
古
」
と
し
て
、
と
く
に
道
教
お
よ
び
通
俗
道
教
に
積
極
的
な
関
心
を
宮
原
は
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
同
様
の
関
心
か
ら
、
道
教
的
な
信
仰
を
内
包
す
る
秘
密
結
社
に
つ
い
て
も
、
宮
原
は
発
言
し
て
い
る
（
②
⑤
）。
先
の
②
、
つ
ま

り
「
東
洋
講
座
」
の
講
座
本
の
な
か
で
中
国
の
秘
密
結
社
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
も
、
秘
密
結
社
は
「
い
づ
れ
も
民
間
信
仰
と
深
い
因
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緣
が
あ
る
か
ら
、
ま
づ
前
段
に
於
て
、
之
に
關
し
一
通
り
の
說
明
を
加（

11
（

」
え
る
と
し
、
前
半
部
分
で
は
通
俗
道
教
を
解
説
す
る
。
つ
づ
く

後
半
部
分
の
秘
密
結
社
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
の
多
く
を
平
山
周
「
支
那
革
命
党
及
秘
密
結
社
」（
明
治
四
四
年
一
一
月
）
に
拠
る
と
さ
れ

る
も（

11
（

、「
東
洋
硏
究
會
」
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
東
洋
講
座
」
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
た
同
講
座
本
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
生
き
た
硏
究
と
自
由

な
發
表
と
を
モ
ッ
ト
ー
」
と
し
て
お
り
、「
眞
の
知
識
と
興
味
と
を
併
有
す
る
、
生
き
た
東
洋
新
百
科
辭
典
を
作
ら
う
と
す
る（

11
（

」
こ
と
が
、

こ
の
研
究
会
の
目
的
で
も
あ
っ
た（

11
（

。
つ
ま
り
、
宮
原
が
語
る
通
俗
道
教
に
関
す
る
話
題
も
ま
た
「
生
き
た
硏
究
」
で
あ
り
、「
生
き
た
東
洋

新
百
科
辭
典
」
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
通
俗
道
教
を
語
る
こ
と
は
、
言
わ
ば
「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
た
め

の
視
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
点
、
宮
原
の
関
心
は
多
く
の
面
で
、
橘
と
の
共
通
性
が
指
摘
で
き
る
。
橘
に
お
け
る
道
教
へ
の
関
心
の
持
ち
方
も
「
今
」
を
理
解

す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
古
」
が
参
照
さ
れ
て
い
た
。
橘
も
ま
た
道
教
を
中
国
の
一
般
民
衆
の
あ
い
だ
で
「
活
き
て
働
く
宗
敎
」

と
表
現
し
て
い
た
よ
う
に
、「
生
き
た
／
活
き
た
」
観
点
を
重
視
す
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
橘
と
宮
原
に
よ
る
道
教
語
り
の
内
容

は
、「
今
」
と
「
古
」
を
連
続
的
に
捉
え
る
観
点
も
含
め
、
そ
の
多
く
が
共
有
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う

用
語
使
用
に
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
用
語
使
用
は
橘
や
中
野
ら
に
先
を
譲
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
は
そ
の
先
後
や
優
劣
で
は
な
く
、

両
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
場
に
お
い
て
、
他
者
を
み
る
視
線
に
共
通
性
が
あ
っ
た
の
だ
と
捉
え
て
お
き
た
い（

1（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
橘

の
視
点
に
は
社
会
改
良
的
な
文
脈
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
宮
原
の
視
点
に
は
そ
の
種
の
発
想
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
般
社
会
を
生

き
る
人
々
の
内
面
を
知
る
た
め
の
通
俗
信
仰
と
い
う
把
握
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
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五　

宮
原
民
平
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
―
「
支
那
」
理
解
の
た
め
の
語
り
―

　
青
木
正
児
や
橘
樸
と
同
時
代
に
活
動
し
た
宮
原
は
、
例
え
ば
青
木
の
よ
う
な
帝
大
系
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
と
対
照
す
る
と
き
、
道
教
へ
の

積
極
的
言
及
と
い
う
点
で
は
明
確
に
立
ち
位
置
を
異
に
し
て
い
る
。
道
教
に
つ
い
て
の
宮
原
の
関
心
は
、
あ
く
ま
で
も
専
門
と
す
る
文
学

研
究
の
「
傍
ら
」
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
関
心
の
持
ち
よ
う
は
、
支
那
文
学
、
な
か
で
も
白
話
文
学
を
対
象
と
す
る
う

え
で
は
民
衆
文
化
へ
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
民
衆
を
理
解
す
る
た
め
の
一
方
法
と
し
て
、
通
俗
性
を
も
っ
た
道
教
文
化
を

把
握
す
る
点
に
あ
っ
た
。
言
わ
ば
、「
生
き
た
支
那
」
と
い
う
「
今
」
を
理
解
す
る
た
め
の
視
座
と
し
て
、「
一
般
民
衆
の
信
仰
の
中
心
で

あ
り
生
活
の
基
調
」
で
あ
る
道
教
を
捉
え
る
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
先
に
は
個
別
に
触
れ
な
か
っ
た
塩
谷
温
も
、
彼
ら
と
同
時
期
を
代
表
す
る
支
那
文
学
（
と
く
に
白
話
文
学
）
研
究
者
で
あ
り
東

京
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
人
物
だ
が
、
彼
の
『
支
那
文
學
槪
論
講
話
』（
大
日
本
雄
辯
會
、
大
正
八
＝
一
九
一
九
年
九
月
）
や
他
の
発

言
を
徴
し
て
み
て
も
、
青
木
と
同
じ
く
神
仙
や
道
教
の
文
芸
中
へ
の
影
響
は
指
摘
す
る
も
の
の
、「
今
」
を
捉
え
る
視
点
へ
と
繋
げ
る
気
配

は
認
め
ら
れ
な
い（

11
（

。
し
か
し
塩
谷
自
身
、
戦
時
下
で
は
中
国
の
「
今
」
を
積
極
的
に
語
っ
て
も
い
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
三
民
主
義
を
は

じ
め
と
し
た
外
来
思
想
を
中
国
か
ら
排
し
、「
支
那
本
來
の
衜
」
で
あ
る
「
孔
子
の
敎
」
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
「
固
有
の
衜
德
」
に
よ
っ
て

「
支
那
を
復
興
せ
ん（

11
（

」
と
す
る
文
脈
か
ら
で
あ
り
、
宮
原
の
よ
う
に
、
一
般
民
衆
の
生
活
の
な
か
に
生
き
る
道
教
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
は
な
い
。
青
木
に
せ
よ
塩
谷
に
せ
よ
、
道
教
を
語
る
具
体
的
な
文
脈
は
同
じ
く
文
芸
の
う
ち
に
あ
り
、
宮
原
も
そ
れ
は
共
有
し
て
い
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
宮
原
が
「
今
」
を
捉
え
る
た
め
の
道
教
（
宗
教
と
し
て
の
道
教
）
に
も
注
目
し
て
い
た
の
に
比
べ
、
両
者
に
は
そ
の
視

点
は
希
薄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



― 94 ―

宮原民平と「通俗衜敎」

　

な
お
塩
谷
と
の
関
係
を
付
言
し
て
お
け
ば
、
塩
谷
と
宮
原
と
は
、
協
業
す
る
う
え
で
は
担
当
す
る
領
域
を
分
け
あ
っ
て
い
た
節
も
う
か

が
え
る
。
と
も
に
参
画
し
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
編
集
で
は
、
通
俗
道
教
に
対
す
る
解
説
は
宮
原
が
執
筆
し
て
い
た
が
、
前
節
の
④
で

触
れ
た
山
口
高
等
商
業
学
校
の
講
習
会
で
も
、
両
者
は
同
席
し
て
い
た
。
そ
こ
で
塩
谷
は
「
支
那
文
學
硏
究
の
新
方
面
」
と
題
し
た
、
専

門
で
あ
る
白
話
文
学
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
が
、「
支
那
の
硏
究
は
、
其
人
情
風
俗
を
知
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
（
…
…
）
其
人
情
風
俗

を
知
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
矢
張
り
現
代
の
文
學
に
一
と
通
り
目
を
通
す
必
要
が
あ
ら
う（

11
（

」
と
の
視
点
か
ら
、
文
学
研
究
の
意
義
を

述
べ
て
い
た
。
た
だ
し
そ
の
内
容
は
、
自
ら
が
発
見
し
た
「
三
言
二
拍
」
に
言
及
す
る
こ
と
が
主
で
あ
り
、「
人
情
風
俗
を
知
る
」
と
は
い

い
な
が
ら
も
、
宮
原
の
よ
う
に
通
俗
道
教
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
塩
谷
の
後
に
、
宮
原
は
通
俗
道
教
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
状
況
証
拠
的
で
は
あ
る
が
、
白
話
文
学
を
専
門
領
域
と
す
る
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が
作
用

し
な
が
ら
も
、
彼
ら
が
語
っ
た
内
容
は
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
と
も
理
解
で
き
る（

11
（

。

　

こ
こ
で
、
橘
樸
と
宮
原
に
目
を
移
せ
ば
、「
今
」
を
考
え
る
た
め
に
「
古
」
を
参
照
す
る
と
い
う
点
で
は
、
両
者
は
そ
の
方
向
性
を
共
有

し
て
い
た
。
仮
に
「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う
用
語
使
用
に
つ
い
て
は
橘
や
中
野
江
漢
ら
に
先
を
譲
る
に
せ
よ
、
橘
や
中
野
の
活
動
拠
点
が
外

地
、
つ
ま
り
当
時
は
中
国
大
陸
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
内
地
に
お
い
て
積
極
的
に
そ
の
表
現
や
視
点
を
共
有
し
た
人
物
と
し
て
、
宮
原
を

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
山
口
高
等
商
業
学
校
や
成
田
山
新
勝
寺
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
と
い
う
場
に
は
、
青
木
で
も
塩
谷
で

も
な
く
宮
原
が
出
向
き
、
通
俗
道
教
を
軸
と
し
た
中
国
社
会
や
民
族
性
を
解
説
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
宮
原
が
道
教
を
語
る
際
の
枠
組
み
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
ふ
り
返
る
と
、
橘
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
遡
れ
ば
狩
野
直
喜
に
よ
る
講

演
内
容
と
、
そ
の
多
く
が
通
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
狩
野
も
宗
教
と
し
て
の
道
教
を
語
り
、
そ
れ
が
「
一
般
支
那
人
の
思
想
、
感
情

或
は
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
の
視
点
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
道
教
の
歴
史
的
展
開
や
現
実
主
義
的
な
特
徴
を

述
べ
、「
太
上
感
應
篇
」
や
「
功
過
格
」
と
い
っ
た
善
書
に
言
及
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
現
実
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
指
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摘
す
る
。
宮
原
の
語
る
道
教
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
枠
組
み
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
新
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
地
の
孔
子
廟

の
閑
散
に
比
べ
て
道
教
寺
院
に
人
が
集
ま
る
様
子
か
ら
、
現
在
で
も
後
者
こ
そ
が
一
般
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
と
の
指
摘
や
、
死
刑
に
臨

む
中
国
人
の
態
度
を
道
教
信
仰
の
角
度
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
な
ど
の
、
同
時
代
社
会
へ
の
分
析
態
度
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
宮
原
の
語
る
道
教
の
特
徴
は
、
狩
野
や
服
部
ら
の
先
行
世
代
が
有
し
て
い
た
関
心
の
方
向
性
を
承
け
な
が
ら
、

そ
れ
を
内
地
に
お
い
て
繰
り
返
し
語
り
続
け
て
い
た
こ
と
自
体
に
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
基
本
的
な
語
り
の
枠
組
み
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
宮
原
は
「
今
」
へ
の
強
い
関
心
を
有
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
自
ら
の
専
門
と
も
関
わ
ら
せ
つ
つ
、
時
局
や
当
時
の
話
題

を
絡
め
た
継
続
的
な
語
り
を
展
開
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
狩
野
や
服
部
ら
の
後
継
世
代
で
あ
る
、
青
木
や
塩
谷
と
い
っ
た
支
那
学
者
（
と
く
に
白
話
文
学
研
究
者
）
た
ち
の
関
心
か
ら

は
退
い
て
い
た
視
点
を
、
同
じ
く
支
那
学
を
奉
ず
る
も
の
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
宮
原
が
引
き
受
け
て
い
た
と
も
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
宮
原
は
同
時
代
の
白
話
文
学
研
究
者
た
ち
の
な
か
で
、
通
俗
道
教
を
語
れ
る
立
ち
位
置
を
確
保

し
て
い
た
様
子
が
み
え
て
く
る
。
そ
の
立
ち
位
置
を
支
え
た
も
の
こ
そ
、「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
秘
密
結
社
を
含

め
た
通
俗
的
な
道
教
信
仰
へ
の
注
目
も
、
そ
の
目
的
の
た
め
の
方
法
と
し
て
あ
る
。
彼
の
継
続
的
な
語
り
も
、
橘
に
み
え
た
よ
う
な
改
良

的
な
発
想
は
み
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
内
面
を
知
る
と
い
う
、
文
学
研
究
の
足
場
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
内
地
に
お
い
て
当
時
の
「
支

那
」
を
理
解
す
る
た
め
の
参
照
点
を
示
し
続
け
た
人
物
と
し
て
、
宮
原
を
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
宮
原
民
平
に
お
け
る
学
術
お
よ
び
中
国
認
識
の
特
徴
、
そ
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
う
え
で
、
道
教
に
関
す
る
宮
原
の
言
説
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を
取
り
上
げ
て
き
た
。
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
て
捉
え
る
視
点
自
体
は
、
明
治
四
〇
年
代
を
俟
つ
こ
と
な
く
、
す
で
に
一
〇
年
代
よ

り
断
続
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
前
史
と
し
て
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
区
分
の
う
ち
、
一
般
民
衆
の
生
活
の
な
か
の
道

教
、
換
言
す
れ
ば
彼
ら
の
行
動
規
範
（
通
俗
道
徳
）
と
な
る
道
教
と
い
う
論
点
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
が
論
者
に
よ
っ
て
は
「
通
俗
衜
敎
」

と
表
現
さ
れ
な
が
ら
、「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
た
め
の
参
照
点
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
視
点
の
自
覚
的
な
発
言
者
は
、
外
地
で

は
橘
樸
や
中
野
江
漢
ら
で
あ
り
、
内
地
で
は
宮
原
が
そ
の
任
を
果
た
し
て
い
た
。

　

し
か
し
宮
原
ら
が
発
言
し
て
い
く
以
前
に
は
、
す
で
に
狩
野
直
喜
が
同
様
の
論
点
を
提
示
し
て
い
た
が
、
こ
の
狩
野
の
論
点
は
、
そ
の

弟
子
を
は
じ
め
と
す
る
帝
大
系
支
那
学
者
た
ち
の
関
心
か
ら
は
後
退
し
て
い
く
。
道
教
で
は
な
く
「
通
俗
衜
德
」
と
い
う
表
現
か
ら
同
様

の
関
心
を
示
し
て
い
た
服
部
宇
之
吉
も
ま
た
、
自
ら
の
学
生
に
は
道
教
研
究
を
勧
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
か
つ
て

狩
野
や
服
部
が
示
し
た
道
教
お
よ
び
通
俗
道
徳
に
関
す
る
視
点
を
、
支
那
学
（
お
も
に
白
話
文
学
）
研
究
者
と
い
う
立
場
か
ら
引
き
受
け

た
人
物
こ
そ
が
、
宮
原
民
平
で
あ
っ
た
。
宮
原
と
同
じ
く
白
話
文
学
研
究
を
専
門
と
し
た
青
木
正
児
や
塩
谷
温
と
い
っ
た
同
時
代
人
ら
も

ま
た
、
文
学
を
理
解
す
る
た
め
の
道
教
を
語
り
こ
そ
す
れ
、
宗
教
と
し
て
の
、
通
俗
と
し
て
の
道
教
に
大
き
な
関
心
を
示
し
た
と
は
い
え

な
い
。
こ
の
よ
う
な
対
照
か
ら
は
、
道
教
を
語
る
白
話
文
学
研
究
者
と
し
て
の
宮
原
と
い
う
立
ち
位
置
を
、
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
宮
原
の
立
ち
位
置
を
支
え
た
も
の
こ
そ
、「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
彼
の
「
支
那
」
理
解
も
導
か
れ

て
い
た
。

　

な
お
、
宮
原
の
学
術
に
つ
い
て
は
通
俗
道
教
の
ほ
か
、
白
話
文
学
は
も
と
よ
り
、
支
那
語
教
育
の
視
角
か
ら
も
検
証
を
加
え
て
い
く
必

要
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
別
稿
を
期
し
た
い
。
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注
（
1
）  
本
稿
で
は
、
現
在
の
中
国
大
陸
お
よ
び
そ
こ
に
樹
立
さ
れ
た
国
家
や
人
種
に
対
す
る
呼
称
と
し
て
、
歴
史
的
過
去
に
使
用
さ
れ
た
「
支
那
」
を
使

用
し
、
学
術
分
野
と
し
て
は
「
支
那
学
」
を
用
い
て
い
く
が
、
そ
こ
に
差
別
的
意
図
等
を
含
ま
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
括
弧
表
記
は
初
出
の
み

と
し
、
以
後
は
括
弧
な
し
で
記
述
す
る
（「
漢
学
」
も
同
じ
）。
な
お
、
文
中
で
は
必
要
に
応
じ
て
「
支
那
」「
中
国
」
の
語
を
と
く
に
断
り
な
く
使
い

分
け
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

（
2
）  

近
代
日
本
の
支
那
学
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
齋
藤
希
史
「「
支
那
学
」
の
位
置
」（『
日
本
思
想
史
学
』
三
九
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）
を
参
照
。

（
（
）  

京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
支
那
学
は
、
支
那
哲
学
・
文
学
の
狩
野
直
喜
、
支
那
文
学
の
鈴
木
虎
雄
（
一
八
七
八
―
一
九
六
三
）、
東
洋
史
の
内
藤
湖

南
（
一
八
六
六
―
一
九
三
四
）
と
い
っ
た
第
一
世
代
を
筆
頭
に
、
そ
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
青
木
正
児
、
小
島
祐
馬
（
一
八
八
一
―
一
九
六
六
）、
倉
石

武
四
郎
（
一
八
九
七
―
一
九
七
五
）、
吉
川
幸
次
郎
（
一
九
〇
四
―
一
九
八
〇
）
ら
の
面
々
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
学
術
は
、
青
木
や
小

島
ら
が
中
心
と
な
り
大
正
九
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
支
那
學
』
を
足
場
と
し
つ
つ
、
敗
戦
後
ま
で
た
し
か
な
足
取
り
を
示
し
て
い
く
（
雑
誌

の
終
刊
は
昭
和
二
二
年
八
月
）。

（
4
）  

東
京
お
よ
び
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
支
那
学
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
論
考
を
参
照
。
町
泉
寿
郎
「
島
田
重
礼
と
考
証
学
」、
同
「
東
京
大

学
と
古
典
講
習
科
」、
水
野
博
太
「
井
上
哲
次
郎
の
東
洋
哲
学
と
服
部
宇
之
吉
の
儒
教
倫
理
」（
以
上
、
牧
角
悦
子
・
町
泉
寿
郎
編
『
講
座
近
代
日
本

と
漢
学 

第
４
巻 

漢
学
と
学
芸
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）。

（
5
）  

東
京
お
よ
び
京
都
帝
大
に
お
け
る
支
那
学
を
官
学
と
す
れ
ば
、
私
学
ま
た
は
在
野
に
お
い
て
支
那
・
支
那
学
を
考
究
し
た
人
物
と
し
て
は
、
本
稿

で
論
ず
る
宮
原
民
平
の
ほ
か
、
慶
應
義
塾
大
学
の
奥
野
信
太
郎
（
一
八
九
九
―
一
九
六
八
）、
國
學
院
大
学
の
松
井
等
（
一
八
七
七
―
一
九
三
七
）、

同
志
社
大
学
の
藤
林
広
超
（
一
八
八
八
―
一
九
八
四
）、
上
海
日
日
新
聞
の
記
者
お
よ
び
支
那
通
と
し
て
知
ら
れ
た
井
上
紅
梅
（
一
八
八
一
―
一
九
四

九
？
）、
安
東
新
聞
や
南
満
洲
鉄
道
に
勤
務
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
柴
田
天
馬
（
一
八
七
二
―
一
九
六
三
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
6
）  

中
村
久
四
郎
『
現
代
日
本
に
於
け
る
支
那
學
硏
究
の
實
狀
』
で
言
及
さ
れ
る
「
支
那
學
及
び
東
洋
學
硏
究
」
と
関
わ
る
教
育
・
研
究
機
関
や
団
体

を
、
章
ご
と
に
摘
記
す
れ
ば
以
下
の
通
り
。【
第
一
章
】
東
京
帝
國
大
學
、
京
都
帝
國
大
學
、
東
北
帝
國
大
學
、
九
州
帝
國
大
學
、
京
城
帝
國
大
學
。

【
第
二
章
】
慶
應
義
塾
大
學
、
早
稻
田
大
學
、
諸
大
學
（
日
本
、
法
政
、
國
學
院
、
立
敎
、
立
正
、
大
正
、
駒
澤
、
龍
谷
、
大
谷
、
同
志
社
、
關
西
）。

【
第
三
章
】
帝
國
學
士
院
、
帝
室
博
物
館
、
東
洋
協
會
學
術
調
査
部
、
東
照
宮
三
百
年
記
念
會
育
英
奬
勵
會
、
東
洋
文
庫
、
靜
嘉
堂
文
庫
、
啓
明
會
。
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【
第
五
章
】
二
松
學
舍
、
斯
文
會
、
日
本
弘
衜
會
、
東
洋
大
學
、
善
隣
書
院
、
大
東
文
化
協
會
並
に
大
東
文
化
學
院
、
懷
德
堂
。【
第
十
一
章
】
東
亞

同
文
會
並
に
東
亞
同
文
書
院
、
東
洋
協
會
並
に
拓
殖
大
學
、
東
洋
文
化
學
會
、
中
日
文
化
協
會
、
東
亞
經
濟
硏
究
會
、
東
亞
事
情
硏
究
會
、
東
亞
硏

究
會
、
日
華
學
會
並
に
東
亞
高
等
豫
備
學
校
、
支
那
時
報
社
、
支
那
事
情
硏
究
社
。

（
7
）  
宮
原
は
明
治
三
五
年
入
学
の
た
め
、
入
学
時
期
で
数
え
れ
ば
三
期
生
と
な
る
が
、
在
学
中
に
従
軍
し
た
こ
と
に
よ
り
卒
業
が
一
年
遅
れ
て
い
る
（
当

時
は
三
年
課
程
）。
四
期
生
の
記
述
は
、
卒
業
年
次
で
数
え
る
こ
と
に
よ
る
。

（
8
）  

台
湾
協
会
学
校
は
、
明
治
三
六
年
三
月
の
「
専
門
学
校
令
」
に
準
拠
し
、
明
治
三
七
年
二
月
二
四
日
に
台
湾
協
会
専
門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。

な
お
、
台
湾
協
会
学
校
の
校
名
は
「
私
立
学
校
令
」（
明
治
三
二
年
）
に
拠
る
。

（
9
）  

拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
編
『
宮
原
民
平
―
拓
大
風
支
那
学
の
開
祖
―
』（
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）、『
拓
殖
大
学
百

年
史 

通
史
編
一
・
二
』（
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
二
〇
一
六
・
一
七
年
三
月
）、
篠
原
英
敏
「
雄
渾
の
こ
こ
ろ
―
宮
原
民
平
先
生
小
伝
―
（
上
・

下
）」（『
海
外
事
情
』
三
一
（
一
〇
・
一
一
）、
一
九
八
三
年
一
〇
・
一
一
月
）、
長
谷
部
茂
「
中
国
語
・
中
国
研
究
の
系
譜
」（『
外
国
語
・
地
域
研
究

の
系
譜
―
拓
殖
大
学
百
年
の
学
統
〈
２
〉』
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）
な
ど
。

（
10
）  

勝
山
稔
「
白
話
小
説
翻
訳
史
に
お
け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）。
同
「
２ 

近
代
日
本

に
お
け
る
翻
訳
」（
中
村
春
作
編
・
小
島
毅
監
修
『
訓
読
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
七
月
）。

（
11
）  

宮
原
民
平
「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」（『
新
更
論
集 

第
七
巻
』
新
更
會
刊
行
部
、
一
九
三
八
年
一
二
月
）。

（
12
）  

酒
井
忠
夫
「
日
本
に
お
け
る
道
教
研
究
」（『
道
教
の
総
合
的
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
三
月
）、
四
二
〇
頁
。

（
1（
）  

坂
出
祥
伸
『
道
教
と
は
な
に
か
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）、
二
六
三
頁
。
な
お
、
妻
木
の
研
究
を
「
道
教
研
究
に
開
拓
者
的
業

績
を
残
し
た
」
と
評
す
る
視
点
は
、
坂
出
以
前
に
も
酒
井
忠
夫
が
す
で
に
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
注（
12
）前
掲
論
文
）。

（
14
）  

横
手
裕
『
道
教
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
四
月
）、
三
―
二
一
頁
。
な
お
同
書
で
は
、
近
代
以
前
の
「
道
教
」
用
語
に
つ
い
て
も
整

理
さ
れ
る
。

（
15
）  

同
右
、
一
六
―
一
七
頁
。

（
16
）  

高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覽
』（
十
字
屋
、
一
八
八
一
年
一
一
月
）、
四
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、
煩
雑
と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
17
）  

戸
川
残
花
『
世
界
三
大
宗
敎
』（
博
文
館
、
一
八
九
五
年
一
一
月
）。
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
九
五
頁
、
二
九
七
頁
、
三
〇
七
頁
。



― 99 ―

宮原民平と「通俗衜敎」

（
18
）  

日
本
に
お
け
る
「
東
洋
史
」
の
出
現
は
、
明
治
二
七
年
に
中
等
教
育
の
科
目
名
称
と
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
藤
田
高
夫
「
東
洋
史
学
の
成
立
―

日
本
に
お
け
る
近
代
歴
史
学
形
成
の
一
側
面
」（『
講
座
近
代
日
本
と
漢
学 

第
４
巻 

漢
学
と
学
芸
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
を
参
照
。

（
19
）  
藤
田
豊
八
編
『
中
等
敎
科
東
洋
史
（
巻
一
・
二
）』（
文
學
社
、
一
八
九
六
年
七
月
）。
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
三
丁
、
四
六
丁
、
一
〇
九
丁
。

（
20
）  

「
東
洋
史
」
の
教
科
書
の
う
ち
、
影
響
力
の
大
き
さ
を
指
摘
さ
れ
る
も
の
に
、
桑
原
隲
蔵
『
中
等
東
洋
史
（
上
下
巻
）』（
大
日
本
圖
書
、
一
八
九
八

年
三
―
五
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
道
教
の
独
立
し
た
立
項
は
な
く
、「
第
九
編
第
二
章 

玄
宗
の
治
政
」
中
に
記
述
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

た
だ
し
そ
こ
で
も
、「
衜
敎　

衜
敎
は
支
那
に
起
り
し
一
種
の
宗
敎
な
り
」（
上
巻
、
二
四
五
頁
）
と
、
宗
教
と
し
て
言
及
さ
れ
、
神
仙
や
不
老
長
生
、

老
子
や
荘
子
・
列
子
に
付
会
し
て
祖
師
と
な
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。

（
21
）  

古
城
貞
吉
『
支
那
文
學
史
』（
經
濟
雜
誌
社
、
一
八
九
七
年
五
月
）、
二
八
九
頁
。

（
22
）  

笹
川
種
郎
『
支
那
文
學
史
』（
博
文
館
、
一
八
九
八
年
八
月
）。
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
四
六
頁
、
一
三
二
―
一
三
三
頁
。

（
2（
）  

松
本
文
三
郎
『
支
那
哲
學
史
』（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
一
八
九
八
年
頃
）、
一
三
五
頁
。

（
24
）  

同
時
期
に
流
行
し
た
「
支
那
文
学
史
」
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
信
「
明
治
期
刊
行
の
中
国
文
学
史
―
そ
の
背
景
を
中
心
に
―
」

（
川
合
康
三
編
『
中
国
の
文
学
史
観
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）、
杜
軼
文
「「
中
国
文
学
史
」
の
成
立
」（『
講
座
近
代
日
本
と
漢
学 

第
４
巻 

漢

学
と
学
芸
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
を
参
照
。「
支
那
哲
学
史
」
に
つ
い
て
は
、
坂
出
祥
伸
『
東
西
シ
ノ
ロ
ジ
ー
事
情
』（
東
方
書
店
、
一

九
九
四
年
四
月
）
を
参
照
。

（
25
）  

同
じ
内
容
の
も
の
は
、
雑
誌
『
禅
宗
』
一
六
八
号
（
明
治
四
一
年
八
月
）
に
も
「
衜
敎
の
衜
德
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
表
現
は
所
々
異

な
る
も
の
の
、
や
は
り
同
趣
旨
の
内
容
が
『
六
大
新
報
』
二
四
二
―
二
四
五
号
（
一
九
〇
八
年
四
月
―
五
月
）
に
「
衜
敎
の
衜
德
」
と
し
て
、
四
回

に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
る
。
な
お
、
狩
野
に
は
「
衜
敎
に
於
け
る
迷
信
」（
支
那
學
會
、
明
治
四
一
年
一
月
）、「
支
那
人
の
迷
信
」（
宗
敎
學
會
、
明
治
四

一
年
三
月
）、「
文
昌
帝
の
崇
拜
」（
支
那
學
會
、
明
治
四
四
年
九
月
）
な
ど
の
講
演
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
関
わ
る
草
稿
が
「
支
那
人
の
通
俗
衜
德
及
び

宗
敎
思
想
」（『
讀
書
籑
餘
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
六
月
）
と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
ま
と
ま
り
に
欠
け
る
資
料
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
大

き
く
取
り
上
げ
な
い
。

（
26
）  

狩
野
直
喜
「
衜
敎
の
衜
德
に
就
き
て
」（『
支
那
學
文
藪
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
四
月
）、
三
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、
煩
雑

と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。
文
中
の
誤
字
は
、
初
出
の
新
聞
記
事
に
よ
り
修
正
し
た
。
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（
27
）  

狩
野
直
喜
「
支
那
人
の
通
俗
衜
德
及
び
宗
敎
思
想
」（『
讀
書
籑
餘
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
六
月
）、
一
九
七
頁
。

（
28
）  

狩
野
直
喜
「
支
那
硏
究
に
就
て
」。
引
用
は
『
支
那
學
文
藪
』
よ
り
。

（
29
）  
服
部
宇
之
吉
「
善
書
に
就
い
て
」（『
增
訂 

支
那
硏
究
』
京
文
社
、
一
九
二
六
年
五
月
）、
四
八
三
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、
煩
雑

と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
（0
）  

儒
・
仏
・
道
全
体
の
視
点
か
ら
捉
え
る
服
部
の
手
つ
き
は
、
彼
が
宗
教
と
し
て
の
「
儒
教
」
と
倫
理
衜
徳
思
想
と
し
て
の
「
孔
子
教
」
と
を
分
け

て
考
え
る
際
に
も
看
取
で
き
る
。
宗
教
と
倫
理
衜
徳
を
分
け
る
服
部
は
、
さ
ら
に
道
教
の
こ
と
を
「
老
子
の
説
」
の
意
味
で
も
使
用
す
る
（
服
部
宇

之
吉
『
東
洋
倫
理
綱
要
』
大
日
本
漢
文
學
會
、
一
九
一
六
年
二
月
）。

（
（1
）  

小
柳
が
大
正
一
二
年
一
一
月
に
出
版
し
た
『
衜
敎
槪
說
』（
世
界
文
庫
刊
行
會
）
は
、「
衜
敎
は
、
支
那
民
族
の
一
大
宗
敎
な
る
も
（
…
…
）」（「
は

し
が
き
」）
と
述
べ
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
を
解
説
す
る
手
頃
な
刊
行
物
と
し
て
は
国
内
で
最
初
期
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
宮
原
も
橘
も
、
そ
の

内
容
を
基
本
的
に
は
踏
襲
す
る
。
な
お
、
拓
殖
大
学
八
王
子
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
内
に
設
置
さ
れ
る
「
宮
原
文
庫
」
に
は
、
小
柳
の
同
書
も
収

蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
宮
原
に
よ
る
と
思
し
き
書
き
込
み
（
線
引
き
）
も
認
め
ら
れ
る
。

（
（2
）  

狩
野
と
服
部
は
、
哲
学
と
し
て
の
道
教
（
道
家
）
に
つ
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
言
及
し
て
い
る
。
京
都
帝
国
大
学
の
哲
学
科
普
通
講
義
で
述
べ
ら
れ

た
内
容
を
後
年
に
ま
と
め
た
、
狩
野
直
喜
『
中
國
哲
學
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
一
二
月
）、
お
よ
び
、
服
部
宇
之
吉
『
東
洋
倫
理
綱
要
』
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
（（
）  

狩
野
は
明
治
三
三
年
四
月
に
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
北
京
に
赴
く
。
服
部
も
明
治
三
二
年
九
月
に
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
北
京
に
赴
い
た
。

両
者
は
明
治
三
三
年
六
月
、
義
和
団
事
件
に
遭
遇
し
、
北
京
の
帝
国
公
使
館
に
籠
城
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
服
部
が
後
年
に

事
変
を
回
顧
し
た
『
北
京
籠
城
日
記
』（
大
正
一
五
年
七
月
）
に
詳
し
い
。
こ
の
籠
城
を
機
縁
と
し
て
深
ま
っ
た
狩
野
と
服
部
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

狩
野
直
喜
「
服
部
先
生
の
思
出
」（『
讀
書
籑
餘
』）
を
参
照
。

（
（4
）  

よ
り
政
治
的
な
文
脈
で
は
、
台
湾
総
督
府
に
よ
る
旧
慣
調
査
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
現
地
住
人
た
ち
を
観
察
す
る
視
点
も
、
狩
野
と
服
部
に
影
響

を
与
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
狩
野
は
台
湾
総
督
府
に
よ
る
旧
慣
調
査
の
「
臨
時
臺
灣
舊
慣
調
査
會
第
一
部
報
告
」
に
あ
た
る
『
淸
國
行
政
法
』

の
編
纂
委
員
に
推
挙
さ
れ
て
お
り
、
服
部
も
、
台
湾
で
は
な
い
が
京
城
に
赴
任
す
る
な
ど
、
同
時
代
の
外
地
経
営
に
そ
れ
な
り
の
深
度
で
関
与
し
て

い
る
。
後
述
の
橘
樸
が
台
湾
総
督
府
に
よ
る
旧
慣
調
査
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
点
も
含
め
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
を
語
る
う
え
で
は
、
当
時
の
植
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民
地
政
策
と
の
関
係
性
を
丁
寧
に
検
証
す
る
必
要
も
あ
る
。

（
（5
）  
「
先
學
を
語
る
―
服
部
宇
之
吉
博
士
―
」（
東
方
学
会
編
『
東
方
学
回
想
Ⅰ 

先
学
を
語
る
（
１
）』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）、
一
二
三

頁
。

（
（6
）  

橋
本
循
「
創
見
に
満
ち
た
文
学
史
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
一
巻
』
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）、
五
八
三
―
五
八
四
頁
。

（
（7
）  

青
木
正
児
「
支
那
小
說
の
溯
源
と
神
仙
說
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
二
巻
』
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
七
月
）、
一
四
九
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ

り
行
う
が
、
煩
雑
と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
（8
）  

青
木
正
児
「
儒
林
外
史
を
讀
む
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
二
巻
』
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
七
月
）、
一
七
四
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、

煩
雑
と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
（9
）  

神
仙
説
の
ほ
か
、
迷
信
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
儒
教
的
な
礼
教
、
風
水
説
、
勧
戒
主
義
が
あ
る
。
青
木
は
『
儒
林
外
史
』
の
こ
れ
ら
旧
習

を
批
判
す
る
筆
致
に
、
写
実
主
義
お
よ
び
自
然
主
義
的
な
視
線
と
、
さ
ら
に
は
理
想
主
義
的
な
志
向
を
読
み
込
む
。
そ
の
立
場
か
ら
『
儒
林
外
史
』

を
高
く
評
価
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
評
価
軸
は
近
代
文
学
的
な
価
値
観
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
40
）  

青
木
正
児
「
支
那
文
藝
と
倫
理
思
想
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
一
巻
』
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）、
一
五
二
頁
。

（
41
）  

以
下
、
橘
に
関
す
る
情
報
は
、
山
本
秀
夫
編
『
橘
樸
と
中
国
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年
五
月
）、
山
田
辰
雄
ほ
か
編
『
橘
樸 

翻
刻
と
研
究
―

『
京
津
日
日
新
聞
』
―
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
に
よ
る
。
煩
瑣
と
な
る
た
め
、
参
照
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
42
）  

近
年
、
橘
を
思
想
史
的
角
度
か
ら
再
検
証
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
趙
東
旭
氏
や
谷
雪
妮
氏
に
よ
る
一
連
の
論
考
が
そ
れ
だ
が
、
例
え
ば
谷
氏

は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
思
想
史
で
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
位
置
に
あ
っ
た
橘
を
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
思
想
史
と
い
う
視
点
か
ら
再
定
位
す
る

（
谷
雪
妮
「「
越
境
者
」
の
思
想
史
―
橘
樸
と
中
国
」（
博
士
論
文
）
京
都
大
学
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）。
そ
の
た
め
、
橘
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

表
現
す
る
こ
と
は
不
十
分
な
面
も
あ
る
が
、
本
稿
は
橘
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
従
来
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
お
く
。

（
4（
）  

橘
の
道
教
論
は
戦
後
に
も
あ
ら
た
め
て
、
中
野
江
漢
の
編
集
に
よ
り
『
衜
敎
と
神
話
傳
說
―
中
國
の
民
間
信
仰
―
』（
改
造
社
、
一
九
四
八
年

一
月
）
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
44
）  

橘
樸
『
衜
敎
』（
支
那
風
物
硏
究
會
、
一
九
二
五
年
三
月
）、
二
頁
。

（
45
）  

注（
4（
）前
掲
書
、
二
八
五
―
二
八
六
頁
。
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（
46
）  

「
聊
齋
研
究
」
の
引
用
は
、
注（
41
）山
田
ほ
か
前
掲
書
よ
り
。
煩
瑣
と
な
る
た
め
、
参
照
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
47
）  

注（
41
）山
田
ほ
か
前
掲
書
、
注（
42
）谷
論
文
。

（
48
）  
注（
11
）前
掲
論
文
、
一
五
一
頁
。

（
49
）  
『
支
那
文
學
大
觀
』
刊
行
の
意
義
や
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
も
の
は
、
以
下
の
勝
山
稔
氏
に
よ
る
論
考
が
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
。
勝
山
稔
「
白
話
小

説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
―
文
言
・
白
話
小
説
の
受
容
方
法
を
中
心
に
―
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』

二
三
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）、
同
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
停
刊
と
共
立
社
の
関
係
を
中
心
と
し
て
―
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
四
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究

科
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）。

（
50
）  

宮
原
民
平
「
支
那
の
通
俗
衜
敎
」（『
現
代
支
那
事
情
の
硏
究
』、
大
阪
屋
號
書
店
、
一
九
二
八
年
九
月
）、
一
三
七
頁
。

（
51
）  

「
新
更
會
」
は
、
寮
の
建
設
と
合
宿
講
習
会
、
時
局
講
演
会
、
地
方
支
部
出
張
講
習
会
、
機
関
誌
『
新
更
』
の
発
行
、
夏
季
大
学
速
記
録
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
出
版
、
地
方
農
村
へ
の
巡
回
文
庫
の
開
設
な
ど
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
た
が
、
国
家
主
義
思
想
の
宣
伝
に
よ
る
戦
争
協
力
の
理
由
で
昭

和
二
一
年
に
解
散
し
た
。
詳
し
く
は
、
神
崎
照
恵
「
大
僧
正
荒
木
照
定
伝
」（『
密
教
文
化
』
九
九
、
一
九
七
二
年
六
月
）
を
参
照
。

（
52
）  

大
野
濱
藏
「
挨
拶
」（『
新
更
論
集 

第
七
巻
』
新
更
會
刊
行
部
、
一
九
三
八
年
一
二
月
）、
六
頁
。

（
5（
）  

注（
11
）前
掲
論
文
、
一
七
八
頁
。

（
54
）  

同
右
、
一
八
三
頁
。

（
55
）  

同
右
、
一
八
七
頁
。

（
56
）  

石
田
憲
司
主
編
『
道
教
関
係
文
献
総
覧
』（
風
響
社
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
に
は
、
宮
原
に
よ
る
道
教
言
説
と
し
て
、「
支
那
の
民
間
信
仰
と
国

民
性
」（『
東
亜
』
一
九
三
〇
年
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
該
文
献
は
残
念
な
が
ら
入
手
で
き
ず
未
見
だ
が
、
論
題
か
ら
は
通
俗
道
教
と
国
民
性
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
。
仮
に
そ
の
場
合
、
宮
原
が
通
俗
道
教
を
中
国
人
の
国
民
性
（
あ
る
い
は
民
族
性
）
と
結
び
付
け
た

発
言
は
、
昭
和
五
年
時
点
で
す
で
に
前
景
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。
掲
載
誌
の
性
格
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
宮
原
が
媒
体
や
場
に
応

じ
た
柔
軟
な
道
教
語
り
を
展
開
し
て
い
た
、
一
つ
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。

（
57
）  

『
支
那
の
秘
密
結
社
』（
東
洋
硏
究
會
、
一
九
二
四
年
六
月
）、「
ま
へ
が
き
」
よ
り
。
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（
58
）  

伊
達
宗
義
「
宮
原
民
平
／
支
那
秘
密
結
社
」（『
拓
殖
大
学
百
年
史
研
究
』
一
一
号
、
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）。

（
59
）  
注（
57
）前
掲
書
、
巻
末
「
東
洋
講
座
の
發
刊
に
就
て
」
よ
り
。

（
60
）  
「
東
洋
硏
究
會
」
は
、
台
湾
協
会
の
後
身
に
あ
た
る
東
洋
協
会
の
有
志
学
者
同
人
に
よ
っ
て
、
大
正
一
二
年
に
設
け
ら
れ
た
。
会
員
は
宮
原
の
ほ

か
、
満
川
亀
太
郎
、
大
川
周
明
、
安
岡
正
篤
、
山
口
察
常
、
松
井
等
、
古
城
貞
吉
ほ
か
、
一
二
名
。

（
61
）  

例
え
ば
、
中
国
大
陸
の
民
衆
に
注
目
す
る
視
線
自
体
は
、
宮
原
も
早
く
か
ら
公
に
し
て
い
る
（「
支
那
人
と
其
運
命
」『
實
業
の
世
界
』
一
三
（
一

三
・
一
五
・
一
六
）、
一
九
一
六
年
六
月
―
八
月
）。

（
62
）  

塩
谷
温
『
支
那
文
學
槪
論
講
話
』
に
焦
点
化
し
、
そ
の
成
立
や
文
脈
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
前
川
晶
「
塩
谷
温
と
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
に

つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
が
あ
る
。

（
6（
）  

塩
谷
温
「
善
隣
の
長
計
」（『
國
際
觀
光
』
七
（
一
）、
一
九
三
九
年
一
月
）、
五
―
六
頁
。

（
64
）  

塩
谷
温
「
支
那
文
學
硏
究
の
新
方
面
」（『
現
代
支
那
事
情
の
硏
究
』、
大
阪
屋
號
書
店
、
一
九
二
八
年
九
月
）、
一
一
五
頁
。

（
65
）  

塩
谷
と
宮
原
は
個
人
的
な
親
交
を
も
つ
、
友
人
同
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
塩
谷
が
戦
後
ま
も
な
く
翻
訳
出
版
し
た
『
西
廂
記
』（
昌
平
公
司
、

一
九
四
七
年
九
月
）
の
「
序
」
に
は
、
次
の
一
文
が
あ
る
。「
明
治
の
末
、
余
が
笈
を
湖
南
に
負
ひ
、
葉
煥
彬
先
生
に
從
つ
て
元
曲
を
學
べ
る
際
偶
々

北
京
發
行
の
同
人
雜
誌
「
燕
塵
」
に
同
地
留
學
中
の
亡
友
、
宮
原
天
樵
の
第
六
才
子
書
の
歌
譯
を
讀
み
て
、
一
讀
快
と
稱
し
（
…
…
）
歸
朝
の
際
、

上
海
に
て
購
へ
る
縮
刷
影
印
の
陳
眉
公
批
評
西
廂
記
を
天
樵
に
贈
り
し
に
、
天
樵
は
早
速
西
廂
歌
劇
を
出
版
せ
り
」（
二
頁
）。
こ
の
「
天
樵
」
は
宮

原
の
号
で
あ
り
、
友
人
で
あ
る
宮
原
に
贈
っ
た
「
縮
刷
影
印
の
陳
眉
公
批
評
西
廂
記
」
は
、
そ
れ
と
思
し
き
現
物
が
、
拓
殖
大
学
八
王
子
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
図
書
館
内
に
設
置
さ
れ
た
「
宮
原
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
原
が
出
版
し
た
「
西
廂
歌
劇
」
と
は
、
宮
原
の
師
に
あ
た
る
金

井
保
三
（
一
八
七
一
―
一
九
一
七
）
と
の
共
訳
で
刊
行
さ
れ
た
『
西
廂
歌
劇
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
一
四
年
九
月
）
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
金
井

と
も
、
塩
谷
は
友
人
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
支
那
文
學
槪
論
講
話
』
中
で
も
塩
谷
は
金
井
に
言
及
す
る
）。
塩
谷
と
宮
原
の
協
業
を
考

え
る
際
に
は
、
両
者
間
の
個
人
的
な
交
際
関
係
も
視
野
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　 

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
四
日
）
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〈
論
文
〉

後
藤
新
平
と
拓
殖
大
学

―
後
藤
新
平
文
書
か
ら
判
明
し
た
台
湾
協
会
時
代
か
ら
の
絆

伏　

見　

岳　

人

要
旨　
　

本
論
文
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
版
後
藤
新
平
文
書
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
桂
太
郎
や
小
松
原
英
太
郎
ら
の
後
藤
新
平
宛
書
簡
な
ど
の
資
料
を
読

み
解
き
、
台
湾
協
会
学
校
、
東
洋
協
会
専
門
学
校
、
拓
殖
大
学
に
至
る
ま
で
の
学
校
運
営
に
、
後
藤
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
、
一
次
資
料

に
基
づ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
草
創
期
の
台
湾
協
会
学
校
に
対
す
る
台
湾
総
督
府
の
補
助
金
交
付
や
、
日
露
戦
後
の
東
洋
協
会
へ
の
組
織
改
編

過
程
、
桂
没
後
の
小
松
原
会
長
時
代
の
拓
殖
館
設
立
構
想
な
ど
に
関
す
る
後
藤
の
関
与
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年

に
小
松
原
の
後
を
継
い
で
東
洋
協
会
会
長
と
拓
殖
大
学
学
長
に
就
任
す
る
過
程
を
、
当
時
の
資
料
か
ら
あ
ら
た
め
て
再
現
し
、
植
民
地
経
営
に
尽
力

す
る
人
材
育
成
に
後
藤
が
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
様
相
を
歴
史
資
料
か
ら
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
後
藤
新
平
、
拓
殖
大
学
、
東
洋
協
会
、
台
湾
協
会
、
植
民
地
経
営
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一　

は
じ
め
に

　

政
党
内
閣
が
本
格
的
に
展
開
し
た
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
、
次
の
総
理
大
臣
候
補
と
し
て
そ
の
名
が
た
び
た
び
取
り
沙
汰
さ
れ
た

後
藤
新
平
は
、
国
民
指
導
者
と
し
て
様
々
な
社
会
団
体
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
数
多
く
の
社
会
団
体
の
中
で
、
後
藤
が
最

も
古
く
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
の
が
、
東
洋
協
会
と
拓
殖
大
学
で
あ
る
。
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
台
湾
協
会
と
し
て
設
立
し
、
明
治

四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
改
称
し
た
東
洋
協
会
に
後
藤
は
初
期
か
ら
深
く
関
わ
り
続
け
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
か
ら
晩
年
の
一
〇
年

間
、
会
長
と
し
て
そ
の
運
営
に
従
事
し
た
。
ま
た
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
創
設
さ
れ
た
台
湾
協
会
学
校
と
も
当
初
か
ら
関
係
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
後
身
に
あ
た
る
拓
殖
大
学
の
第
三
代
学
長
を
大
正
八
年
か
ら
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
ま
で
務
め
て
い
く
。

　

東
洋
協
会
会
長
お
よ
び
拓
殖
大
学
学
長
と
し
て
後
藤
が
残
し
た
業
績
の
最
た
る
も
の
は
、
拓
殖
大
学
の
大
学
昇
格
と
独
立
し
た
財
団
法

人
化
で
あ
っ
た
。
後
藤
が
学
長
に
就
任
し
た
際
、
拓
殖
大
学
は
ま
だ
四
年
修
業
の
専
門
学
校
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
新
大
学
令
に
基

づ
く
大
学
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
五
〇
万
円
の
供
託
基
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
後
藤
は
大
学
へ
の
昇
格
運
動
を
推
進
し
、
旧
知
の
台
湾

に
お
け
る
複
数
の
製
糖
会
社
か
ら
多
額
の
寄
付
金
を
集
め
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
六
月
に
、
大
学
認
可
と
、
東
洋
協
会
か
ら
独
立

し
た
財
団
法
人
化
を
見
事
に
な
し
と
げ
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
、
後
藤
の
亡
く
な
っ
た
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
追
悼
録
の
中
で
、
拓
殖
大
学

教
授
の
宮
原
民
平
が
真
っ
先
に
紹
介
し（

1
（

、
後
藤
新
平
の
正
伝
の
中
で
も
、
そ
の
宮
原
の
文
章
を
引
用
し
な
が
ら
論
及
さ
れ
て
い
る（

2
（

。
ま
た
、

拓
殖
大
学
の
正
史
『
拓
殖
大
学
百
年
史
』
も
、
宮
原
の
回
想
を
参
照
し
つ
つ
、
大
学
昇
格
と
財
団
法
人
化
を
後
藤
学
長
時
代
の
最
大
の
事

業
と
し
て
描
い
て
お
り（

（
（

、
そ
の
叙
述
に
基
づ
い
て
福
田
勝
幸
氏
が
、
拓
殖
大
学
と
後
藤
新
平
の
絆
を
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る（

4
（

。

　

こ
れ
ら
の
充
実
し
た
拓
殖
大
学
史
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、
後
藤
新
平
の
文
書
を
手
が
か
り
に
、
台
湾
協
会
学
校
、
東
洋
協
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会
専
門
学
校
、
拓
殖
大
学
と
後
藤
新
平
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
新
た
な
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
藤
新
平
の
手
元
に
残
っ

た
資
料
の
中
に
は
、
桂
太
郎
や
小
松
原
英
太
郎
な
ど
の
学
校
関
係
者
か
ら
の
書
簡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
後
藤
と
拓
殖
大
学
の
関
わ
り
を
新
た
に
示
す
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
政
治
家
同
士
の
私
的
な
通

信
で
あ
り
、
公
文
書
や
会
報
な
ど
の
公
的
な
書
類
に
基
づ
い
て
論
述
さ
れ
て
き
た
正
史
に
対
し
て
、
い
わ
ば
裏
側
か
ら
描
き
直
す
た
め
の

材
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
書
簡
は
ご
く
断
片
的
な
内
容
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル
資
料
集
「
オ
ン
ラ
イ

ン
版
後
藤
新
平
文
書
」（
丸
善
雄
松
堂
、
二
〇
二
一
年（

5
（

）
を
用
い
て
網
羅
的
に
収
集
し
た
上
で
、
正
史
の
叙
述
や
素
材
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
桂
太
郎
と
い
う
強
大
な
政
治
家
を
創
始
者
に
も
ち
、
そ
の
側
近
で
あ
る
後
藤
新
平
の
指
導
を
直
接
仰
い
だ
台
湾
協
会
学
校
―
拓
殖

大
学
の
特
徴
を
、
よ
り
立
体
的
か
つ
豊
潤
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

以
下
で
は
、
概
ね
時
代
順
に
沿
っ
て
、
後
藤
と
大
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
一
次
資
料
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
第
二
節
で
は
、

草
創
期
の
台
湾
協
会
学
校
に
台
湾
総
督
府
が
補
助
金
を
交
付
す
る
際
に
民
政
長
官
の
後
藤
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
次
の

第
三
節
で
は
、
第
一
期
卒
業
生
が
就
職
し
た
後
、
日
露
戦
争
中
に
台
湾
協
会
学
校
の
方
針
に
つ
い
て
後
藤
ら
が
交
わ
し
た
議
論
を
取
り
上

げ
る
。
続
く
第
四
節
は
、
第
一
次
桂
内
閣
が
下
野
し
た
後
に
、
台
湾
協
会
が
東
洋
協
会
に
組
織
改
編
さ
れ
る
際
の
や
り
取
り
を
扱
う
。
そ

し
て
第
五
節
で
は
、
桂
没
後
に
小
松
原
英
太
郎
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
時
期
を
ふ
り
か
え
る
。
そ
の
上
で
、
最
後
の
第
六
節
に
お
い
て
、

後
藤
が
小
松
原
の
後
任
に
就
任
す
る
経
過
に
つ
い
て
、
様
々
な
資
料
に
基
づ
い
て
再
検
討
を
試
み
る
。

　

な
お
、
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
直
し
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
、
句
読
点
を
付
す
な
ど
、
読
み
や
す
さ
を

考
慮
し
て
適
宜
修
正
を
加
え
た
。（　

）
は
原
注
を
、〔　

〕
は
筆
者
に
よ
る
補
注
を
意
味
す
る
。
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二　

台
湾
協
会
学
校
へ
の
補
助
金
交
付

　

台
湾
協
会
学
校
と
後
藤
新
平
の
関
わ
り
は
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
創
設
期
か
ら
見
ら
れ
る
。
同
年
六
月
二
二
日
、
大
蔵
省
主

税
局
長
の
阪
谷
芳
郎
は
、
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
の
後
藤
新
平
に
書
簡
を
送
り
、「
台
湾
協
会
に
て
学
校
設
立
に
付
、
台
湾
総
督
府
に
補
助

出
願
の
相
談
有
之
、
目
下
必
要
の
経
画
と
被
存
候
に
付
、
よ
ろ
し
く
奉
願
上
候（

6
（

」
と
、
新
設
さ
れ
る
学
校
へ
の
総
督
府
の
補
助
を
依
頼
し

た
。
こ
の
前
日
二
一
日
に
台
湾
協
会
は
学
校
設
立
の
認
可
願
を
東
京
府
知
事
に
提
出
し
て
お
り
、
二
六
日
付
で
無
事
に
認
可
さ
れ
る
こ
と

に
な
る（

7
（

。

　

阪
谷
は
、
台
湾
協
会
内
の
学
校
設
立
に
向
け
た
調
査
委
員
会
の
中
心
的
役
割
で
あ
っ
た
。
五
月
二
六
日
の
台
湾
協
会
第
二
次
総
会
で
は
、

阪
谷
が
こ
の
調
査
委
員
会
の
審
議
結
果
を
詳
し
く
報
告
し
、
満
場
一
致
で
学
校
設
置
の
議
決
に
導
い
て
い
る（

8
（

。
調
査
委
員
会
は
桂
太
郎
会

頭
の
指
名
で
選
ば
れ
た
二
四
名
で
構
成
さ
れ
、
四
月
一
九
日
の
第
一
回
調
査
委
員
会
で
は
、
校
名
、
学
科
、
経
費
、
設
備
等
な
ど
の
全
て

の
細
目
を
調
査
し
て
起
案
す
る
寄
稿
委
員
の
一
人
に
阪
谷
が
選
ば
れ
て
い
た（

9
（

。
阪
谷
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
四
月
二
六
日
、
五
月
一
日
に
こ

の
寄
稿
委
員
会
が
開
か
れ
た
の
ち
、
阪
谷
が
桂
太
郎
陸
軍
大
臣
や
児
玉
源
太
郎
台
湾
総
督
を
何
度
も
訪
問
し
て
相
談
を
重
ね
て
い
る（

（1
（

。
こ

の
意
見
調
整
の
中
で
、
台
湾
総
督
府
に
補
助
金
を
出
願
す
る
案
が
固
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
年
秋
頃
に
出
さ
れ
た
台
湾
総
督
か
ら
台
湾
協
会
会
長
へ
の
第
一
回
命
令
書
に
は
、
台
湾
協
会
学
校
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
な
規
定
が
あ
る
。
明
治
三
三
年
一
〇
月
か
ら
起
算
し
て
今
後
五
年
間
に
毎
年
一
万
円
を
総
督
府
が
交
付
す
る
こ
と
、
台
湾
協
会
は
そ
の

他
に
学
校
費
と
し
て
少
な
く
と
も
五
万
円
以
上
を
支
出
す
る
こ
と
、
補
助
金
は
年
二
期
に
わ
け
て
一
〇
月
か
ら
翌
三
月
ま
で
の
分
を
翌
四

月
に
、
翌
四
月
か
ら
翌
九
月
ま
で
の
分
を
翌
一
〇
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
交
付
す
る
こ
と
、
予
算
が
成
立
し
な
か
っ
た
り
帝
国
議
会
が
減
額
し
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た
り
し
た
時
に
は
補
助
金
を
廃
止
も
し
く
は
減
額
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る（

（（
（

。
総
督
府
の
補
助
金
は
帝
国
議
会
の
協
賛
が
必
要
な
政
府
予

算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
で
の
予
算
審
議
に
お
け
る
政
府
側
の
説
明
責
任
者
で
あ
る
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　

同
年
六
月
二
一
日
付
の
学
校
設
立
認
可
願
に
添
付
さ
れ
た
「
経
費
及
維
持
之
方
法
」
で
は
、
第
一
年
度
か
ら
第
三
年
度
ま
で
の
毎
年
一

万
五
〇
〇
〇
～
八
〇
〇
〇
円
ほ
ど
の
費
用
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
八
〇
〇
〇
～
一
万
三
〇
〇
〇
円
の
経
常
費
や
、
四
五
〇
〇
円
の
校
舎
建

築
費
年
賦
割
と
い
っ
た
毎
年
の
支
出
予
定
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
収
入
予
定
額
は
一
一
〇
〇
～
三
三
〇
〇
円
の
授
業

料
収
入
が
ほ
ぼ
全
て
で
、
残
り
は
台
湾
協
会
の
原
資
で
も
っ
て
補
充
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
た
。
初
年
度
一
万
円
の
補
助
金
を
含
む
総
督

府
の
広
範
な
支
援
な
く
し
て
、
も
と
も
と
成
立
し
が
た
い
財
務
計
画
で
あ
っ
た
と
評
さ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う（

（1
（

。
こ
の
出
願
か
ら
わ
ず
か

三
ヶ
月
後
の
九
月
一
五
日
に
は
仮
開
校
式
が
開
か
れ
、
二
日
後
の
一
七
日
か
ら
和
仏
法
律
学
校
（
現
法
政
大
学
）
校
舎
を
昼
間
に
借
り
て

授
業
が
始
ま
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

台
湾
総
督
府
に
よ
る
学
校
補
助
費
は
、
こ
の
年
末
か
ら
開
か
れ
た
第
一
五
議
会
に
、
予
算
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
一
月
三
一
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
第
一
分
科
会
で
、
短
く
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
分
科
会
主
査
の
山

本
幸
彦
（
立
憲
政
友
会
）
が
台
湾
協
会
学
校
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
内
務
省
総
務
局
台
湾
課
長
の
森
田
茂
吉
が
台
湾
協
会
や
学
校
建
設
の

概
要
を
説
明
し
、「〔
台
湾
協
会
は
〕
台
湾
の
統
治
を
助
け
、
台
湾
の
総
て
の
事
業
を
助
け
る
所
の
人
材
を
養
成
し
や
う
と
云
ふ
意
思
で
、

此
学
校
を
建
て
ま
し
た
の
で
す
、
其
学
校
に
向
っ
て
総
督
府
か
ら
補
助
し
や
う
、
斯
う
云
ふ
関
係
に
な
っ
て
居
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。
す

る
と
、
山
本
は
「
ど
れ
程
金
を
使
っ
て
居
り
ま
す
か
」
と
重
ね
て
質
問
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
森
田
は
「
総
体
で
今
詳
し
い
こ
と
は
分
り

ま
せ
ぬ
が
、
五
万
円
程
使
っ
て
居
り
ま
す
」
と
答
え
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
以
外
に
は
質
問
は
な
く
、
帝
国
議
会
で
の
審
議
は
平
穏
に
進
む
よ
う

に
見
え
た
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
の
議
会
で
は
そ
の
後
の
予
算
審
議
は
大
混
乱
に
陥
る（

（1
（

。
時
の
政
府
は
第
四
次
伊
藤
博
文
内
閣
で
あ
り
、
衆
議
院
の
過
半

数
を
占
め
る
立
憲
政
友
会
を
与
党
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
衆
議
院
で
の
予
算
審
議
は
円
滑
に
進
み
、
砂
糖
税
、
酒
税
、
関
税
増
収
か

ら
な
る
新
規
増
税
案
が
無
事
に
衆
議
院
を
通
過
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
多
数
党
優
位
の
衆
議
院
審
議
を
危
惧
し
た
貴
族
院
は
、
二
院

制
の
意
義
を
強
く
打
ち
出
し
て
、
増
税
案
を
否
決
す
る
動
き
を
強
め
て
い
く
。
二
月
二
七
日
、
憲
政
史
上
初
め
て
貴
族
院
に
対
し
て
停
会

命
令
が
下
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
明
治
天
皇
の
指
示
に
よ
り
山
県
有
朋
や
松
方
正
義
ら
元
老
が
仲
裁
し
よ
う
と
す
る
も
功
を
奏
さ
ず
、
三
月

九
日
に
再
度
の
停
会
処
分
と
な
っ
た
。

　

そ
の
三
月
九
日
に
、
桂
は
滞
在
先
の
葉
山
か
ら
、
東
京
の
後
藤
に
宛
て
て
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。「
過
日
門
田
正
軽
〔
経
〕

氏
を
以
て
台
湾
協
会
学
校
之
件
に
付
御
相
談
仕
候
処
、
児
玉
〔
源
太
郎
、
台
湾
〕
惣
督
と
も
御
相
談
之
結
果
御
垂
示
之
旨
拝
承
。
実
に
断

然
之
御
処
置
感
佩
之
至
に
候
。
事
情
は
既
に
陳
述
仕
候
次
第
に
て
、
万
不
得
止
之
場
合
に
立
至
り
、
御
迷
惑
之
段
は
幾
応
も
難
御
堪
え
奉

存
候
。
惣
督
え
も
一
書
可
差
出
筈
之
処
、
此
日
は
彼
是
急
ヶ
敷
事
と
推
察
し
、
態
と
差
控
候
間
、
閣
下
〔
後
藤
〕
よ
り
可
然
御
申
被
下
度

奉
願
上
候
。
計
画
等
は
急
に
致
し
差
出
候
様
申
付
置
候
に
付
、
御
含
置
可
被
下
候（

（1
（

」。
前
年
末
に
陸
軍
大
臣
の
職
を
児
玉
源
太
郎
台
湾
総
督

に
譲
っ
て
い
た
桂
は
、
こ
の
議
会
の
開
会
中
は
、
葉
山
の
別
邸
で
過
ご
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
の
三
月
九
日
に
は
、
学
生
と
教
職
員
ら
の
計
六
〇

名
が
、
こ
の
桂
校
長
の
別
邸
を
訪
問
す
る
遠
足
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
遠
足
に
つ
い
て
事
務
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
門
田
正
経
台

湾
協
会
幹
事
に
送
っ
た
三
月
七
日
付
の
桂
の
書
簡
で
も
、
後
藤
と
の
相
談
結
果
に
つ
い
て
委
細
を
承
知
し
た
と
書
か
れ
て
お
り（

（1
（

、
桂
の
意

向
を
受
け
て
門
田
幹
事
が
東
京
で
後
藤
を
訪
問
し
、
台
湾
協
会
学
校
に
つ
い
て
相
談
し
た
経
緯
が
う
か
が
え
る
。

　

三
月
九
日
付
後
藤
宛
桂
書
簡
を
み
る
と
、
桂
は
「
不
得
止
之
場
合
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
総
督
府
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

後
藤
が
す
ぐ
に
児
玉
源
太
郎
総
督
と
も
相
談
し
て
、「
断
然
之
御
処
置
」
を
と
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ

は
、
政
府
と
貴
族
院
の
対
立
に
よ
り
、
予
算
案
が
不
成
立
と
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
状
況
を
み
て
、
正
式
な
予
算
案
に
代
わ
る
補
助
措
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置
を
総
督
府
に
内
々
に
打
診
し
た
内
容
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
貴
族
院
再
停
会
の
当
日
で
も
あ
り
、
陸
軍
大
臣
兼
任
の
児
玉
総
督
は
多
忙
で

あ
ろ
う
か
ら
、
児
玉
に
は
あ
え
て
書
簡
を
送
ら
ず
、
後
藤
に
相
談
し
て
い
る
の
だ
と
わ
ざ
わ
ざ
書
い
て
お
り
、
こ
れ
が
予
算
対
立
の
激
化

と
い
う
政
治
状
況
を
無
視
し
た
依
頼
と
は
到
底
思
え
な
い
。
急
い
で
「
計
画
等
」
を
整
え
て
届
け
さ
せ
る
と
述
べ
て
お
り
、
茗
荷
谷
で
の

新
校
舎
建
築
費
用
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

帝
国
議
会
の
審
議
は
、
再
停
会
が
終
わ
っ
た
三
月
一
四
日
に
天
皇
の
詔
勅
が
発
せ
ら
れ
て
風
向
き
が
一
変
し
、
三
月
二
三
日
に
無
事
に

予
算
案
は
両
院
の
協
賛
を
得
た
。
当
初
の
予
定
通
り
に
台
湾
協
会
学
校
へ
の
補
助
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
桂
は
、
三
月
三
〇
日
に
後

藤
に
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
た
。「
先
達
而
来
門
田
正
経
氏
を
以
て
協
会
学
校
将
来
計
画
之
件
に
付
御
相
談
且
つ
情
願
を
致
候
処
、
色
々

御
心
添
被
成
下
候
次
第
は
一
々
報
告
を
得
候
。
不
堪
感
謝
候
。
両
三
日
前
に
も
同
氏
来
葉
、
校
舎
等
之
計
画
も
熟
見
仕
候
処
、
先
般
も
申

上
候
通
協
会
も
実
収
入
上
目
下
困
難
之
事
に
候
間
、
自
然
総
督
府
殊
に
閣
下
〔
後
藤
〕
直
接
之
御
保
獲
〔
護
〕
を
仰
き
候
は
不
得
止
事
と

御
含
置
可
被
下
候
。
本
年
は
議
会
も
政
府
対
貴
族
院
之
衝
突
に
而
、
当
局
者
之
心
配
如
何
計
と
田
舎
よ
り
心
配
仕
居
候
処
、
大
詔
之
発
せ

ら
れ
た
る
結
果
都
合
克
く
相
済
、
従
而
預
〔
予
〕
算
も
成
立
仕
、
協
会
学
校
補
助
金
も
決
定
致
候
様
子
、
大
い
に
仕
合
申
候（

11
（

」。
こ
の
二
、

三
日
前
に
も
門
田
幹
事
が
葉
山
の
桂
邸
を
訪
れ
、「
校
舎
等
之
計
画
」
を
見
せ
て
相
談
し
た
よ
う
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
桂
か
ら
後
藤
に
直

接
の
助
力
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
直
後
、
四
月
付
で
、
台
湾
総
督
か
ら
桂
会
頭
に
宛
て
て
、
明
治
三
四
年
度
の
一
万
円
の
補

助
に
伴
う
台
湾
総
督
か
ら
の
認
可
や
監
督
の
命
令
書
が
出
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。

　

さ
ら
に
議
会
閉
会
後
の
四
月
二
二
日
に
は
、
寄
宿
舎
建
築
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
、
桂
か
ら
後
藤
に
書
簡
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
此
頃

御
協
議
仕
候
協
会
学
校
寄
宿
舎
建
築
之
事
、
大
倉
喜
八
郎
氏
と
篤
と
相
談
致
候
処
、
結
局
貴
官
〔
後
藤
〕
は
勿
論
、
惣
督
〔
児
玉
〕
并
に

小
生
〔
桂
〕
之
三
名
よ
り
如
此
迄
に
決
心
を
示
さ
れ
候
上
は
此
上
之
保
証
も
有
之
間
敷
、
就
て
は
断
然
引
受
呉
候
事
に
示
談
相
調
申
候
。

依
而
先
つ
建
築
図
面
を
大
倉
氏
に
廻
し
、
預
〔
予
〕
算
之
上
に
付
て
も
充
分
之
調
査
を
な
さ
し
め
な
は
些
か
安
価
に
も
可
相
成
候
半
と
、
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切
角
本
日
幹
事
を
呼
寄
せ
、
夫
々
命
し
置
申
候
。
御
配
慮
之
結
果
漸
く
前
陳
之
処
迄
は
進
行
致
候
。
尤
も
此
頃
も
御
話
有
之
候
通
、
屋
代

と
か
何
と
し
て
も
名
義
は
宜
敷
候
に
付
、
学
校
と
引
取
迄
六
千
円
丈
け
つ
つ
は
年
末
に
於
て
御
下
附
之
事
は
是
非
相
願
候
。
是
れ
が
大
倉

が
引
受
呉
候
情
〔
条
〕
件
と
申
候
而
も
宜
敷
候
。
昨
朝
久
々
に
惣
督
に
も
面
会
仕
、
過
日
来
種
々
貴
官
を
御
煩
し
申
候
次
第
、
尚
其
計
画

は
賛
成
相
成
度
旨
も
示
談
仕
、
何
も
異
義
な
く
賛
成
を
得
申
候
。
大
い
に
安
心
仕
候
。
此
上
は
主
任
者
を
督
促
し
、
厚
意
に
背
か
さ
る
様

可
致
覚
悟
に
御
座
候（

11
（

」。
こ
の
四
月
二
二
日
付
で
、
台
湾
協
会
学
校
は
東
京
府
知
事
に
対
し
、
小
石
川
区
小
日
向
茗
荷
谷
町
の
東
京
府
官
有

地
二
〇
〇
〇
坪
を
借
用
す
る
届
出
を
行
っ
て
い
た（

11
（

。
そ
の
契
約
成
立
を
前
提
と
し
て
、
建
築
工
事
の
具
体
的
な
請
負
に
つ
い
て
、
台
湾
協

会
の
会
計
監
督
を
務
め
て
い
た
大
倉
喜
八
郎
と
協
議
し
た
内
容
が
、
こ
の
桂
の
書
簡
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
校
舎
で
は
な
く
、
寄
宿
舎
の
建
築
条
件
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
校
舎
に
つ
い
て
は
六
月
か
ら
大

倉
土
木
組
が
着
工
し
、
二
階
建
て
一
八
〇
余
坪
の
建
物
が
一
〇
月
二
八
日
に
落
成
し
た
も
の
の
、
隣
接
す
る
二
棟
二
階
建
て
二
七
五
坪
の

寄
宿
舎
、
食
堂
、
浴
室
な
ど
の
附
属
建
物
の
完
成
は
一
二
月
下
旬
に
ま
で
伸
び
た（

11
（

。
校
舎
の
建
築
を
突
貫
で
先
行
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
桂
書
簡
を
見
る
と
、
あ
る
い
は
大
倉
土
木
組
と
の
間
で
校
舎
の
請
負
は
先
に
決
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
桂
や
後
藤
た
ち
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
、
寄
宿
舎
等
の
請
負
も
追
加
さ
れ
た
経
緯
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
際
に
、
大
倉
側
か
ら
条
件
と
し
て
、
台
湾
協
会
学

校
が
校
舎
と
寄
宿
舎
を
引
き
取
る
ま
で
、
六
〇
〇
〇
円
ず
つ
を
台
湾
総
督
府
か
ら
年
末
に
支
給
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら

く
こ
れ
は
一
万
円
の
明
治
三
四
年
度
補
助
費
と
は
別
枠
で
の
支
援
要
求
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
児
玉
総
督
か
ら
も
建
築
計
画
へ
の
賛
同
を
得

た
と
伝
え
、
桂
は
後
藤
に
引
き
続
き
の
支
援
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
書
簡
か
ら
わ
か
る
通
り
、
後
藤
新
平
は
台
湾
協
会
学
校
に
対
す
る
台
湾
総
督
府
の
補
助
に
、
草
創
期
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

台
湾
協
会
学
校
が
茗
荷
谷
校
舎
に
移
転
し
た
後
、
一
二
月
一
七
日
に
、
後
藤
が
学
校
を
訪
問
し
て
学
生
に
向
け
て
演
説
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
、「
偶
々
此
学
校
の
設
立
の
事
に
就
て
当
初
よ
り
御
協
議
に
与
つ
て
、
其
次
第
を
総
督
〔
児
玉
〕
に
も
私
〔
後
藤
〕
よ
り
御
話
を
致
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し
た
、
又
勿
論
会
頭
〔
桂
〕
か
ら
も
総
督
に
御
話
に
な
つ
て
、
此
学
校
の
設
立
の
趣
旨
は
十
分
総
督
も
賛
成
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま

す
」
と
、
設
立
当
初
か
ら
桂
や
児
玉
と
連
携
し
て
後
藤
が
関
与
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る（

11
（

。

　

三　

卒
業
生
の
就
職
状
況
を
踏
ま
え
た
学
校
改
革
案

　

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
内
閣
総
理
大
臣
に
な
っ
た
後
も
、
桂
太
郎
か
ら
後
藤
新
平
へ
台
湾
協
会
学
校
に
つ
い
て
相
談
す
る

書
簡
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
三
月
二
二
日
付
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
此
頃

台
湾
協
会
幹
事
門
田
〔
正
経
〕
氏
之
報
告
に
由
れ
は
、
政
費
節
減
之
為
め
協
会
学
校
補
助
に
其
影
響
を
蒙
り
候
哉
之
御
話
有
之
候
哉
之
処
、

元
よ
り
御
迷
惑
は
拝
察
候
へ
共
、
協
会
学
校
之
現
況
に
於
而
補
助
を
廃
せ
ら
れ
候
得
は
直
に
廃
校
之
外
他
に
方
法
無
之
候
間
、
此
辺
は
篤

と
御
推
察
相
願
度
候（

11
（

」。
第
一
次
桂
内
閣
の
も
と
で
、
明
治
三
五
年
度
予
算
か
ら
、
総
督
府
か
ら
の
補
助
額
は
年
額
一
万
円
か
ら
一
万
七
〇

〇
〇
円
に
拡
大
し
て
い
た（

11
（

。
と
こ
ろ
が
、
明
治
三
六
年
度
予
算
案
は
衆
議
院
解
散
に
よ
っ
て
不
成
立
と
な
り
、
新
規
の
第
三
期
海
軍
拡
張

計
画
を
追
加
予
算
に
盛
り
込
む
た
め
に
、
他
の
予
算
を
削
る
政
費
節
減
論
も
浮
上
し
て
い
た（

11
（

。
台
湾
総
督
府
内
で
学
校
補
助
金
を
修
正
す

る
動
き
が
あ
る
と
の
噂
を
門
田
幹
事
か
ら
聞
き
つ
け
た
桂
は
、
補
助
金
打
ち
切
り
と
な
っ
た
場
合
は
学
校
を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

と
述
べ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
後
藤
に
考
慮
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
桂
の
強
い
意
向
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
も
総
督
府
か
ら
の
支
援
は
続
い
た
。
明
治
三
六
〔
一
九
〇
三
〕
年
四
月
一
日
に
は
、
前

年
度
通
り
に
一
万
七
〇
〇
〇
円
の
補
助
額
を
示
し
た
命
令
書
が
、
台
湾
総
督
か
ら
台
湾
協
会
会
頭
に
発
せ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
日
露
戦
争
初
期

の
明
治
三
七
〔
一
九
〇
四
〕
年
五
月
一
六
日
に
も
、
桂
か
ら
後
藤
に
宛
て
て
、
補
助
金
削
減
の
動
き
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
書
簡
が
送
ら

れ
て
い
る
。「
台
湾
協
会
学
校
補
助
金
云
々
拝
承
仕
候
。
如
貴
諭
諸
事
承
知
仕
候
へ
共
、
実
際
に
於
て
は
確
信
仕
候
間
、
宜
敷
願
上
候
。
左



― 114 ―

後藤新平と拓殖大学

な
く
て
は
計
画
相
違
を
生
し
、
困
却
仕
候
次
第
に
御
座
候（

11
（

」。
日
露
戦
争
の
戦
費
捻
出
の
た
め
、
行
政
府
の
経
費
は
総
点
検
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
が
、
多
忙
き
わ
め
る
中
で
桂
は
、
台
湾
協
会
専
門
学
校（

1（
（

へ
の
補
助
金
の
確
保
を
後
藤
に
強
く
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
年
八
月
二
八
日
付
後
藤
宛
桂
書
簡
に
も
、「
台
湾
協
会
学
校
卒
業
の
こ
と
、
承
知
い
た
し
候
」
と
、
七
月
一
一
日
に
卒
業
し
た
第
二
期
生

の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

こ
の
年
の
九
月
五
日
に
、
台
湾
協
会
幹
事
長
の
小
松
原
英
太
郎
は
、
後
藤
に
宛
て
て
長
文
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る（

11
（

。
こ
れ
は
、
同
年
六

月
一
五
日
か
ら
二
五
日
ま
で
台
湾
で
開
か
れ
た
庁
長
会
議
で
の
様
子
を
伝
え
る
後
藤
の
書
簡
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
。
こ
の
庁
長
会
議
は
、

台
湾
統
治
を
分
担
す
る
全
二
〇
庁
の
庁
長
た
ち
が
参
集
し
て
、
施
政
上
の
課
題
を
連
日
協
議
し
た
会
合
で
あ
っ
た
。
総
督
府
か
ら
の
諮
問

事
項
の
中
に
は
「
台
湾
協
会
学
校
卒
業
生
に
関
す
る
件
」
が
含
ま
れ
、
具
体
的
に
は
、
各
庁
に
お
い
て
台
湾
協
会
学
校
の
卒
業
生
に
い
か

に
し
て
事
務
に
練
達
さ
せ
る
か
、
ま
た
将
来
の
卒
業
生
に
対
し
て
要
求
が
な
い
か
、
と
い
っ
た
事
項
が
話
し
合
わ
れ
た（

11
（

。
こ
の
前
年
夏
に

は
、
第
一
期
卒
業
生
四
五
名
の
う
ち
、
二
一
名
が
台
湾
総
督
府
や
各
庁
雇
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た（

11
（

。
そ
の
一
年
経
過
後
の
業
務
成
績

が
評
価
さ
れ
た
上
で
、
今
後
の
台
湾
協
会
学
校
へ
の
要
望
が
、
後
藤
か
ら
小
松
原
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
す
る
小
松
原
の
以
下
の
返
信
を
読
む
限
り
、
な
か
な
か
厳
し
い
意
見
が
庁
長
会
議
で
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
協
会
学
校

卒
業
生
は
中
学
以
上
僅
々
三
年
間
の
修
学
に
有
之
候
間
、
素
よ
り
学
力
充
分
と
は
難
申
候
へ
共
、
御
採
用
已
來
未
た
年
月
も
浅
く
、
尚
事

務
見
習
之
時
期
に
在
て
不
充
分
な
る
学
力
も
未
た
応
用
之
場
合
に
不
至
事
と
被
察
候
間
、
何
卒
各
庁
長
に
於
て
訓
練
を
加
へ
、
追
々
有
用

之
人
物
に
相
成
候
様
願
上
度
奉
存
候
。
尤
事
務
に
不
熱
心
に
て
は
甚
不
都
合
に
有
之
、
既
に
一
、
二
不
都
合
之
者
有
之
候
義
に
も
承
及
ひ
、

協
会
よ
り
は
厳
敷
訓
戒
を
加
へ
、又
今
回
御
採
用
相
成
候
人
物
に
就
て
は
十
分
注
意
仕
、志
望
堅
固
之
者
を
選
ひ
差
出
候
次
第
に
御
座
候（

11
（

」。

学
校
卒
業
生
は
中
学
を
出
た
後
、
わ
ず
か
三
年
間
の
修
学
に
過
ぎ
ず
、
学
力
は
も
と
も
と
不
十
分
で
あ
り
、
総
督
府
や
各
庁
に
採
用
さ
れ

て
か
ら
の
日
も
浅
く
、
事
務
見
習
い
の
段
階
に
あ
っ
て
学
力
を
応
用
す
る
場
合
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
小
松
原
は
卒
業
生
た
ち
へ
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の
厳
し
い
評
価
に
対
し
て
抗
弁
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
事
務
に
不
熱
心
な
卒
業
生
が
い
る
と
の
批
判
に
つ
い
て
、
台
湾
協
会
か
ら
も
厳
し

く
訓
戒
し
た
上
で
、
今
後
は
堅
く
志
望
す
る
学
生
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
手
配
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
協
会
や
総
督
府
の
期
待
を
背
負
っ

て
台
湾
へ
と
飛
び
立
っ
た
第
一
期
生
た
ち
の
中
に
は
、
現
地
で
の
業
務
が
事
前
の
予
想
と
異
な
っ
て
い
て
意
欲
を
喪
失
し
た
者
も
少
な
く

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
年
後
の
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
夏
の
段
階
で
、
引
き
続
き
台
湾
総
督
府
で
勤
務
し
て
い
た
第
一
期

生
は
、
六
名
に
ま
で
減
っ
て
い
る（

11
（

。

　

明
治
三
七
年
七
月
一
三
日
の
第
二
回
卒
業
式
で
は
二
三
名
が
卒
業
し（

11
（

、
そ
の
う
ち
の
八
名
が
台
湾
総
督
府
や
各
庁
に
採
用
さ
れ
た
。
前

年
度
と
比
べ
て
、
卒
業
者
数
が
少
な
い
の
は
、
日
露
戦
争
の
陸
軍
通
訳
と
し
て
四
一
名
が
従
軍
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

11
（

。
そ
れ
を
差
し
引

い
て
も
、
一
学
年
の
定
員
一
〇
〇
名
の
う
ち
、
台
湾
の
行
政
官
に
わ
ず
か
八
名
し
か
就
い
て
い
な
い
の
は
、
議
論
の
生
じ
る
状
況
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
二
年
後
の
明
治
三
九
年
夏
に
は
、
そ
の
八
名
が
三
名
に
ま
で
減
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（

11
（

。
小
松
原
は
、
既

述
の
後
藤
宛
書
簡
に
、
卒
業
し
た
二
三
名
の
就
職
先
と
席
次
、
得
点
を
記
し
た
一
覧
表
を
添
付
し
て
い
る（

1（
（

。
そ
れ
を
見
る
と
、
席
次
の
二

位
か
ら
五
位
ま
で
の
成
績
上
位
者
は
台
湾
総
督
府
や
台
北
庁
に
就
職
し
て
い
る
も
の
の
、
陸
軍
通
訳
志
願
や
従
軍
記
者
、
米
国
留
学
な
ど

の
進
路
を
選
ん
だ
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
首
席
の
小
林
民
吉
が
大
阪
商
船
に
就
職
し
た
よ
う
に
、
台
湾
に
関
連
す
る
経

済
界
に
進
ん
だ
人
も
か
な
り
い
た
。
小
林
は
そ
の
後
、
土
佐
商
船
の
常
務
ま
で
務
め
て
お
り（

11
（

、
ま
た
第
二
期
生
の
出
世
頭
と
い
う
べ
き
近

藤
銕
次
は
、
三
井
物
産
台
北
支
店
に
就
職
し
た
の
ち
、
電
気
化
学
工
業
取
締
役
社
長
な
ど
を
経
て
、
貴
族
院
議
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

小
松
原
も
後
藤
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、「
本
年
卒
業
生
は
多
く
通
訳
と
い
し
て
従
軍
致
候
へ
共
、
其
他
は
概
ね
台
湾
及
南
清
に
於
け
る
官

民
之
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
相
成
候
間
、
幸
に
御
安
慮
被
成
下
度
、
此
等
之
人
物
を
し
て
将
来
有
用
之
材
た
ら
し
め
度
切
望
仕
候
義
に

御
座
候
。
何
卒
御
引
立
之
程
只
管
希
望
仕
候（

11
（

」
と
書
い
て
お
り
、「
官
民
之
事
業
」
に
人
材
を
供
給
す
る
こ
と
を
学
校
の
目
的
と
し
て
強
調

し
て
い
る
。
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こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
後
藤
か
ら
教
育
方
針
の
改
革
案
が
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
小
松
原
の
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。「
満
韓
語
学
奨
励
云
々
今
後
教
育
上
の
方
針
に
付
御
尊
諭
之
趣
に
就
て
は
、
曽
て
学
校
に
於
て
も
韓
語
を
加
へ
て
は
如
何

と
の
議
も
有
之
候
へ
共
、
桂
〔
太
郎
〕
会
頭
に
於
て
学
校
は
最
初
よ
り
の
目
的
を
変
更
せ
す
何
処
迄
も
之
を
貫
き
候
方
可
然
と
の
意
見
に

有
之
、
即
ち
此
に
一
決
致
居
候
義
に
御
座
候
間
、
何
卒
御
了
承
被
下
候（

11
（

」。
す
な
わ
ち
後
藤
は
、
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
今
後
は
満
洲
や
韓
国

（
大
韓
帝
国
）
で
働
く
人
材
が
必
要
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
、
満
洲
語
や
韓
国
語
を
奨
励
す
べ
き
だ
と
提
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
先
、

台
湾
協
会
か
ら
東
洋
協
会
に
拡
大
発
展
す
る
方
向
性
を
早
く
に
予
見
し
た
慧
眼
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
小
松
原
は
、
当
面
は
台
湾
や
南
清

へ
の
人
材
供
給
を
目
的
と
す
る
学
校
方
針
を
貫
徹
す
べ
き
と
の
桂
会
頭
の
意
見
を
示
し
て
、
こ
の
提
案
に
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
外
国
語
（
清
国
語
・
台
湾
語
）
の
教
育
時
間
を
著
し
く
増
加
さ
せ
る
改
革
を
行
っ
て
お
り（

11
（

、
そ
の

方
向
性
を
拡
散
し
て
し
ま
う
後
藤
の
提
案
は
や
や
先
を
行
き
過
ぎ
て
い
た
と
評
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

四　

東
洋
協
会
へ
の
改
組
過
程

　

日
露
戦
争
が
終
結
し
て
日
露
戦
後
経
営
の
道
筋
が
決
ま
る
と
、
明
治
三
九
〔
一
九
〇
六
〕
年
一
月
に
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
は
下
野
し
、

第
一
次
西
園
寺
公
望
内
閣
が
発
足
し
た
。
同
年
一
一
月
一
三
日
、
後
藤
は
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
の
初
代
総
裁
に
就
任
し
、
新
た
な
国
家

的
課
題
で
あ
る
満
洲
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
後
藤
の
進
路
と
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
台
湾
協
会
で
も
新
た
に
満
洲
や
朝

鮮
を
活
動
領
域
に
含
め
る
べ
く
、
組
織
改
編
す
る
議
論
が
浮
上
し
て
い
く
。

　

同
年
一
一
月
一
八
日
付
で
、
桂
は
後
藤
に
書
簡
を
送
り
、
組
織
改
編
へ
の
協
会
内
部
の
調
整
状
況
を
伝
え
て
い
る
。「
過
日
御
内
話
之
台

湾
協
会
組
織
変
換
之
件
に
付
、
小
松
原
〔
英
太
郎
〕
氏
と
も
相
談
仕
試
候
処
、
本
人
も
至
極
同
意
に
有
之
候
間
、
万
事
御
相
談
仕
候
て
着
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手
い
た
し
度
に
付
て
は
、
来
る
廿
七
日
午
後
四
時
比
よ
り
拙
宅
へ
御
会
合
相
願
度
。
左
す
れ
は
祝
〔
辰
巳
、
台
湾
総
督
府
民
政
〕
長
官
も

其
比
に
は
帰
朝
相
成
、
同
氏
も
同
席
に
て
相
談
い
た
し
候
半
は
至
極
好
都
合
か
と
も
相
考
候
間
、
御
意
見
も
無
之
候
半
は
同
日
御
差
操

〔
繰
〕
御
来
会
被
成
下
度
奉
願
上
候（

11
（

」。
組
織
改
編
に
積
極
的
な
桂
は
、
ま
ず
後
藤
と
相
談
し
た
後
、
台
湾
協
会
幹
事
長
の
小
松
原
英
太
郎

の
賛
同
を
得
た
。
そ
し
て
祝
辰
巳
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
が
上
京
す
る
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
手
順
に
つ
い
て
後
藤
も
交
え
て
会
合

を
設
定
し
て
い
る
。
台
湾
で
の
後
藤
の
上
司
で
あ
っ
た
児
玉
源
太
郎
は
す
で
に
同
年
七
月
二
三
日
に
急
逝
し
て
お
り
、
こ
の
台
湾
協
会
の

運
営
を
通
じ
て
、
後
藤
が
桂
の
最
側
近
の
一
人
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
組
織
改
編
が
本
格
化
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
反
響
と
小
波
乱
も
生
じ
た
。
一
二
月
一
四
日
に
は
、
台
湾
協
会
専
門
学
校
の
二

年
生
約
一
〇
〇
名
が
集
会
し
て
、
特
定
職
員
の
罷
免
を
要
求
し
、
そ
の
遂
行
ま
で
休
校
す
べ
き
と
決
議
す
る
騒
動
が
起
き
る（

11
（

。
こ
れ
に
対

し
、
学
校
側
は
厳
格
な
処
分
を
下
し
、
首
謀
し
た
一
一
名
を
退
校
さ
せ
た
上
、
桂
校
長
か
ら
三
年
生
、
一
年
生
に
も
厳
重
な
訓
戒
を
加
え
、

保
証
人
に
預
け
て
反
省
を
促
し
た（

11
（

。
学
生
側
の
主
張
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
組
織
改
編
の
真
っ
最
中
に
起
き
た
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

動
で
あ
り
、
そ
れ
と
全
く
無
関
係
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

一
二
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
台
湾
協
会
評
議
員
会
で
は
、
執
行
部
の
進
め
る
改
革
案
を
牽
制
す
る
意
見
も
出
た
。『
台
湾
協
会
会
報
』
の

記
載
に
よ
れ
ば
、
桂
や
小
松
原
か
ら
の
改
正
提
案
に
対
し
、「
三
枝
〔
光
太
郎
〕
氏
は
拡
張
の
主
意
を
賛
成
す
る
も
手
続
に
於
て
異
議
あ
り

と
て
縷
々
弁
ず
る
処
」
が
あ
っ
た
と
い
う（

11
（

。
名
古
屋
出
身
の
三
枝
光
太
郎
は
、
元
台
湾
総
督
府
民
政
局
長
の
水
野
遵
と
同
郷
で
あ
り
、
愛

知
県
会
議
員
を
務
め
た
後
、
第
三
師
団
長
時
代
の
桂
と
知
り
合
っ
て
日
清
戦
争
時
の
糧
食
運
搬
で
大
き
な
財
を
成
し
た
人
物
で
あ
る（

1（
（

。
明

治
三
一
〔
一
八
九
八
〕
年
の
台
湾
協
会
発
足
時
に
は
、
田
川
大
吉
郎
と
共
に
幹
事
を
務
め
、
明
治
三
三
年
の
台
湾
協
会
学
校
創
立
委
員
会

の
幹
事
で
も
あ
っ
た
も
の
の（

11
（

、
そ
の
後
の
運
営
で
は
必
ず
し
も
中
心
に
は
位
置
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
内
部
状
況
を
後
藤
に
伝
え
る
一
二
月
二
三
日
付
の
桂
の
書
簡
は
、
よ
り
直
截
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。「
過
日
御
相
談
仕
置
候
台
湾
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協
会
を
拡
張
云
々
之
事
は
、
評
議
員
会
丈
け
は
無
事
通
過
被
致
申
候
間
、
来
廿
七
日
午
後
総
会
を
開
き
確
定
之
事
致
置
申
候
。
然
処
既
に

門
田
〔
正
経
〕
幹
事
を
以
て
内
報
仕
候
通
、
会
則
拡
張
に
付
て
は
協
会
員
之
に
は
些
か
不
同
意
者
も
有
之
不
申
哉
に
相
見
申
候
。
否
二
、

三
評
議
員
（
欠
席
者
）
中
よ
り
は
不
同
意
を
申
出
候
者
も
有
之
申
候（

11
（

」。
桂
に
よ
れ
ば
、
二
〇
日
の
評
議
員
会
を
欠
席
し
た
二
、
三
名
の
者

か
ら
、
会
則
拡
張
に
つ
い
て
不
同
意
が
表
明
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
七
日
の
臨
時
総
会
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
に
後

藤
に
協
力
を
依
頼
す
る
。「
是
等
は
元
よ
り
取
り
に
足
ら
さ
る
愚
論
に
は
候
へ
共
、
或
は
総
会
当
日
に
於
て
彼
等
同
系
之
輩
を
誘
導
し
来

り
、
多
数
を
以
て
誤
て
数
の
上
に
於
て
反
対
之
論
多
数
と
相
成
候
て
は
不
相
済
事
故
、
当
日
は
可
成
多
数
之
同
意
者
を
集
合
し
直
に
決
定

い
た
し
度
、
左
無
之
候
得
は
会
之
将
来
、
否
会
頭
並
に
役
員
之
信
任
上
に
も
関
し
候
次
第
故
、
夫
々
手
配
は
主
任
居
申
候
。
就
て
は
老
台

〔
後
藤
〕
に
も
会
員
之
御
壱
人
と
し
て
は
勿
論
御
出
席
被
下
候
は
不
及
申
、
台
湾
督マ

マ

府
役
員
に
し
て
協
会
会
員
之
輩
出
京
中
に
有
之
候
は

は
、
当
日
は
是
非
々
々
操
〔
繰
〕
合
出
席
相
成
候
由
御
誘
導
被
成
下
、
偏
に
希
望
い
た
し
候（

11
（

」。
桂
は
そ
れ
ら
の
会
則
拡
張
へ
の
不
同
意
論

を
「
愚
論
」
と
批
判
し
つ
つ
、
臨
時
総
会
で
多
数
の
反
対
に
な
ら
な
い
よ
う
、
後
藤
に
出
席
を
求
め
る
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
総
督
府
職
員

で
あ
る
協
会
会
員
を
動
員
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

は
た
し
て
一
二
月
二
七
日
の
臨
時
総
会
で
は
、
大
多
数
で
原
案
が
可
決
さ
れ
、
翌
明
治
四
〇
〔
一
九
〇
七
〕
年
二
月
一
日
か
ら
東
洋
協

会
と
改
称
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
総
会
で
は
、
桂
と
距
離
の
あ
る
田
川
大
吉
郎
か
ら
、
手
続
き
上
の
修
正
案
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

台
湾
協
会
を
解
散
し
て
全
て
の
財
産
を
新
設
す
る
東
洋
協
会
に
寄
付
行
為
に
よ
っ
て
譲
与
す
る
方
式
を
と
る
こ
と
で
、
台
湾
協
会
の
形
跡

を
残
し
た
い
と
の
提
案
で
あ
っ
た
が
、
三
枝
光
太
郎
以
外
に
は
同
調
者
は
広
が
ら
ず
に
原
案
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
規
約
改
正
案
に
つ
い

て
も
、
田
川
と
三
枝
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
役
員
一
任
と
な
っ
て
散
会
し
て
い
る（

11
（

。
桂
に
よ
る
多
数
派
工
作
は
見
事
に
功

を
奏
し
た
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
〇
年
二
月
三
日
に
は
東
洋
協
会
発
会
式
が
開
か
れ
、
桂
太
郎
会
頭
や
伊
藤
博
文
韓
国
統
監
と

並
ん
で
、
後
藤
新
平
満
鉄
総
裁
も
祝
辞
を
述
べ
た（

11
（

。
同
年
一
月
二
五
日
、
こ
の
組
織
改
編
に
伴
い
、
台
湾
協
会
専
門
学
校
も
東
洋
協
会
専
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門
学
校
に
改
称
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

東
洋
協
会
は
実
業
界
か
ら
多
く
の
寄
付
を
得
て
、
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
。
三
井
、
岩
崎
両
家
か
ら
二
万
円
ず
つ
、
住
友
、
藤
田
両

家
か
ら
一
万
円
ず
つ
を
始
め
、
実
業
家
か
ら
の
幅
広
い
寄
付
を
得
た（

11
（

。
そ
の
募
金
活
動
の
際
に
、
桂
と
一
緒
に
後
藤
は
多
く
の
会
合
に
出

か
け
て
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
三
月
一
八
日
の
大
阪
支
部
大
会
で
は
、
満
洲
や
北
京
に
向
か
う
途
次
の
後
藤
が
「
東
洋
協
会
の
過
去
と
将

来
」
と
題
す
る
演
説
を
行
な
っ
て
い
る（

11
（

。
そ
の
後
、
五
月
三
一
日
付
で
桂
は
後
藤
に
書
簡
を
送
り
、
満
洲
か
ら
東
京
に
戻
る
帰
路
、
再
び

関
西
で
会
合
に
参
加
す
る
よ
う
求
め
た
。「
御
出
発
後
東
洋
協
会
拡
張
も
過
日
緒
に
就
き
、
資
金
之
募
集
予
想
通
相
運
居
申
候
。
尤
も
大
阪

地
方
は
不
相
変
経
財
〔
済
〕
界
之
動
揺
之
為
め
充
分
運
ひ
就
兼
候
間
、
爰
に
御
相
談
仕
度
は
老
兄
〔
後
藤
〕
御
帰
途
大
阪
並
に
神
戸
に
御

立
寄
相
願
ひ
、
今
一
応
之
御
尽
力
を
煩
度
候
。
若
御
同
意
被
下
候
は
は
、
其
時
日
を
見
計
ひ
門
田
〔
正
経
〕
氏
を
出
張
せ
し
め
御
指
揮
を

仰
き
候
事
に
致
度
候
間
、
御
帰
朝
之
御
日
取
等
概
め
御
垂
示
相
願
度
候
。
兎
に
角
東
京
之
人
気
は
案
外
に
有
之
申
候（

11
（

」。
こ
の
頃
は
日
露
戦

後
不
況
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
大
阪
地
方
の
経
済
界
か
ら
の
募
金
は
桂
の
期
待
を
下
回
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
会
合
を
快
諾
す
る
返
事
を
後
藤
か
ら
受
け
取
り
、
六
月
一
九
日
付
で
再
び
桂
は
書
簡
を
発
し
て
い
る
。「
今
般
御
帰
京
之
途

次
、
預
〔
予
〕
て
御
依
頼
仕
置
候
東
洋
協
会
大
阪
支
部
並
に
神
戸
に
於
て
、
同
協
会
資
金
募
集
之
事
に
付
御
勧
誘
方
、
御
承
諾
被
下
拝
謝

仕
候
。
就
て
は
門
田
〔
正
経
〕
幹
事
御
出
迎
旁
出
張
せ
し
め
、
万
事
御
指
揮
被
仰
候
間
、
宜
敷
御
取
計
被
下
度
候
。
別
後
東
京
之
方
は
経

財
〔
済
〕
界
も
至
極
之
不
景
に
陥
り
、
東
京
は
左
ま
て
之
事
も
無
之
候
へ
共
、
殊
に
名
古
屋
地
方
破
綻
に
従
ひ
各
銀
行
共
自
営
に
の
み
力

を
尽
之
有
様
に
て
商
況
不
振
に
も
係
ら
す
、
好
都
合
に
相
運
ひ
参
居
申
候
。
巨
細
は
門
田
よ
り
言
上
可
仕
候
間
、
御
聞
取
可
被
下
候
。
神

戸
、
大
阪
等
も
前
同
段
之
影
響
を
蒙
り
候
は
必
然
に
候
へ
共
、
此
際
に
於
て
整
理
致
置
不
申
候
半
て
は
日
を
経
る
に
従
ひ
益
々
困
難
に
可

相
成
と
察
候
に
付
、
何
卒
其
辺
御
洞
察
之
上
御
勧
誘
方
、
一
偏
に
御
依
頼
仕
候（

1（
（

」。
前
便
以
後
、
東
京
の
経
済
状
況
も
悪
化
し
、
名
古
屋
や

関
西
の
景
況
も
苦
し
い
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
桂
は
こ
の
機
会
に
銀
行
や
経
済
界
の
「
整
理
」
を
進
め
る
こ
と
を
重
要
視
し
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て
お
り
、
こ
の
先
、
後
藤
も
入
閣
す
る
第
二
次
桂
太
郎
内
閣
に
お
い
て
、
首
相
兼
蔵
相
と
し
て
、
財
政
整
理
に
邁
進
す
る
姿
を
予
感
さ
せ

る
文
面
に
も
読
み
取
れ
る（

11
（

。
後
藤
は
六
月
二
二
日
に
神
戸
で
、
六
月
二
三
日
に
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
東
洋
協
会
の
懇
親
会
で
演
説
し
、
現
地

の
実
業
家
か
ら
の
寄
付
金
集
め
に
貢
献
し
た（

11
（

。

　

五　

第
二
代
校
長
小
松
原
英
太
郎
の
時
代

　

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
七
月
に
、
桂
太
郎
が
第
二
次
内
閣
を
発
足
さ
せ
る
と
、
後
藤
新
平
は
逓
信
大
臣
と
し
て
、
小
松
原
英
太
郎

は
文
部
大
臣
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
初
入
閣
を
果
た
し
た
。
首
相
と
各
大
臣
と
し
て
彼
ら
は
多
く
の
書
簡
を
交
換
し
て
い
る
が
、
東
洋
協
会

や
専
門
学
校
に
関
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
特
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
毎
週
の
閣
議
で
顔
を
合
わ
せ
て
お
り
、
書
簡
で
は
な
く
口
頭
で
の
情

報
共
有
や
意
見
交
換
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

三
年
間
の
第
二
次
桂
内
閣
が
終
わ
る
と
、
そ
の
翌
年
夏
に
元
号
は
明
治
か
ら
大
正
に
変
わ
り
、
桂
太
郎
は
内
大
臣
兼
侍
従
長
に
就
任
す

る
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
九
月
、
東
洋
協
会
専
門
学
校
の
校
長
は
、
桂
か
ら
小
松
原
に
交
代
し
た
。
小
松
原
は
台
湾

協
会
学
校
が
創
設
さ
れ
た
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
八
月
か
ら
台
湾
協
会
幹
事
長
を
務
め
て
お
り
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
九
月

か
ら
東
洋
協
会
の
副
会
頭
と
な
っ
て
い
た
。
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
一
二
月
に
は
、
死
没
し
た
桂
の
後
を
継
い
で
、
東
洋
協
会
会
頭
に

就
任
す
る（

11
（

。
い
ず
れ
も
順
当
な
人
事
で
あ
っ
た
。

　

小
松
原
の
校
長
時
代
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
二
月
ま
で
、
六
年
半
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
期
間
に
お
い
て
、
小
松
原
と
後

藤
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
な
ど
の
資
料
は
、
決
し
て
多
く
な
い
。
大
正
元
年
末
に
発
足
し
た
第
三
次
桂
太
郎
内
閣
は
、
そ
れ
に
強
く
反

発
す
る
第
一
次
護
憲
運
動
を
巻
き
起
こ
し
、
わ
ず
か
六
二
日
と
い
う
戦
前
の
最
短
命
内
閣
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
失
意
の
桂
は
ま
も
な
く
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癌
で
こ
の
世
を
去
り
、
桂
の
側
近
だ
っ
た
後
藤
も
し
ば
ら
く
政
界
で
孤
立
感
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。
桂
と
い
う
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
で
発
展
し
た
東
洋
協
会
の
舵
取
り
を
託
さ
れ
た
小
松
原
に
か
か
る
重
圧
は
さ
ぞ
か
し
大
き
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

校
長
と
な
っ
た
小
松
原
は
、
ま
ず
桂
の
顕
彰
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
四
月
に
東
洋
協
会
専
門
学
校
に
下
賜

さ
れ
た
一
万
円
を
も
と
に
広
く
募
金
し
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
三
月
か
ら
着
工
し
た
記
念
講
堂
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
三
月

に
無
事
に
完
成
し
た（

11
（

。
あ
わ
せ
て
桂
の
銅
像
建
立
計
画
も
進
展
し
、
同
年
一
一
月
二
日
、
恩
賜
記
念
講
堂
の
開
館
式
と
と
も
に
、
故
桂
公

爵
銅
像
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
た（

11
（

。
ま
た
、
松
陰
神
社
（
現
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
一
角
で
の
桂
墓
所
の
建
設
に
、
東
洋
協
会
も
協
力
す

る
案
が
進
ん
で
い
く
。
当
初
は
東
洋
協
会
よ
り
灯
籠
を
寄
進
す
る
案
を
提
示
し
た
も
の
の
、
桂
家
は
別
の
意
向
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
評

議
員
会
に
お
い
て
、
予
定
の
金
額
内
で
別
の
物
品
を
寄
進
す
る
方
式
で
協
会
幹
部
が
桂
家
と
相
談
す
る
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た（

11
（

。
そ
の
後
、

評
議
員
会
の
再
度
の
議
決
を
経
て
、
大
正
三
年
七
月
一
六
日
付
で
、
墓
所
建
設
費
と
し
て
、
一
〇
〇
〇
円
を
現
金
で
寄
付
す
る
こ
と
に
な
っ

た（
11
（

。
同
日
、
小
松
原
は
後
藤
に
宛
て
て
書
簡
を
送
り
、
こ
の
現
金
の
寄
進
を
ご
く
簡
単
に
事
後
報
告
し
て
い
る（

11
（

。

　

小
松
原
が
取
り
組
ん
だ
も
う
一
つ
の
事
案
は
、
東
洋
協
会
の
社
団
法
人
化
で
あ
る
。
創
設
者
の
桂
を
失
っ
た
東
洋
協
会
が
、
所
有
す
る

多
額
の
財
産
を
今
後
も
安
定
的
に
管
理
運
営
す
る
た
め
に
、
小
松
原
は
会
頭
就
任
後
か
ら
社
団
法
人
組
織
へ
の
転
換
を
企
図
し
た
。
そ
し

て
、
赤
十
字
社
、
愛
国
婦
人
会
、
海
事
協
会
な
ど
の
他
の
社
団
法
人
の
定
款
を
参
照
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
、
大
正
三
年
五
月
三
〇
日
の

東
洋
協
会
第
一
六
次
総
会
に
お
い
て
、
社
団
法
人
化
の
議
決
に
導
い
た（

11
（

。
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
た
の
ち
、
同
年
八
月
一
日
に
新
た
に

第
一
回
総
会
が
開
か
れ
、
九
二
名
の
評
議
員
と
、
一
二
名
の
理
事
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
理
事
の
中
に
は
後
藤
の
側
近
で
あ
る
龍
居
頼
三（

1（
（

も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
肝
心
の
後
藤
の
名
前
は
理
事
会
に
も
評
議
員
会
に
も
見
ら
れ
な
い（

11
（

。
ち
な
み
に
、
同
年
一
一
月
二
日
の
恩
賜

記
念
講
堂
開
館
式
・
故
桂
公
爵
銅
像
除
幕
式
に
も
、
後
藤
が
参
列
し
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い（

11
（

。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
小
松
原
校
長
時
代
に
後
藤
の
足
は
し
ば
ら
く
東
洋
協
会
専
門
学
校
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
小
松
原
校
長
の
も
と
で
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最
初
に
訪
問
し
た
機
会
は
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
一
二
日
の
第
一
三
回
卒
業
式
で
あ
る
。
そ
の
時
に
後
藤
が
行
っ
た
演
説
の
中

に
は
、
次
の
よ
う
に
、
東
洋
協
会
専
門
学
校
と
の
距
離
を
感
じ
ら
れ
る
一
節
が
あ
る
。「
抑
も
此
学
校
の
創
立
に
際
し
私
〔
後
藤
〕
は
深
き

因
縁
を
持
つ
て
居
り
ま
す
、
当
時
故
桂
〔
太
郎
〕
公
爵
は
深
く
内
外
の
形
勢
に
鑑
み
る
所
あ
つ
て
、
帝
国
内
に
於
て
許
多
の
学
校
が
あ
る

に
拘
は
ら
ず
、
こ
の
学
校
を
設
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
、
尋
常
な
ら
ぬ
苦
心
経
営
の
結
果
と
し
て
創
立
し
た
る
こ
と
を

記
憶
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、
斯
様
に
申
し
ま
す
れ
は
諸
君
は
其
位
の
因
縁
が
あ
る
な
ら
ば
時
々
来
て
見
た
ら
宜
か
り
さ
う
な
も
の
で

あ
る
の
に
、
甚
だ
疎
遠
に
な
つ
て
居
る
と
い
ふ
御
考
へ
が
あ
る
だ
ら
う
が
、
此
事
は
私
の
平
生
深
く
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
殊
に

昨
年
〔
一
九
一
四
年
〕
桂
公
爵
銅
像
の
除
幕
式
に
御
案
内
を
蒙
つ
て
居
つ
て
、
是
非
出
て
来
や
う
と
思
ひ
居
た
る
に
其
時
も
妨
が
出
来
て

此
処
に
出
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
、
そ
れ
故
今
日
茲
に
第
十
三
回
の
卒
業
式
を
機
会
と
し
ま
し
て
、
重
々
の
謝
罪
の
為
め
に
出
て
来
た

の
で
あ
り
ま
す
〔
後
略（

11
（

〕」。
後
藤
自
ら
「
疎
遠
」、「
謝
罪
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
て
お
り
、
桂
没
後
に
距
離
が
で
き
て
い
た
の
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
第
三
次
桂
内
閣
後
、
海
軍
と
立
憲
政
友
会
の
連
立
内
閣
で
あ
る
第
一
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
、
そ
し
て
後
藤
が
袂
を
分
か
っ

た
立
憲
同
志
会
を
主
力
と
す
る
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
と
、
い
ず
れ
も
後
藤
へ
の
反
対
勢
力
に
よ
る
内
閣
が
あ
い
つ
い
だ
。
桂
の
銅
像
除

幕
式
に
は
大
隈
重
信
首
相
ら
も
参
列
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
後
藤
の
欠
席
は
意
図
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
頃
、
後
藤
は
原
敬

か
ら
野
党
の
立
憲
政
友
会
へ
の
入
会
を
何
度
も
打
診
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

社
団
法
人
化
に
際
し
、
東
洋
協
会
の
定
款
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
事
業
の
一
つ
が
、
拓
殖
館
の
設
立
で
あ
っ
た
。
定
款
の
第
一
条
は
、

「
本
会
は
東
洋
に
於
け
る
平
和
文
明
の
事
業
を
裨
補
し
台
湾
、
朝
鮮
及
満
洲
其
他
東
洋
に
於
け
る
各
般
の
事
項
を
調
査
講
究
し
共
同
の
福
利

を
増
進
す
る
を
以
て
目
的
と
す
」
と
掲
げ
た
上
で
、「
七
、
拓
殖
館
を
設
立
す
る
事
」
と
明
記
し
た（

11
（

。
拓
殖
館
と
は
、
植
民
地
の
物
品
陳
列

場
や
図
書
閲
覧
室
の
他
、
講
演
会
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
社
交
ク
ラ
ブ
用
の
施
設
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
拓
殖
館
設
立
と
い
う
項
目
は
、

明
治
四
〇
年
の
東
洋
協
会
趣
意
書
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
小
松
原
会
長
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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拓
殖
館
事
業
は
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
具
体
的
に
進
展
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
要
因
は
、
関
東
都
督
府
に
よ
る
満
蒙

物
産
館
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
は
物
産
の
陳
列
場
や
学
術
調
査
施
設
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た（

11
（

。
こ
れ
を
受
け
、
大
正
六
年
一
月
一
五
日

の
理
事
会
で
、
拓
殖
館
建
設
事
業
の
進
捗
を
は
か
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
そ
の
活
動
の
一
環
で
、
同
年
七
月
二
七
日
に
、
小
松
原

は
寺
内
正
毅
内
閣
の
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
後
藤
に
、
興
味
深
い
長
文
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る（

11
（

。「
昨
朝
〔
七
月
二
六
日
〕
は
御
多
忙
之
処
、

御
繰
合
は
せ
御
面
会
被
成
下
難
有
奉
存
候
。
其
節
御
教
示
に
預
り
候
満
鉄
会
社
所
有
地
所
之
件
、
早
速
昨
日
昼
頃
、
満
鉄
事
務
所
に
中
村

〔
雄
次
郎
、
満
鉄
〕
総
裁
を
訪
ね
、
該
地
所
買
収
原
価
に
対
し
金
利
五
分
相
当
之
地
料
を
以
て
全
部
借
用
之
義
申
談
、
総
裁
に
於
て
は
篤
と

相
談
致
置
可
申
と
の
挨
拶
有
之
候
」。
ま
ず
小
松
原
は
、
こ
の
前
日
に
後
藤
と
面
会
し
た
の
ち
、
中
村
雄
次
郎
満
鉄
総
裁
を
訪
問
し
て
、
満

鉄
所
有
地
と
な
っ
て
い
る
土
地
を
年
五
分
相
当
の
借
地
料
を
支
払
っ
て
借
り
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
書
面
で
は
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
く
。「
然
る
処
該
地
所
買
収
代
金
は
六
十
余
万
円
に
相
成
居
候
趣
、
始
め
て
承
り
甚
意
外
に

有
之
候
。
六
十
余
万
円
と
す
れ
は
金
利
五
分
相
当
之
地
料
と
し
て
年
額
三
万
余
円
と
相
成
、
協
会
の
経
済
に
て
は
兎
て
も
難
耐
義
に
有
之

候
。
実
は
買
収
代
金
は
坪
百
五
十
円
と
し
て
も
凡
そ
四
十
五
万
円
に
有
之
、
無
論
其
れ
以
下
の
も
の
と
存
居
、
斯
く
多
額
に
相
成
居
候
と

は
存
知
不
申
、
甚
当
惑
仕
候
義
に
御
座
候
。
因
よ
り
何
と
か
協
会
の
経
済
に
耐
へ
得
へ
き
都
合
能
き
条
件
に
て
借
用
之
義
相
叶
申
間
敷
哉
、

更
に
協
議
仕
度
と
存
居
申
候
」。
小
松
原
は
そ
の
地
所
の
買
収
代
金
が
六
〇
万
円
以
上
で
あ
る
と
初
め
て
知
っ
て
驚
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

坪
単
価
一
五
〇
円
と
し
て
も
約
四
五
万
円
と
な
り
、
そ
れ
以
下
の
金
額
だ
と
推
定
し
て
い
た
も
の
の
、
満
鉄
側
の
条
件
で
は
、
金
利
五
分

の
借
地
料
で
も
年
額
三
万
円
を
超
え
、
東
洋
協
会
の
負
担
で
き
る
金
額
で
は
な
い
と
小
松
原
は
困
惑
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
小
松
原
は
、
拓
殖
館
事
業
の
意
義
を
、
公
益
と
い
う
観
点
か
ら
正
当
化
す
る
。「
拓
植
館
建
設
之
義
は
申
上
候
迄
も
な
く
営
利
事

業
と
は
相
異
り
、
畢
竟
公
益
の
為
に
す
る
も
の
に
有
之
候
間
、
満
鉄
会
社
に
於
て
も
何
と
か
特
別
の
取
扱
を
以
て
、
或
は
該
地
所
を
分
割

し
て
貸
与
致
呉
、
其
地
料
の
如
き
も
特
に
低
廉
に
致
呉
候
様
、
特
別
之
詮
議
相
願
度
被
存
候
」。
た
だ
の
営
利
事
業
で
は
な
く
、
公
益
に
資
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す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
か
ら
、
満
鉄
に
も
所
有
地
の
分
割
貸
与
や
、
借
地
料
の
引
き
下
げ
を
特
別
に
交
渉
す
る
つ
も
り
だ
と
述
べ
、

小
松
原
は
後
藤
に
次
の
よ
う
に
協
力
を
要
請
す
る
。「
実
は
本
事
業
に
付
て
は
都
督
府
よ
り
十
五
万
円
、
台
湾
よ
り
同
額
、
朝
鮮
よ
り
拾
万

円
位
補
助
を
得
度
、
各
長
官
へ
協
議
仕
居
候
義
に
有
之
候
。
満
鉄
会
社
よ
り
も
相
当
の
寄
附
金
を
得
度
、
別
に
懇
談
仕
度
存
居
候
議
に
御

座
候
。
就
て
は
閣
下
〔
後
藤
〕
の
御
高
配
慮
を
以
て
、
別
に
相
当
之
寄
附
金
致
呉
候
か
、
又
は
該
地
所
を
分
割
し
て
無
代
貸
与
致
呉
候
か
、

何
と
か
特
別
之
寄
与
致
呉
候
事
に
御
配
慮
相
叶
申
間
敷
哉
。
閣
下
平
素
之
御
同
情
に
甘
へ
敢
て
懇
願
仕
候
議
に
御
座
候
」。
満
鉄
へ
の
交
渉

に
際
し
て
小
松
原
が
後
藤
に
助
力
を
求
め
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
初
代
満
鉄
総
裁
と
し
て
、
後
藤
が
一
定
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
拓
殖
館
構
想
に
つ
い
て
、
関
東
都
督
府
、
台
湾
総
督
府
、
朝
鮮
総
督
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
補
助
金
を
得
た
い
と
考

え
つ
つ
、
満
鉄
に
も
寄
付
金
を
募
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
書
面
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

実
際
に
は
、
こ
の
拓
殖
館
の
設
立
は
、
実
現
に
至
ら
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
二
月
九
日
、
小
松
原
が
会

長
を
辞
任
す
る
意
思
を
表
明
し
た
評
議
員
会
で
の
挨
拶
の
中
で
、
自
ら
の
会
長
時
代
の
「
唯
一
の
遺
憾
と
す
る
所
」
と
し
て
、
拓
殖
館
の

「
計
画
の
水
泡
に
帰
す
る
に
至
り
た
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
小
松
原
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
協
会
に
な
ら
っ
て
、
物
産
陳

列
場
、
調
査
室
、
図
書
閲
覧
室
、
講
演
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
ク
ラ
ブ
的
会
堂
を
建
て
る
た
め
、
満
洲
や
台
湾
の
当
局
か
ら
賛
同
を
得
て
、

資
金
の
目
処
も
立
っ
た
と
ふ
り
か
え
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
に
お
け
る
「
特
殊
の
事
情
」
の
た
め
に
朝
鮮
総
督
府
の
支
持
を
得
ら
れ
ず
に
、

計
画
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
悔
や
む
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
当
初
の
予
定
を
変
更
し
て
、
物
産
陳
列
場
は
官
設
に
任
せ
、
別
に
ク
ラ
ブ
的
施
設

に
属
す
る
会
館
を
建
て
る
案
に
し
た
、
と
小
松
原
は
説
明
し
て
い
る（

11
（

。

　

朝
鮮
総
督
府
の
消
極
姿
勢
は
、
す
で
に
独
自
の
博
物
館
を
設
立
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
朝
鮮
総
督
府
は
大
正
四
年
の

九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
京
城
の
景
福
宮
で
、
総
督
府
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
を
実
施
し
た
。
そ
の
時
の
美
術
館
の
建
物

を
引
き
継
い
で
、
同
年
一
二
月
に
総
督
府
博
物
館
を
新
設
し
て
い
た
。
そ
れ
を
拠
点
に
し
て
、
朝
鮮
半
島
で
の
古
蹟
調
査
や
朝
鮮
史
の
編
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纂
な
ど
の
五
ヶ
年
計
画
に
着
手
し
た
直
後
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
総
督
府
は
お
そ
ら
く
台
湾
や
満
洲
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
拓
殖
館
構
想

か
ら
距
離
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

1（
（

。

　

ち
な
み
に
、
小
松
原
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
拓
殖
館
の
設
立
は
、
そ
の
後
も
企
画
段
階
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
建
設
に
は
た
ど
り
つ

か
な
か
っ
た
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
は
、
東
洋
協
会
創
立
三
〇
年
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
審
査
委
員
会
で
決
議
さ
れ
た
も
の

の
、
五
〇
～
六
〇
億
円
か
か
る
費
用
の
問
題
で
実
行
に
移
さ
れ
ず
終
わ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
度
に
も
、
大
蔵
公
望

専
務
理
事
が
評
議
員
有
志
の
意
見
を
聞
い
て
作
成
し
た
会
務
振
興
策
三
〇
項
目
に
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
朝
鮮
総
督
府
や
台
湾

総
督
府
、
満
鉄
な
ど
も
自
前
の
博
物
館
を
有
し
て
お
り
、
資
金
募
集
の
目
処
も
立
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
留
の
ま
ま
で
潰
え
て
い
る（

11
（

。

六　

東
洋
協
会
会
長
・
拓
殖
大
学
学
長
の
就
任

　

大
正
七
年
一
二
月
九
日
の
東
洋
協
会
評
議
員
会
に
お
い
て
、
小
松
原
英
太
郎
は
会
長
を
辞
任
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
そ
こ
か
ら
後
任

会
長
の
選
考
が
進
め
ら
れ
、
翌
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
二
月
二
〇
日
に
、
後
藤
新
平
が
第
三
代
の
会
長
に
就
任
す
る
。
後
藤
は
、
同
年

三
月
一
五
日
付
で
拓
殖
大
学
の
学
長
に
も
正
式
に
就
任
し（

11
（

、
そ
の
後
は
亡
く
な
る
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
四
月
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て

会
長
と
学
長
の
職
責
を
全
う
し
た
。
こ
の
後
藤
の
就
任
過
程
に
つ
い
て
、『
拓
殖
大
学
百
年
史
』
で
は
、「
協
会
の
新
評
議
員
、
新
理
事
、

そ
し
て
新
会
長
、
本
学
新
学
長
へ
の
就
任
は
、
十
日
足
ら
ず
の
う
ち
に
実
現
し
た
。
も
と
よ
り
資
料
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
ぬ
後
藤
擁
立

の
動
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る（

11
（

。
以
下
で
は
、
そ
の
後
に
新
た
に
確
認
さ
れ
た
後
藤
の
資
料
な
ど
に
基
づ
い
て
、
こ

の
経
過
を
詳
し
く
再
現
し
て
み
た
い
。

　

大
正
三
年
よ
り
社
団
法
人
と
な
っ
た
東
洋
協
会
の
定
款
は
、
評
議
員
お
よ
び
理
事
、
監
事
の
任
期
を
四
年
（
重
任
可
）
と
定
め
て
い
た（

11
（

。
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大
正
三
年
八
月
一
日
に
選
出
さ
れ
た
評
議
員
や
理
事
の
任
期
は
、
大
正
七
年
七
月
三
一
日
で
切
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
前
後
の
時
期
か

ら
小
松
原
会
長
の
運
営
を
批
判
す
る
運
動
が
一
部
で
発
生
す
る
。
大
正
七
年
五
月
八
日
に
開
か
れ
た
評
議
員
会
で
は
、
評
議
員
の
数
を
一

〇
〇
名
以
内
か
ら
一
五
〇
名
以
内
に
増
員
す
る
な
ど
の
定
款
改
正
と
、
次
期
評
議
員
の
選
挙
方
法
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
提

出
さ
れ
た
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
評
議
員
の
三
枝
光
太
郎
が
た
だ
一
人
、
異
論
を
述
べ
た
と
『
東
洋
時
報
』
に
は
記
さ
れ
て

い
る（

11
（

。
続
い
て
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
で
も
、
評
議
員
会
を
隔
月
一
回
開
き
、
会
員
は
評
議
員
会
に
列
席
で
き
る
と
す
る
定
款
改
正
案
を
三

枝
が
突
如
提
出
す
る
も
の
の
、
一
人
の
賛
成
者
も
な
く
否
決
さ
れ
る
。
さ
ら
に
評
議
員
の
選
挙
が
議
題
と
な
る
と
、
三
枝
が
ま
た
も
や
発

言
を
求
め
、
会
長
の
指
名
に
一
任
さ
れ
て
き
た
前
例
を
改
め
て
、
投
票
ま
た
は
詮
衡
委
員
を
挙
げ
て
選
ぶ
よ
う
に
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
詮
衡
委
員
七
名
の
中
に
会
長
を
加
え
、
他
の
委
員
は
会
長
の
指
名
と
す
る
加
藤
政
之
助
の
折
衷
案
が
多
数
の
賛
同
を
得
た（

11
（

。
五
月
三

〇
日
に
こ
の
定
款
改
正
が
認
可
さ
れ
た
の
ち
、
六
月
三
日
に
、
小
松
原
会
長
は
淺
田
徳
則
ら
六
名
を
詮
衡
委
員
に
指
名
し
、
六
月
七
日
に

一
五
〇
名
の
新
評
議
員
が
選
出
さ
れ
て
い
っ
た（

11
（

。

　

八
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
新
評
議
員
に
よ
る
評
議
員
会
で
は
、
三
枝
に
よ
る
小
松
原
ら
へ
の
攻
撃
が
さ
ら
に
激
化
し
た
。
冒
頭
、
小
松

原
会
長
か
ら
新
理
事
を
選
出
す
る
た
め
に
数
名
の
詮
衡
委
員
を
設
置
す
る
提
案
が
あ
る
と
、
ま
た
も
や
三
枝
が
小
松
原
会
長
と
門
田
正
経

専
務
理
事
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
そ
の
様
子
を
『
東
洋
時
報
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。「
評
議
員
三
枝
光
太
郎
氏
は
協
会
の
腐
敗
及

会
長
の
交
際
費
に
関
し
小
松
原
会
長
及
門
田
専
務
理
事
に
対
し
頗
る
不
穏
の
態
度
を
以
て
人
身
攻
撃
に
渉
る
言
議
を
為
せ
り
」、「
三
枝
氏

も
再
三
発
言
を
求
め
て
其
主
張
を
繰
返
し
口
を
極
め
て
人
身
攻
撃
を
為
し
た
れ
ど
も
協
会
腐
敗
云
々
は
単
に
抽
象
的
論
議
た
る
に
過
ぎ
ず（

11
（

」。

こ
う
し
た
三
枝
の
非
難
も
あ
っ
て
、
理
事
の
詮
衡
委
員
の
決
定
方
式
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
最
終
的
に
は
七
名
の
詮
衡
委

員
が
選
挙
で
決
ま
っ
た（

11
（

。
こ
う
し
た
三
枝
の
個
人
攻
撃
に
嫌
気
を
さ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
八
月
四
日
開
催
の
詮
衡
委
員
会
に
お
い
て
、
小

松
原
は
会
長
職
を
近
く
辞
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
小
松
原
に
よ
れ
ば
、
昨
年
来
、
評
議
員
会
の
た
び
に
三
枝
が
発
す
る
聞
く
に
耐
え
な
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い
人
身
攻
撃
を
く
り
返
す
こ
と
に
多
大
な
迷
惑
を
感
じ
て
お
り
、
速
や
か
な
後
任
選
定
を
門
田
専
務
理
事
と
共
に
望
ん
で
い
る
も
の
の
、

協
会
事
業
を
無
責
任
に
放
棄
す
る
よ
う
な
誤
解
を
与
え
な
い
た
め
に
、
先
日
の
評
議
員
会
の
場
で
の
辞
意
表
明
は
踏
み
と
ど
ま
っ
た
と
の

こ
と
だ
っ
た（

1（
（

。

　

こ
う
し
た
三
枝
の
言
動
は
、
協
会
外
部
の
人
々
の
目
も
引
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
八
月
一
日
の
評
議
員

会
の
様
子
を
「
火
の
様
な
弁
論
が
交
は
さ
れ
た
」
と
形
容
し
、「
開
会
と
共
に
三
枝
氏
は
口
を
極
め
て
小
松
原
門
田
両
氏
を
罵
り
、
中
に
は

聞
く
に
堪
へ
ず
と
て
席
を
起
つ
た
人
さ
へ
あ
つ
た
」
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
評
議
員
会
の
二
日
前
の
七
月
三
〇
日
付
で
、

三
枝
は
「
猛
烈
な
字
句
を
並
べ
た
檄
文
」
を
一
部
の
評
議
員
に
配
布
し
、
自
ら
小
松
原
を
訪
問
し
て
辞
任
勧
告
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
小
松
原
は
「
自
分
も
実
は
辞
退
を
希
望
し
て
ゐ
る
が
君
〔
三
枝
〕
に
辞
職
を
誓
ふ
必
要
も
あ
る
ま
い
」
と
拒
否
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る（

11
（

。

　

こ
の
報
道
で
注
目
す
べ
き
は
、
三
枝
ら
の
主
張
と
し
て
、
新
会
長
の
候
補
に
後
藤
新
平
外
相
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
、
と
い
う
点
で

あ
っ
た（

11
（

。
も
ち
ろ
ん
非
主
流
派
の
三
枝
が
勝
手
に
後
藤
擁
立
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
副
総
理
格
の
外
相
と
し
て
多
忙
を

き
わ
め
て
い
た
後
藤
が
直
接
関
与
し
た
構
想
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
し
時
間
が
た
っ
た
同
年
一
二
月
五
日
、
小

松
原
が
評
議
員
会
で
正
式
に
会
長
辞
任
を
表
明
す
る
直
前
に
、
村
上
先
と
い
う
人
物
か
ら
後
藤
に
宛
て
て
、
同
じ
よ
う
に
三
枝
が
後
藤
の

新
会
長
就
任
に
期
待
す
る
内
容
を
伝
え
る
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
る
。
岩
手
県
気
仙
郡
出
身
の
村
上
は
か
つ
て
台
湾
総
督
府
で
庁
長
を
務
め
、

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
か
ら
四
五
（
一
九
一
二
）
年
ま
で
立
憲
政
友
会
所
属
の
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
村
上
の
妻
望
子
は
岩

手
県
水
沢
町
出
身
で
後
藤
と
同
郷
で
あ
り
、
村
上
は
長
く
台
湾
関
係
の
実
業
界
に
い
た
こ
と
で
後
藤
と
縁
が
続
い
て
い
た（

11
（

。

　

村
上
の
文
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
茲
に
一
寸
申
上
度
は
、
東
洋
協
会
は
台
湾
協
会
の
拡
大
致
し
た
る
も
の
に
有
之
、
故
桂
〔
太

郎
〕
公
及
閣
下
〔
後
藤
〕
御
意
図
の
下
に
成
立
し
発
展
し
た
る
は
申
迄
も
無
之
次
第
に
御
座
候
処
、
然
る
に
近
時
東
洋
協
会
の
内
部
に
種
々
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の
弊
害
を
生
し
、
其
為
め
に
現
会
長
小
松
原
〔
英
太
郎
〕
氏
は
引
退
、
他
之
有
力
の
会
長
を
推
戴
致
候
事
に
内
定
致
候
と
同
時
に
後
任
会

長
は
閣
下
に
是
非
御
頼
申
上
度
義
と
会
員
全
部
の
希
望
に
有
之
候
旨
、
右
革
弊
の
主
張
者
た
る
三
枝
光
太
郎
氏
の
話
合
も
御
座
候
間
、
内

外
御
用マ

マ

繁
中
御
迷
惑
之
至
と
は
万
察
仕
候
へ
共
、
此
際
是
非
共
新
会
長
に
御
承
諾
被
下
候
様
、
小
生
〔
村
上
〕
も
同
会
員
の
一
人
と
致
し

て
特
に
御
頼
申
上
候（

11
（

」。
桂
や
後
藤
が
創
設
し
た
東
洋
協
会
は
、
小
松
原
会
長
の
も
と
で
「
種
々
の
弊
害
」
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
改
革
を

唱
え
る
三
枝
光
太
郎
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
後
任
会
長
に
後
藤
を
推
す
声
が
会
員
全
体
の
希
望
で
あ
る
と
、
村
上
は
熱
心
に
説
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
村
上
は
三
枝
に
つ
い
て
「
利
益
を
離
れ
た
る
誠
意
を
以
て
努
力
中（

11
（

」
と
好
意
的
に
記
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
三
枝
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
、
旧
知
の
後
藤
に
発
信
す
る
労
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

詮
衡
委
員
会
は
、
九
月
一
九
日
付
で
、
一
〇
名
の
理
事
と
二
名
の
監
事
を
選
定
す
る
報
告
書
を
発
表
し
た（

11
（

。
そ
こ
で
選
ば
れ
た
理
事
に

よ
る
新
理
事
会
が
九
月
二
七
日
に
行
わ
れ
、
小
松
原
会
長
、
門
田
専
務
理
事
の
重
任
が
決
ま
っ
た（

11
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
人
事
は
暫
定
的
で

あ
り
、
後
任
決
定
後
に
小
松
原
が
速
や
か
に
会
長
を
辞
任
す
る
内
約
で
も
っ
て
反
対
論
を
収
束
さ
せ
た
と
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
報
じ
て

い
る（

11
（

。
そ
こ
か
ら
二
ヶ
月
の
間
に
、
一
〇
名
の
理
事
の
う
ち
、
三
名
が
辞
任
し
て
し
ま
い（

（11
（

、
そ
の
補
欠
選
挙
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
一
二

月
九
日
の
評
議
員
会
で
、
小
松
原
は
会
長
辞
任
を
表
明
す
る（

（1（
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
淺
田
徳
則
が
詮
衡
委
員
会
の
設
置
を
提
案
す
る
と
、
臨

時
総
会
の
開
催
を
求
め
る
異
論
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
退
席
者
が
多
数
生
じ
て
定
足
数
に
達
せ
ず
に
散
会
と
な
っ
た（

（10
（

。
一
二
月
一
四
日
に
再

び
開
か
れ
た
評
議
員
会
で
も
、
九
名
の
詮
衡
委
員
会
を
設
け
る
と
い
う
淺
田
徳
則
の
提
案
に
対
し
、
来
年
一
月
下
旬
以
降
に
開
く
次
回
の

評
議
員
会
に
お
い
て
詮
衡
委
員
を
選
出
す
る
と
い
う
江
木
千
之
や
坪
井
九
八
郎
ら
の
修
正
動
議
が
成
立
し
、
新
た
な
理
事
や
会
長
の
選
出

に
は
さ
ら
な
る
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（10
（

。

　

こ
う
し
て
小
松
原
の
後
任
会
長
を
め
ぐ
る
人
選
が
本
格
化
す
る
と
、
後
藤
新
平
の
就
任
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
く
。
す
で
に
紹
介

し
た
村
上
先
の
書
簡
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
ま
た
拓
殖
大
学
の
学
生
有
志
総
代
一
三
名
が
、
後
藤
の
学
長
就
任
を
求
め
て
請
願
す
る
一
幕
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も
あ
っ
た
。
学
生
連
名
の
文
書
に
は
「
生
等
熟
現
下
の
我
が
人
物
界
を
観
る
に
、
其
本
大
学
に
密
接
な
る
関
係
あ
る
に
於
て
、
拓
殖
事
業

の
経
験
あ
る
に
於
て
、
地
位
名
望
あ
る
に
於
て
、
将
た
其
意
気
に
於
て
、
又
其
熱
誠
に
於
て
、
本
大
学
々
長
に
推
戴
し
て
最
も
適
当
な
る

は
男
爵
後
藤
新
平
閣
下
を
措
て
他
に
其
人
な
き
こ
と
は
本
大
学
々
生
一
同
の
倶
に
期
せ
ず
し
て
直
感
し
此
際
進
ん
で
同
閣
下
を
本
大
学
々

長
に
推
戴
せ
む
と
す
る
こ
と
の
啻
に
大
旱
の
雲
霓
に
於
け
る
が
如
く
な
る
の
み
な
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
是
が
為
め
に
茲
に
謹
み
て
東
洋
協

会
先
輩
諸
彦
の
御
尽
力
を
仰
が
ん
と
す
る
所
以
な
り（

（10
（

」
と
、
後
藤
を
招
聘
し
た
い
熱
意
が
あ
り
あ
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
三
名
の

中
に
は
、
の
ち
に
川
柳
人
・
俳
人
と
し
て
活
躍
す
る
石
原
秋
朗
（
巖
徹
）、
外
務
省
の
在
ダ
バ
オ
領
事
等
を
歴
任
す
る
こ
と
に
な
る
増
尾
儀

四
郎（

（10
（

、
そ
し
て
戦
後
に
片
山
哲
内
閣
の
農
林
大
臣
と
な
っ
た
平
野
力
三
ら
の
名
前
を
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
擁
立
論
の
盛
り
上
が
り
を
背
景
に
、
い
よ
い
よ
後
藤
が
就
任
を
受
諾
す
る
ま
で
の
経
過
を
、
後
藤
の
日
記
を
中
心
に
た
ど
っ

て
い
き
た
い
。
現
存
す
る
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
の
日
記
に
は
、
後
藤
が
進
め
て
い
た
外
遊
の
準
備
が
多
く
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
就
任
交
渉
は
さ
ほ
ど
記
さ
れ
て
い
な
い（

（10
（

。
一
月
一
七
日
に
な
っ
て
東
洋
協
会
評
議
員
の
大
久
保
高
明
が
「
東
洋
大
学
」
の
こ
と
で
相

談
に
き
て
い
る（

（10
（

。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
東
洋
協
会
と
拓
殖
大
学
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
一
月
二
四
日
に
も
、
後
藤
が
永
田
秀
次
郎
と
「
東

洋
大
学
の
件
」
を
話
し
合
っ
た
と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
東
洋
協
会
評
議
員
会
を
前
日
に
ひ
か
え
た
日
で
あ
り
、
信
頼
す
る
側
近
の
永
田
と
内
々

の
就
任
要
請
へ
の
対
応
を
協
議
し
て
い
た
の
だ
ろ
う（

（10
（

。
翌
二
五
日
の
評
議
員
会
で
は
、
詮
衡
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
の
ち
、
淺
田
徳
則
、
加
藤
政
之
助
、
松
平
直
平
、
押
川
方
義
ら
九
人
が
詮
衡
委
員
と
な
っ
た（

（10
（

。
当
日
に
評
議
員
の
野
沢
源
次
郎
が
後
藤

を
訪
問
し
た
の
は
、
評
議
員
会
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う（

（（1
（

。
一
月
二
九
日
に
は
詮
考
委
員
の
淺
田
、
押
川
、
加
藤
、
松
平

ら
が
後
藤
を
訪
ね
、
こ
こ
で
正
式
に
理
事
就
任
と
会
長
内
諾
が
打
診
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
藤
は
「
熟
慮
の
上
、
面
会
を
約
す
」

と
日
記
に
記
し
て
い
る（

（（（
（

。
一
月
三
一
日
に
第
二
代
学
監
を
務
め
て
い
た
新
渡
戸
稲
造
と
面
談
し（

（（0
（

、
二
月
一
日
、
来
訪
し
た
淺
田
に
「
承
諾

之
意
」
を
表
明
し
た（

（（0
（

。
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こ
の
後
藤
の
内
諾
は
、
永
田
秀
次
郎
の
重
役
就
任
と
セ
ッ
ト
で
提
示
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
月
四
日
、
小
松
原
は
永
田

に
次
の
よ
う
に
書
簡
を
送
り
、
評
議
員
就
任
を
打
診
し
た
。「
甚
唐
突
之
至
に
御
座
候
へ
共
、
東
洋
協
会
之
件
に
付
、
多
分
後
藤
〔
新
平
〕

男
爵
よ
り
御
聞
及
相
成
候
義
も
可
有
之
義
と
奉
存
候
。
此
際
老
台
〔
永
田
〕
を
同
会
評
議
員
に
推
選
致
度
に
付
、
同
会
会
員
に
御
加
入
相

願
度
奉
存
候
。
普
通
之
会
員
に
て
宜
敷
候
間
何
卒
御
承
諾
被
成
下
度
。
右
評
議
員
補
缼
選
挙
の
為
め
来
十
六
日
総
会
開
会
之
筈
に
相
成
居

候
間
、
甚
申
上
兼
候
へ
共
何
卒
至
急
御
承
諾
被
成
下
御
一
報
被
下
度
奉
願
上
候（

（（0
（

」。
唐
突
な
が
ら
東
洋
協
会
の
評
議
員
に
推
薦
し
た
い
と
小

松
原
か
ら
提
起
し
て
い
る
も
の
の
、
永
田
は
た
だ
の
一
評
議
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
月
二
〇
日
付
で
専
務
理
事
に
、
ま
た
二
月
二
四
日
付

で
拓
殖
大
学
幹
事
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
て
、
後
藤
の
会
長
・
学
長
業
務
を
最
も
身
近
で
支
え
る
こ
と
に
な
る（

（（0
（

。
こ
れ
ら
の
永
田
の
就
任
は
、

後
藤
側
か
ら
提
起
し
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

就
任
後
ま
も
な
く
、
後
藤
は
三
月
四
日
か
ら
一
一
月
一
三
日
ま
で
外
遊
に
出
て
日
本
を
離
れ
て
お
り
、
東
洋
協
会
と
拓
殖
大
学
の
新
体

制
の
運
営
は
、
実
質
的
に
は
永
田
の
手
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
五
月
二
六
日
の
評
議
員
会
と
総
会
で
小
松
原
を
名
誉
会

員
と
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
小
松
原
は
永
田
に
宛
て
て
礼
状
を
発
し
て
い
る
。「
先
日
総
会
に
於
て
不
肖
〔
小
松
原
〕
を
名
誉
会
員
に
御

推
薦
相
成
候
趣
光
栄
之
至
奉
存
候
。
扠
又
過
日
評
議
員
会
及
総
会
に
は
出
席
之
心
附
に
御
座
候
処
、
無
拠
差
支
出
来
不
参
仕
候
。
拙
生
今

春
来
病
気
に
有
之
候
へ
共
追
々
快
方
に
向
ひ
候
間
是
よ
り
は
折
々
貴
会
へ
も
出
頭
御
目
に
懸
り
可
申
と
存
候（

（（0
（

」。
こ
こ
で
は
病
気
が
快
方
に

向
か
っ
て
い
る
と
小
松
原
は
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
半
年
後
の
一
二
月
二
六
日
に
六
七
年
間
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。

　

評
議
員
会
や
理
事
会
の
一
員
と
な
っ
た
二
月
一
六
日
や
、
会
長
に
就
任
し
た
二
月
二
〇
日
に
、
後
藤
の
日
記
に
は
特
に
は
記
述
が
残
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
直
前
に
、
永
田
秀
次
郎
や
淺
田
徳
則
が
来
訪
し
た
記
載
は
見
ら
れ
る
も
の
の（

（（0
（

、
就
任
そ
の
も
の
は
記
載
す
べ
き
事
柄

で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
時
期
の
後
藤
の
日
記
に
、
非
主
流
派
の
三
枝
光
太
郎
の
名
前
が
二
度
登
場
す
る

の
は
興
味
深
い
。
一
度
目
は
淺
田
ら
か
ら
会
長
就
任
を
要
請
さ
れ
た
一
月
二
九
日
で
あ
り
、
同
じ
日
に
三
枝
も
後
藤
を
来
訪
し
て
い
た
こ
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と
が
う
か
が
え
る（

（（0
（

。
二
度
目
は
会
長
就
任
後
の
二
月
二
八
日
で
あ
り
、「
三
枝
へ
山
陽
の
巻
を
貸
与
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（（0
（

。

　

三
枝
は
頼
山
陽
研
究
会
を
主
幹
し
て
、
頼
山
陽
に
関
す
る
文
献
等
を
収
集
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
小
松
原
執
行
部
を
批
判
す
る
運
動

を
本
格
化
さ
せ
る
少
し
前
の
大
正
六
年
一
二
月
に
は
、『
東
洋
時
報
』
に
「
頼
山
陽
の
遺
墨　

蒐
集
に
就
て　

同
好
諸
君
に
請
ふ
」
と
題
し

た
頼
山
陽
研
究
会
名
義
の
広
告
文
を
掲
載
し
て
い
る
。「
一
、
頼
山
陽
遺
墨
の
売
却
し
て
差
支
な
き
も
の
は
、
其
種
類
、
年
代
、
大
小
等
の

如
何
を
問
は
ず
汎
く
譲
受
け
た
し
。
二
、
諸
家
愛
蔵
の
山
陽
遺
墨
に
し
て
非
売
品
の
も
の
は
其
写
真
を
本
会
に
入
手
し
得
る
の
便
を
与
へ

ら
れ
た
し
。
三
、
全
国
各
地
に
於
け
る
山
陽
遺
墨
愛
蔵
家
の
人
名
住
所
及
び
其
内
容
如
何
を
記
載
し
た
る
も
の
の
恵
投
を
冀
望
す
。
四
、

山
陽
遺
墨
売
却
の
向
き
に
し
て
遠
隔
の
方
は
其
現
品
或
は
写
真
を
東
京
に
在
る
知
友
等
の
許
に
御
発
托
あ
る
も
妨
げ
な
し（

（01
（

」。

　

こ
う
し
た
三
枝
の
活
動
と
嗜
好
を
理
解
し
た
上
で
、
後
藤
は
自
前
の
頼
山
陽
の
書
巻
を
三
枝
に
わ
ざ
わ
ざ
貸
し
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
任
の
小
松
原
体
制
へ
の
批
判
者
で
あ
っ
た
三
枝
と
も
一
定
の
交
流
を
保
っ
て
い
た
様
子
に
は
、
お
よ
そ
党
派
的
対
立
か
ら
超
然
し
て
行

政
運
営
に
取
り
組
も
う
と
す
る
後
藤
の
一
貫
し
た
方
針
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
同
時
に
ま
た
歴
史
や
文
化
の
探
究
の
前
で
対
等
な

知
友
と
な
り
う
る
こ
と
を
心
よ
り
信
じ
て
い
た
姿
勢
を
み
て
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
が
、
次
期
総
理
大
臣
候
補
と
し
て
世
間
の
注
目

を
浴
び
続
け
た
最
後
の
一
〇
年
間
に
、
拓
殖
大
学
を
通
じ
た
後
進
の
育
成
に
常
に
尽
力
し
続
け
た
後
藤
の
純
な
る
動
機
も
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

七　

お
わ
り
に

　

以
上
論
じ
て
き
た
通
り
、
後
藤
新
平
と
拓
殖
大
学
の
関
わ
り
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
台
湾
協
会
学
校
、
東
洋
協
会
専
門
学
校
の
頃
か
ら
、

非
常
に
長
い
時
間
を
か
け
て
多
様
に
結
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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草
創
期
の
台
湾
協
会
学
校
を
運
営
す
る
上
で
、
台
湾
総
督
府
か
ら
の
補
助
金
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
。
そ
の
交
付
に
際
し
て
は
、
桂

太
郎
会
頭
か
ら
民
政
長
官
の
後
藤
に
対
し
て
何
度
も
働
き
か
け
が
あ
り
、
台
湾
経
営
に
尽
力
す
る
人
材
育
成
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
後
藤

も
、
そ
れ
に
快
く
応
じ
て
台
湾
協
会
学
校
の
運
営
を
力
強
く
支
援
し
た
。
そ
の
援
助
は
財
政
難
で
あ
っ
た
日
露
戦
時
中
に
も
継
続
す
る
と

と
も
に
、
後
藤
か
ら
は
日
露
戦
後
の
満
洲
や
朝
鮮
半
島
へ
の
活
動
拡
大
を
意
識
し
た
改
革
案
も
提
言
さ
れ
て
い
た
。

　

日
露
戦
後
に
桂
が
下
野
す
る
と
、
台
湾
協
会
は
東
洋
協
会
に
大
き
く
組
織
改
編
す
る
が
、
そ
の
際
に
は
桂
の
側
近
と
し
て
初
代
満
鉄
総

裁
の
後
藤
が
そ
の
広
報
活
動
に
尽
力
し
た
。
日
露
戦
後
不
況
の
最
中
に
、
多
額
の
寄
付
金
が
実
業
界
か
ら
出
さ
れ
た
の
に
は
、
後
藤
の
関

与
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
両
者
の
絆
が
、
の
ち
に
第
二
次
、
第
三
次
桂
太
郎
内
閣
に
お
い
て
、
後
藤
が
入
閣
し
て
活
躍
す

る
土
台
と
な
る
。

　

大
正
政
変
後
に
桂
が
病
没
す
る
と
、
政
界
で
孤
立
し
た
後
藤
が
一
時
期
、
東
洋
協
会
専
門
学
校
か
ら
距
離
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
新
た

に
わ
か
っ
た
。
桂
の
後
を
継
い
だ
小
松
原
英
太
郎
会
長
の
時
代
に
は
、
後
藤
の
関
わ
り
は
さ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
ず
、
小
松
原
ら
が
進
め
た

桂
の
顕
彰
運
動
に
も
後
藤
は
必
ず
し
も
協
力
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
も
あ
っ
て
、
後
藤
は
小
松
原
の
後
任
の
東
洋
協
会
会
長
と
拓
殖
大
学
学
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
松
原
の
運
営
に
対
し

て
は
、
一
部
か
ら
非
常
に
強
い
批
判
の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
、
そ
の
非
主
流
派
か
ら
も
小
松
原
の
後
任
候
補
と
し
て
後
藤
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
藤
は
そ
の
運
動
と
も
慎
重
に
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
前
執
行
部
か
ら
円
満
に
移
譲
さ
れ
る
形
で
、
大
正
八
年
に

会
長
と
学
長
に
堂
々
と
着
任
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
主
に
桂
や
小
松
原
か
ら
後
藤
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
新
た
に
判
明
し
た
事
実
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
私
的
な
通
信
で
あ
り
、
当
事
者
間
だ
け
で
共
有
さ
れ
る
秘
密
の
事
柄
で
あ
る
。
補
助
金
の
交
付
、
執
行
部
間
の
内
紛
、
後
任
人
事
な

ど
、
い
ず
れ
も
表
に
は
出
に
く
い
組
織
運
営
の
内
側
の
話
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
周
年
事
業
で
の
公
式
な
正
史
に
は
、
な
じ
み
に
く
い
資
料



― 1（（ ―

後藤新平と拓殖大学

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
断
片
的
な
秘
密
を
伝
え
る
資
料
も
、
充
実
し
た
正
史
の
叙
述
を
手
が
か
り

に
読
解
す
れ
ば
、
当
時
の
学
校
運
営
の
困
難
や
苦
悩
を
あ
ら
た
め
て
今
日
に
映
し
出
し
て
く
れ
る
原
石
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
ま
だ
ま

だ
手
付
か
ず
の
原
資
料
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
版
後
藤
新
平
文
書
」
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
後
藤
新
平
の
真

相
を
描
き
直
す
た
め
の
素
材
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
後
藤
の
文
書
に
は
、
東
洋
協
会
会
長
と
拓
殖
大
学
学
長
に
就
任
し
て
か
ら
の
関
係
資
料
が
ほ
と

ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
大
学
昇
格
問
題
や
、
独
立
の
財
団
法
人
化
に
際
し
て
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
も
の
と
同
種
の
問
題
、
た
と
え

ば
人
間
関
係
の
対
立
や
資
金
面
で
の
労
苦
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
〇
年
間
に
及
ぶ
会

長
・
学
長
の
在
任
期
間
の
関
係
資
料
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
数
し
か
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
後
藤
の
没
後
、
伝
記
編
纂
事
業
が
進
む

中
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
一
一
月
、
後
藤
の
関
連
し
た
社
会
団
体
に
対
し
て
は
、
所
蔵
し
て
い
る
資
料
を
伝
記
編
纂
用
に
提
供
す
る

よ
う
に
依
頼
さ
れ
て
い
る（

（0（
（

。
東
洋
協
会
は
同
年
一
二
月
一
九
日
付
で
、
拓
殖
大
学
は
同
年
一
二
月
二
〇
日
付
で
、
そ
れ
ぞ
れ
後
藤
と
の
関

係
に
関
す
る
回
答
文
を
、
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
に
送
付
し
た（

（00
（

。
い
ず
れ
も
両
団
体
の
来
歴
や
後
藤
の
公
的
関
係
を
ま
と
め
た
文
章
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
後
藤
の
正
伝
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
、
両
団
体
の
内
部
に
あ
っ
た
関
連
資
料
を
調
査
し

た
上
で
、
こ
れ
ら
の
回
答
文
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
後
藤
の
文
書
の
中
に
、
後
藤
在
任
中
の
資
料
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
回
答
文
と
一
緒
に
提
供
さ
れ
た
資
料
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
ま
だ
資
料
群
は
ど
こ
か
ら
扉
を
固
く
閉

じ
て
眠
り
続
け
て
お
り
、
次
な
る
記
念
史
編
纂
の
時
ま
で
、
静
か
に
そ
の
来
訪
者
を
待
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

＊
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ
た
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
所
二
〇
二
一
年
度
第
三
回
研
究
会
で
の
報
告
内
容
を
も
と
に
、

そ
の
後
の
調
査
を
踏
ま
え
て
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
で
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
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い
。
な
お
、
J
S
P
S
科
研
費
基
盤
研
究
（
C
）
二
〇
K
〇
一
四
四
〇
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）		
宮
原
民
平
「
後
藤
伯
爵
と
拓
殖
大
学
」、
三
井
邦
太
郎
編
『
吾
等
の
知
れ
る
後
藤
新
平
伯
』
一
九
二
九
年
、
東
洋
協
会
、
三
六
〇
―
三
六
一
頁
。

（
2
）		
鶴
見
祐
輔
著
、
一
海
知
義
校
訂
『〈
決
定
版
〉
正
伝　

後
藤
新
平　

八
「
政
治
の
倫
理
化
」
時
代
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
四
七
九
―
四
八
一

頁
。

（
（
）		

拓
殖
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
拓
殖
大
学
百
年
史　

大
正
編
』
拓
殖
大
学
、
二
〇
一
〇
年
（
以
下
『
百
年
史
大
正
編
』
と
略
記
）
九
七
―
一
三

五
頁
。
拓
殖
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
拓
殖
大
学
百
年
史　

昭
和
前
編
』
拓
殖
大
学
、
二
〇
一
一
年
、
三
一
―
四
二
頁
。

（
4
）		

福
田
勝
幸
「
拓
殖
大
学
へ
の
貢
献
」、『
環
』
二
九
号
、
二
〇
〇
七
年
、
三
〇
八
―
三
一
〇
頁
。
福
田
勝
幸
「
拓
殖
大
学
と
後
藤
新
平
―
台
湾
協

会
お
よ
び
東
洋
協
会
と
の
関
係
も
含
め
て
」『
後
藤
新
平
の
会
会
報
』
一
七
号
、
二
〇
一
七
年
、
六
四
―
六
九
頁
。

（
5
）		

以
下
「
後
藤
文
書
」
と
略
記
し
て
、
資
料
番
号
を
記
す
。

（
6
）		

「
後
藤
文
書
」
二
四
二
―
〇
〇
四
。

（
7
）		

拓
殖
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
拓
殖
大
学
百
年
史　

明
治
編
』
拓
殖
大
学
、
二
〇
一
〇
年
（
以
下
『
百
年
史
明
治
編
』
と
略
記
）
六
三
頁
。
百

年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
『
拓
殖
大
学
百
年
史　

資
料
編
一
』
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
三
年
（
以
下
『
百
年
史
資
料
編
一
』
と
略
記
）
一
七
―
二
三
頁
。

（
8
）		

百
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
『
拓
殖
大
学
百
年
史　

資
料
編
四
』
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
四
年
（
以
下
『
百
年
史
資
料
編
四
』
と
略
記
）
三
九
頁
。

（
9
）		

同
右
、
三
五
―
三
六
頁
。

（
10
）		

「
家
庭
日
記
第
二
号
」、「
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
六
七
〇
、
明
治
三
三
年
四
月
二
六
日
、
五
月
一
日
、
七

日
、
一
六
日
、
一
八
日
、
二
五
日
条
。

（
11
）		

『
百
年
史
資
料
編
一
』
二
九
―
三
〇
頁
。

（
12
）		

『
百
年
史
明
治
編
』
七
一
―
七
三
頁
。

（
1（
）		

同
右
、
六
四
―
六
五
頁
。

（
14
）		

「
帝
国
議
会
会
議
録
衆
議
院
予
算
委
員
第
一
分
科
会
会
議
録
第
五
回
」
四
七
頁
。

（
15
）		

以
下
、
第
一
五
議
会
で
の
予
算
審
議
の
展
開
は
、
伏
見
岳
人
『
近
代
日
本
の
予
算
政
治　

一
九
〇
〇
―
一
九
一
四
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
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三
年
、
一
六
―
二
〇
頁
を
参
照
。

（
16
）		
「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
〇
三
。

（
17
）		
こ
の
時
、
桂
は
葉
山
で
体
調
回
復
に
努
め
て
い
た
。
千
葉
功
『
桂
太
郎
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
、
六
八
頁
。

（
18
）		

拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
編
『
校
歌
が
で
き
る
ま
で　

拓
殖
大
学
草
創
期
の
群
像
』
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
二
〇
二
〇
年
、
三
〇
―
三
一
頁
。

（
19
）		

明
治
三
四
年
三
月
七
日
付
書
簡
、
拓
殖
大
学
拓
殖
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
室
所
蔵
。
本
資
料
の
閲
覧
は
、
長
谷
部
茂
教
授
の
ご
厚
意
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
20
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
〇
五
。

（
21
）		

『
百
年
史
明
治
編
』
六
五
―
六
七
頁
。

（
22
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
〇
六
。

（
2（
）		

『
百
年
史
資
料
編
四
』
三
二
七
―
三
二
九
頁
。

（
24
）		

『
百
年
史
明
治
編
』
七
〇
―
七
一
頁
。

（
25
）		

『
百
年
史
資
料
編
四
』
三
三
一
―
三
三
六
頁
。

（
26
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
〇
四
。
内
閣
の
用
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
六
年
と
推
定
し
た
。

（
27
）		

「
台
湾
協
会
学
校
補
助
金
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
二
年
三
月
三
日
付
。「
台
湾
協
会
学
校
へ
の
補
助
金
増
額
」『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
二
年
三
月

三
日
付
。

（
28
）		

伏
見
、
前
掲
『
近
代
日
本
の
予
算
政
治　

一
九
〇
〇
―
一
九
一
四
』
四
四
―
五
七
頁
。

（
29
）		

『
百
年
史
資
料
編
一
』
四
〇
―
四
一
頁
。

（
（0
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
一
一
。

（
（1
）		

明
治
三
七
年
四
月
か
ら
台
湾
協
会
学
校
は
台
湾
協
会
専
門
学
校
に
改
称
し
た
。

（
（2
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
一
〇
。

（
（（
）		

明
治
三
七
年
九
月
五
日
付
後
藤
新
平
宛
小
松
原
英
太
郎
書
簡
、「
後
藤
文
書
」
二
二
七
―
〇
〇
一
。

（
（4
）		

『
台
湾
協
会
会
報
』
七
〇
号
、
四
四
頁
。
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（
（5
）		

『
台
湾
協
会
会
報
』
五
九
号
、
三
九
頁
。

（
（6
）		

前
掲
、
明
治
三
七
年
九
月
五
日
付
後
藤
新
平
宛
小
松
原
英
太
郎
書
簡
。

（
（7
）		
『
台
湾
協
会
会
報
』
九
六
号
、
三
六
頁
。

（
（8
）		
『
台
湾
協
会
会
報
』
七
〇
号
、
五
一
頁
。

（
（9
）		

同
右
、
五
一
―
五
二
頁
。

（
40
）		

『
台
湾
協
会
会
報
』
九
六
号
、
三
六
頁
。

（
41
）		

「
後
藤
文
書
」
二
二
七
―
〇
〇
一
所
収
。

（
42
）		

「
小
林
土
佐
商
船
常
務
あ
す
高
知
で
社
葬
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
二
月
一
九
日
付
。

（
4（
）		

石
川
清
編
『
近
藤
銕
次
翁
追
想
録
』
電
気
化
学
工
業
、
一
九
五
二
年
、
五
〇
五
―
五
〇
九
頁
。

（
44
）		

前
掲
、
明
治
三
七
年
九
月
五
日
付
後
藤
新
平
宛
小
松
原
英
太
郎
書
簡
。

（
45
）		

同
右
。

（
46
）		

『
百
年
史
明
治
編
』
八
三
―
八
六
頁
。

（
47
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
一
六
。

（
48
）		

「
台
湾
協
会
学
校
生
徒
同
盟
休
校
」『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
六
年
一
二
月
一
八
日
付
。

（
49
）		

「
台
湾
協
会
専
門
学
校
紛
擾
落
着
」『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
六
年
一
二
月
二
八
日
付
。「
台
湾
協
会
学
校
紛
擾
落
着
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
六
年

一
二
月
二
八
日
付
。

（
50
）		

『
台
湾
協
会
会
報
』
一
〇
〇
号
、
二
〇
―
二
一
頁
。

（
51
）		

長
江
銈
太
郎
『
東
京
名
古
屋
現
代
人
物
誌
』
柳
城
書
院
、
一
九
一
六
年
、
二
七
〇
―
二
七
四
頁
。

（
52
）		

『
百
年
史
明
治
編
』
五
一
頁
、
六
二
頁
。

（
5（
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
一
七
。

（
54
）		

同
右
。

（
55
）		

『
台
湾
協
会
会
報
』
一
〇
〇
号
、
一
―
四
、
二
一
―
二
二
頁
。
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（
56
）		

『
百
年
史
資
料
編
四
』
五
一
―
六
七
頁
。「
明
治
四
十
年
当
用
日
記
」（「
後
藤
文
書
」
X
一
―
〇
一
―
二
一
）
二
月
三
日
条
。

（
57
）		
『
百
年
史
明
治
編
』
一
八
一
頁
。

（
58
）		
同
右
、
一
六
九
―
一
七
〇
頁
。
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
編
『
台
湾
・
東
洋
協
会
研
究　

東
洋
文
化
協
会
五
十
年
史
稿
』
拓
殖
大
学
、
二
〇

一
一
年
、
七
〇
―
七
一
頁
。

（
59
）		

『
東
洋
時
報
』
一
〇
三
号
、
一
―
六
、
六
五
―
六
六
頁
。
前
掲
「
明
治
四
十
年
当
用
日
記
」、
三
月
一
八
日
条
。

（
60
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
二
〇
。

（
61
）		

「
後
藤
文
書
」
一
四
三
―
〇
六
一
。

（
62
）		

伏
見
、
前
掲
『
近
代
日
本
の
予
算
政
治　

一
九
〇
〇
―
一
九
一
四
』
一
三
九
―
二
〇
七
頁
。

（
6（
）		

『
東
洋
時
報
』
一
〇
六
号
、
九
一
―
九
二
頁
。
前
掲
「
明
治
四
十
年
当
用
日
記
」、
六
月
二
二
日
、
二
三
日
条
。

（
64
）		

『
百
年
史
大
正
編
』
三
七
頁
。

（
65
）		

『
百
年
史
明
治
編
』
一
九
五
―
一
九
九
頁
。『
百
年
史
大
正
編
』
四
二
―
四
三
頁
。

（
66
）		

『
百
年
史
大
正
編
』
四
三
―
四
五
頁
。

（
67
）		

『
東
洋
時
報
』
一
八
七
号
、
一
九
一
四
年
四
月
、
二
四
―
二
五
頁
。

（
68
）		

『
東
洋
時
報
』
一
九
〇
号
、
一
九
一
四
年
七
月
、
八
〇
頁
。

（
69
）		

「
後
藤
文
書
」
二
二
七
―
〇
〇
二
。

（
70
）		

『
東
洋
時
報
』
一
八
九
号
、
一
―
四
頁
。『
百
年
史
大
正
編
』
六
七
―
六
八
頁
。

（
71
）		

龍
居
頼
三
は
台
湾
時
代
か
ら
後
藤
の
秘
書
と
な
り
、
満
鉄
の
秘
書
役
長
を
務
め
た
。
一
九
一
二
年
七
月
の
桂
と
後
藤
の
訪
露
に
同
行
し
、
の
ち
に

は
満
鉄
理
事
と
な
っ
て
い
る
。

（
72
）		

『
東
洋
時
報
』
一
九
一
号
、
四
―
五
頁
。

（
7（
）		

『
東
洋
時
報
』
一
九
四
号
、
一
―
一
二
頁
。

（
74
）		

『
東
洋
時
報
』
一
九
九
号
、
一
九
一
五
年
四
月
、
一
〇
頁
。

（
75
）		

岩
壁
義
光
・
広
瀬
順
晧
編
『
影
印
原
敬
日
記
』
一
九
一
四
年
六
月
一
七
日
、
六
月
二
二
日
、
六
月
二
八
日
、
七
月
三
日
。
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（
76
）		

『
東
洋
時
報
』
一
九
一
号
、
一
―
二
頁
。

（
77
）		

『
東
洋
時
報
』
二
二
〇
号
、
七
八
頁
。

（
78
）		
『
東
洋
時
報
』
二
二
一
号
、
七
六
頁
。

（
79
）		
「
後
藤
文
書
」
二
二
七
―
〇
〇
四
。

（
80
）		

『
百
年
史
資
料
編
四
』
一
二
五
―
一
二
六
頁
。

（
81
）		

大
出
尚
子
「
日
本
の
旧
植
民
地
に
お
け
る
歴
史
・
考
古
学
系
博
物
館
の
持
つ
政
治
性
―
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
及
び
「
満
洲
国
」
国
立
（
中
央
）

博
物
館
を
事
例
と
し
て
」『
東
洋
文
化
研
究
』
一
四
号
、
一
―
二
八
頁
。
金
泰
蓮
「
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
設
立
と
運
営
に
つ
い
て
―
一
九
一
〇
～

一
九
二
一
年
を
中
心
に
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇
』
四
三
号
、
二
〇
一
五
年
、
七
三
―
九
〇
頁
。

（
82
）		

前
掲
『
台
湾
・
東
洋
協
会
研
究　

東
洋
文
化
協
会
五
十
年
史
稿
』
一
八
七
頁
。

（
8（
）		

『
百
年
史
資
料
編
一
』
九
四
頁
。
東
洋
協
会
植
民
専
門
学
校
は
、
一
九
一
七
年
一
二
月
よ
り
、
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
拓
殖
大
学
に
名
称
を
変
更
し

て
い
た
。『
百
年
史
資
料
編
一
』
九
〇
頁
。

（
84
）		

『
百
年
史
大
正
編
』
九
九
頁
。

（
85
）		

定
款
第
一
六
条
、
二
一
条
に
よ
る
。『
東
洋
時
報
』
一
九
一
号
、
三
頁
。

（
86
）		

『
東
洋
時
報
』
二
三
六
号
、
一
頁
。

（
87
）		

同
右
、
二
頁
。

（
88
）		

『
東
洋
時
報
』
二
三
七
号
、
四
九
頁
。
他
の
詮
衡
委
員
は
、
山
口
宗
義
、
加
藤
正
義
、
安
場
末
喜
、
高
野
金
重
、
久
保
田
勝
美
で
あ
る
。
淺
田
徳
則

は
、
京
都
出
身
で
各
県
知
事
や
外
務
総
務
長
官
（
次
官
）、
逓
信
総
務
長
官
（
次
官
）
を
経
て
、
長
ら
く
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
。

（
89
）		

『
東
洋
時
報
』
二
三
九
号
、
三
頁
。

（
90
）		

安
場
末
喜
、
加
藤
政
之
助
、
古
市
公
威
、
石
塚
剛
毅
、
高
野
金
重
、
尾
崎
敬
義
、
椎
橋
徳
次
郎
の
七
名
で
あ
る
。『
東
洋
時
報
』
二
三
九
号
、
三
―

四
頁
。

（
91
）		

『
東
洋
時
報
』
二
三
九
号
、
四
頁
。

（
92
）		

「
東
洋
協
会
の
会
長
攻
撃　

昨
日
の
評
議
員
会
で
一
と
騒
ぎ
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
七
年
八
月
二
日
付
。
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（
9（
）		

同
右
。

（
94
）		
「“
虚
業
家
”
に
よ
る
外
地
取
引
所
・
証
券
会
社
構
想
の
瓦
解
―
津
下
精
一
の
台
湾
証
券
交
換
所
出
資
と
吉
川
正
夫
仲
買
店
買
取
を
中
心
と
し

て
―
」『
彦
根
論
叢
』
三
六
七
号
、
二
〇
〇
七
年
、
九
九
―
一
〇
一
頁
。

（
95
）		

大
正
七
年
一
二
月
五
日
付
後
藤
新
平
宛
村
上
先
書
簡
、「
後
藤
文
書
」
五
四
七
―
〇
〇
一
。

（
96
）		

同
右
。

（
97
）		

『
東
洋
時
報
』
二
四
一
号
、
四
四
頁
。

（
98
）		

同
右
。

（
99
）		

「
東
洋
協
会
紛
擾
終
局
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
七
年
九
月
二
一
日
付
。

（
100
）		

『
東
洋
時
報
』
二
四
一
号
、
四
五
頁
。『
東
洋
時
報
』
二
四
三
号
、
四
三
頁
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
後
藤
と
近
い
龍
居
頼
三
で
あ
る
。

（
101
）		

『
東
洋
時
報
』
二
四
三
号
、
四
三
―
四
五
頁
。

（
102
）		

同
右
、
四
五
頁
。

（
10（
）		

同
右
、
四
五
―
四
六
頁
。

（
104
）		

「
小
松
原
英
太
郎
学
長
辞
任
の
件
」、「
後
藤
文
書
」
V
―
一
五
―
六
―
一
。

（
105
）		

「
領
事
増
尾
儀
四
郎
任
官
取
消
ノ
件
」（
昭
和
二
〇
年
一
二
月
二
四
日
）、「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
任
B
〇
四
一
三
二
一
〇
〇
。

（
106
）		

「
手
帖
日
記
」、「
後
藤
文
書
」
X
一
―
〇
二
―
三
六
。「
大
正
八
年
卓
上
備
忘
録
」、「
後
藤
文
書
」
X
一
―
〇
二
―
五
。

（
107
）		

前
掲
「
大
正
八
年
卓
上
備
忘
録
」
一
月
一
七
日
条
。

（
108
）		

同
右
、
一
月
二
四
日
条
。

（
109
）		

『
東
洋
時
報
』
二
四
五
号
、
五
一
―
五
二
頁
。

（
110
）		

前
掲
「
大
正
八
年
卓
上
備
忘
録
」
一
月
二
五
日
条
。

（
111
）		

同
右
、
一
月
二
九
日
条
。
前
掲
「
手
帖
日
記
」
一
月
二
九
日
条
。

（
112
）		

前
掲
「
手
帖
日
記
」
一
月
三
一
日
条
。

（
11（
）		

同
右
、
二
月
一
日
条
。
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（
114
）		

「
永
田
秀
次
郎
・
亮
一
関
係
文
書
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
二
九
六
―
一
。

（
115
）		

『
東
洋
時
報
』
二
四
六
号
、
四
八
、
四
九
頁
。

（
116
）		
大
正
八
年
五
月
三
一
日
付
永
田
秀
次
郎
宛
小
松
原
英
太
郎
書
簡
、「
永
田
秀
次
郎
・
亮
一
関
係
文
書
」
二
九
六
―
二
。

（
117
）		
前
掲
「
手
帖
日
記
」
二
月
一
二
日
条
、
二
月
一
四
日
条
。

（
118
）		

前
掲
「
大
正
八
年
卓
上
備
忘
録
」
一
月
二
九
日
条
。

（
119
）		

前
掲
「
手
帖
日
記
」
二
月
二
八
日
条
。

（
120
）		

『
東
洋
時
報
』
二
三
一
号
、
六
七
頁
。

（
121
）		

伏
見
岳
人
「「
後
藤
新
平
文
書
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
残
さ
れ
た
か
」『
後
藤
新
平
の
会
会
報
』
二
六
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
〇
―
一
一
頁
。

（
122
）		

「
東
洋
協
会
関
係
」、「
後
藤
文
書
」
V
―
一
五
―
五
。「
伝
記
編
纂
会
宛
送
付
状
」、「
後
藤
文
書
」
V
―
一
五
―
六
―
四
。「
後
藤
伯
ガ
拓
殖
大
学
ニ

関
係
セ
シ
事
項
調
書
」、「
後
藤
文
書
」
V
―
一
五
―
六
―
三
。

	

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
三
年
二
月
一
〇
日
）
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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

伊
藤
昌
哉
と
宏
池
会

─
未
公
開
史
料
を
用
い
て

─

小　

枝　

義　

人

要
旨　

池
田
勇
人
の
首
相
政
務
秘
書
官
、
池
田
が
創
始
し
た
自
民
党
の
派
閥
「
宏
池
会
」
事
務
局
長
、
首
相
・
大
平
正
芳
の
ブ
レ
ー
ン
も
務
め
た
政

治
評
論
家
・
伊
藤
昌
哉
の
死
後
、
筆
者
は
淳
夫
人
か
ら
伊
藤
の
遺
し
た
大
量
の
未
公
開
史
料
を
譲
り
受
け
た
。
本
稿
は
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
草
創
期

の
宏
池
会
に
関
す
る
未
公
開
史
料
を
解
析
・
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
一
九
六
四
年
一
〇
月
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
間
も
な
く
病
気
の
た

め
首
相
を
辞
任
す
る
池
田
の
退
陣
表
明
文
案
、
後
継
指
名
に
至
る
政
局
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
池
田
亡
き
後
の
宏
池
会
の
展
望
が
中
心
で
あ
る
。
前

者
は
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚
、
後
者
は
二
五
枚
に
亘
り
、
い
ず
れ
も
ブ
ル
ー
の
イ
ン
ク
で
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
が
今
後
の
戦
後
日
本
政
治

史
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
池
田
勇
人
、
自
民
党
、
後
継
指
名
、
佐
藤
栄
作
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は
じ
め
に

　

伊
藤
昌
哉
の
名
前
を
知
る
人
は
今
や
、
そ
う
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
後
期
か
ら
平
成
初
期
ま
で
論
壇
で
活
躍
し
た
政

治
評
論
家
で
あ
る
。
福
岡
県
福
岡
市
に
本
社
を
置
く
「
西
日
本
新
聞
」
の
政
治
担
当
記
者
を
経
て
、
池
田
勇
人
の
首
相
政
務
秘
書
官
と
な

り（
1
（

、
一
九
六
四
年
一
一
月
か
ら
は
池
田
が
旗
揚
げ
し
た
自
民
党
の
派
閥
「
宏
池
会
」
の
事
務
局
長
を
務
め
た
。
池
田
の
死
後
は
、
後
に
首

相
と
な
る
大
平
正
芳
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
政
治
活
動
を
支
え
、
政
治
評
論
家
に
転
身
し
て
か
ら
は
各
種
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
辛
口
批
評
を

展
開
し
た
。

　

筆
者
と
伊
藤
と
の
出
会
い
は
、
中
曽
根
康
弘
内
閣
時
に
遡
る
。
自
民
党
の
派
閥
政
治
、
田
中
支
配
全
盛
の
頃
だ
っ
た
。
田
中
角
栄
と
福

田
赳
夫
に
よ
る｢

角
福
戦
争｣

の
内
実
を
中
心
に
、
佐
藤
栄
作
内
閣
か
ら
中
曽
根
内
閣
ま
で
の
権
力
闘
争
を
、
伊
藤
が
大
平
の
ブ
レ
ー
ン

と
い
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
知
り
得
た
事
実
を
盛
り
込
み
、「
権
力
の
研
究
」
と
の
副
題
を
附
し
て
描
い
た
迫
真
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
『
実
録
自

民
党
戦
国
史
』（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
八
二
年
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

　

筆
者
は
一
九
七
九
年
、
ラ
ジ
オ
関
東
に
入
社
以
来
、
報
道
部
で
政
治
担
当
記
者
と
し
て
勤
務
し
、
一
九
八
三
年
夏
か
ら
は
、
毎
週
金
曜

日
午
後
、
ス
タ
ジ
オ
に
政
治
家
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
、
政
治
評
論
家
の
中
村
慶
一
郎
と
語
り
合
う｢

政
局
を
語
る｣

と
い
う
三
〇
分
番
組

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
務
め
て
い
た
。
オ
ン
・
エ
ア
は
翌
土
曜
日
の
早
朝
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
番
組
に
『
実
録
自
民
党
戦
国
史
』
の
著
者
で
あ
る
伊
藤
を
呼
ぼ
う
と
、
無
理
を
承
知
で
本
人
に
電
話
し
、
出
演
を
依
頼

し
た
。

　

伊
藤
は
快
く
引
き
受
け
、
以
来
、
二
ヵ
月
に
一
回
程
度
、
番
組
に
出
て
政
治
解
説
を
展
開
し
て
く
れ
た
。
初
出
演
は
一
九
八
六
年
六
月
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二
一
日
だ
っ
た（

2
（

。
信
仰
心
の
あ
つ
い
金
光
教
の
信
者
故
か
、
そ
の
独
特
の
表
現
、
巧
み
な
比
喩
が
ラ
ジ
オ
の
聴
取
者
の
心
を
掴
み
、
好
評

を
博
し
た
。

　

そ
の
後
、
筆
者
が
栃
木
新
聞
社
に
転
職
し
て
か
ら
も
交
流
は
続
き
、
一
九
九
二
年
春
か
ら
一
九
九
三
年
秋
ま
で
の
一
年
半
に
亘
り
、｢

伊

藤
昌
哉
『
政
局
を
読
む
』｣

と
題
す
る
コ
ラ
ム
を
毎
月
一
回
、「
栃
木
新
聞
」
に
定
期
連
載
し
て
も
ら
っ
た
。

　

筆
者
が
伊
藤
の
自
宅
を
訪
れ
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
回
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
筆
者
が
構
成
し
て
紙
面
に
掲

載
し
た
。
原
稿
は
当
初
の
手
書
き
か
ら
、
後
半
は
ワ
ー
プ
ロ
出
稿
に
切
り
替
わ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
、
作
業
が
格
段
に
迅
速
に
な
っ

た
こ
と
が
、
長
く
掲
載
で
き
た
大
き
な
要
因
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
伊
藤
と
の
遣
り
取
り
は
、
真
剣
勝
負
だ
っ
た
。
伊
藤
か
ら
、
い
か
に
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
メ
ン
ト
を
引
っ
張
り
出
す
か
が
、
こ

の
企
画
の
要
諦
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
時
間
余
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
雑
談
の
中
で
も
、
伊
藤
の
頭
か
ら
新
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
、
深
化
し
た
考
え
が
浮
か
べ
ば
、
再
び
テ
ー
プ
を
回
す
か
メ
モ
に
記
し
、
校
正
段
階
で
も
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
続
い
た
。
随
分
と

手
間
を
要
し
た
が
、「
永
田
町
」
と
い
う
難
解
な
世
界
を
、
パ
ズ
ル
を
解
く
よ
う
に
解
析
す
る
実
に
楽
し
い
知
的
作
業
で
あ
っ
た
。

　

自
社
五
五
年
体
制
最
後
の
自
民
党
単
独
政
権
で
あ
る
宮
澤
喜
一
内
閣
発
足
後
半
年
か
ら
始
ま
り
、
自
民
党
の
最
大
派
閥
で
あ
る
経
世
会

（
竹
下
派
）
の
内
部
分
裂
抗
争
、
細
川
護
熙
を
首
班
と
す
る
八
党
派
に
よ
る
非
自
民
連
立
政
権
誕
生
と
い
う
戦
後
日
本
政
治
史
に
残
る
疾
風

怒
濤
の
時
期
で
あ
る
。『
自
民
党
戦
国
史
』
で
権
力
闘
争
の
本
質
に
切
り
込
ん
だ
伊
藤
が
、
平
成
の
政
界
再
編
劇
で
も
、
そ
の
鋭
い
洞
察
力

を
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
て
論
評
し
た
定
期
連
載
は
、
読
者
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

当
時
の
編
集
局
長
・
沖
村
文
雄
は
、
伊
藤
の
連
載
記
事
の
文
字
ポ
イ
ン
ト
を
通
常
よ
り
大
き
く
し
て
掲
載
、
毎
月
の
目
玉
企
画
と
し
て

「
売
り
」
に
し
て
い
た
セ
ン
ス
も
秀
逸
だ
っ
た
。
否
が
応
で
も
目
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
は
筆
者
に
と
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
政
治
学
徒
と
し
て
の
師
匠
で
あ
る
。
伊
藤
が
鬼
籍
に
入
っ
た
の
は
二
〇
〇
二
年
一



― 144 ―

伊藤昌哉と宏池会

二
月
一
三
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
死
因
は
虚
血
性
心
不
全
で
八
五
年
の
生
涯
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
近
く
が
経
っ
た
二
〇
〇
六
年
九
月
、

筆
者
は｢

伊
藤
昌
哉
『
政
局
を
読
む
』｣

に
解
説
を
附
し
、
伊
藤
に
連
れ
添
っ
た
淳
夫
人
へ
の
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
加
え
た
『
伊

藤
昌
哉
政
論
』（
春
風
社
）
を
出
版
し
、
そ
の
際
、
淳
夫
人
か
ら
、
コ
ピ
ー
を
含
め
、
伊
藤
の
遺
し
た
大
量
の
未
公
開
史
料
を
譲
り
受
け
た
。

　

本
稿
は
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
草
創
期
の
宏
池
会
に
関
す
る
未
公
開
史
料
を
解
析
・
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
戦
後
日
本
政
治
史

研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、
伊
藤
の
経
歴
と
著
作
物

　

最
初
に
伊
藤
昌
哉
の
経
歴
と
著
作
物
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
う
ち
、
経
歴
に
つ
い
て
は
本
人
が
記
し
た
履
歴
書
や
各
種
辞
令
を
整
理
し
、

時
系
列
で
列
記
し
て
い
る
。

　　

経
歴

　

一
九
一
七
（
大
正
六
） 　

年　
　

一
一
月
二
一
日
、
南
満
州
大
石
橋
に
生
ま
れ
る（

（
（

。

　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年　
　

三
月
、
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
卒
業
。

　

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年　
　

一
〇
月
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
繰
り
上
げ
卒
業
。
同
月
、
西
部
四
二
部
隊
入
営
。

　

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年　
　

一
一
月
、
新
京
陸
軍
経
理
学
校
卒
業
。

　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年　
　

三
月
、
西
部
四
二
部
隊
主
計
少
尉
。

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年　
　

八
月
、
西
部
四
二
部
隊
主
計
中
尉
。
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一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年　
　

 

三
月
、
中
国
湖
南
省
長
沙
に
お
い
て
除
隊
。
福
岡
県
福
岡
市
に
引
揚
げ
。
九
月
、
株
式
会
社
西
日
本

新
聞
社
入
社
。
東
京
支
社
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年　
　

一
一
月
、
武
政
淳
と
結
婚
。

　

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年　
　

一
月
、
西
日
本
新
聞
社
東
京
支
社
政
治
部
次
長
に
就
任
。

　

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年　
　

一
月
、
西
日
本
新
聞
社
本
社
整
理
部
次
長
に
就
任
。

　

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年　
　

 

三
月
、
西
日
本
新
聞
社
退
社
。
四
月
、
宏
池
会
入
職
。
六
月
、
第
二
次
岸
信
介
内
閣
発
足
に
伴
い
、

池
田
勇
人
国
務
大
臣
秘
書
官
に
就
任
。

　

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年　
　

七
月
、
池
田
内
閣
発
足
に
伴
い
、
内
閣
総
理
大
臣
政
務
秘
書
官
に
就
任（

4
（

。

　

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年　
　

一
一
月
、
池
田
内
閣
総
辞
職
後
、
宏
池
会
事
務
局
長
、
新
財
政
研
究
会
事
務
局
長
に
就
任
。

　

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年　
　

一
二
月
、
東
急
建
設
常
勤
顧
問
に
就
任
。

　

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年　
　

五
月
、
東
急
建
設
常
務
取
締
役
に
就
任
。

　

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年　
　

一
一
月
、
東
急
建
設
専
務
取
締
役
に
就
任
。

　

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年　
　

八
月
、
東
京
急
行
電
鉄
顧
問
、
調
査
役
に
就
任
。

　

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年　
　

五
月
、
東
急
建
設
監
査
役
に
就
任
。

　

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年　
　

一
二
月
、
福
田
赳
夫
内
閣
発
足
に
伴
い
内
閣
調
査
員
（
非
常
勤
）
に
就
任
。

　

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年　
　

一
二
月
、
大
平
正
芳
内
閣
発
足
に
伴
い
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
大
平
を
支
え
る
。

　

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年　
　

六
月
、
大
平
死
去
後
、
評
論
活
動
を
開
始
。

　

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年　
　

一
二
月
、
東
急
建
設
顧
問
に
就
任
。



― 146 ―

伊藤昌哉と宏池会

　

一
九
九
七
（
平
成
九
） 　

年　
　

三
月
、
東
急
建
設
、
東
京
急
行
電
鉄
を
退
社（

5
（

。

　

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年　
　

 

一
二
月
一
三
日
、
午
前
一
〇
時
三
〇
分
、
虚
血
性
心
不
全
の
た
め
東
京
都
練
馬
区
内
の
自
宅
で
死
去
。

享
年
八
五
。

著
作
物
（
単
著
）

　
『
池
田
勇
人
―
そ
の
生
と
死
』（
至
誠
堂
、
一
九
六
六
年
）、『
実
録
自
民
党
戦
国
史
―
権
力
の
研
究｣

（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
八
二

年
）、『
新
・
自
民
党
戦
国
史
』（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
八
三
年
）、『
日
本
の
政
治　

昼
の
意
思
と
夜
の
意
思
―
ブ
ー
ち
ゃ
ん
の
政
治
道

場
対
談
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
）、『
池
田
勇
人
と
そ
の
時
代
―
生
と
死
の
ド
ラ
マ
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
）、『
自
民

党
戦
国
史
』
上
中
下
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
）、『
日
本
宰
相
列
伝
㉑
』
新
装
版
（
時
事
通
信
社
、
一
九
八
五
年
）、『
宰
相
盗
り
』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）、『
自
民
党
「
孫
子
」
―
孫
子
理
論
に
よ
る
政
治
力
学
の
解
明
』（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
一
九
八
六
年
）、

『
池
田
勇
人
』（
時
事
通
信
、
一
九
八
六
年
）、『
哲
学
の
な
い
政
治
家
が
、
国
を
滅
ぼ
す
』（
致
知
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、『
危
機
の
政
治
・

予
見
の
政
治
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）

二
、
宏
池
会
と
伊
藤
メ
モ

　

宏
池
会
は
東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
の
日
本
自
転
車
振
興
会
館
五
階
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
っ
た
。
筆
者
も
記
者
時
代
に
宏
池
会
を
数
年
間

担
当
し
、
週
に
何
度
も
足
を
運
ん
だ
場
所
で
あ
り
、
間
取
り
に
は
記
憶
が
あ
る
。
所
属
議
員
が
一
同
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
広
い
会
議

室
と
会
長
室
、
ソ
フ
ァ
や
椅
子
が
置
か
れ
た
フ
ロ
ア
ー
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
た
。



― 147 ―

伊藤昌哉と宏池会

　

宏
池
会
が
発
足
し
た
の
は
一
九
五
七
年
六
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
宮
澤
喜
一
は
「
長
老
の
益
谷
秀
次
、
林
譲
治
さ
ん

や
、
前
尾
繁
三
郎
、
大
平
正
芳
、
黒
金
泰
美
さ
ん
や
私
ら
が
参
加
し
た
。
当
初
は
政
策
を
勉
強
す
る
と
い
う
よ
り
、
三
々
五
々
集
ま
っ
て

情
報
交
換
す
る
場
だ
っ
た
。
一
方
で
池
田
さ
ん
の
大
蔵
省
時
代
の
友
人
の
田
村
敏
男
（
宏
池
会
事
務
局
長
）
さ
ん
を
中
心
に
、
下
村
治
さ

ん
や
学
者
が
集
っ
て
勉
強
会
を
し
て
い
た
。
池
田
政
権
に
備
え
て
政
策
を
準
備
す
る
と
い
う
明
確
な
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
下

村
さ
ん
が
日
本
経
済
は
興
隆
期
に
入
る
と
言
い
始
め
て
、
こ
れ
は
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
み
ん
な
で
勉
強
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る（

6
（

。
宏
池
会
は
情
報
交
換
や
勉
強
会
を
開
催
す
る
一
種
の
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
後
に
多
く
の
宰
相
を

生
み
出
す
派
閥
に
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
伊
藤
昌
哉
が
死
去
し
て
間
も
な
く
、
淳
夫
人
か
ら
譲
り
受
け
た
史
料
の
中
で
、
最
も
興
味
を
惹
か
れ
た
の
は
、

池
田
死
去
二
日
前
の
一
九
六
五
年
八
月
一
一
日
、
入
院
中
の
池
田
に
手
渡
そ
う
と
し
て
、
払
い
除
け
ら
れ
た
と
い
う
伊
藤
の
励
ま
し
の
自

筆
の
手
紙
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
拙
著
『
伊
藤
昌
哉
政
論
』
に
全
文
を
掲
載
し
た
。

　

一
九
六
四
年
九
月
九
日
、
池
田
は
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
翌
日
の
一
〇
月
二
五
日
に
退
陣
表
明
す

る
。
そ
の
際
、
誰
に
政
権
移
譲
す
る
か
、
池
田
が
創
設
し
た
宏
池
会
が
、
自
民
党
の
中
で
、
い
か
な
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
、
存
続
し
て

い
く
の
か
に
つ
い
て
伊
藤
自
ら
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
池
田
の
退
陣
表
明
文
案
は
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚
、
伊
藤
の

政
局
展
望
は
二
五
枚
に
亘
っ
て
ブ
ル
ー
の
イ
ン
ク
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

池
田
は
入
院
二
ヵ
月
前
の
七
月
に
自
民
党
総
裁
選
で
三
選
を
果
た
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
の
入
院
で
あ
る
か
ら
、
自
民
党

内
が
大
き
く
揺
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
の
政
治
展
開
は
、
池
田
死
去
か
ら
一
年
後
に
出
版
さ
れ
た
伊
藤
の
著
書
『
池
田
勇
人
―

そ
の
生
と
死
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
藤
の
残
し
た
史
料
と
比
較
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
勿
論
、
伊
藤
の
予
見
通
り
に
は
進

ま
な
か
っ
た
が
、
そ
の
政
治
分
析
、
人
間
観
察
は
極
め
て
的
確
で
驚
か
さ
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
多
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く
の
国
民
が
酔
い
し
れ
る
中
、
そ
の
裏
側
で
は
池
田
の
跡
目
争
い
が
、
同
時
進
行
で
激
し
く
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、
変
わ
ら
ざ
る
権

力
闘
争
の
本
質
を
見
る
思
い
で
あ
る
。

三
、
池
田
の
退
陣
表
明
文
案

　

一
九
六
四
年
九
月
七
日
、
池
田
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
東
京
総
会
で
演
説
し
、
そ
の
僅
か
二
日
後
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
入

院
す
る
。
当
時
の
新
聞
報
道
を
見
る
と
、「
池
田
さ
ん
、
笑
顔
で
入
院
」
と
い
っ
た
具
合
で
、
余
り
深
刻
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い（

7
（

。
池
田
勇
人

は
一
〇
月
一
〇
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
に
は
入
院
先
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
る
。

　

池
田
が
正
式
に
退
陣
表
明
を
し
た
の
は
、
二
週
間
後
の
二
五
日
、
閉
会
式
翌
日
の
こ
と
で
あ
る
。
自
民
党
総
裁
三
選
を
決
め
、
戦
後
復

興
の
姿
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
最
大
の
行
事
を
終
え
た
池
田
は
、
こ
れ
か
ら
の
残
り
任
期
二
年
間
を
政
権
総
仕
上
げ
と
考
え
、
高
度

経
済
成
長
の
歪
み
と
の
批
判
に
応
え
る
べ
く
、
人
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
病
魔
に
襲
わ
れ
た
。
喉
頭
癌
で
あ
る
。

　

総
裁
選
前
後
か
ら
喉
の
痛
み
を
訴
え
て
い
た
池
田
は
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
の
診
察
の
結
果
、
喉
頭
癌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
当
時
、
癌
が
見
つ
か
れ
ば
本
人
に
は
告
知
し
な
い
の
が
普
通
で
、
医
師
団
は
病
名
に
苦
心
惨
憺
し
、
記
者
会
見
で
は
「
前
が
ん
症
状
」

と
発
表
し
て
い
る
。

　

伊
藤
昌
哉
は
二
〇
日
夜
、
退
陣
表
明
文
案
の
執
筆
に
時
間
を
費
や
す
。
二
一
日
明
け
方
三
時
ま
で
か
か
っ
た
と
い
う（

8
（

。
推
敲
さ
れ
た
文

案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　

 　

医
師
団
の
綜
合
診
断
に
よ
る
外
は　

何
人
の
意
見
に
も
左
右
さ
れ
ず　

私
は
私
自
身
の
信
念
に
基
づ
い
て　

こ
の
際　

首
相
の
地
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位
を
辞
任
す
べ
き
で
あ
る
と
決
意
し
て
。
内
外
の
情
勢
か
ら　

日
本
国
の
首
相
に
許
さ
れ
る
入
院
の
期
間
は
自
ら
一
定
の
限
度
が
あ

る
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

 　

三
選
以
来　

私
の
使
命
は
経
済
の
歪
み
是
正
、
党
の
近
代
化
、
自
主
外
交
の
確
立
外
交
案
件
の
自
主
的
処
理
に
あ
る
と
考
へ
続
け

て
来
た
。
い
ま
私
は　

私
の
手
に
よ
る
そ
の
実
現
を
断
念
し
た
。
国
民
各
位
に
相
す
ま
ぬ
気
持
で
一
杯
で
あ
る
。

　
　

 　

私
は
こ
の
思
ひ
を
我
党
同
志
諸
君
に
托
し
た
い
。
生
き
た
胎
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
に
あ
っ
て　

同
志
諸
君
が
常
に
党
の
団
結
を

確
保
維
持
し
つ
ゝ
、
速
に
事
態
の
捨〈
マ
マ
〉収
を
図
っ
て
政
局
の
安
定
を
期
し　

我
党
の
公
約
を
確
実
に
果
た
さ
れ
ん
事
を
切
望
し
て
や
ま

な
い
。

　
　

 　

自
ら
省
み
て
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
の
多
か
り
し
か
っ
た
私
に　

四
年
有
余
支
援
を
お
し
ま
な
か
っ
た
国
民
各
位
に
対
し
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
。

　

伊
藤
の
文
案
は
二
二
日
、
池
田
側
近
の
大
平
か
ら
自
民
党
幹
事
長
の
三
木
武
夫
に
手
渡
さ
れ
、
党
側
で
一
部
字
句
が
改
め
ら
れ
た
も
の

を
、
池
田
が
確
認
し
、
正
式
な
退
陣
表
明
文
と
な
っ
た（

9
（

。　

四
、
池
田
退
陣
後
の
政
局
展
望

　

一
九
六
四
年
七
月
の
自
民
党
総
裁
選
の
結
果
は
池
田
勇
人
二
四
二
票
、
佐
藤
栄
作
一
六
〇
票
、
藤
山
愛
一
郎
七
二
票
で
、
池
田
は
佐
藤

を
八
二
票
差
で
破
っ
た
も
の
の
、
過
半
数
を
僅
か
四
票
上
回
っ
て
、
辛
う
じ
て
一
回
目
の
投
票
で
三
選
を
勝
ち
取
っ
た
。
だ
が
、
も
し
決

選
投
票
に
進
ん
で
い
れ
ば
、
佐
藤
に
軍
配
が
上
が
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
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長
期
政
権
に
対
す
る
飽
き
か
ら
、
三
選
は
果
た
し
て
も
、
二
年
後
の
総
裁
任
期
満
了
ま
で
池
田
の
求
心
力
が
保
て
る
の
か
。
所
謂
「
レ
ー

ム
ダ
ッ
ク
現
象
」
を
危
惧
、
あ
る
い
は
期
待
す
る
交
錯
し
た
空
気
が
自
民
党
を
覆
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、
池
田
の
病
気
で
あ
る
。
真
っ
先
に
反
応
し
た
の
は
直
近
の
総
裁
選
で
次
点
と
な
っ
た
佐
藤
で
あ
り
、

同
時
に
池
田
を
支
え
た
河
野
一
郎
、
加
え
て
、
財
界
か
ら
国
政
に
転
じ
、
外
務
大
臣
ま
で
務
め
た
藤
山
も
ポ
ス
ト
池
田
に
意
欲
を
持
っ
て

い
た
。
ポ
ス
ト
池
田
争
い
は
、
三
ヵ
月
前
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
公
選
に
な
る
の
か
、
池
田
の
後
継
指
名
と
い
う
形
に
な
る
の
か
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
激
し
い
角
逐
が
始
ま
る
予
感
は
十
分
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
先
が
池
田
退
陣
後
の
伊
藤
昌
哉
の
政
局
展
望
で
あ
る
。
池
田
の
病
状
を
知
る
最
側
近
と
し
て
、
退
陣
表
明
文
案
作
成
前
後
に

一
気
に
書
き
上
げ
、
政
治
情
勢
に
応
じ
て
、
多
少
、
書
き
足
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
内
容
か
ら
し
て
、
そ
う
推
察
で
き
る
。
そ
の
後
、

伊
藤
は
池
田
死
去
ま
で
を
慌
た
だ
し
く
過
ご
し
、
こ
の
史
料
は
伊
藤
の
書
斎
で
眠
っ
た
ま
ま
、
四
〇
年
ほ
ど
放
置
さ
れ
て
い
た
。
以
下
、

細
か
く
見
て
い
く
。

　
　

○
党
内
情
勢

　
　
（
1
） 　

池
田
首
相
の
意
思
表
示
（
辞
意
）
が
あ
る
ま
で
「
動
け
な
い
」
と
い
う
の
が
大
勢
で
あ
る
。（
福
田
赳
夫
）「
動
け
ば
四
方
か

ら
叩
か
れ
る
。
演
出
側
近
を
見
守
れ
」
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ら
う
。
各
派
は
少
数
の
幹
部
が
謀
議
を
こ
ら
し
連
絡
員
の
設
置

情
報
網
の
確
立
に
止
ま
っ
て
い
る
（
佐
藤
派
は
十
月
二
十
一
日
、
幹
部
会
を
開
く
予
定
）

　

政
治
家
の
健
康
状
態
は
、
政
治
生
命
を
も
大
き
く
左
右
す
る
た
め
、
異
変
が
あ
れ
ば
周
囲
は
伏
せ
る
が
、
今
も
昔
も
、
あ
っ
と
い
う
間

に
噂
は
広
が
る
も
の
で
あ
る
。
永
田
町
で
は
、
水
面
下
で
池
田
の
後
継
を
巡
る
駆
け
引
き
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
表
立
っ
て
動
け
ば
、
不
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謹
慎
の
謗
り
を
免
れ
な
い
。
こ
こ
で
伊
藤
は
福
田
赳
夫
の
言
葉
で
「
動
け
な
い
」
と
引
用
し
て
い
る
。

　

当
時
の
福
田
の
立
場
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
福
田
は
池
田
の
経
済
運
営
を
批
判
し
た
急
先
鋒
の
一
人
で
あ
る
。
岸
（
信
介
）
派
の
福

田
は
池
田
内
閣
で
は
当
初
、
自
民
党
政
調
会
長
に
就
任
し
た
。
福
田
は
大
蔵
省
で
池
田
の
後
輩
だ
が
、
池
田
の
国
民
所
得
倍
増
計
画
を
始

め
と
す
る
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
一
貫
し
て
批
判
的
で
、
財
政
均
衡
、
安
定
成
長
論
者
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
政
調
会
長
は
一
期
で
更

迭
さ
れ
、
池
田
時
代
は
無
役
で
あ
り
、
岸
の
実
弟
で
あ
る
佐
藤
栄
作
寄
り
の
立
場
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
多
額
の
現
金
が
飛
び
交
っ
た
と

さ
れ
る
先
の
総
裁
選
や
領
袖
が
競
う
派
閥
政
治
に
対
し
て
も
、
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
た
。

　

造
語
の
名
人
と
い
わ
れ
た
福
田
だ
が
、
そ
の
中
で
も
「
昭
和
元
禄
」
は
、
最
も
人
口
に
膾
炙
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
池
田
の
経
済
政

策
を
批
判
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
六
月
、
総
裁
選
直
前
に
福
田
が
公
然
と
池
田
退
陣
を
要
求
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
所
得
倍

増
、
高
度
成
長
の
結
果
、
社
会
の
動
き
は
物
質
至
上
主
義
が
全
面
を
覆
い
、
レ
ジ
ャ
ー
、
バ
カ
ン
ス
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
無
責
任
、
無
気

力
が
国
民
の
間
に
充
満
し
、『
元
禄
調
』
の
世
相
が
日
本
を
支
配
し
て
い
る
」
と
痛
烈
な
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

故
に
池
田
退
陣
と
な
れ
ば
、
真
っ
先
に
福
田
の
言
動
に
は
注
目
が
集
ま
る
。
七
月
の
総
裁
選
に
引
き
続
い
て
福
田
は
岸
の
実
弟
・
佐
藤

を
応
援
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
ラ
イ
バ
ル
側
情
報
で
あ
る
福
田
発
言
を
伊
藤
が
重
視
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
2
） 　

七
月
に
於
る
総
裁
公
選
の
戦
略
に
つ
い
て
教
訓
を
思
い
出
し
公
選
当
時
の
勢
力
を
確
保
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
が
（
佐

藤
派
は
す
で
に
大
野
派
と
接
触
し
（
倉
石
氏
ら
が
川
野
芳
満
氏
等
三
氏
と
）
同
派
の
動
揺
分
子
に
誘
い
を
か
け
て
い
る
。）
十
月

二
十
五
日
以
降
は
一
せ
い
に
行
動
に
出
る
で
あ
ら
う
。

　

自
民
党
は
、
し
ば
し
ば
「
派
閥
連
合
体
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
派
閥
が
台
頭
し
始
め
た
の
は
初
代
総
裁
・
鳩
山
一
郎
退
陣
後
の



― 152 ―

伊藤昌哉と宏池会

一
九
五
六
年
一
二
月
の
総
裁
選
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
派
閥
は
「
七
個
師
団
三
連
隊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
石
橋
（
湛
山
）
派
、
河

野
（
一
郎
）
派
、
岸
（
信
介
）
派
、
石
井
（
光
次
郎
）
派
、
大
野
（
伴
睦
）
派
、
吉
田
（
茂
）
派
、
松
村
（
謙
三
）・
三
木
（
武
夫
）
派
が

師
団
規
模
、
芦
田
均
、
北
村
徳
太
郎
、
大
麻
唯
男
グ
ル
ー
プ
が
連
隊
ク
ラ
ス
と
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
吉
田
派
は
池
田
、
佐
藤
派
に

分
か
れ
、
石
井
、
大
野
、
岸
、
河
野
、
石
橋
、
三
木
・
松
村
（
謙
三
）
派
と
と
も
に
八
個
師
団
に
収
束
す
る
。

　

岸
退
陣
後
、
岸
派
か
ら
藤
山
愛
一
郎
が
脱
退
し
藤
山
派
を
結
成
、
池
田
内
閣
期
に
は
岸
派
が
解
散
し
、
福
田
派
と
川
島
（
正
次
郎
）
派

に
分
裂
し
て
い
る
。
池
田
退
陣
前
後
は
中
間
派
と
呼
ば
れ
る
中
小
グ
ル
ー
プ
も
多
く
、
群
雄
割
拠
時
代
で
あ
っ
た
。

　

伊
藤
が
記
し
て
い
る
の
は
、
池
田
を
支
え
た
大
野
派
の
倉
石
忠
雄
と
川
野
芳
満
た
ち
が
佐
藤
支
持
を
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
水
面
下

の
切
り
崩
し
の
動
き
で
あ
ろ
う
。
勝
ち
馬
に
乗
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
閥
が
閣
僚
・
党
役
員
ポ
ス
ト
を
獲
得
す
る
機
会
は
、
総
裁
選
で
貸
し

を
作
る
時
を
お
い
て
他
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
（
） 　

だ
か
ら　

こ
の
段
階
に
お
い
て
は
各
派
の
性
向
（
幹
部
の
手
口
と
人
間
性
）
を
徹
底
的
に
追
及

（
マ
マ
（し

て　

政
局
の
帰
趨
を
予
見

し
「
極
限
値
」
を
発
見
す
る
と
い
う
作
業
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
作
業
で
一
応
の
目
安
を
さ
だ
め
た
上　

十
月
二
十
五

日
以
降　

起
き
る
で
あ
ら
う
現
実
の
動
き
に
合
は
せ
て
随
時
、
対
策
を
立
て
る
と
い
う
の
が
正
し
い
こ
と
に
な
ら
う
。

　

ポ
ス
ト
池
田
を
巡
る
争
い
は
、
退
陣
表
明
し
た
途
端
、
水
面
下
の
動
き
が
一
気
に
浮
上
す
る
と
伊
藤
は
記
し
て
い
る
。「
各
派
の
性
向

（
幹
部
の
手
口
と
人
間
性
）
を
徹
底
的
に
追
及
し
」
と
あ
る
が
、
文
面
を
眺
め
て
い
る
限
り
、
伊
藤
が
最
も
警
戒
し
て
い
る
の
は
、
川
島
正

次
郎
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。「
政
界
一
寸
先
は
闇
」
の
名
言
で
知
ら
れ
る
川
島
は
、
長
い
政
治
活
動
の
中
で
、
自
ら
は
主
役
に
な
る
こ

と
な
く
、
キ
ー
マ
ン
と
し
て
動
き
、
ど
ん
で
ん
返
し
の
筋
書
き
を
導
き
出
す
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
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（
4
） 　

各
派
の
動
向
は
総
裁
候
補
を
も
つ
も
の
（
第
一
グ
ル
ー
プ
）
と
然
ら
ざ
る
も
の
（
第
二
グ
ル
ー
プ
）
と
に
よ
っ
て
動
き
が
異

る
は
ず
で
あ
る
。

　
　

第
一
グ
ル
ー
プ　

佐
藤
（
岸
）　

河
野　

藤
山　

川
島　

三
木

　
　

第
二
グ
ル
ー
プ　

石
井　

大
野　

池
田

　

池
田
内
閣
を
支
え
た
勢
力
は
、
発
足
当
初
と
政
権
後
半
で
は
、
か
な
り
変
異
す
る
。「
池
田
内
閣
は
は
じ
め
、
自
民
党
内
の
官
僚
派
対
党

人
派
の
図
式
の
中
で
、
岸
・
池
田
・
佐
藤
の
官
僚
派
を
ま
と
め
て
で
き
た
内
閣
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
佐
藤
氏
が
『
次
ぎ
』
を
急
い
で
岸
、

福
田
氏
ら
と
と
も
に
池
田
内
閣
批
判
を
強
め
る
と
、
大
野
伴
睦
、
河
野
一
郎
氏
ら
党
人
派
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
池
田
寄
り
に
変
わ
り
、
池

田
内
閣
を
め
ぐ
る
当
初
の
図
式
は
逆
転
」
し
て
い
た（

（（
（

。
こ
こ
で
総
裁
候
補
を
持
た
な
い
第
二
グ
ル
ー
プ
と
し
て
伊
藤
が
池
田
派
以
外
に
挙

げ
て
い
る
の
が
石
井
派
と
大
野
派
で
あ
る
。
過
去
二
回
、
総
裁
選
に
敗
れ
た
石
井
光
次
郎
は
最
早
、
総
裁
ポ
ス
ト
へ
の
意
欲
を
失
い
衆
議

院
議
長
の
道
を
模
索
す
る
。
大
野
伴
睦
は
池
田
三
選
直
前
に
逝
去
し
、
や
が
て
大
野
派
は
雲
散
霧
消
し
て
い
く
。

　
　
（
5
） 　

第
二
グ
ル
ー
プ
に
共
通
な
意
識
は
総
裁
候
補
を
も
た
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
主
流
派

に
参
加
し　

高
く
売
り
つ
け
よ
う
（
大
野
派
の
如
し
）
と
い
う
考
へ
方
で　

最
後
ま
で
去
就
を
明
ら
か
に
し
な
い
か
も
し
れ
な

い
。（
若
し
早
く
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
を
み
せ
る
な
ら　

そ
れ
は
第
一
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
派
に
関
す
る
か
ぎ
り
「
勝
負
は
終
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
池
田
派
の
去
就
は
極
め
て
重
要
で
各
派

は
一
せ
い
に
そ
の
動
向
を
注
目
す
る
で
あ
ら
う
。
前
尾　

大
平　

鈴
木　

周
東
氏
等
の
核
を
中
心
に
一
体
と
な
っ
た
体
制
を
ま〈

マ
マ
〉さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幹
部
一
任
（
最
悪
の
場
合
池
田
一
任
）
を
と
り
つ
け
て
徐
々
に
タ
ガ
を
は
め　

不
純
分
子
の
動
き
を
拘
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束
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　

 　

石
井
派
は
派
と
し
て
の
動
き
を
み
せ
な
い
ま
ゝ
に
終
る
か
も
し
れ
な
い
が　

形
の
上
で
は
七
月
選
挙
の
時
と
全
く
同
様
の
態

度
を
と
る
で
あ
ら
う
。

　　

伊
藤
は
池
田
に
よ
る
後
継
指
名
と
い
う
形
に
な
っ
て
も
、
池
田
、
川
島
正
次
郎
、
三
木
武
夫
、
大
野
伴
睦
の
四
人
が
結
束
す
れ
ば
、
佐

藤
栄
作
を
牽
制
す
る
強
力
な
勢
力
に
な
り
得
る
と
考
え
、
池
田
に
進
言
し
、
池
田
の
盟
友
で
宏
池
会
の
次
期
会
長
と
な
る
で
あ
ろ
う
前
尾

繁
三
郎
に
も
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
前
尾　

大
平　

鈴
木　

周
東
氏
等
の
核
を
中
心
に
一
体
と
な
っ
た
体
制
を
ま〈

マ
マ
〉さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
記
し
た
の
は
、
ま
ず
は
池
田
派
の
結
束
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
前
尾
と
い
う
人
物
は
大
蔵
官
僚
上
が
り
の
秀
才
で
、
文
化
人
的
側
面
も
持
つ
が
、
政
治
家
と
し
て
は
ト
ッ
プ
に
な
る
器
量
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
池
田
政
局
で
も
「
前
尾
は
動
き
出
し
た
が
、
非
常
に
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
な
に
を
考
え
、
な
に
を
や
っ

て
い
る
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
私
は
じ
り
じ
り
し
て
く
る
」
と
伊
藤
は
嘆
息
し
て
い
る（

（1
（

。

　
　
（
6
） 　

第
一
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
最
も
態
度
が
明
白
な
の
は
佐
藤
派
で
あ
る
。
こ
の
派
は
佐
藤
氏
自
身
を
含
め
て
自
ら
の
処
え
政
権
が

来
る
こ
と
を
95
％
信
じ
て
い
る
。
池
田
派
は
益
谷
グ
ル
ー
プ　

大
平
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
っ
て
自
派
に
協
力
す
る
と
考
へ
て

い
る
の
で
あ
ら
う
。
吉
田
大
磯
が
最
後
の
キ
メ
手
に
な
る
と
も
ふ
ん
で
い
る
。
こ
の
線
が
の
び
て
来
れ
ば
「
話
合
」
に
応
じ
て

も
よ
い
し　

河
野
の
臨
時
首
相
代
理
は
認
め
て
も
よ
い
と
考
へ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
河
野
派
と
の
激
突
を
さ
け
る
」
と
い
う

考
へ
方
が
あ
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
派
は
最
後
ま
で
首
相
に
な
り
得
る
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
ま
い
と
ね
ば
る
で
あ
ら
う
。

話
合
い
の
線
で
破
れ
ゝ
ば
公
選
を
主
張
す
る
で
ら
う
。
し
た
が
っ
て
議
員
総
会
方
式
で
総
裁
を
決
定
す
る
こ
と
に
は
、
佐
藤
氏
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が
総
裁
に
な
る
場
合
以
外
は
反
対
す
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
公
選
の
ケ
ー
ス
は
あ
り
得
る
と
み
る
）

　

佐
藤
栄
作
は
、
数
の
勝
負
で
も
話
し
合
い
で
も
、
党
内
で
優
位
な
立
場
を
維
持
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、（
1
）
池
田
と
の
共
通
の
師
・

吉
田
茂
へ
の
協
力
要
請
に
向
け
た
準
備
し
て
い
る
こ
と
、（
2
）
池
田
派
内
の
長
老
・
益
谷
や
若
手
の
大
平
正
芳
、
宮
澤
喜
一
た
ち
に
も
、

河
野
一
郎
で
は
な
く
自
分
を
支
持
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
と
伊
藤
は
認
識
し
て
い
る
。
佐
藤
は
河
野
を
外
堀
か
ら
埋
め
て
い
き
、
池

田
が
佐
藤
を
指
名
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
状
況
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
の
見
立
て
も
佐
藤
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
見
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
飽
く
ま
で
も
池
田
が
主
導
権
を
持
っ
て
指
名
で
き
る
政

治
状
況
を
作
る
こ
と
が
前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
呻
吟
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　
　
（
7
） 　

河
野
派
の
去
就
も
総
理
総
裁
を
狙
う
立
場
に
あ
る
十
月
二
十
五
日
の
医
師
側
診
断
で
「
一
、
二
ヶ
月
の
治
療
が
必
要
」
と
出

た
時
は
河
野
の
処
へ
臨
時
首
相
代
理
が
廻
っ
て
く
る
と
判
断
し
て
い
る
。
河
野
周
辺
が
臨
時
首
相
代
理
を
獲
得
す
る
こ
と
で
佐

藤
氏
よ
り
一
歩
先
ん
ず
る
こ
と
に
な
る
と
み
る
の
は
当
然
で
若
し
首
相
が
そ
の
措
置
を
と
ら
な
い
と
す
れ
ば
必
ず
池
田
派
に
反

揆
の
態
度
に
出
る
で
あ
ら
う
。（
十
月
二
十
五
日
の
決
定
は
こ
の
措
置
を
め
ぐ
っ
て
党
首
脳
間
に
意
見
の
喰
違
い
が
出
る
か
も
し

れ
な
い
。）
河
野
派
は
あ
ま
り
友
党
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
党
の
大
勢
を
形
成
す
る
力
に
欠
け
て
い
る
（
池
田
派
の
構
想
を
マ
ル

の
み
し
た
場
合
は
別
で
あ
る
）
が
党
の
大
勢
を
決
す
る
寸
前
に
こ
れ
を
破
壊
す
る
作
用
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
。（
河
野
一
郎
が

突
然
佐
藤
栄
作
と
結
ぶ
が
如
き
場
合
）
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首
相
臨
時
代
理
は
重
い
立
場
で
あ
る
。
首
相
が
何
ら
か
の
理
由
で
不
在
の
場
合
、
代
わ
っ
て
職
務
を
担
う
。
こ
の
場
合
、
副
総
理
級
の

河
野
一
郎
が
、
病
気
静
養
の
池
田
に
代
わ
っ
て
臨
時
代
理
に
な
れ
ば
、
最
有
力
の
後
継
候
補
と
見
做
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
佐
藤
栄
作
陣

営
が
恐
れ
、
池
田
に
も
強
い
反
発
を
見
せ
る
と
予
見
し
て
い
る
。
池
田
は
、
臨
時
代
理
を
置
か
ず
に
入
院
し
、
後
に
退
陣
を
表
明
、
後
継

指
名
争
い
に
向
か
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
佐
藤
優
勢
、
河
野
劣
勢
を
裏
づ
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
、
大
野
伴
睦
の
死
去
後
、
党
人
派
の
河
野
は
党
内
で
孤
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
同
じ
党
人
派
仲
間
と
は
言
え
、
川
島
正
次
郎
が
河
野

指
名
に
動
く
と
は
思
え
な
い
空
気
が
党
内
に
は
存
在
し
て
い
た
。
河
野
も
、
自
分
が
不
利
な
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
池

田
の
逆
転
指
名
に
期
待
し
て
い
た
の
は
、
池
田
の
政
権
運
営
や
総
裁
三
選
に
誰
よ
り
も
尽
力
し
た
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
三
選
を
果
た
し
た
三
ヵ
月
前
の
総
裁
選
で
は
政
治
資
金
の
捻
出
は
抜
き
ん
出
て
い
た
。
河
野
の
盟
友
で
映
画
会
社
の
大
映
社

長
・
永
田
雅
一
は
「
兵
庫
県
芦
屋
の
自
宅
を
処
分
し
て
二
億
円
の
軍
資
金
を
作
り
、
池
田
に
届
け
た
。
こ
の
時
池
田
が
『
本
当
に
助
か
る
』

と
礼
を
い
う
と
、
永
田
は
『
こ
の
カ
ネ
は
オ
レ
の
カ
ネ
だ
が
、
河
野
の
た
め
に
出
す
ん
だ
よ
、
河
野
を
よ
ろ
し
く
頼
む
』
と
い
っ
た
」
と

い
う（

（1
（

。

　
　
（
8
） 　

藤
山
派
は
最
も
簡
単
明
瞭
で
あ
る
。
反
佐
藤
、
反
河
野
の
線
で
大
勢
が
決
す
る
と
み
れ
ば
容
易
に
こ
れ
に
乗
る
で
あ
ら
う
。

（
中
道
派
の
結
成
は
藤
山
自
身
の
主
張
で
あ
る
。）
若
し
こ
の
線
が
確
立
し
な
け
れ
ば　

公
選
を
主
張
し　

佐
藤　

河
野　

何
れ

と
も
争
っ
て
自
己
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ら
う
。

　
　
（
9
） 　

川
島
派
は
常
に
主
流
派
と
な
る
作
戦
に
出
る
で
あ
ら
う
。
副
総
裁
の
地
位
保
持
を
最
低
限
度
と
し
、　

党
内
操
縦
し
や
す
い
総

裁
を
選
ぶ
で
あ
ら
う
。（
佐
藤
河
野
よ
り
は
藤
山
を
選
ぶ
）
川
島
暫
定
総
裁
説
す
ら
取
引
き
の
道
具
に
使
う
は
づ
で
あ
る
。
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少
数
派
閥
で
あ
る
藤
山
派
の
藤
山
愛
一
郎
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
、
党
内
力
学
上
、
あ
り
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
藤
山
は
岸
信
介
の
勧

め
で
財
界
人
か
ら
国
政
に
転
じ
た
が
、
政
治
資
金
に
私
財
を
全
て
注
ぎ
込
ん
だ
「
井
戸
塀
政
治
家
」
で
あ
っ
た
。
三
ヵ
月
前
の
総
裁
選
に

も
立
候
補
し
た
が
池
田
、
佐
藤
栄
作
の
後
塵
を
大
き
く
拝
し
、
二
桁
の
最
下
位
で
落
選
し
た
。

　

他
方
、
川
島
正
次
郎
は
池
田
三
選
に
協
力
し
た
こ
と
か
ら
病
死
し
た
大
野
伴
睦
の
後
任
と
し
て
自
民
党
副
総
裁
に
就
任
し
て
い
る
。
伊

藤
は
そ
ん
な
川
島
の
こ
の
先
の
言
動
を
正
確
に
予
見
し
て
い
る
。「
副
総
裁
の
地
位
保
持
」
に
加
え
「
党
内
操
縦
し
や
す
い
総
裁
を
選
ぶ
で

あ
ら
う
」
と
は
、
同
じ
党
人
派
の
河
野
一
郎
よ
り
、
池
田
と
同
じ
く
官
僚
派
の
佐
藤
栄
作
と
い
う
選
択
に
党
内
の
大
勢
を
持
っ
て
い
く
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　

伊
藤
の
見
立
て
通
り
、
川
島
は
佐
藤
指
名
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
佐
藤
内
閣
発
足
後
も
、
そ
の
ま
ま
自
民
党
副
総
裁
に
任
命
さ
れ
る
。

佐
藤
内
閣
下
で
は
一
時
期
を
除
い
て
副
総
裁
の
地
位
を
維
持
し
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
、
佐
藤
四
選
直
後
に
、
現
職
の
ま
ま
持
病
の
気
管

支
喘
息
で
急
逝
し
た
。
ナ
ン
バ
ー
２
の
生
き
様
を
貫
い
た
政
治
家
人
生
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
川
島
が
佐
藤
に
四
選
を
勧
め
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
佐
藤
が
三
選
で
退
陣
す
れ
ば
、
官
僚
派
の
福
田
赳
夫
が
次
期
首
相
に
な

る
可
能
性
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
川
島
は
大
蔵
官
僚
出
身
で
岸
信
介
の
寵
愛
を
受
け
て
い
る
福
田
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
に
は
政
治
家
の
嫉
妬
が
存
在
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
岸
が
派
閥
解
散
を
表
明
し
た
際
、
福
田
派
と
川
島
派
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
10
） 　

三
木
は
公
選
に
な
れ
ば
立
候
補
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
。
し
か
し
彼
は
七
月
公
選
で
反
佐
藤
に
徹
し
た
。
河
野

と
む
す
ん
で
も
佐
藤
政
権
の
樹
立
に
反
対
す
る
。
三
木
は
自
分
の
健
康
を
知
っ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
池
田
首
相
が
三
木
を
指

名
し
な
い
場
合
は
ま
と
め
役
に
終
始
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
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三
木
武
夫
は
党
内
に
盤
石
な
政
治
基
盤
を
持
た
ず
、
常
に
少
数
派
な
が
ら
正
論
を
言
い
続
け
、
政
局
の
鍵
を
握
る
手
法
を
取
っ
て
き
た
。

ポ
ス
ト
池
田
に
つ
い
て
は
、
心
情
的
に
は
同
じ
党
人
派
の
河
野
一
郎
と
協
力
し
、
佐
藤
栄
作
を
阻
止
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
と
、
伊

藤
は
推
測
し
て
い
る
。

　

そ
の
頃
の
三
木
は
、
胃
潰
瘍
と
胆
石
を
患
っ
て
入
院
し
、
胃
と
嚢
胞
の
手
術
を
受
け
て
い
た
。
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
自
ら
が
立
候

補
す
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
調
整
役
と
し
て
存
在
感
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
伊
藤
は
そ
の
こ
と
を
「
ま
と
め
役
に
終
始
」
と
表

現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
内
閣
発
足
後
も
、
三
木
は
幹
事
長
に
留
任
し
、
さ
ら
に
通
産
大
臣
、
外
務
大
臣
と
い
っ
た
要
職
を
歴
任

し
て
、
ポ
ス
ト
佐
藤
の
有
力
候
補
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
。

　
　
（
11
） 　

以
上
の
よ
う
な
判
断
か
ら
後
継
総
裁
と
し
て
最
後
ま
で
争
う
の
は
佐
藤　

藤
山　

河
野　

の
三
人
で　

川
島
と
三
木
は
話
合

い
に
よ
る
ま4・

と4・

め4・

の
線
を
出
す
（
福
田
赳
夫
）
と
み
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
以
上
の
三
人
が
ど
う
し
て
も
頑
張
る
と
な
る
と
公
選

は
さ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
見
透
し
が
出
て
く
る
。

　

こ
こ
に
記
し
た
通
り
の
展
開
と
な
る
。
三
人
の
立
候
補
表
明
、
幹
事
長
、
副
総
裁
に
よ
る
調
整
、
そ
れ
に
基
づ
く
池
田
の
後
継
指
名
と

な
り
、
三
人
が
公
選
を
主
張
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
池
田
の
病
気
退
陣
は
決
ま
っ
て
い
た
。
数
の
上
で
は
佐
藤
栄
作
は
優
位
で
あ
り
、

財
界
の
意
向
も
佐
藤
で
あ
っ
た
。

　

佐
藤
陣
営
は
和
戦
両
様
で
、
比
較
的
余
裕
が
あ
っ
た
が
、
河
野
一
郎
は
党
内
に
支
持
勢
力
は
少
な
く
、
池
田
の
指
名
に
期
待
す
る
し
か

な
か
っ
た
。
藤
山
愛
一
郎
は
二
人
に
比
べ
れ
ば
、
力
不
足
は
否
め
な
か
っ
た
。
三
ヵ
月
前
に
熾
烈
な
争
い
を
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
後
継

指
名
で
、
速
や
か
な
政
権
移
譲
を
実
現
す
る
。
こ
れ
が
党
内
世
論
の
大
勢
で
あ
っ
た
。
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（
12
） 　

各
派
の
勢
力
結
集
が
結
局
後
継
総
裁
を
決
定
す
る
と
い
う
原
則
に
か
わ
り
は
な
い
。
現
在
の
池
田
首
相
が
こ
れ
に
よ
っ
て
三

選
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら　

今
度
の
総
裁
も
こ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
池
田　

河
野　

川
島　

三
木　

大
野　

の
五
派
会
談
が
ど
の
様
な
な

〈
マ
マ
〉

 （
ま
） と
ま
り
を
み
せ
る
か
ゞ
出
発
点
と
な
る
。
池
田　

三
木
の
連
繋
が
確
立
し　

こ
れ
に

大
野
派
が
乗
れ
ば
体
制
は
決
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
大
野
派
の
代
り
に
川
島
派
で
も
よ
い
が
こ
れ
に
は
危
険
が
と
も
な
う
。

　

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
で
、
常
に
権
力
中
枢
に
居
続
け
た
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ー
シ
ェ
に
例
え
、
評
論
家
・
草
柳

大
蔵
は
川
島
正
次
郎
を
「
江
戸
前
フ
ー
シ
ェ
」
と
命
名
し
た
。「
大
野
派
の
代
り
に
川
島
派
で
も
よ
い
が
こ
れ
に
は
危
険
が
と
も
な
う
」
と

い
う
伊
藤
の
コ
メ
ン
ト
は
、
常
に
主
流
派
に
身
を
置
く
川
島
の
老
獪
さ
に
は
、
裏
切
り
と
紙
一
重
の
危
う
さ
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
1（
） 　

一
方　

川
島　

大
野　

河
野　

藤
山
の
党
人
四
派
会
談
が
あ
る
。
政
局
の
表
面
で
は
こ
の
四
派
会
談
と
（
12
）
項
の
五
派
会

談
が
重
な
り
合
へ
ば
衆
院
段
階
で
の
大
勢
は
決
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
反
佐
藤
戦
線
の
確
立
が
池
田
政
権
の
後
継
者
を
決

定
す
る
こ
と
に
な
る
。（
藤
山
川
島
河
野
の
三
者
の
話
合
い
が
最
大
の
課
題
）

　
　
（
14
） 　

藤
山
は
四
者
会
談
に
は
出
て
い
る
が
五
派
会
談
に
は
出
て
い
な
い
。
池
田
派
と
三
木
派
は
五
派
会
談
に
は
出
て
い
る
が
四
派

会
談
に
は
出
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
藤
山
と
池
田
派
三
木
派
の
パ
イ
プ
が
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
形
の
上
で
池
田

派
が
リ
ー
ド
し
て
い
て
も
川
島
や
河
野
に
し
て
や
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
藤
山
川
島
河
野
の
三
者
の
話
合
い
が
最
大
の
課
題
」
と
伊
藤
は
記
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
川
島
正
次
郎
は
藤
山
愛
一
郎
、
河
野
一
郎

を
後
継
に
指
名
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
党
内
が
円
満
に
ま
と
ま
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
多
数
派
を
握
っ
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て
い
る
の
は
佐
藤
栄
作
で
あ
る
と
見
て
い
た
。
佐
藤
、
河
野
、
藤
山
は
当
事
者
だ
け
に
、
自
ら
を
第
三
者
的
に
は
扱
え
な
い
。
そ
う
し
た

心
理
も
読
み
取
り
、
彼
ら
と
話
し
合
い
な
が
ら
流
れ
を
作
っ
て
い
く
。
ま
ず
少
数
派
の
藤
山
が
圏
外
に
去
り
、
佐
藤
と
河
野
の
対
峙
形
を

作
る
。
そ
ん
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
た
。

　
　
（
15
） 　

池
田
派
と
三
木
派
の
連
繋
は
い
や
応
な
し
に
最
も
強
固
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
二
つ
の
派
の
周
辺
に
川
島　

藤

山　

河
野　

大
野
の
四
派
を
ひ
き
つ
け
る
工
作
が
第
一
の
問
題
と
な
る
。
四
派
の
う
ち
藤
山
派
は
池
田
首
相
の
意
中
が
藤
山
氏

で
あ
る
と
す
れ
ば
当
然
乗
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
い
で
大
野
派
の
大
勢
が
き
ま
り
、
川
島
派
が
つ
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
唯　

佐
藤
、
河
野
が
連
繋
し　

川
島
が
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
る
と
や
っ
か
い
に
な
る
。

　

伊
藤
は
周
到
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
閥
の
離
合
集
散
、
合
従
連
衡
を
予
測
し
な
が
ら
、
政
局
の
見
取
り
図
を
描
い
て
い
く
が
、
最
後
は
公

選
で
は
な
く
、
池
田
の
後
継
指
名
と
い
う
形
に
落
ち
着
く
。
こ
れ
は
三
木
武
夫
の
発
案
で
あ
っ
た
。

　

日
本
と
同
じ
く
議
院
内
閣
制
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
前
年
の
一
九
六
三
年
秋
、
首
相
で
あ
る
保
守
党
党
首
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
が
政
治
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
に
よ
り
支
持
率
が
急
降
下
、
加
え
て
前
立
腺
肥
大
で
入
院
し
た
た
め
、
辞
意
を
表
明
し
た
。
そ
の
際
、
女
王
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世
が

マ
ク
ミ
ラ
ン
を
見
舞
い
、
後
任
の
意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
指
名
し
た
た
め
、
保
守
党
は
党
首
選
を
行
わ
ず
、
ヒ
ュ
ー
ム
が

首
相
と
な
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。

　

ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
一
九
六
三
年
一
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ
た
が
、
憲
法
に
従
い
、
副
大
統
領
の
ジ
ョ
ン

ソ
ン
が
後
継
大
統
領
に
就
任
し
て
い
る
。
池
田
と
同
時
期
に
大
国
を
率
い
た
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
任
期
途
中
で
退
陣
す
る
と
い
う
結
末
ま

で
同
じ
と
い
う
形
に
な
っ
た
の
も
、
歴
史
の
綾
で
あ
ろ
う
か
。
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五
、
池
田
後
継
指
名
の
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

一
方
、
伊
藤
昌
哉
は
仮
に
池
田
勇
人
に
よ
る
後
継
指
名
と
い
う
形
に
な
っ
た
場
合
、
ど
う
な
る
か
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
し
て

い
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

○
池
田
首
相
の
指
名
権

　
　
（
1
） 　

首
相
は
最
後
ま
で
後
継
者
の
指
名
を
い
や
が
る
で
あ
ら
う
。
首
相
の
指
名
は
行
え
た
と
し
て
も
そ
れ
は
実
体
が
出
来
あ
が
っ

た
も
の
を
形
式
的
に
指
名
す
る
と
い
う
形
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て　

指
名
に
よ
っ
て
実
体
が
出
来
上
る
と
は
見

な
い
方
が
よ
い
だ
ら
う
。
指
名
が
行
な
は
れ
た
と
し
て
も　

か
な
り
時
間
が
か
ゝ
り　

十
一
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ら
う
。
指

名
は
単
数
で
な
く　

複
数
と
な
り
「
こ
の
う
ち
誰
れ
が
な
っ
て
も
支
援
を
お
し
ま
な
い
」
と
い
う
形
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

或
は
「
公
選
に
よ
っ
て
決
め
よ
」
と
い
う
形
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
実
勢
力
結
集
に
時
間
が
か
ゝ
っ
た
時　

或
は
そ
れ
に
失
敗
し
た
時
で
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
あ
ら
う
。

　

伊
藤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
病
気
入
院
中
の
池
田
は
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
影
響
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
指
名
ま
で
の
根
回

し
は
幹
事
長
の
三
木
武
夫
と
副
総
裁
の
川
島
正
次
郎
の
主
導
と
な
る
。
彼
ら
は
手
を
挙
げ
た
佐
藤
栄
作
、
河
野
一
郎
、
藤
山
愛
一
郎
に
加

え
、
党
内
の
実
力
者
の
間
を
行
き
来
し
た
。
佐
藤
優
勢
と
い
う
状
況
で
、
河
野
は
伊
藤
に
面
会
し
、
自
ら
の
思
い
を
池
田
に
伝
え
よ
う
と

試
み
た
。
河
野
も
必
死
だ
っ
た
。



― 162 ―

伊藤昌哉と宏池会

　

一
九
六
四
年
一
一
月
三
日
、
伊
藤
は
河
野
に
呼
び
出
さ
れ
、
赤
坂
で
会
っ
た
。「
池
田
総
理
が
引
退
す
る
の
な
ら
、
そ
の
と
き
自
分
は
是

非
総
裁
に
立
候
補
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。（
中
略
）
党
の
実
情
は
ま
あ
、
佐
藤
が
四
、
河
野
が
三
、
藤
山
が
一
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

河
野
は
二
か
も
し
れ
な
い
。
池
田
派
の
支
持
で
大
勢
は
決
す
る
」
と
語
る
河
野
に
、
伊
藤
は
「
河
野
氏
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
総
理
に

と
り
つ
ぐ
。
こ
の
こ
と
は
言
い
っ
ぱ
な
し
、
聞
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
、
会
談
は
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
池
田
の
勇
断
が
勇
断
で
な
く
な
り
ま
す
か
ら
」
と
か
わ
し
て
い
る（

（1
（

。
翌
日
、
伊
藤
が
池
田
に
報
告
を
す
る
と
、
池
田
か
ら
「
こ
の
話

は
前
尾
に
だ
け
つ
た
え
て
お
け
」
と
指
示
さ
れ
る（

（1
（

。

　

翌
年
七
月
、
河
野
は
急
逝
す
る
三
日
前
、
自
派
の
中
曽
根
康
弘
、
桜
内
義
雄
、
山
中
貞
則
、
稲
葉
修
を
呼
ん
で
、
夕
食
を
共
に
し
た
。

そ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て
稲
葉
は
「『
党
に
流
さ
れ
る
な
』『
損
得
で
動
い
て
は
い
か
ん
』『
正
を
履
ん
で
運
を
天
に
任
せ
よ
』
と
の
教
訓
を

受
け
た
が
、
そ
の
席
で
、『
あ
あ
、
俺
は
よ
く
働
い
た
な
あ
…
』
と
感
慨
深
げ
に
言
わ
れ
た
言
葉
を
忘
れ
得
な
い
」
と
述
懐
し
て
い
る（

（1
（

。
指

名
さ
れ
な
か
っ
た
河
野
の
落
胆
と
悔
し
さ
が
、
三
つ
の
教
訓
に
表
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

○
時
間
的
な
限
界

　
　
（
1
） 　

次
期
政
権
工
作
は
池
田
政
権
の
維
持
よ
り
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら　

長
い
時
間
か
か
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ら

う
。
臨
時
国
会
は
当
然
首
班
指
名
国
会
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
来
年
度
予
算
は
次
期
首
班
が
決
め
る
の
が
正
し
い
か
ら
ど
ん

な
に
み
て
も
十
一
月
一
杯
に
は
首
班
指
名
が
終
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
情
勢
が
変
動
し
て
い
る
こ
と
、
問
題
が
山

積
し
て
い
る
こ
と
、
等
で
世
論
（
特
に
新
聞
）
は
急
速
な
政
変
劇
を
要
求
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
こ
れ
を
阻
害
す
る
よ
う
な

態
度
に
出
る
政
治
家
は
マ
イ
ナ
ス
を
負
う
結
果
に
な
り
世
論
の
圧
力
か
ら
十
一
月
中
旬
に
は
総
裁
が
決
り
首
班
が
決
る
こ
と
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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（
2
） 　

こ
の
場
合
（
首
班
指
名
の
臨
時
国
会
で
補
正
予
算
そ
の
他
の
案
件
を
こ
な
す
こ
と
に
な
る
）
臨
時
国
会
を
十
一
月
下
旬
と
み

て
十
一
月
中
旬
に
は
党
内
の
大
勢
が
き
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
メ
ド
は　

党
執
行
部
の
総
裁
公
選
、
両
院
議
員

総
会
）
の
期
日
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
七
月
公
選
の
場
合
は
六
月
二
十
六
日
の
国
会
閉
幕　

七
月
十
日
の
公
選
で
あ
っ
た
。

（
約
二
週
間
で
あ
る
）
今
度
も
十
一
月
十
四
日
ま
で
に
は
何
と
か
お
さ
ま
る
と
見
て
よ
い
だ
ら
う
。　

十
一
月
に
入
っ
て
二
週
間

の
時
間
が
あ
る
。　

十
一
月
に
入
る
ま
で
（
十
月
二
十
五
日
か
ら
）
六
日
あ
る
の
で
こ
の
間
に
「
段
ど
り
」
の
決
定
を
す
れ
ば

よ
い
。

　
　

○
今
後
の
段
ど
り

　
　
（
1
） 　

政
局
の
ス
タ
ー
ト
は
勿
論
十
月
二
十
五
日
（
日
）
と
な
る
。
久
留
院
長
の
病
状
発
表
（
午
前
十
一
時
）
の
間
に
或
は
そ
れ
よ

り
少
し
早
目
に
比
企
総
長
が
首
相
に
報
告
し
そ
れ
を
受
け
て　

十
一
時
す
ぎ
に
は
官
房
長
官　

三
木
幹
事
長　

大
平
副
幹
事
長

（
前
尾
氏
ら
）
を
首
相
が
呼
ん
で
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

 　

首
相
が
こ
ゝ
で
辞
意
を
表
明
し　

ひ
き
つ
ゞ
き　

河
野
一
郎
氏
と
川
島
正
次
郎
を
呼
ぶ
。（
こ
の
際　

河
野
一
郎
氏
に
臨
時
首

相
代
理
を
命
ず
る
か
ど
う
か
は
考
え
て
お
く
必
要
あ
り
）　

首
相
の
談
話
を
発
表
す
る
。（
黒
金
氏
か
宮
沢
氏
よ
り
財
界
人
の
お

世
話
に
な
っ
た
少
数
の
人
々
に
電
話
で
辞
意
表
明
を
発
表
前
に
連
絡
す
る
こ
と
）

　
　
（
2
） 　

十
月
二
十
五
日
中
に
役
員
会
議
を
開
き　

辞
意
表
明
の
取
り
あ
つ
か
い　

緊
急
総
務
会
の
招
集
等
の
段
ど
り
を
き
め
る
。
恐

ら
く
二
十
六
日
の
総
務
会
と
な
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
党
長
老
会
議　

実
力
者
会
談
等
を
予
定
す
る
。
藤
山
氏
が
二
十
七
日
頃

帰
国
す
る
か
ら　

こ
れ
を
待
っ
て
く
れ
と
い
う
要
望
が
出
る
で
あ
ら
う
。
実
質
的
な
党
機
関
の
動
き
は
二
十
七
日
以
降
と
な
る
。
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（
（
） 　

十
月
二
十
六
日
の
緊
急
総
務
会
で　

池
田
首
相
の
辞
意
を
受
け
な
い
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。（
河
野
氏
が

臨
時
首
相
代
理
に
な
っ
て
お
れ
ば
こ
の
動
き
は
な
い
で
あ
ら
う
）
普
通
の
両
院
議
員
総
会
は
議
員
が
散
っ
て
い
る
の
で
、
十
月

二
十
八
日
か
二
十
九
日
頃
に
な
る
だ
ら
う
。
こ
ゝ
で　

両
院
議
員
総
会
方
式
で
総
裁
を
決
定
し　

一
月
党
大
会
で
追
認
す
る
と

い
う
方
式
が
き
め
ら
れ
ゝ
ば
一
番
良
い
。

　
　
（
4
） 　

十
一
月
七
日
以
前
に
党
大
会
に
代
る
べ
き
両
院
議
員
総
会
が
開
け
る
の
で
あ
れ
ば　

話
合
い
方
式
で
後
継
者
を
決
定
出
来
る

こ
と
に
な
る
。
十
月
一
杯
は
後
継
者
選
出
の
方
式
を
め
ぐ
っ
て
各
派
に
動
き
が
激
し
く
な
り　

実
質
上　

こ
れ
が
公
選
運
動
と

な
る
。

　
　
（
5
） 　

一
番
良
い
方
法
は
首
班
指
名
の
為
の
臨
時
国
会
を
十
一
月
中
旬
に
あ
ら
か
じ
め
開
く
予
定
に
し
（
例
え
ば
十
一
月
十
日
）
そ

の
二
、
三
日
前
に
党
大
会
に
代
る
べ
き
両
院
議
員
総
会
の
日
ど
り
を
決
定
し
て
し
ま
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
（
6
） 　

要
す
る
に
十
月
一
杯
は
段
ど
り
の
決
定
（
党
機
関
）
こ
れ
と
平
行
し
て
各
派
の
動
き
が
激
し
く
な
り
、
十
一
月
一
日
か
ら
七

日
ま
で
の
間
に
後
継
者
を
つ
く
り
あ
げ
る　

と
い
う
の
が
大
体
の
目
安
と
な
る
と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　

伊
藤
は
首
相
政
務
秘
書
官
と
し
て
、
自
民
党
総
裁
選
、
国
政
選
挙
、
人
事
、
国
会
、
外
遊
と
様
々
な
業
務
を
担
っ
て
き
た
だ
け
に
、
国

会
歳
時
記
が
頭
の
中
で
整
理
さ
れ
て
い
た
。
常
に
逆
算
し
な
が
ら
作
成
す
る
の
が
、
政
治
日
程
の
鉄
則
で
あ
る
。

　

実
際
は
、
一
〇
月
二
五
日
に
池
田
が
退
陣
表
明
を
し
た
際
、
公
選
に
依
ら
な
い
池
田
に
よ
る
後
継
指
名
方
式
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、
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指
名
期
日
は
二
週
間
後
の
一
一
月
九
日
と
し
、
半
月
の
攻
防
が
行
わ
れ
た
。
自
民
党
で
は
過
去
、
石
橋
湛
山
が
総
裁
選
で
勝
利
し
首
相
と

な
る
も
、
病
に
倒
れ
六
五
日
で
退
陣
し
た
前
例
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
後
継
に
は
総
裁
選
で
石
橋
に
敗
れ
、
外
務
大
臣
と
し
て
閣
内
に
い

た
岸
信
介
が
就
い
た
。

　

岸
は
誕
生
し
た
ば
か
り
の
石
橋
内
閣
の
メ
ン
バ
ー
を
替
え
れ
ば
無
用
の
混
乱
を
招
く
と
し
て
、
官
房
長
官
以
外
は
、
そ
の
ま
ま
の
居
抜

き
で
岸
内
閣
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
佐
藤
内
閣
も
、
四
ヵ
月
前
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
第
三
次
池
田
改
造
内
閣
の
閣
僚
を
、
官
房
長

官
の
み
鈴
木
善
幸
か
ら
橋
本
登
美
三
郎
に
替
え
た
だ
け
の
居
抜
き
で
始
動
さ
せ
た
。

　

病
気
退
陣
と
い
う
変
則
状
況
で
、
新
政
権
を
で
き
る
だ
け
円
滑
に
発
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
自
民
党
の
知
恵
が
備
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
伊
藤
は
想
定
外
の
事
態
に
備
え
、
様
々
な
日
程
を
考
え
て
い
た
が
、
川
島
や
三
木
の
党
内
調
整
を
経
て
、
円
満
に
佐
藤
に
決
ま
っ

て
い
っ
た
。

　

一
方
、
高
度
経
済
成
長
下
で
は
、
大
口
政
治
献
金
の
出
処
で
あ
っ
た
財
界
の
意
見
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
。「
今
後
の
段
ど
り
（
１
）」

に
「
財
界
人
の
お
世
話
に
な
っ
た
少
数
の
人
々
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
当
時
は
政
財
官
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
強
固
な
時
代
で
あ
り
、
財

界
で
は
池
田
後
継
は
吉
田
茂
の
同
門
で
あ
る
佐
藤
が
最
も
適
任
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

財
界
非
主
流
出
身
の
藤
山
は
勿
論
、
財
界
異
端
の
大
映
社
長
・
永
田
雅
一
や
北
海
道
炭
礦
汽
船
オ
ー
ナ
ー
・
萩
原
吉
太
郎
の
よ
う
な
人

物
と
関
わ
り
が
深
い
河
野
は
歓
迎
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
池
田
の
指
名
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
「
伝
統
や
系
譜
に
安
住
し
て
い
て
は
宏
池
会
政
権
は
生
ま
れ
な
い
。
宏
池
会
の
指
導
者
に
は
、
保
守
本
流
政
権
を
担
う
自
覚
と
責
任
が
必
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要
で
あ
る
」
と
は
、
宏
池
会
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で
自
民
党
幹
事
長
を
務
め
た
田
中
六
助
の
言
葉
で
あ
る（

（1
（

。
宏
池
会
の
弱
点
を
正
確
に
指
摘

し
て
い
る
。
政
党
に
栄
枯
盛
衰
が
あ
る
よ
う
に
、
派
閥
も
同
じ
よ
う
な
宿
命
を
負
っ
て
い
る
。
大
平
正
芳
は
派
閥
領
袖
と
し
て
池
田
勇
人

の
死
後
か
ら
一
四
年
目
に
し
て
、
よ
う
や
く
宏
池
会
政
権
を
作
っ
た
。

　

大
平
の
急
死
後
、
鈴
木
善
幸
が
続
け
て
二
年
、
宏
池
会
政
権
を
担
う
。
宮
澤
喜
一
は
鈴
木
善
幸
退
陣
の
九
年
後
に
宏
池
会
政
権
を
率
い

た
。
池
田
、
大
平
、
鈴
木
、
宮
澤
と
三
〇
年
間
で
四
つ
の
政
権
樹
立
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
名
門
派
閥
と
言
え
よ
う
。

　

党
内
を
見
渡
せ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
い
っ
ぱ
い
は
、
田
中
角
栄
・
大
平
系
派
閥
が
主
流
派
で
あ
り
、
協
力
し
な
が

ら
多
く
の
内
閣
を
作
っ
て
き
た
。
福
田
・
三
木
派
系
派
閥
は
批
判
勢
力
で
い
る
こ
と
が
長
か
っ
た
が
、
二
一
世
紀
に
入
る
と
、
福
田
系
統

で
あ
る
森
喜
朗
、
小
泉
純
一
郎
、
安
倍
晋
三
、
福
田
康
夫
と
長
く
反
主
流
派
に
い
た
政
治
家
が
、
次
々
に
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
て
清
和
政
策

研
究
会
の
時
代
が
到
来
し
た
。
宏
池
会
は
宮
澤
か
ら
岸
田
文
雄
が
首
相
に
就
く
ま
で
、
三
〇
年
近
い
空
白
の
年
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

前
尾
繫
三
郎
と
大
平
の
対
立
後
、
宏
池
会
で
は
宮
澤
と
田
中
六
助
、
加
藤
紘
一
と
河
野
洋
平
の
確
執
が
続
く
。
加
藤
が
会
長
に
就
い
た

際
、
河
野
は
仲
間
を
連
れ
て
派
閥
を
離
脱
し
、
宏
池
会
は
分
裂
す
る
。
河
野
引
退
後
は
麻
生
が
派
閥
を
引
き
継
ぎ
、
今
日
の
麻
生
派
と
な
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
加
藤
時
代
、
森
内
閣
の
倒
閣
を
目
指
し
た
い
わ
ゆ
る
「
加
藤
の
乱
」
で
、
宏
池
会
は
加
藤
グ
ル
ー
プ
と
堀
内
（
光
雄
）
グ
ル
ー

プ
に
再
分
裂
す
る
。
加
藤
グ
ル
ー
プ
は
加
藤
引
退
後
に
谷
垣
（
禎
一
）
グ
ル
ー
プ
に
、
宏
池
会
は
堀
内
派
を
経
て
古
賀
（
誠
）
派
と
な
り
、

今
は
岸
田
派
と
な
っ
て
い
る
。
し
ば
し
ば
囁
か
れ
る
の
は
、
三
分
裂
し
た
宏
池
会
が
大
同
団
結
す
る
「
大
宏
池
会
構
想
」
で
あ
る
が
、
分

裂
し
て
二
〇
年
余
り
、
い
ず
れ
の
派
閥
も
独
自
の
領
袖
と
歴
史
を
経
て
、
当
時
を
知
ら
な
い
所
属
議
員
の
方
が
多
く
な
っ
た
今
、
一
つ
の

鞘
に
収
ま
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

伊
藤
自
身
は
一
九
七
八
年
末
に
大
平
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
大
平
内
閣
誕
生
に
尽
力
す
る
が
、
や
が
て
宏
池
会
と
の
関
わ
り
も
薄
く
な
り
、
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そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
を
憂
い
な
が
ら
在
野
か
ら
政
治
評
論
を
続
け
た
。
死
ぬ
間
際
、
伊
藤
は
淳
夫
人
に
「
お
れ
も
日
本
経
済
と
お
ん
な

じ
だ
（
中
略
）
お
れ
も
つ
い
に
自
力
で
起
き
上
が
れ
な
く
な
っ
た
」
と
漏
ら
し
た
と
い
う（

（1
（

。
最
後
ま
で
政
治
評
論
家
を
貫
い
た
の
で
あ
っ

た
。注

（
1
）		

伊
藤
と
同
じ
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
首
相
の
秘
書
官
に
転
じ
た
代
表
的
人
物
と
し
て
は
吉
田
茂
内
閣
の
天
野
公
義
（
共
同
通
信
社
）、
鳩
山
一
郎

内
閣
の
若
宮
小
太
郎
（
朝
日
新
聞
社
）、
岸
信
介
内
閣
の
安
倍
晋
太
郎
（
毎
日
新
聞
社
）、
佐
藤
栄
作
内
閣
の
楠
田
實
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
）、
三
木
武

夫
内
閣
の
中
村
慶
一
郎
（
読
売
新
聞
社
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
を
登
用
す
る
理
由
は
首
相
を
政
策
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
報
道
界

に
身
を
置
い
て
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
演
説
原
稿
の
草
稿
作
り
、
広
報
宣
伝
、
情
報
収
集
に
長
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
塩
田
潮
『
大
い
な
る
影
法
師

―
代
議
士
秘
書
の
野
望
と
挫
折
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
九
年
）、
八
七
～
八
八
頁
）。

（
2
）		

ラ
ジ
オ
日
本
編
『「
政
局
を
語
る
」
出
演
者
一
覧
―
一
九
八
二
年
一
一
月
～
一
九
八
七
年
一
月
』（
ラ
ジ
オ
日
本
、
一
九
八
七
年
）、
六
頁
。
当
時
、

出
演
し
て
い
た
政
治
評
論
家
と
し
て
は
伊
藤
以
外
に
三
宅
久
之
や
和
田
春
生
、
さ
ら
に
読
売
新
聞
社
取
締
役
論
説
委
員
長
だ
っ
た
渡
邉
恒
雄
が
加
わ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
（
）		

当
時
の
本
籍
地
は
福
岡
県
福
岡
市
出
来
町
で
あ
る
（「
履
歴
書
」（
一
九
五
八
年
六
月
□
日
＝
□
は
空
白
）、
伊
藤
淳
所
蔵
）。

（
4
）		

池
田
の
首
相
在
任
中
、
事
務
秘
書
官
は
浅
沼
清
太
郎
（
警
察
庁
）、
国
島
文
彦
（
同
）、
小
川
徳
助
（
外
務
省
）、
黒
田
瑞
夫
（
同
）、
人
見
宏
（
同
）、

中
林
恭
男
（
大
蔵
省
）、
楢
崎
泰
昌
（
同
）、
吉
田
正
春
（
総
理
府
）
が
務
め
た
。

（
5
）		

淳
夫
人
か
ら
届
い
た
書
簡
に
よ
る
と
、
運
転
手
で
あ
っ
た
高
沢
和
夫
の
定
年
退
職
に
伴
い
、
伊
藤
も
退
社
し
、
こ
の
時
、「
ア
シ
が
な
く
な
る
の
を

失
脚
と
謂
ふ
」
と
洩
ら
し
た
と
い
う
（「
伊
藤
淳
発
小
枝
義
人
様
宛
書
簡
」（
二
〇
〇
六
年
二
月
一
日
）、
筆
者
所
蔵
）。

（
6
）		

「
日
本
経
済
新
聞
」
二
〇
〇
六
年
四
月
一
二
日
朝
刊
。

（
7
）		

「
朝
日
新
聞
」
一
九
六
四
年
九
月
一
〇
日
朝
刊
。

（
8
）		

伊
藤
昌
哉
『
池
田
勇
人
―
そ
の
生
と
死
』（
至
誠
堂
、
一
九
六
六
年
）、
二
五
七
頁
。
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（
9
）		

同
右
書
、
二
五
八
頁
。

（
10
）		

福
田
赳
夫
『
回
顧
九
十
年
』（
一
九
九
五
年
、
岩
波
書
店
）、
一
四
六
頁
。

（
11
）		
石
川
真
澄
『
人
物
戦
後
政
治
―
私
の
出
会
っ
た
政
治
家
た
ち
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
五
六
頁
。

（
12
）		
伊
藤
昌
哉
、
前
掲
書
、
二
六
〇
～
二
六
一
頁
。

（
1（
）		

三
宅
久
之
『
三
宅
久
之
の
書
け
な
か
っ
た
特
ダ
ネ
―
昭
和
～
平
成
政
治
、
25
の
真
実
』（
青
春
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
五
七
頁
。

（
14
）		

伊
藤
昌
哉
、
前
掲
書
、
二
六
二
頁
。

（
15
）		

同
右
書
、
二
六
二
～
二
六
三
頁
。

（
16
）		

稲
葉
修
『
稲
葉
修
回
想
録
』（
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）、
九
八
～
一
〇
〇
頁
。

（
17
）		

田
中
六
助
『
保
守
本
流
の
直
言
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
）、
一
三
二
頁
。

（
18
）		

小
枝
義
人
『
伊
藤
昌
哉
政
論
』（
春
風
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
二
頁
。

	

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
八
日
）
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育
徳
と
二
・
二
八
事
件

丹　

羽　

文　

生

要
旨　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
敗
戦
に
伴
っ
て
蔣
介
石
率
い
る
「
中
華
民
国
」
政
府
（
国
府
）
に
接
収
さ
れ
た
台
湾
に
、
中
国
大
陸
か
ら
続
々

と
中
国
兵
や
民
間
人
が
や
っ
て
来
た
。
彼
ら
は
汚
職
、
腐
敗
に
加
え
、
強
盗
、
万
引
き
、
強
姦
と
い
っ
た
暴
虐
の
限
り
を
尽
く
し
、
社
会
全
体
が
乱

れ
に
乱
れ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
台
湾
の
人
々
の
憤
怒
が
爆
発
し
、
一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
、
民
衆
蜂
起
「
二
・
二
八
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
す

る
と
間
も
な
く
中
国
大
陸
か
ら
派
さ
れ
た
国
府
の
援
軍
に
よ
る
無
差
別
殺
戮
が
始
ま
り
、
反
体
制
派
と
見
做
さ
れ
た
多
く
の
台
湾
人
が
投
獄
、
処
刑

さ
れ
た
。
犠
牲
者
数
は
三
万
人
近
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
日
本
に
亡
命
、
生
涯
に
亘
り
「
中
華
民
国
」
体
制
か
ら
の
「
独
立
」
を
目
指

し
台
湾
独
立
運
動
に
挺
身
し
た
の
が
王
育
徳
だ
っ
た
。
本
稿
は
、
王
育
徳
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
台
湾
青
年
社
」
の
機
関
紙
『
台
湾
青
年
』

第
六
号
（
一
九
六
一
年
二
月
二
〇
日
）
の
「
二
・
二
八
特
集
号
」
の
う
ち
、
事
件
の
顛
末
を
綴
っ
た
「
二
・
二
八
事
件
日
誌
」
と
、
王
育
徳
の
エ
ッ

セ
イ
「
兄
王
育
霖
の
死
」
を
、
解
説
を
附
し
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
王
育
徳
、
台
湾
独
立
運
動
、
二
・
二
八
事
件
、
王
育
霖
、
台
湾
青
年
社
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解　

説

　

王
育
徳
は
「
台
湾
独
立
運
動
の
父
」
と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
二
五
歳
で
日
本
に
亡
命
し
た
王
育
徳
は
「
一
生
を
台
湾
の
夜
明
け
に

捧
ぐ
」
と
し
て
、
台
湾
独
立
運
動
に
挺
身
し
、
そ
の
後
、
一
度
も
帰
国
で
き
な
い
ま
ま
、
一
九
八
五
年
九
月
九
日
、
心
筋
梗
塞
の
た
め
六

一
歳
で
激
動
の
生
涯
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

一
九
二
四
年
一
月
三
〇
日
、
当
時
、
日
本
が
統
治
し
て
い
た
台
湾
南
部
の
台
南
市
本
町
で
生
を
享
け
た
王
育
徳
は
、
旧
制
台
北
高
等
学

校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
に
進
み
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
四
四
年
五
月
に
疎
開
の
た
め
故
郷
に
戻
り
、
翌
年
八
月
、

終
戦
を
迎
え
た
。
二
ヵ
月
後
の
一
〇
月
、
日
本
の
降
伏
に
よ
り
台
湾
が
戦
勝
国
た
る
蔣
介
石
の
「
中
華
民
国
」
政
府
（
国
府
）
に
接
収
さ

れ
て
間
も
な
く
、
王
育
徳
は
地
元
の
台
湾
省
立
台
南
第
一
中
学
（
旧
台
南
州
立
台
南
第
二
中
学
校
）
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
国
府
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
台
湾
に
、
中
国
大
陸
か
ら
続
々
と
中
国
兵
が
や
っ
て
来
た
。
台
湾
の
民
衆
は
当

初
、
彼
ら
外
省
人
を
「
熱
烈
歓
迎
」
で
出
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
姿
は
、
戦
勝
国
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
余
り
に
貧
相
で
人
々
を
愕
然
と

さ
せ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
ら
の
力
を
振
り
翳
し
て
民
衆
か
ら
金
品
を
巻
き
上
げ
、
微
罪
で
捕
ま
え
て
は
保
釈
金
を
稼
ぎ
、
汚
職
と
腐

敗
が
蔓
延
し
、
さ
ら
に
は
強
盗
、
万
引
き
、
強
姦
事
件
ま
で
惹
き
起
こ
し
た
。
当
時
の
台
湾
の
世
相
を
表
し
た
言
葉
に
「
狗
去
豬
來
」（
犬

去
り
て
、
豚
来
た
る
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。「
犬
」
は
日
本
人
、「
豚
」
は
外
省
人
を
指
す
。
つ
ま
り
、
煩
く
吠
え
て
も
番
犬
と
し
て
は

役
に
立
っ
た
「
犬
」
が
去
っ
た
途
端
、
今
度
は
貪
欲
に
食
い
散
ら
か
す
だ
け
の
「
豚
」
が
現
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
民
衆
の
失
望
は
、

や
が
て
不
満
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
王
育
徳
の
運
命
を
決
す
る
出
来
事
が
起
こ
る
。「
二
・
二
八
事
件
」
で
あ
る
。
二
・
二
八
事
件
に
関
す
る
史
料
や
写
真
を
展
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示
し
て
い
る
「
台
北
二
二
八
紀
念
館
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
そ
の
発
端
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

1
（

。

　
　

 　

１
９
４
７
年
2
月
27
日
の
夕
方
、
専
売
局
の
闇
タ
バ
コ
取
締
官
は
、
台
北
市
太
平
町
の
天
馬
茶
房
の
近
く
で
闇
タ
バ
コ
を
売
っ
て

い
た
林
江
邁
と
い
う
婦
人
を
摘
発
し
、
タ
バ
コ
と
現
金
を
没
収
し
ま
し
た
。
林
婦
人
は
泣
き
な
が
ら
許
し
を
乞
い
ま
し
た
が
、
取
締

官
に
銃
把
で
顔
を
殴
ら
れ
怪
我
を
負
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
い
た
人
々
は
憤
慨
し
現
場
を
取
り
囲
み
ま
し
た
が
、
取
締
官
の
傳
学

通
が
逃
げ
な
が
ら
発
砲
し
た
弾
が
、
様
子
を
見
て
い
た
陳
文
渓
に
あ
た
り
誤
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
激
怒
し
た
民
衆
は
警

察
に
押
し
か
け
、
加
害
者
の
取
締
官
を
逮
捕
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
軍
や
警
察
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
取

締
官
を
か
ば
っ
た
た
め
、
民
衆
は
憤
慨
し
取
締
官
が
匿
わ
れ
て
い
る
憲
兵
第
四
団
を
一
晩
中
取
り
囲
み
ま
し
た
。

　

王
育
徳
が
言
う
よ
う
に
、「
そ
の
き
っ
か
け
は
些
細
な
こ
と
」
だ
っ
た（

2
（

。
翌
日
に
は
多
く
の
民
衆
が
専
売
局
台
北
分
局
に
集
ま
り
抗
議
運

動
を
行
い
、
間
も
な
く
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
に
も
大
勢
の
人
々
が
押
し
寄
せ
た
。
す
る
と
、
そ
の
屋
上
か
ら
民
衆
に
対
す
る
機
銃
掃
射

が
始
ま
る
。
台
北
市
内
は
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。

　

抗
議
運
動
は
瞬
く
間
に
台
湾
全
土
へ
と
波
及
し
た
。
積
り
に
積
も
っ
た
人
々
の
苛
立
ち
が
一
気
に
爆
発
し
た
の
で
あ
る
。
翌
々
日
、
戒

厳
令
を
布
告
、
行
政
長
官
兼
警
備
総
司
令
の
陳
儀
は
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
国
共
内
戦
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
蔣
介
石
に
援
軍
の
派
遣
を

要
請
し
た
。
こ
う
し
て
事
件
勃
発
一
週
間
後
の
三
月
八
日
か
ら
凄
惨
極
ま
り
な
い
無
差
別
殺
戮
が
開
始
さ
れ
る
。
犠
牲
と
な
っ
た
台
湾
人

は
一
万
八
〇
〇
〇
人
か
ら
二
万
八
〇
〇
〇
人
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
数
は
未
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。
中
で
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
さ
れ
た
の
が
名
望
家
や
「
知
識
分
子
」
と
言
わ
れ
る
エ
リ
ー
ト
た
ち
だ
っ
た
。

　

王
育
徳
の
五
歳
年
上
の
実
兄
で
あ
る
王
育
霖
も
、
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
王
育
霖
は
王
育
徳
と
同
じ
く
旧
制
台
北
高
等
学
校
に
学
び
、
東
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京
帝
国
大
学
法
学
部
在
学
中
に
司
法
試
験
に
合
格
し
、
京
都
地
方
裁
判
所
検
事
局
の
検
事
と
な
る
も
、
終
戦
に
よ
り
台
湾
に
帰
っ
て
い
た
。

台
湾
台
南
市
に
あ
る
「
王
育
徳
紀
念
館
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
二
人
は
「
将
来
台
湾
の
為
に
役
立
つ
人
間
に
な
ろ
う
と
誓
い
合
っ

た
」
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
時
、
王
育
霖
は
突
如
と
し
て
便
衣
隊
に
連
行
さ
れ
、
何
の
理
由
も
な
く
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

や
が
て
一
旦
は
解
除
さ
れ
て
い
た
戒
厳
令
が
再
び
布
か
れ
、
蔣
介
石
一
派
に
よ
る
恐
怖
政
治
の
幕
が
開
く
と
、
そ
の
刃
は
王
育
徳
に
も

向
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
一
九
四
九
年
七
月
、
王
育
徳
は
密
か
に
得
た
出
入
境
許
可
証
で
香
港
に
向
か
い
、
次
い
で
密
輸
船
に
乗
っ
て
日
本

に
逃
げ
込
ん
だ
。

　

暫
く
し
て
三
年
半
に
亘
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
毛
沢
東
率
い
る
中
国
共
産
党
軍
（
紅
軍
）
と
蔣
介
石
率
い
る
国
民
党
軍
（
国
民
革

命
軍
）
と
の
国
共
内
戦
が
、
共
産
党
軍
の
勝
利
に
終
わ
り
、
一
〇
月
、
中
国
大
陸
に
「
中
華
人
民
共
和
国
」
が
成
立
す
る
と
、
敗
北
し
た

蔣
介
石
は
「
中
華
民
国
」
を
丸
ご
と
台
湾
に
移
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
台
湾
は
国
府
の
完
全
支
配
下
に
入
る
。

　

日
本
亡
命
後
、
王
育
徳
は
東
京
大
学
文
学
部
に
再
入
学
し
、
台
湾
語
の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
は
台
湾
の
将
来
を
考
え
て
の
こ
と

だ
っ
た
。
台
湾
の
新
た
な
「
支
配
者
」
と
な
っ
た
国
府
に
よ
っ
て
、
台
湾
語
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
、
代
わ
っ
て
台
湾
人
に
と
っ
て
未
知
の

言
語
で
あ
る
北
京
語
を
「
国
語
」
と
し
て
強
要
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
台
湾
語
が
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
危
機
感

か
ら
で
あ
る（

（
（

。

　
　

 　

台
湾
人
の
悲
劇
を
解
決
す
る
に
は
、
台
湾
人
が
自
由
に
発
言
す
る
国
を
作
る
し
か
な
い
。
そ
れ
に
は
外
国
の
支
援
が
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
蔣
介
石
も
、
毛
沢
東
も
「
台
湾
は
中
国
の
一
部
だ
」
と
言
う
か
ら
、
諸
外
国
は
そ
う
思
い
込
ん
で
、
中
国
の
内
政
問
題
な
ら

口
出
し
す
ま
い
と
思
っ
て
い
る
。
育
徳
は
、
台
湾
人
が
中
国
人
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
台
湾
語
の
ア
イ
デ

ン
デ
ィ
ー
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
に
出
て
く
る
「
中
国
」
と
は
、
蔣
介
石
か
ら
す
れ
ば
「
中
華
民
国
」、
毛
沢
東
か
ら
す
れ
ば
「
中
華
人
民
共
和
国
」
を
意
味
す
る
。

王
育
徳
は
、
そ
の
後
、
大
学
院
に
進
学
し
、
文
学
修
士
号
、
そ
し
て
一
九
六
九
年
三
月
に
は
文
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。
修
士
論
文
の
テ
ー

マ
は
「
ラ
テ
ン
化
新
文
字
に
よ
る
台
湾
語
初
級
教
本
草
案
」、
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
閩
音
系
研
究
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
明
治
大
学

商
学
部
で
教
職
に
就
き
、
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授
へ
と
昇
格
し
、
台
湾
語
研
究
の
碩
学
と
し
て
名
を
馳
せ
る
。

　

一
方
、
王
育
徳
は
研
究
・
教
務
の
傍
ら
、
一
九
六
〇
年
二
月
二
八
日
に
黄
昭
堂
、
廖
春
栄
、
蔡
季
霖
、
黄
永
純
、
傅
金
泉
の
五
人
の
仲

間
と
一
緒
に
「
台
湾
青
年
社
」
を
旗
揚
げ
し
、
機
関
紙
『
台
湾
青
年
』
を
発
行
し
て
、
台
湾
独
立
運
動
に
も
汗
を
流
し
た
。
初
期
メ
ン
バ
ー

の
中
に
は
、
評
論
家
の
金
美
齢
や
津
田
塾
大
学
名
誉
教
授
で
元
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代
表
の
許
世
楷
も
い
た
。

　
『
台
湾
青
年
』
は
日
本
在
住
の
台
湾
人
や
留
学
生
は
勿
論
、
い
く
つ
か
の
書
店
で
販
売
、
さ
ら
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
も
配
ら
れ
、
や
が

て
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
海
外
の
留
学
生
も
読
む
よ
う
に
な
り
、
王
育
徳
死
後
の
二
〇
〇
二
年
六
月
に
五
〇
〇
号
で
停
刊
す
る
ま
で

実
に
四
二
年
間
に
亘
っ
て
毎
月
（
第
九
号
ま
で
は
隔
月
刊
）、
休
む
こ
と
な
く
発
行
を
続
け
た
。
王
育
徳
は
「
ペ
ン
の
力
」
に
よ
っ
て
「
台

湾
の
状
況
と
台
湾
人
の
理
想
」、
即
ち
「
台
湾
人
が
自
分
た
ち
の
国
を
持
つ
正
当
性
と
民
主
化
へ
の
希
求
」
を
訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る（
4
（

。

　

中
で
も
特
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
が
、
第
六
号
（
一
九
六
一
年
二
月
二
〇
日
）
に
組
ま
れ
た
「
二
・
二
八
特
集
号
」
だ
っ
た
。
国

府
の
厳
し
い
報
道
規
制
に
よ
っ
て
全
く
外
に
漏
れ
て
い
な
か
っ
た
二
・
二
八
事
件
が
、
発
生
か
ら
一
四
年
目
に
し
て
初
め
て
世
間
に
知
ら

れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
史
料
は
、
そ
の
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
二
・
二
八
事
件
の
顛
末
を
詳
細
に
記
録
し
た
「
二
・
二
八
事
件
日
誌
」（
表
2
）
と
、
王
育

徳
の
エ
ッ
セ
イ
「
兄
王
育
霖
の
死
」（
七
六
～
八
一
頁
）
で
あ
る
。
第
六
号
そ
の
も
の
は
国
立
国
会
図
書
館
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
大
学
、

公
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
は
い
る
も
の
の
、
衆
目
に
触
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
は
、
王
育
徳
の
次
女
で
あ
る
全
日
本
台
湾
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連
合
会
常
務
理
事
の
王
明
理
女
史
か
ら
、
第
六
号
の
寄
贈
を
受
け
、
こ
れ
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
誤
字
脱
字
も
散
見
さ
れ
る
が
正
確

を
期
す
た
め
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
加
え
て
「
兄
王
育
霖
の
死
」
の
原
文
で
は
「
西
本
願
寺
」、「
劉
啓
光
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
解
説

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

二
・
二
八
事
件
日
誌

2
月
27
日　

専
売
局
職
員
台
北
市
大
稲
埕
で
騒
動
を
惹
起
。
夜
、
市
民
新
生
報
に
押
し
か
く
。 

2 

月
28
日　

午
前
、
市
民
専
売
局
を
包
囲
。
午
後
1
時
、
長
官
公
署
、
市
民
デ
モ
隊
に
発
砲
。
暴
動
起
こ
る
。
市
民
代
表
、
柯
参
謀
長
に

面
会
。
夜
、
陳
儀
・
黄
朝
琴
・
謝
娥
ら
ラ
ジ
オ
放
送
。

　

板
橋
等
台
北
県
下
、
基
隆
に
暴
動
波
及
。 

（ 

月
1
日　

午
前
10
時
、
タ
バ
コ
摘
発
不
祥
事
件
調
査
委
員
会
組
織
さ
る
。
午
後
（
時
、
鉄
道
管
理
会
員
会
で
衝
突
。
謝
娥
宅
焼
き
打
ち

さ
る
。 

　

 

板
橋
で
供
応
局
倉
庫
襲
撃
。
基
隆
で
臨
時
大
会
開
ら
く
。
要
塞
司
令
部
戒
厳
令
を
出
す
。
桃
園
に
暴
動
。
新
竹
に
も
波
及
。
台
中
で
各

界
連
席
会
議
。 

彰
化
で
警
察
局
を
襲
撃
。 

（
月
2
日　

学
生
大
会
開
ら
か
る
。
午
後
1
時
、
処
理
委
員
会
。
陳
儀
第
二
回
放
送
で
譲
歩
を
示
す
。

　

 

新
竹
で
派
出
所
襲
撃
。
二
・
二
八
事
件
処
理
委
員
会
新
竹
分
会
組
織
さ
る
。
北
上
の
国
府
軍
下
車
し
て
弾
圧
。
台
中
で
市
民
大
会
、
謝

雪
紅
出
馬
す
。
員
林
で
警
察
局
を
襲
撃
。
嘉
義
に
暴
動
。
夜
、
斗
北
で
区
署
と
警
察
署
を
襲
撃
。
台
南
で
派
出
所
を
襲
撃
。
屏
東
で
市

民
大
会
。



― 175 ―

王育徳と二・二八事件

（ 
月
（
日　

蔣
主
席
に
電
報
を
打
ち
、「
台
胞
に
告
ぐ
る
の
書
」
を
発
表
。
二
・
二
八
処
理
委
員
会
に
政
府
代
表
出
席
せ
ず
。
特
務
暗
躍
を

開
始
。
王
添
灯
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
。

　

 

基
隆
で
港
湾
労
働
者
埠
頭
軍
用
倉
庫
を
襲
撃
。
台
中
で
台
中
地
区
治
安
委
員
会
作
戦
本
部
成
立
、
市
街
戦
起
こ
る
。
嘉
義
で
市
民
大
会
、

市
内
の
軍
政
機
関
を
制
圧
。
斗
六
で
陳
篡
地
指
導
の
下
に
鎮
民
大
会
。
虎
尾
で
飛
行
場
攻
撃
。
台
南
で
市
民
大
会
。
運
河
で
武
装
船
を

焼
く
。
高
雄
で
暴
動
。

（ 

月
4
日　

全
省
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
政
治
改
革
を
討
論
。
青
年
学
生
別
個
に
武
装
闘
争
を
準
備
。 

新
竹
で
蘇
紹
文
少
将
、
弾
圧
を

開
始
。
宜
蘭
に
暴
動
起
こ
る
。
台
中
で
第
三
飛
行
機
廠
投
降
し
て
全
地
区
を
制
圧
。
台
中
地
区
時
局
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
呉
振
武

は
謝
雪
紅
の
軍
権
を
剥
ぐ
。
嘉
義
で
三
千
名
の
民
軍
、
飛
行
場
を
攻
撃
。
台
南
で
デ
モ
、
軍
政
機
関
を
制
圧
。
高
雄
全
市
を
制
圧
。
鳳

山
で
民
衆
大
会
。
屏
東
で
暴
動
起
こ
っ
て
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
花
蓮
港
で
市
民
大
会
、
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
台
東
に
暴
動
。

（ 

月
5
日　

処
理
委
員
会
の
機
構
整
備
さ
れ
、
長
官
公
署
に
本
省
政
治
改
革
方
案
を
提
出
。
王
添
灯
ラ
ジ
オ
放
送
。
台
中
で
各
地
へ
の
武

器
援
助
を
拒
絶
。
嘉
義
飛
行
場
の
国
府
軍
一
方
で
和
議
を
申
し
こ
み
、
一
方
で
不
意
打
ち
を
喰
ら
わ
す
。
斗
六
の
治
安
維
持
会
嘉
義
に

救
援
に
赴
く
。
虎
尾
は
な
お
激
闘
中
。
高
雄
で
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
徐
光
明
の
総
指
揮
部
戦
果
を
あ
ぐ
。
屏
東
で
憲
兵
隊
を
火
攻

め
に
す
。
葉
秋
木
臨
時
市
長
に
推
挙
さ
る
。

（ 

月
6
日　

処
理
委
員
会
「
全
国
同
胞
に
告
ぐ
る
の
書
」
を
発
表
。
処
理
委
員
会
台
北
市
分
会
発
足
。
陳
儀
増
援
軍
出
発
の
報
に
接
し
、

夜
、
第
三
回
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
な
っ
て
省
民
を
欺
瞞
。

　

 

台
中
で
謝
雪
紅
は
「
二
七
部
隊
」
を
組
織
。
嘉
義
市
民
飛
行
場
攻
撃
で
悪
戦
苦
闘
。
高
雄
は
要
塞
司
令
彭
孟
緝
大
虐
殺
を
開
始
。
屏
東

で
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。

（ 

月
7
日　

処
理
委
員
会
三
十
二
条
要
求
を
提
出
。
陳
儀
の
態
度
豹
変
す
。
王
添
灯
最
期
の
放
送
。
台
北
県
で
、
処
理
委
員
会
台
北
県
分
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会
成
立
。
台
中
で
は
二
七
部
隊
武
装
闘
争
を
準
備
。
虎
尾
は
飛
行
場
を
攻
略
。
澎
湖
で
は
国
府
軍
負
傷
せ
る
市
民
に
慰
謝
料
を
出
し
て

事
件
の
拡
大
を
喰
い
と
む
。

（
月
8
日　

処
理
委
員
会
軟
化
す
。
夜
、
国
府
軍
援
部
隊
到
着
し
て
大
虐
殺
を
開
始
。

　

 

憲
兵
第
四
団
の
二
個
大
隊
、
午
後
（
時
、
基
隆
に
上
陸
し
て
弾
圧
を
開
始
。
台
中
で
は
処
理
委
員
動
揺
し
、
青
年
学
生
は
別
に
組
織
を

か
た
む
。
斗
六
方
面
で
は
敗
残
国
府
軍
を
林
内
平
頂
に
追
撃
し
て
降
伏
せ
し
む
。
竹
山
鎮
で
は
戦
死
し
た
張
昭
田
の
公
葬
。
台
南
で
暫

定
民
選
市
長
の
選
挙
。
屏
東
で
は
飛
行
場
攻
撃
軍
は
鳳
山
か
ら
の
国
府
軍
増
援
部
隊
に
粉
砕
さ
る
。

（ 

月
9
日　

柯
参
謀
長
戒
厳
令
を
布
く
。
警
務
処
長
王
民
寧
ラ
ジ
オ
放
送
。
上
海
か
ら
二
十
一
師
基
隆
に
上
陸
し
て
ま
た
虐
殺
を
行
な
う
。

国
府
軍
板
橋
に
進
駐
し
て
虐
殺
を
開
始
。
台
中
は
処
理
委
員
会
有
名
無
実
と
化
す
。
嘉
義
で
は
飛
行
場
の
国
府
軍
ま
た
和
議
を
申
し
こ

む
。

（ 

月
10
日　

ラ
ジ
オ
で
蔣
主
席
の
処
理
方
針
を
放
送
。
陳
儀
は
処
理
委
員
会
を
非
合
法
団
体
と
し
て
取
消
し
を
発
表
。
嘉
義
で
は
民
軍
の

和
議
代
表
を
逮
捕
。

（
月
11
日　

台
中
の
処
理
委
員
会
消
滅
す
。
台
南
で
は
南
部
か
ら
国
府
軍
進
駐
し
て
戒
厳
令
を
布
く
。 

（ 

月
12
日　

台
中
の
民
軍
埔
里
に
撤
退
。
嘉
義
で
は
国
府
軍
増
援
軍
空
輸
さ
れ
て
、
虐
殺
を
開
始
。
台
南
で
は
湯
徳
章
銃
殺
さ
る
。
台
東

で
は
県
長
出
て
き
て
事
務
を
再
開
。

（ 

月
1（
日　

国
府
軍
宜
蘭
に
進
駐
し
て
虐
殺
を
開
始
。
台
中
で
は
国
府
軍
進
駐
す
る
も
民
軍
を
恐
れ
て
虐
殺
を
行
な
わ
ず
。
嘉
義
指
導
者

陳
復
志
銃
殺
さ
る
。

（ 

月
14
日　

国
府
軍
埔
里
の
二
七
部
隊
を
襲
撃
せ
る
も
撃
退
さ
る
。
二
七
部
隊
、
能
高
区
署
と
警
察
署
を
攻
撃
。
別
の
国
府
軍
は
水
裡
坑

を
迂
廻
し
て
埔
里
を
う
か
が
う
。
国
府
軍
、
斗
六
で
陳
篡
地
部
隊
と
市
街
戦
。
陳
敗
れ
て
小
梅
方
面
の
山
中
に
入
っ
て
ゲ
リ
ラ
を
始
む
。 
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（ 
月
15
日　

警
備
総
司
令
部
民
報
・
人
民
導
報
・
中
外
日
報
・
重
建
日
報
・
和
平
日
報
の
五
紙
の
閉
鎖
を
命
ず
。
二
七
部
隊
投
降
勧
告
を

蹴
る
。
日
月
潭
の
国
府
軍
を
襲
撃
し
て
潰
走
せ
し
む
。 

（
月
16
日　

二
七
部
隊
、
草
屯
方
面
で
国
府
軍
と
決
戦
。
夜
、
解
散
し
て
山
を
下
り
る
。

（
月
17
日　

国
防
部
長
白
崇
禧
来
台
し
て
宣
撫
。
花
蓮
港
で
虐
殺
を
開
始
。

兄
王
育
霖
の
死

 

王
育
徳

　

兄
が
い
つ
死
ん
だ
の
か
、
今
も
っ
て
わ
か
ら
な
い
。
死
体
を
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
死
体
が
出
て
こ
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、

初
め
の
あ
い
だ
家
族
は
彼
が
ま
だ
ど
こ
か
に
生
存
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
信
じ
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
火
焼
島
か
ど
こ
か
に
流
さ

れ
て
、
い
つ
か
ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
そ
う
な
気
が
し
た
。

　

し
か
し
、
彼
は
瓶
に
紙
切
れ
で
も
い
れ
て
、
海
に
流
す
こ
と
ぐ
ら
い
思
い
つ
か
な
い
バ
カ
な
男
で
な
い
。
彼
の
親
筆
の
一
片
で
も
家
へ

も
っ
て
き
て
、
カ
ネ
を
せ
び
る
人
も
あ
ら
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
や
っ
ぱ
り
も
う
こ
の
世
に
は
生
き
て
い
な
い
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

さ
そ
う
だ
。

　

も
っ
と
も
二
・
二
八
の
あ
の
年
の
晩
春
の
あ
る
夜
に
、
彼
は
右
後
頭
部
か
ら
左
眼
窩
に
か
け
て
、
そ
し
て
ま
た
右
コ
メ
カ
ミ
辺
り
に
、

二
ヶ
所
空
洞
の
あ
い
た
頭
で
、
や
さ
し
く
笑
い
か
け
な
が
ら
、
私
の
寝
室
に
入
っ
て
き
た
。
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
、
血
で
き
た
な
ら
し
く

よ
ご
れ
て
い
た
。
彼
は
逮
捕
さ
れ
た
と
き
は
、
特
に
ト
ラ
ン
ク
一
杯
に
着
物
を
詰
め
こ
ん
で
も
っ
て
い
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
冷
い
夜
に
何

も
ワ
イ
シ
ャ
ツ
一
枚
で
い
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
私
は
体
を
起
こ
し
て
彼
を
な
じ
ろ
う
と
し
た
。
と
、
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「
徳
！
頼
ん
だ
ぞ
！
」

　

兄
の
口
か
ら
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
つ
ぶ
や
か
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
次
の
瞬
間
、
兄
の
姿
は
も
う
消
え
失
せ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
夢
で
あ
っ
た
。
兄
の
夢
は
前
に
も
後
に
も
そ
の
一
回
き
り
で
あ
っ
た
。

　

私
は
こ
の
夢
を
側
で
寝
て
い
た
女
房
に
も
、
兄
嫂
に
も
話
さ
な
か
っ
た
。
私
は
兄
は
既
に
銃
殺
さ
れ
た
の
だ
と
一
人
で
心
の
底
に
あ
き

ら
め
て
い
た
。 

　

頭
部
に
二
発
な
ら
、
ほ
ぼ
即
死
だ
ろ
う
。
即
死
な
ら
余
り
苦
し
ま
ず
に
死
ん
だ
だ
ろ
う
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
が
せ
め
て
も
の
慰
め
だ
っ

た
。

　

私
は
兄
嫂
が
生
れ
た
ば
か
り
の
嬰
児
を
背
負
っ
て
街
人
の
噂
を
頼
り
に
、
台
北
市
の
郊
外
の
死
体
出
現
場
を
さ
ま
よ
っ
た
と
き
の
話
を

憶
え
て
い
る
。
今
日
は
南
港
だ
、
明
日
は
大
橋
頭
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
兄
嫂
は
兄
の
死
体
を
見
つ
け
た
い
一
心
で
、
こ
わ
が
り
も
せ
ず
に
、

死
体
を
一
つ
一
つ
当
っ
て
み
た
。
施
工
南
だ
っ
た
か
、
誰
だ
っ
た
か
、
あ
る
著
名
人
は
南
港
（
話
に
よ
れ
ば
南
港
は
基
隆
河
の
屈
折
部
に

当
る
と
こ
ろ
で
、
当
時
こ
こ
に
六
七
名
の
著
名
人
の
腐
爛
死
体
が
浮
ん
だ
と
い
う
）
の
泥
の
中
か
ら
、
キ
ン
タ
マ
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
に
蹴

破
ら
れ
た
全
裸
の
死
体
を
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
銃
殺
は
む
し
ろ
恩
典
で
あ
る
と
私
は
思
っ
た
。

　

私
の
家
で
は
遂
に
兄
の
葬
式
を
出
さ
ず
に
お
わ
っ
た
。
葬
式
の
元
と
な
る
死
体
や
遺
骨
が
な
い
で
は
話
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
変
に
行
々

し
く
葬
式
を
出
す
と
、
政
府
に
対
す
る
腹
い
せ
だ
と
受
け
取
ら
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
、
と
い
う
父
母
や
他
の
兄
弟
の
懸
念
も
あ
っ
て
、

寺
で
簡
単
な
法
会
を
営
ん
で
す
ま
せ
た
。
そ
の
法
会
も
い
つ
が
命
日
に
当
る
か
も
知
ら
な
い
で
や
っ
た
の
だ
か
ら
、
変
チ
ク
リ
ン
の
連
続

だ
。

　

な
ぜ
、
兄
は
逮
捕
さ
れ
、
銃
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
今
で
も
そ
の
正
確
な
理
由
罪
状
を
知
ら
な
い
。

　

母
は
そ
れ
を
大
稲
埕
の
タ
バ
コ
売
り
の
老
婆
の
せ
い
に
し
た
が
る
。
あ
の
老
婆
さ
え
い
な
け
れ
ば
、
二 

・
二
八
は
起
こ
ら
ず
、
そ
し
た
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ら
兄
も
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の
三
段
論
法
で
あ
る
。

　

ま
た
、
妥
協
を
知
ら
ず
、
汚
職
の
仲
間
入
り
を
し
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
目
に
遭
っ
た
の
だ
と
も
責
任
を
兄
に
着
せ
た
り
す
る
。

　

老
婆
原
因
説
は
一
笑
に
ふ
す
他
な
い
が
、
兄
の
性
格
説
は
一
理
あ
る
。

　

兄
は
１
９
４
４
年
に
、
京
都
地
方
裁
判
所
で
、
台
湾
人
最
初
の
検
事
と
し
て
奉
職
し
た
。
こ
れ
に
は
東
大
の
恩
師
の
田
中
耕
太
郎
氏
や

小
野
清
一
郎
氏
の
推
挽
が
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
浪
人
中
の
私
は
、
ね
た
み
半
分
心
配
半
分
で
、
鬼
検
事
に

は
な
る
な
よ
、
と
忠
告
し
た
も
の
だ
。

　

そ
の
兄
が
た
っ
た
一
度
“
鬼
”
ぶ
り
を
発
揮
し
て
暴
力
を
ふ
る
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
私
に
打
ち
明
け
た
。
あ
る
日
本
人
容
疑
者
が
、

　
「
キ
サ
マ
は
台
湾
人
だ
。
オ
レ
を
調
べ
る
権
利
が
あ
る
か
」

　

と
ご
ね
た
と
き
、

　
「
何
だ
と
！
」

　

と
思
わ
ず
怒
っ
て
し
ま
っ
て
、
と
ん
で
い
っ
て
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
殴
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

兄
が
１
９
４
６
年
の
正
月
に
、
引
き
揚
げ
船
で
早
々
と
台
湾
に
引
き
揚
げ
て
き
た
の
に
は
、
こ
の
事
件
も
大
き
い
因
素
に
な
っ
て
い
る

に
違
い
な
い
。
彼
は
終
戦
に
な
る
と
、
京
都
地
方
の
華
僑
団
体
の
総
務
部
長
と
か
に
推
挙
さ
れ
て
台
湾
人
の
世
話
を
し
、「
祖
国
の
た
め
、

故
郷
の
た
め
帰
国
服
務
し
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
身
を
も
っ
て
痛
感
し
、
そ
れ
を
実
現
に
移
し
た
の
で
あ
る
。 

　

彼
は
家
で
半
年
ほ
ど
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
か
ら
、
新
竹
地
方
裁
判
所
の
検
察
官
と
し
て
赴
任
し
た
。
上
役
に
張
と
い
う
中
国
人
の
首
席
検
察

官
が
い
た
が
、
病
弱
で
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
兄
が
や
っ
た
。

　

今
で
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
当
時
の
新
竹
地
方
の
政
界
に
は
大
き
な
濁
流
が
渦
巻
い
て
い
た
。
そ
の
中
に
兄
は
知
っ
て
か
知
ら
ず
に
か
い

た
の
で
あ
る
。
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新
竹
市
長
の
郭
紹
宗
と
新
竹
県
長
の
劉
啓
光
は
ど
う
い
う
わ
け
か
仲
が
悪
く
、
こ
と
毎
に
対
立
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
郭
は
民
政
処

長
周
一
鶚
（
警
務
処
長
胡
福
相
か
も
し
れ
な
い
）
の
第
一
の
子
分
で
、
周
は
陳
儀
の
第
一
の
腹
心
と
来
て
い
た
。
一
方
の
劉
は
人
も
知
る

半
山
の
大
物
で
、
こ
れ
ま
た
相
当
の
バ
ッ
ク
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
う
い
う
行
政
官
の
対
立
に
、
超
然
と
し
て
お
れ
な
か
っ
た
か
と

残
念
で
な
ら
ぬ
の
だ
が
、
と
に
か
く
兄
は
劉
が
“
認
親
”
し
て
接
近
し
て
く
る
の
を
受
け
い
れ
た
。

　

し
か
し
、「
越
人
治
越
、
台
人
治
台
」（
広
東
人
は
広
東
を
治
め
、
台
湾
人
は
台
湾
を
治
め
る
）
と
か
「
連
省
自
治
」
と
か
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
華
々
し
く
叫
ば
れ
て
、
台
湾
人
の
高
度
自
治
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
た
当
時
の
政
治
環
境
で
あ
る
。
兄
が
半
山
の
劉
に
よ
り
親
近

感
を
憶
え
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
る
。

　

し
か
も
全
島
に
充
満
し
た
中
国
人
の
貪
官
汚
吏
の
中
で
も
、
こ
こ
の
郭
市
長
は
ズ
バ
抜
け
た
超
弩
級
の
も
の
で
、
こ
れ
が
ひ
ど
く
兄
の

嫌
悪
を
買
っ
た
。 

　

当
時
、
台
湾
で
は
未
曾
有
の
深
刻
な
食
糧
難
に
襲
わ
れ
て
い
た
。
政
府
は
食
糧
の
積
み
出
し
を
禁
じ
た
が
、
悪
徳
商
人
で
密
輸
を
や
る

も
の
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
。
兄
は
新
竹
地
方
の
悪
徳
商
人
を
容
赦
な
く
つ
か
ま
え
た
。
新
竹
地
方
始
め
全
島
の
新
聞
が
兄
の
快
挙
豪
腕

を
ほ
め
そ
や
し
、
省
民
は
ヤ
ン
ヤ
の
喝
彩
を
送
っ
た
。
商
人
で
泣
き
つ
い
て
き
て
、
貿
易
局
が
大
っ
平
に
や
っ
て
い
る
の
を
つ
か
ま
え
な

い
で
雑
魚
ば
か
り
や
っ
つ
け
る
の
は
余
り
だ
、
ど
う
か
見
逃
し
て
く
れ
、
と
カ
ネ
を
包
ん
で
く
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
兄
は
そ
れ
を
全

部
突
き
返
し
た
。

　

商
人
の
訴
え
に
刺
戟
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
慎
重
に
内
偵
を
進
め
て
い
た
の
か
、
兄
の
検
挙
の
手
は
遂
に
郭
市
長
に
及
ん
だ
。
何
回

も
出
頭
を
命
じ
た
が
法
の
威
厳
を
屁
と
も
思
わ
な
い
連
中
の
こ
と
と
て
、
一
向
に
応
ず
る
様
子
が
な
い
。
こ
の
間
、
例
に
よ
っ
て
兄
の
自

宅
の
ほ
う
へ
人
を
遣
し
て
札
束
を
積
み
上
げ
て
買
収
を
試
み
る
。
立
腹
し
た
兄
は
と
う
と
う
部
下
の
司
法
警
察
の
一
隊
を
指
揮
し
て
、
市

政
府
を
包
囲
強
制
捜
索
す
る
と
い
う
荒
業
に
出
た
。
後
で
兄
嫂
に
聞
く
と
、
こ
れ
に
は
劉
の
け
し
か
け
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
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と
い
っ
て
、
劉
の
子
分
に
な
り
さ
が
る
よ
う
な
兄
の
性
格
で
は
な
い
。
高
校
時
代
、
肋
膜
を
患
っ
て
一
年
お
く
れ
て
も
、
更
に
大
学
受

験
で
一
年
浪
人
し
て
も
、
人
は
人
、
わ
れ
は
わ
れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
、
逆
に
在
学
中
高
文
及
第
し
て
、
む
ず
か
し
い
検
事
採
用

に
合
格
し
た
人
だ
。
永
い
肋
膜
炎
を
克
服
し
て
、
カ
ラ
テ
初
段
の
免
状
を
取
る
と
い
う
健
全
な
肉
体
と
精
神
の
も
ち
主
だ
。

　

た
だ
一
つ
欠
点
と
い
え
ば
欠
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
よ
く
私
と
喧
嘩
の
元
と
な
っ
た
彼
の
“
法
律
的
人
生
観
”
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
が

彼
の
余
り
に
も
折
目
正
し
い
、
融
通
の
き
か
な
い
一
面
に
憤
慨
し
て
、
た
た
き
つ
け
た
悪
口
だ
が
、
そ
う
い
わ
れ
て
彼
は
ま
だ
ム
キ
に
な

り
な
が
ら
も
、
満
更
で
も
な
さ
そ
う
な
顔
つ
き
を
し
て
、

　
「
う
ま
い
こ
と
を
、
じ
ゃ
、
キ
ミ
の
は
何
だ
」 

　
「
オ
レ
か
、
ま
あ
、
文
学
的
人
生
観
だ
よ
」

　

日
本
で
ヤ
ミ
物
資
を
買
わ
な
い
た
め
に
餓
死
し
た
判
事
が
い
た
と
い
う
が
、
兄
は
そ
れ
ほ
ど
融
通
の
き
か
な
い
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、

そ
の
こ
ろ
の
兄
の
生
活
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
な
く
、
家
か
ら
も
兄
嫂
の
里
か
ら
も
仕
送
り
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
兄
嫂
が
眼
の
前

に
積
ま
れ
た
札
束
に
生
唾
を
呑
み
こ
ん
だ
苦
し
い
心
中
も
察
し
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

　

市
政
府
の
包
囲
強
制
捜
索
は
大
向
う
を
う
な
ら
せ
る
面
白
い
活
劇
に
は
違
い
な
い
が
、
何
と
兄
は
こ
こ
で
大
ミ
ス
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

私
の
記
憶
に
も
怪
し
い
点
も
あ
る
が
、
何
で
も
捜
査
令
状
を
持
っ
て
い
た
書
記
官
が
、
市
長
の
ペ
テ
ン
に
か
か
っ
て
、
令
状
を
ま
き
あ
げ

ら
れ
た
か
紛
失
し
た
か
し
て
、
逆
に
不
法
捜
索
だ
と
反
撃
さ
れ
て
、
涙
を
呑
ん
で
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
に
か
く
市
長
の
検
挙
に

は
至
ら
ず
却
っ
て
張
首
席
検
察
官
は
心
労
で
死
に
、
兄
も
責
任
を
と
っ
て
辞
職
し
た
。
こ
の
と
き
の
市
長
の
私
恨
が
兄
の
生
命
を
奪
っ
た

最
も
大
き
な
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国
人
は
エ
ゲ
ッ
な
い
こ
と
を
や
る
か
ら
。

　

検
察
官
を
や
め
て
も
兄
は
少
し
も
意
気
沮
喪
し
な
か
っ
た
。
台
北
に
出
た
か
と
思
う
と
、
陳
文
彬
氏
（
同
じ
く
引
き
揚
げ
組
の
一
人
、

事
件
後
、
大
陸
に
脱
出
し
て
、
現
在
は
中
華
人
民
共
和
国
文
字
改
革
委
員
委マ

マ員
、
台
盟
盟
員
）
が
校
長
を
し
て
い
た
建
国
中
学
に
公
民
と
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英
語
の
教
師
の
職
を
見
つ
け
た
。
彼
は
弁
護
士
に
な
る
準
備
を
し
て
い
た
。
現
職
を
退
い
て
一
年
か
半
年
か
た
た
な
い
と
、
弁
護
士
の
認

可
が
お
り
な
い
。
そ
の
間
の
時
間
稼
ぎ
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
台
北
の
台
湾
人
有
力
者
が
兄
を
一
介
の
中
学
教
師
の
ま
ま
に
放
置
す
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
兄
は
間
も
な
く
林
茂
生
氏
や
王

添
灯
氏
の
主
宰
す
る
《
民
報
》
の
法
律
顧
問
に
招
聘
さ
れ
た
。
彼
が
ど
ん
な
法
律
問
題
を
手
が
け
た
か
私
は
知
ら
な
い
。
た
だ
彼
が
い
つ

の
間
に
か
《
提
審
法
概
要
》
と
い
う
小
冊
子
を
著
し
た
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
の
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
法

律
は
ズ
ブ
の
素
人
だ
か
ら
そ
の
内
容
は
詳
し
く
知
ら
な
い
が
、
何
で
も
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
華
民
国
憲
法
の
中
に
、
人
を
逮
捕
し
た

ら
二
十
四
時
問
以
内
に
、
所
定
の
手
続
を
踏
ん
で
、
釈
放
す
る
な
り
継
続
拘
留
す
る
な
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
趣
旨
の
一
項
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
敷
衍
解
釈
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
ん
な
本
を
書
い
た
本
人
が
、
わ
け
も
わ
か
ら
ず
に
逮
捕
さ
れ
て
、
二
十
四
時
間
は
お

ろ
か
永
久
に
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
運
命
と
い
う
も
の
は
ま
こ
と
に
皮
肉
な
も
の
だ
。 

　

兄
と
私
は
二
人
の
光
明
あ
る
前
途
を
夢
見
た
。
も
と
も
と
台
湾
の
グ
ラ
ッ
ク
ス
兄
弟
に
な
ろ
う
と
小
さ
い
と
き
か
ら
誓
い
合
っ
た
仲
で

あ
る
。
兄
は
憲
法
が
台
湾
に
施
行
さ
れ
た
ら
立
法
委
員
選
挙
に
打
っ
て
出
る
つ
も
り
だ
と
抱
負
を
語
っ
た
。
私
は
演
劇
文
化
方
面
は
オ
レ

が
引
き
受
け
た
。
そ
の
代
り
法
律
関
係
の
こ
と
は
頼
ん
だ
ぞ
、
と
い
い
気
な
こ
と
を
い
い
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

か
れ
ら
台
北
在
住
の
台
北
高
校
卒
業
生
は
、
よ
く
誘
い
合
わ
し
て
、
昔
の
先
生
で
今
は
ア
メ
リ
カ
領
事
館
の
副
領
事
を
し
て
い
る
カ
ー

ル
の
家
へ
遊
び
に
行
っ
た
も
の
だ
。
カ
ー
ル
の
家
は
北
門
に
あ
っ
て
、
行
け
ば
飲
み
も
の
で
も
食
べ
も
の
で
も
、
そ
れ
こ
そ
喰
い
た
い
放

題
で
、
み
ん
な
で
勝
手
に
怪
気
焔
を
あ
げ
て
は
し
ゃ
ぐ
。
カ
ー
ル
は
よ
く
豚
に
譬
え
た
陳
儀
の
漫
画
を
書
い
て
み
な
を
笑
わ
せ
る
そ
う
で

あ
る
。

　

二
・
二
八
は
そ
の
と
き
起
き
た
。

　

兄
が
台
南
の
家
を
最
後
に
し
た
の
は
、
そ
の
約
一
ヶ
月
前
の
1
月
（1
日
か
2
月
1
日
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
1
月
（0
日
に
い
っ
し
ょ
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に
高
雄
市
の
楊
金
虎
氏
（
後
の
国
大
代
表
）
の
令
息
の
冠
雄
君
の
結
婚
式
に
出
席
し
た
か
ら
で
あ
る
。
新
郎
は
台
北
高
校
出
身
の
仲
間
で
、

新
婦
の
錦
心
嬢
は
わ
れ
わ
れ
の
幼
な
じ
み
と
い
う
姻
縁
か
ら
で
あ
っ
た
。
兄
は
高
雄
市
で
は
私
と
別
行
動
に
出
て
、
一
午
后
王
石
定
氏
と

歓
談
し
た
。
王
氏
の
先
代
の
王
沃
氏
は
家
父
と
は
同
じ
く
王
姓
宗
親
会
の
理
事
で
、
若
い
石
定
氏
は
兄
の
名
を
慕
っ
て
、
こ
こ
で
父
子
二

代
の
親
交
を
誓
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
王
氏
は
当
時
で
は
稀
に
し
か
な
い
自
家
用
車
族
の
一
人
で
、
何
十
隻
と
い
う
底
曳
船
を
も
ち
、

市
参
議
員
兼
漁
業
組
合
長
で
あ
っ
た
。
王
氏
と
の
話
が
す
ん
で
か
ら
兄
は
こ
れ
で
百
万
の
味
方
を
得
た
も
同
然
だ
と
喜
ん
で
い
た
。
こ
の

王
氏
も
彭
孟
緝
の
魔
手
に
か
か
っ
て
兄
に
先
立
っ
て
惨
殺
さ
れ
た
の
は
気
の
毒
こ
の
上
な
い
。

　

台
北
に
暴
動
が
起
こ
っ
た
と
聞
い
て
、
私
は
兄
の
身
の
上
を
心
配
し
た
が
、
ま
さ
か
逮
捕
さ
れ
て
殺
さ
れ
よ
う
と
は
つ
ゆ
思
わ
な
か
っ

た
。 

　

（
月
の
6
日
か
7
日
か
に
、
私
は
兄
の
長
文
の
手
紙
と
短
い
電
報
を
ほ
と
ん
ど
同
時
に
受
け
取
っ
た
。
電
報
は
米
穀
通
帳
至
急
送
れ
、

配
給
で
い
る
、
と
い
う
も
の
で
、
台
北
の
食
品
難
は
な
る
ほ
ど
想
像
以
上
に
深
刻
な
も
の
だ
と
憂
慮
し
た
。
手
紙
は
2
月
28
日
づ
け
で
大

体
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
―
。

　

昨
晩
、
大
稲
埕
の
山
水
亭
で
、
陳
逸
松
氏
（
後
に
大
法
官
）
や
王
井
泉
氏
（
山
水
亭
主
、
演
劇
界
重
鎮
）
ら
と
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、

例
の
タ
バ
コ
売
り
の
老
婆
の
傷
害
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
み
な
で
と
び
出
し
て
デ
モ
騒
ぎ
を
見
物
し
た
が
、
街
中
の
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
見
る
に
、
必
ず
大
き
な
政
治
闘
争
に
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
は
意
外
に
も
早
く
近
づ
い
て
き
た
よ
う
だ
。
元
気
で
頑

張
ろ
う
ぜ
。
な
お
、
私
は
騒
動
に
は
少
し
も
タ
ッ
チ
し
て
い
い
な
い
か
ら
安
心
す
る
よ
う
に
。

　

私
の
心
配
は
忽
ち
雲
散
霧
消
し
て
、
逆
に
血
湧
き
肉
躍
る
の
を
憶
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
ふ
っ
つ
り
と
消
息
が
絶
え
た
。
（
月
も

半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
親
戚
の
も
の
が
手
紙
で
兄
が
14
日
ご
ろ
逮
捕
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
、
と
知
ら
せ
て
き
た
。
家
で
は
寝
耳
に
水
と
驚
い

て
、
兄
嫂
に
詳
報
す
る
よ
う
連
絡
し
た
が
ど
う
し
た
わ
け
か
、
さ
っ
ぱ
り
返
事
が
な
い
。
た
ま
り
か
ね
て
、
私
が
台
北
に
行
っ
て
様
子
を
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さ
ぐ
ろ
う
と
焦
っ
た
が
、
私
自
身
身
辺
が
危
険
で
家
か
ら
外
に
一
歩
も
出
ら
れ
な
い
。

　

な
ぜ
、
私
の
身
辺
が
危
険
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
私
は
そ
れ
ま
で
台
南
で
演
劇
運
動
を
や
っ
て
、
劇
の
上
で
政
府
を
諷
刺
し
た
り
、

批
判
し
た
り
し
て
い
た
。
一
回
は
教
育
処
か
ら
私
が
奉
職
し
て
い
た
中
学
の
校
長
を
通
じ
て
、
厳
し
い
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

家
は
私
の
他
に
二
人
の
“
勇
士
”
を
出
し
て
い
た
。
二
番
目
の
姉
婿
は
台
南
工
学
院
（
元
の
高
工
）
の
教
授
を
し
て
い
た
が
、
同
校
の

処
理
委
員
会
の
副
委
員
長
に
な
っ
て
連
日
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。
す
ぐ
下
の
弟
は
四
五
人
の
友
だ
ち
と
ど
こ
か
で
銃
器
を
手
に
入
れ
て

関
朝
や
佳
里
の
田
舎
へ
戦
争
し
に
行
っ
て
い
た
。

　

だ
か
ら
後
で
憲
兵
隊
が
踏
み
こ
ん
で
き
て
、
父
に
軽
機
を
突
き
つ
け
て
案
内
し
ろ
と
い
っ
た
と
き
は
、
父
は
ど
の
部
屋
に
案
内
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
結
局
、
姉
婿
が
目
的
だ
っ
た
が
、
幸
い
に
こ
の
姉
婿
は
ド
モ
リ
だ
っ
た
の
で
、
取
り

調
べ
に
ネ
を
上
げ
た
か
、
翌
日
無
事
釈
放
さ
れ
て
、
一
家
平
安
を
神
に
感
謝
し
た
の
も
束
の
間
、
兄
の
凶
報
が
舞
い
こ
ん
で
、
余
計
ガ
ク

ン
と
き
た
次
第
で
あ
る
。

　

半
年
後
、
兄
嫂
は
一
切
の
奔
走
を
あ
き
ら
め
て
、
そ
れ
こ
そ
尾
羽
打
ち
枯
ら
し
た
哀
れ
な
姿
で
、
二
人
の
男
の
子
を
連
れ
て
、
台
北
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
兄
嫂
を
見
る
な
り
、
私
の
両
眼
か
ら
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
涙
が
流
れ
落
ち
た
。
家
に
つ
く

と
私
は
声
を
放
っ
て
泣
き
喚
い
た
。
父
は
半
ば
う
ろ
た
え
、
半
ば
怒
っ
て
私
を
叱
っ
た
。

　
「
ワ
シ
が
カ
ネ
を
出
し
惜
し
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
出
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
だ
」

　

兄
嫂
が
涙
に
ま
み
れ
て
話
す
逮
捕
の
日
の
様
子
は
こ
う
で
あ
る
―
。

　

（
月
14
日
だ
っ
た
か
、
あ
る
日
の
正
午
近
く
、
四
五
名
の
便
衣
隊
が
音
も
な
く
、
兄
夫
婦
の
間
借
り
し
て
い
る
家
へ
入
っ
て
き
た
。
家

中
の
も
の
が
呼
び
出
さ
れ
て
男
は
一
人
一
人
、

　
「
キ
ミ
が
王
育
霖
か
」
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と
語
気
鋭
く
詰
問
さ
れ
た
。
逮
捕
令
状
も
人
相
書
き
も
も
っ
て
い
な
い
。
兄
は
一
瞬
顔
を
青
ざ
め
た
で
は
な
い
と
シ
ラ
を
切
っ
た
。
と

こ
ろ
が
今
度
は
一
人
一
人
身
体
捜
査
を
受
け
て
、
洋
服
の
裏
の
ネ
ー
ム
を
見
つ
け
ら
れ
て
と
う
と
う
い
い
逃
れ
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
「
一
寸
い
っ
し
ょ
に
来
て
く
れ
」

　
「
荷
物
は
い
ら
ぬ
か
」

　
「
当
分
入
用
な
も
の
を
も
っ
て
い
け
」

　

そ
こ
で
兄
嫂
は
ふ
る
え
る
手
で
、
兄
を
手
伝
っ
て
ト
ラ
ン
ク
一
杯
に
着
換マ

マ

え
を
詰
め
て
、
兄
は
そ
れ
を
重
た
そ
う
に
も
ち
な
が
ら
、
遠

く
に
駐
車
し
た
ジ
ー
プ
に
押
し
こ
ま
れ
た
。
兄
嫂
は
そ
の
跡
を
追
お
う
と
し
た
が
、
殿
り
を
つ
と
め
た
も
の
に
追
い
払
わ
れ
た
。

　

兄
嫂
は
一
面
で
は
相
当
永
引
き
そ
う
だ
と
心
配
し
な
が
ら
も
、
一
面
で
は
徴
役
ぐ
ら
い
か
と
自
分
を
慰
め
た
そ
う
で
あ
る
。

　

兄
嫂
は
そ
れ
か
ら
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
台
北
市
中
を
奔
走
し
て
廻
っ
た
。
真
先
に
泣
き
つ
い
て
行
っ
た
の
が
劉
啓
光
で
あ
る
。
劉
は
王

太
太
大
丈
夫
で
す
。
必
ず
力
に
な
っ
て
あ
げ
ま
す
、
と
口
で
は
い
っ
て
く
れ
た
が
、
毎
日
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
え
す
ば
か
り
で
一
向
に
本

気
に
尽
力
し
て
く
れ
る
気
配
いマ

マ

が
な
い
。
兄
嫂
は
唇
を
か
み
し
め
。マ
マ

た
仕
方
な
く
近
く
に
住
ん
で
い
た
王
白
淵
氏
（
文
化
界
の
大
御
所
、

私
も
兄
か
ら
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）
に
も
泣
き
つ
い
て
み
た
。
誰
、
誰
と
私
も
憶
え
て
い
な
い
ぐ
ら
い
に
多
く
の
人
に
助
命
を
嘆
願

し
た
。

　

 

そ
の
後
、
確
か
（
月
2（
日
ご
ろ
に
、
あ
る
人
が
兄
嫂
に
紙
切
れ
を
も
っ
て
き
た
。
見
る
と
、
自
分
は
西
門
の
西
本
願
寺
（
憲
兵
隊
と
の

説
も
）
に
い
る
、
と
い
う
兄
の
こ
と
づ
け
で
、
そ
の
人
は
同
室
だ
っ
た
の
が
釈
放
さ
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。
兄
嫂
は
そ
れ
か
ら
何
日
も
西
本

願
寺
の
廻
り
を
う
ろ
つ
い
た
。
誰
か
を
介
し
て
政
府
に
開
い
た
が
、
王
育
霖
な
ど
つ
か
ま
え
ぬ
。
ど
こ
か
の
ゴ
ロ
ツ
キ
に
さ
ら
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
返
事
で
、
兄
嫂
は
天
を
仰
い
で
慟
哭
し
た
。

　

兄
が
逮
捕
さ
れ
た
の
に
は
、
偶
然
の
要
素
も
混
っ
て
い
る
。
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逮
捕
さ
れ
る
二
三
日
前
に
、
兄
は
カ
ー
ル
を
た
ず
ね
て
今
後
の
見
透
し
と
身
の
処
し
か
た
を
聞
い
て
い
る
。
カ
ー
ル
は
逃
げ
ろ
と
い
っ

た
。
カ
ー
ル
自
身
、
台
北
の
街
を
ジ
ー
プ
で
走
り
廻
っ
た
と
き
、
い
ず
く
と
も
な
く
狙
撃
さ
れ
て
、
弾
丸
が
ハ
ン
ド
ル
に
あ
た
っ
て
、
危

う
く
一
命
を
落
と
す
目
に
も
遭
っ
た
。
カ
ー
ル
で
さ
え
逃
げ
る
準
備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
兄
が
カ
ー
ル
の
忠
告
を
聞
き
い
れ
て

そ
の
準
備
を
し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
例
に
よ
っ
て
、
自
分
は
何
も
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
と
い
う
呑
気
な
気
も
ち
で

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
日
は
カ
ー
ル
が
台
北
を
離
れ
る
日
だ
っ
た
の
で
、
兄
は
そ
の
見
送
り
に
出
か
け
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
一
旦
は
家
を
離
れ
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
途
中
で
財
布
が
な
い
の
に
気
が
つ
い
て
、
慌
て
て
家
へ
も
ど
っ
て
き
た
。
財
布
は
昨
日
兄
嫂
が
買
物
に
出
た
と
き
、

自
分
の
分
が
足
り
な
く
て
、
一
寸
兄
の
を
借
用
し
て
、
そ
の
ま
ま
兄
の
背
広
に
も
ど
す
の
を
忘
れ
た
の
で
あ
る
。
兄
が
家
へ
も
ど
っ
て
五

分
も
た
た
な
い
う
ち
に
便
衣
隊
が
踏
み
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

も
し
、
兄
が
そ
の
ま
ま
家
を
出
て
い
た
ら
、
少
く
と
も
こ
の
朝
の
逮
捕
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
。
機
転
の
き
く
兄
嫂
の
こ
と

だ
か
ら
、
カ
ー
ル
の
家
な
り
、
途
中
の
知
り
合
い
の
家
な
り
、
電
話
を
か
け
て
、
兄
に
そ
の
ま
ま
か
く
れ
よ
と
注
意
す
る
く
ら
い
の
こ
と

は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。 

　

母
は
兄
嫂
が
そ
っ
と
も
ら
し
た
こ
の
事
情
を
知
っ
て
、
な
が
い
間
、
兄
嫂
の
不
注
意
が
兄
を
死
に
至
ら
し
め
た
こ
と
を
恨
ん
だ
。

　

私
も
余
り
い
い
気
も
ち
が
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
兄
嫂
を
恨
む
つ
も
り
は
な
い
。
誰
が
愛
す
る
夫
を
わ
ざ
わ
ざ
死
地
に
追
い
落
と
そ
う
。

こ
れ
も
運
命
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
背
広
の
類
の
ネ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
は
今
で
も
こ
と
わ
り
続
け
て
い
る
。
と
い
っ
て
、
人

間
死
ぬ
と
き
は
死
ぬ
の
だ
。
ネ
ー
ム
や
財
布
の
小
道
具
な
ん
か
で
逆
転
し
て
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、“
必
然
的
偶
然
”“
偶
然
的
必
然
”
と
い
う
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
単
な
る
言
葉
の
上
の
遊
戯
で
は
な
い
。
兄
の
死
と
い
う
厳

粛
な
実
感
を
伴
っ
て
私
の
五
体
に
沁
み
渡
る
の
で
あ
る
。
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附
記

　

王
育
霖
は
１
９
１
９
年
、
台
南
市
の
王
汝
禎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
享
年
29
才
。
な
お
、
邱
永
漢
氏
の
《
検
察
官
王
雨
新
》
は
王
育
霖
を
モ
デ
ル
に

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
相
当
に
、̒
小
説
風
ʼ
に
潤
色
し
て
お
り
、
す
べ
て
が
事
実
で
は
な
い
。
念
の
た
め
。

注
（
1
）　

台
北
市
政
府
文
化
局
編
『
台
北
二
二
八
記
念
館
常
設
展
』（
台
北
市
政
府
文
化
局
・
台
北
二
二
八
紀
念
館
、
二
〇
一
一
年
）、
四
二
―
四
四
頁
。

（
2
）　

王
育
徳
『
台
湾
―
そ
の
苦
悶
す
る
歴
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
六
四
年
）、
一
四
一
頁
。

（
（
）　

王
育
徳
『「
昭
和
」
を
生
き
た
台
湾
青
年
』（
草
思
社
、
二
〇
一
一
年
）、
二
九
八
頁
。

（
4
）　

王
明
理
「『
国
家
百
年
の
計
』
は
台
北
高
校
に
あ
り
」『
正
論
』
二
〇
二
二
年
三
月
号
（
産
経
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
）、
五
二
頁
。

	

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
二
年
一
〇
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⑹ 　投稿者は，編集委員会の査読を経て，修正・加筆などが済み次第，完成
原稿他を，研究所が毎年定めた日までに，研究支援課に提出すること。 
        

6．校正 
　掲載が認められた投稿原稿の校正については，投稿者が初校および再校を
行い，編集委員会と所長が三校を行う。
　この際，投稿者が行う校正は，最小限の字句に限り，版組後の書き換え，
追補は認めない。
　校正は，所長の指示に従い，迅速に行う。校正が，研究所が定めた期日ま
でに行われない場合は，紀要に掲載できないこともある。

7．その他
　本執筆要領に規定されていない事項については，編集委員会の議を以て，所
長が決定する。        
 
8．改廃 
　この要領の改廃は，研究所運営会議の議を経て，所長が決定する。  
       
　附　則
　この要領は，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。    
     
　付記：「その他」の区分・定義について

① 調査報告： 専門領域に関する調査。
② 資　　料： 原稿区分の範疇以外で教育・研究上有用であると考えられるもの。
③ 記　　録： 研究所が主催する講演等の記録を掲載するもの。

 
 以上



重して脚注，後注とも可能とする。
　また，引用・典拠の表示は，日本語で一般的な方式に従うものとする。

⑹ 　原稿区分は，「拓殖大学国際日本文化研究所紀要投稿規則」に記載されて
いる種別のいずれかとするが， 「その他」の区分，定義については付記のと
おりとする。

⑺　投稿原稿の受理日は，研究支援課に到着した日とする。
⑻ 　完成した原稿１部とコンピューターの機種・使用ソフトを明記した電子

媒体（以下，「完成原稿他」という。）を編集委員会宛に提出し，投稿者は
投稿原稿（データ）の写しを保管する。

⑼ 　上記分量を超えた投稿原稿は，編集委員会で分割掲載等の制限をおこな
うこともある。
　投稿者の希望で，紀要の複数号にわたって，同一タイトルで投稿するこ
とはできない。
　ただし，編集委員会が許可した場合に限り，同一タイトルの原稿を何回
かに分けて投稿することができる。その場合は，最初の稿で全体像と回数
を明示しなければならない。
　上記以外の様式等にて，投稿原稿の提出をする場合にも，編集委員会と
協議する。        
 

4．投稿原稿表紙ならび投稿原稿の提出
　紀要に投稿を認められた研究所員は，完成投稿原稿と一緒に「拓殖大学　国
際日本文化研究投稿原稿表紙」を研究所が毎年定めた日までに，研究支援課に
提出する。

5．原稿の審査・変更・再提出
⑴ 　投稿原稿の採否は，編集委員会の指名した査読者の査読結果に基づいて，

編集委員会が決定する。
　編集委員会は，原稿の区分の変更を投稿者に求める場合もある。

⑵　提出された投稿原稿は，編集委員会の許可なしに変更してはならない。
⑶ 　編集委員会は，投稿者に若干の訂正あるいは書き直しを要請することが

できる。
⑷ 　編集委員会は，紀要に掲載しない事を決定した場合は，所長名の文書で

その旨を執筆者に通達する。
⑸ 　他の刊行物に既に発表された，もしくは投稿中の原稿は，紀要に投稿す

ることができない。



拓殖大学国際日本文化研究所
『拓殖大学 国際日本文化研究』執筆要領

1．発行回数
　紀要『拓殖大学　国際日本文化研究』（以下，「紀要」 という） は，原則とし
て年 1 回，年度末に発行する。      
   

2．執筆予定表の提出
　紀要に投稿を希望する研究所専任教員ならびに兼担兼任研究員（以下，「研
究所員」という。）は，拓殖大学　国際日本文化研究執筆予定表（以下，「執
筆予定表」という。）を，研究所が毎年定めた日までに，学務部研究支援課

（以下，「研究支援課」という）に提出する。     
    

3．投稿原稿
⑴　分量・様式

　投稿原稿の分量ならびに様式は，本文と注及び図・表を含め，原則とし
て，以下のとおりとする。

① 論文 40,000字 （1 行40字×（6行で27頁） 以内
　A4縦版・縦書

② 上記以外のもの 20,000字 （1 行40字×（6行で14頁） 以内

⑵ 　記以外の様式にて，投稿原稿の提出する場合には，研究所編集委員会（以
下，「編集委員会」という。）と協議する。

⑶　使用言語 
　投稿原稿の使用言語は日本語，数字はアラビア数字を用いる。  
　ただし，日本語以外の言語での執筆を希望する場合は，事前に編集委員
会に書面にて申し出て，許可を受ける。     
　その場合，許可を受けた投稿者は，必ず外国語に通じた人の入念な校閲
を受けたものに限る。 

⑷　図・表・数式の表示 
⒜ 　図・表の使用は，必要最小限にし，それぞれに通し番号と図・表名を

付けて，本文中に挿入位置と原稿用紙上に枠で大きさを指定する。図・
表も分量に含める。

⒝　図および表は，コンピューター等を使って， きれいに作成すること。
⒞　数式は，コンピューター等のソフトを用いて正確に表現すること。

⑸　注・参考文献
　注は，本文中に（右肩にパーレンで）通し番号とし，執筆者の意向を尊

ü
ý
þ



（リポジトリへの公開の停止及び削除）   
第 8 条 投稿者よりリポジトリへの公開の停止及び削除の申し出があった場合

または編集委員会がリポジトリへの公開の停止及び削除が必要と判断し
た場合には，リポジトリへの公開の停止及び削除をおこなうことができ
る。

   
（その他）   
第 9 条 本投稿規則に規定されていない事柄については，編集委員会の議を以

て決定する。
   

（改廃）   
第 10 条 この規則の改廃は，研究所運営会議の議を経て所長が決定する。  
 
   
　附則
　この規則は，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。   



（執筆要領および投稿原稿）   
第 5 条 投稿原稿は，拓殖大学国際日本文化研究所紀要『拓殖大学　国際日本

文化研究』執筆要領の指示に従って作成する。   
2 　投稿原稿は，図・表を含め，原則として返却しない。  　
（  　学会等の刊行物に公表した原稿あるいは他の学会誌等に投稿中の原稿は，

紀要に投稿することはできない（二重投稿の禁止）。  
 

（原稿区分他）   
第 6 条　投稿原稿区分は，次の表のとおり定める。   

⑴ 論文 研究の課題， 方法，結果，含意 （考察） 技術，表現について明確で
あり， 独創性および学術的価値のある研究成果をまとめたもの。

⑵ 研究ノート 研究の中間報告で，将来，論文になりうるもの（論文の形式に準
じる）。新しい方法の提示，新しい知見の速報などを含む。

⑶ 抄録 国際日本文化研究所研究助成要領第 9 項⑵に該当するもの。
⑷ その他 上記区分のいずれにも当てはまらない原稿 （公開講座記録等） に

ついては， 編集委員会において取り扱いを判断する。また， 編集
委員会が必要と認めた場合には， 新たな種類の原稿を掲載するこ
とができる。

2 　投稿原稿区分は，投稿者が選定する。ただし，紀要への掲載にあたって
は，査読結果に基づいて，編集委員会の議を以て，投稿者に掲載の可否等
を通知する。   

（ 　紀要への投稿が決定した場合には，投稿者は600字以内で要旨を作成し，
投稿した原稿のキーワードを（～5個選定する。ただし，要旨には，図・表
や文献の使用あるいは引用は，認めない。   

4 　研究所研究助成を受けた研究所員の研究成果発表（原稿）の投稿原稿区
分は，原則として論文とする。   

5 　研究所研究助成を受けた研究所員が，既に学会等で発表した研究成果（原
稿）は，抄録として掲載することができる。   

（投稿料他）   
第 7 条　投稿者には，一切の原稿料を支払わない。   

2 　投稿者には，紀要 （ 部を贈呈する。
（ 　投稿者が研究所員の場合には，掲載の抜き刷りを50部まで無料で贈呈す

る。50 部を超えて希望する場合は，超過分について有料とする。



拓殖大学国際日本文化研究所紀要投稿規則

（目的）   
第 1 条 拓殖大学 （以下， 「本学」 という。） に附置する， 国際日本文化研究所

（以下， 「研究所」 という。） が刊行する紀要には，多様な研究成果及び
学術情報の発表の場を提供し， 研究活動の促進に供することを目的とす
る。   

（紀要他）   
第 2 条 研究所の紀要は，国際日本文化研究所紀要『拓殖大学　国際日本文化

研究』という。   
2 　研究所長は，次の事項について毎年度決定する。  

⑴　紀要の 『執筆予定表』の提出日
⑵ 　投稿する原稿 （以下， 「投稿原稿」 という。） 及び紀要の 『投稿原稿表

紙』 の提出日
⑶　投稿原稿の査読等の日程

  
（投稿資格）   
第 （ 条 紀要の投稿者（共著の場合，投稿者のうち少なくとも 1 名）は，原則

として研究所附属の専任教員，兼担研究員および兼任研究員（以下「研
究所員」という。）とする。   

2 　研究所の編集委員会が認める場合には，研究所員以外も投稿することが
できる。

  
（著作権）   
第 4 条 投稿者は，紀要に掲載された著作物が，本学機関リポジトリ（以下「リ

ポジトリ」という。）において公開されることおよび当該著作物の著作権
のうち複製権・公衆送信権の権利行使を研究所に委託することを許諾し
なければならない。   

2 　共同執筆として紀要に掲載する場合には，共同執筆者全員がリポジトリ
において公開されることおよび当該著作物の著作権のうち複製権・公衆送
信権の権利行使を研究所に委託することについて承諾し，投稿代表者に承
諾書を提出しなければならない。投稿代表者は，共同執筆者全員の承諾
書を投稿する原稿と一緒に研究所に提出しなければならない。  
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